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ま え が き

第2回 自然環境保全基礎調査いわゆる緑の国勢調査は,昭 和53,54年 度に実施された。調査結果は,

既に,調 査個票を掲載 した都道府県別報告書,全 国の分 布状況や集計 ・解析結果を掲載 した調査項目別

報告書,第2回 調査を集大成しとりまとめた聡括版報告書及び同資料編等の文献,あ るいは,動 植物分

布図(20万 分の1,都 道府県別),現 存植生図(5万 分の1)日 本の自然環境(アbラ ス)等 の:地図に

作成 し公表 したところである。

また,第2回 調査の集計 ・解析,分 布図等の作成を行 うにあたっては,ぽ う大かつ多様なデータを電

子計算機で処理できるように数値化 または記号化 して磁 気テープに入力 し,多 数のデータファイルを作

成 した。この記録は,文 献や地図として公表したものとおうむね同じ内容であるが,大 量なデータを迅

速に処理で きるなど多くの優れた特色を持っている。今後,自 然環境の保全,国 土の利用や整備に関す

る諸計画の立案や実施を合理的科学的に行 う上で,文 献 や地図とともに有力な手段として活用できるで

あろう。

自然環境保全基礎調査は,い まだ2回 の経験 しか持たず,広 範な対象について種 々の手法を用いて調

査 したものである。したがってそのデータは多様な特性.を有し,精 度的にもその限界は様々である。ま

た,自 然環境保全に関する情報の数値化は,い まだ開発 中のものが多く改善すべき点も多い。

本報告書 は,磁 気テープを利用される方に調査 の精度 や数値化の限界等その内容を正確に理解 してい

ただき,適 切な使い方がされるように手引書としてとりまとめたものであり,昭 和57年 度自然環境保全

情報整備事 業の一環 として助 日本野生生物研究センターが作成 したものである。
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序

本 情 報整 備事 業 は,第2回 自然 環 境保 全 基礎 調 査 結果 が収 納 され た磁 気 テ ープ につ いて点 検 後,日 常

的 な利 用 が可 能 な活 用 シ ステ ムを 開発 す るこ とを 目的 と して実 施 され た。

本 マ ニ ュア ル は,磁 気 テ ープ の有 効 利用 を 図 るため,第2回 自然 環 境 保 全基 礎 調 査 の 目的,対 象 地 域

お よび種,調 査 方 法,情 報処 理 な どの概要 と磁気 テ ープ の フ ァイル仕 様,レ コー ドフ ォーマ ッ ト,コ ー

ド表 を 一括 して ま とめ た もの で あ る。

調査 の概要 は,調 査 実 施要 綱 お よび調査 報 告書 か ら抜 粋 した。

なお,第2回 自然 環 境保 全 基礎 調査 結果 にっ いて はパ ーソナル コ ン ピュー ター を用 いた活用 シ ステ ム

の開 発作 業 が磁気 テ ー プ の編 集 作 業 に 引 き っ つ い て 行 わ れ た。磁 気 テ ー プ に収 め られ た内容 は編 集 さ

れて パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー ター のデ ィスケ ッ トに収 納 され,ま た分 布 図作 成,検 索 ・集 計 を行 うプ ログ

ラム も同時 に 開発 され た 。 このパ ー ソナル コ ン ピュー ターを 用 い た活 用 シス テム(自 然 環境 保 全情 報 検

索 システ ム)に つ いて は,そ の概 要 とと もに利用 のマニ ュア ルが 別途 作 成 され た。





第2回 自然環境保全基礎調査の概要

1調 査の意義 と 目的

自然環境保全基本方針は,その第1部 「自然環境の保全に関する基本構想」の中で,自然保護を中心と

する自然環境保全政策は,人 間活動も日光,大 気,水,土,生 物などによって構成される微妙な系を

乱さないことを基本条件としてこれを営むという考え方のもとに,地 域の特性に応 じて人間活動を規

制するという面を主 として分担するものであり,そ の施策は国土や各地方において確保すべき自然の

適正な質 と量とを科学的に検討 し,そ れを明確 にしたものでなければならないことを明らかにした。

しかし,同 時に,こ のことを実現可能なものにするためには,な お克服すべき多くの困難が存在する

ことをも指摘 した9

このような認識の下に基本方針では,現 在破壊から免がれている自然の保護にとどまらず,自 然環

境を共有的資源として積極的に復元 し,整 備 していく方策の必要性を強調 している。ここで示 された

施策の基本的方向は次の5っ である。

① 国土に存在する多様な自然を体系的に保全するため,自 然環境保全法をはじめとする各種の関係

制度を総合的に運用する。

② 保全すべき自然地域をその特性に応 じて適切に管理するため,管 理体制の整備と必要な民有地の

買上げを行う。

③ 自然環境を破壊するおそれのある大規模な各種の開発に当た っては,自 然環境に及ぼす影響の予

測,代 替案の比較を含む事前調査等により,開 発の影響を小さくする。

④ 自然のメカニズムの解明等のため,研 究体制の確立に努め,情 報システムの整備や自然環境の現

状の的確な把握のための調査を実施する。

⑤ 自然のメカニズムや自然と人間との正 しい関係にっいて国民の理解を深め,自 然に対する愛情と

モラルの育成を図るため,学 校や地域社会において環境教育を推進する。

⑥ 野外 レクリェーション需要の増大に応えっっ,自 然環境の保全を図る。

しかし,こ の基本的方向を施策 として具体化 していくに当たって一っの障害となるのは,保 全しよ

うとするものの概念規定のあいまいさではなかろうか。たとえば,「 貴重な植物,野 生動物,地 形地

質等のかけがえのない自然やすぐれた自然」あるいは 「国を代表する傑出した自然景観,学 術上,文

化上特に価値の高い自然物」など,対 象を規定すべき表現の中にみられる未定義概念は,基 本方針だ

けでなく自然環境保全法その他の関係制度においても十分明確化 されているとはいいがたい。

もちろん,自 然保護 においては人間の高貴な感情に根ざす部分を無視 してはならない。む しろそれ

なくしては真の自然保護の実現はあらえないといってもよいだろう。 しかし,基 本方針があらゆる対

策の第一歩 とした 「我々が自然の価値を高く評価し,保 護保全の精神を我々の身にっいた習性とする」

状態には,基 本方針策定時にも増 してなお遥かな距離が存在する現在,自 然保護政策において着実な

歩を進めるためには,人 間の感性に訴えることもさることながら,科 学的,客 観的手法により保全す

べきものが何であり,そ れは何のために保全すべきなのかを明らかにしていくことが必要と考えられ

る。
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自然環境保全基礎調査は,自 然環境保全法第5条 「基礎調査の実施」に定められている。

国は,お おむね5年 ごとに地形,地 質,植 生及び野生動物に関する調査,そ の他自然環境の保

全のために講ずべき,施 策の策定に必要な基礎調査を行 うよう努めるものとする。

という条文に基づき,全 国的な観点からわが国における自然環境の現況を把握 し,自 然環境保全の

施策を推進するための基礎資料を整備するために実施される調査で,自 然保護におけるこのようなア

プローチの主要な部分を担 うものである。この調査が明らかにしていく我が国の自然環境の現状の的

確な認識の上に立 って,自 然環境の保全施策は展開されていくことが望まれる。そしてこの調査の目

的をより具体的に示せば次のとおりである。すなわち,

① 全国の植生,野 生動物,地 形地質等,あ るいは,こ れらが生息,存 在する陸域,陸 水域,海 域の

自然の状態を調査 し,我 が国における自然環境の現状を的確に把握する。

② 調査はおおむね5年 ごとに実施 し,そ の積み重ねによって長期的な視点か ら自然の時系列的な改

変状況をも把握する。

③ 調査の結果を記録,保 存するとともに,そ れらを公開することにより,自 然環境のデータバンク

としての役割を果たす。

④ 自然環境保全長期計画,土 地利用計画及び自然環境保全地域,自 然公園,鳥 獣保護区,保 安林,

天然記念物,都 市緑地保全地区等各種の自然保護計画,あ るいは,環 境 アセスメントの実施,開 発

計画の立案に際 しての基礎資料を提供することである。

2調 査の経緯
　

第2回 基礎調査は,51年 度より,検 討委員会において調査項目 方法等基本的事項が検討され,そ

の結果に基づき環境庁が作成 した調査要綱に従い53,54年 度の2か 年にわたり,約8億 円の予算に

より都道府県,民 間団体および民間調査会社に委託 して実施 された。

第2回 基礎調査の目的は前述したとおりであるが,短 期間に全国土とその周辺海域にわたつて多

様な生物環境や地形 ・地質的環境のすべてを調査 ・記録 し,そ れらを集計 ・解析 して,我 が国 の

自然環境の実態を把握することはきわめて困難なことである。

そこで第2回 基礎調査は,行 政上の必要性 と調査の実行可能性とを考慮 して

① 自然保護上重要な動植物に関する選定及び評価基準を定～め,そ れに基づいた動植物 リス トを作成

し,リ ストアップされた動植物の生息地 と生息状態にっいて把握する。

② 自然環境の基本情報図として,縮 尺5万 分の1の 植生図(全 国の約2分 の1の 地域にっいて)を

整備する。

③ 広域に生息する大型野生動物の分布状況を把握する。

④ 海岸,河 川,湖 沼の自然環境がどの程度人為的に改変されているかにっいて把握 し,こ れらのう

ち,人 為により改変されていない,自 然状態のままの地域を リストアップする。

⑤ 以上の諸情報を体系的 ・総合的に整理 し,こ れ らのデータを行政機関だけでなく,国 民一般が広

く利用できるように公開する。

以上の点に目標をしぼり,陸 域,陸 水域,海 域にっいて合計14項 目に亘 り調査を行 った。

調査結果は昭和54年以降,「 都道府県別報告書」として遂次公開され,そ の後全国的な状況を把握
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するため,電 算機利用を主体とする情報処理を行い,そ の集計 ・整理の結果を中心に調査項目別に「全

国版報告書」が作成 された。また,昭 和55年 度には 「動植物分布図」(縮 尺20万分の1,都 道府県分

図)と 「現存植生図」(縮 尺5万 分の1)の 一部 が印刷 ・公開された。56年度には残りの現存植生

図が印刷されるとともに,「 我が国の自然環境」(自 然環境ア トラス)が 作成され,調 査結果の一層

の普及が図 られた。これらの情報処理や地図印刷に要 した予算は,約6億 円であった。

5調 査の骨子 と内容

今回の第2回 基礎調査では,よ り基礎的な情報の整備を目的 として図1に 示す骨子 に沿 つて調

査を実施 した。

第2回 基礎調査は,調 査域,調 査対象 により14の項目に区別され,53年 度に実施された調査は,「特

定植物群落調査」,「 動物分布調査」,「 海岸調査」,「 干潟 ・藻場 ・サンゴ礁分布調査」,「 海域

環境調査」,「 海域生物調査」の6調 査であり,54年 度に実施されたものは 「植生調査」,「 表土改

変状況調査」,「 湖沼調査」,「 河川調査」の4調 査である。

それぞれの調査の内容は以下のとおりである。

ア.植 生 調 査

この調査は,全 国の植生の現況をより詳細に把握するとともに,地 域 レベルの計画に対応できる

植生図を全国的に整備するためのもので,国 土の約1/2の 地域にっいて,現 地調査及び空中写真

の判読等により,縮 尺5万 分の1の 現存植生図が作成された。調査の結果は都道府県ごとに凡例解

説,植 生調査表(ま たは組成表)等 を掲載 した報告書にとりまとめられた。

イ.特 定植物群落調査

この調査は,わ が国における植物群落のうちで,学 術上重要なもの,保 護を必要 とす るものなど

を,選 定基準を設けて都道府県ごとに選定 し,そ の生育地及び生息状況にっいて調査 したものであ

る。

調査の方法は,既 存資料その他の知見の収集整理を行い,こ れ らを参考にしつっ,必 要な場合は

現地調査を実施 した。

調査結果は,都 道府県ごとに縮尺5万 分の1地 形図に表示するとともに各生育地ごとの特定植物

群落調査票,植 生調査表,概 略分布図等を掲載 した報告書にとりまとめられた。

ウ.動 物分布調査

この調査は,わ が国に生息する野生動物の生息状況を把握するため,哺 乳類,鳥 類,両 生 ・は虫

類,淡 水魚類,昆 虫類を対象として分布の把握を中心に実施 した。

なお,今 回行 った動物分布調査は聞き取 り調査,文 献調査が中心であったため,未 調査地域が数

多く残された。またこれは動物分布調査一般に言えることであるが,動 物地理的事実を除いて,あ

る地域に対象動物が分布していないということを証明するのは不可能に近い・したが って今回の調

査結果については,分 布が確認された地点にっいてのみ意味があり,そ れ以外の地点 にっいては,

未調査」未確認の両方の意味が含まれており,必 ず しも分布 していないということではない。

それぞれの調査内容は次のとおりである。
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① 哺 乳 類

わが 国 に生息 す る大 型及 び 中型 獣8種(ニ ホ ンザ ル ,シ カ,ツ キ ノワ グマ,ヒ グマ,イ ノシ シ,

キ ツ ネ ,タ ヌキ,ア ナ グ マ)の 分 布 に っ いて 調査 した。

全 国 を,5万 分 の1地 形 図 を縦 横 それ ぞれ4等 分 した方形 区(約4.5km×5.5km)に 区 切 り調

査 区 画 と し,1区 画 につ き2地 点 で各2人 か ら聞 き と りを行 い ,生 息,絶 滅情 報 を収 集 した。 哺

乳 類 の 研究 者 ・自然 保 護指 導 員,鳥 獣 保 護 員 ,林 業 関係 職員 等 の1,600人 を 超 え る調 査員 が,狩

猟 者 な ど約5万 人 か ら聞 き とると い う,国 民 参加 の調 査 で あ った 。

聞 き と り結 果 は,聞 き とり調 査票,縮 尺5万 分 の1の 地 形図 に記録 した。 ま た ,都 道 府 県 ご と

に,哺 乳 類 分 布 メ ッシ ュ図 ,出 現絶 滅 年 代 図(と もに約4.5kmx5.5kmの メ ッシ ュ図)に 整理 し,

これ らの図 と解説 を掲 載 した報 告 書 に と り ま とめ た。

② 鳥 類

わ が国 で 繁 殖 す る こ とが知 られ て い る約250種 の鳥 類 を対 象 と して ,繁 殖 期 にお け る分布 にっ

い て調 査 した 。 日本野 鳥 の会 の協 力 に よ り ,1,078人 の調 査 員 の参 加 を得 て2,225地 点 の調 査 コ

ー スに お いて 現地 観察 を実施 した
。 また,1,100地 点 にお け る繁 殖状 況 の 資料 を収 集 した。

調 査結 果 は,コ ー スご とに繁殖 状 況票 ,環 境調 査票 に記録 した。 デ ー タは,5万 分 の1地 形 図

の区 画(約18km×22km)の 全 国繁 殖 分布 メッシ ュ図 に と りま とめ られ た。

⑤ 両 生 類 ・は 虫類

絶 滅 の お そ れ の ある種,学 術 上重 要 な種 等 を対象 と して,生 息地(分 布)及 び生息 状況 を調 査

した。

調 査 方 法 は,主 と して既 存 資料 その他 の知 見の 収 集整 理等 に よ り実 施 され た。

調 査結 果 は,都 道府 県 ご とに縮 尺20万 分 の1の 両生 類 ・は虫 類 分布 図 に表示 したほ か両 生類 ・

は 虫 類調 査 票,概 略 分布 図 等 を掲 載 した報告 書 に と りま とめ られ た。

④ 淡 水 魚 類

絶 滅 の お それ のあ る種,学 術 上重 要 な種等 を 対象 と して,生 息地(分 布)及 び 生息 状 況 を調 査

した。

調 査方 法 は,主 と して既存 資料 その他 の知 見の収 集 等 によ り実施 され た。

調 査結 果 は,都 道 府 県 ご とに縮 尺20万 分 の1の 淡 水 魚 類分 布 図 に表示 した ほか,淡 水 魚 類調 査

票,概 略 分 布 図等 を掲 載 した報告書 に と りま とめ られ た。

⑤ 昆 虫 類

絶 滅 のお そ れ の ある種,学 術 上重 要 な種 等 の生 息 地(分 布)及 び生 息状 況 を 調査 した。 調 査 の

対象 と な った 昆 虫 は,指 標 昆 虫 類10種 及 び選 定基 準 に従 い都道 府 県 ごと に選 定 され た 特定 昆 虫類

(都 道 府 県 ご と に50～100種 程度)で あ る。

調 査 方 法 は,主 と して既 存 資料 その他 の知 見 の収 集等 に よ り実 施 され た。

調 査結 果 は,都 道府 県 ご とに縮 尺20万 分 の1の 昆 虫類 分 布図 に表 示 した ほか昆 虫類調 査票
,概

略 分 布 図等 を掲 載 した報 告 書 にと り ま とめ られ た。

エ.表 土 改 変 状 況 調査

こ の調 査 は ,人 間 活動 が著 し く,し か も各種 の環境 タイ プが 見 られ る広域 モ デ ル地域 と して,関
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東 地 方(1都6県 島 しょ部 は除 く)を 対 象 と し,改 変 状況 を昭和20年 頃,35年 頃,50年 頃 の戦 後 の

3時 期 にお いて調 査 す る こ とに よ り時 系 列 的 ・量 的 に表 土 の改 変 の実 態 を明 らか に しよ うとす る も

の で あ る。

調 査方 法 は,空 中写 真 の判読 を 主 に,そ の他 資 料 を も活 用 し,基 準 地域 メ ッシ ュ(約1km×1km)

ご と に ,表 土 区 分 を判定 した。

調 査結 果 は,年 代 毎 に,メ ッシュ図化 され た他,各 種 の 都 県別 集計 が な され た。

オ.湖 沼 調 査

湖 沼 の 自然性 の現況 及 び利 用状 況 を 把握 す るた め に,全 国 の天 然湖 沼480を 対 象 に して,湖 沼概

要,水 質 の総合指 標 で あ りそれ 自体 価値 の 高 い レク リエー シ ョン資源 で もあ る透 明度,湖 沼 の改 変

状 況 等 を調 査 した もので ある。 また,代 表 的 な61湖 沼 にっ いて は魚 類相 にっ いて も調 査 した。

調 査 方法 は,湖 沼概 要,魚 類相 につ い て は,資 料 の収集,整 理 に より,ま た,透 明度 調 査,湖 沼

の改 変 状況 にっ いて は,現 地 調 査 に よ り実施 した。

調 査結 果 は,都 道 府 県 ご とに縮 尺2万5千 分 の1の 湖沼 調 査 図 に デ ータを 表示 す る と と もに湖 沼

概 要調 査票,透 明度 調 査票,湖 沼 改変 状 況 調 査票,魚 類調 査総 括表 等 を掲 載 した報 告 書 に とりま と

あ られ た。

カ.河 川 調 査

河 川 の 自然性 の 現況 及 び利 用 の状 況 を把 握 す る ため に,全 国 の109の1級 河 川 及 び沖縄 県浦 内川

の 幹 川 を対 象 と して,魚 類 の生 息状 況 及 び河 川 の改 変状 況等 にっ いて調 査 した。 また,集 水域 全体

が 原 生状 態 を保 って い る河 川(「 原 生 流域 」)は,わ が 国で は ご くわずか に残 され て い る にす ぎな

い と思 わ れ るため,早 急 に保 全 対策 を講 じる必 要 か ら,こ れ らの地 域 の うち1,0004α 以 上 の大規 模

な ものの摘 出 も行 った。

調 査 方法 は,魚 類 の生息 状 況 及 び河 川 の改 変 状 況 は主 と して現 地 調 査 に よ り,ま た,原 生流 域 の

摘 出 にっ い て は資 料 の収 集整 理 に よ った。

調 査 結 果 は,都 道 府県 ご とに縮尺2万5千 分 の1の 河 川調 査 図,5万 分 の1の 原 生 流域 図 に表 示

す る と ともに魚類 調 査票,同 総 括表,河 川改 変 状 況 調査票,原 生流 域 概要 表等 を掲 載 した報 告書 に

と りまとめ られ た。

キ.海 岸 調 査

海 岸 が 人為 に よ りど のよ うに改 変 され て きて い るか をみ るた め に,海 岸汀 線 及 び海 岸 陸 域 の改 変

状 態 及 び海岸 地形 の形 態を 調 査 した。

調 査方 法 は 主 と して,現 地 調査 に よ った。 調 査結 果 は,海 岸 調 査票 及 び縮 尺2万5千 分 の1の 海

岸 改変状 況 調 査図 に と りまとめ られ た 。

ク.干 潟 ・藻 場 ・サ ンゴ礁分 布調 査

干 潟 ・藻 場 ・サ ンゴ礁 の わが 国 にお け る分 布状 況 を把 握 す るため,位 置,面 積,タ イ プ,環 境 の

現 況 等 にっ いて調 査 した。

干 潟 は 昭和20年(1945年)以 後 に,藻 場,サ ンゴ礁 は,昭 和48年(1973年)以 降 に人為 的 に消 滅

した ものに つ いて も,調 査 対象 と し,消 滅 面積,時 期,理 由,現 況 土地利 用等 に っ いて 調査 した。

調 査方 法 は,地 形 図,空 中写真 の読 み 取 り,既 存 資料 その他 知 見 の収集 を 主 と し,必 要 に応 じて

一5一



現地確認調査,聞 きとり調査等により実施 した。

調査結果は,都 道府県ごとに縮尺5万 分の1分 布図に表示するとともに調査票,概 略分布図等を

掲載 した報告書にとりまとめ られた。

ケ.海 域環境調査

生物の生息状況からみた,我 が国の沿岸域の現状を把握するために,あ らか じめ区分した91の海

域 ごとに,プ ランクトン,底 生生物,付 着生物,大 腸菌,赤 潮の発生状況について,既 存資料の収

集整理によって調査した。

調査結果は,都 道府県ごとに,縮 尺20万分の1の 採集地点位置図や分布図(原 図)に 表示すると

ともに,各 種調査データ票 と概略図を掲載 した報告書にとりまとめられた。

コ.海 域生物調査

わが国の海岸域における生物の生息状況及び生息環境を今後5年 ごとにモニタリングするため,

潮上帯(飛 沫帯)及 び潮間帯に生息する生物を調査 した。

調査方法は,各 都道府県において選定された海岸各2か 所(北 海道は10か所)に おいて,肉 眼で

見える大きさの動植物を対象 とし,年2回 の現地調査によった。

調査結果は,都 道府県ごとに,環 境調査票,植 物の被覆度及び湿重量,動 物の個体数及び湿重量

を記載 した海域生物調査票等を記載 した報告書 にとりまとめ られた。

以上が第2回 基礎調査の内容であるが,こ れらにっいては,総 括的に表1に 示 した。

4調 査の経過 と実施体 制

(1)経 過

第2回 調査を実施するにあたり,昭 和51年度より調査項目や方法にっいて検討が始められた。そ

の際,調 査が広い範囲にわたり,自然科学の諸分野の専門家の協力を必要とすることから,自然保護局

長の委嘱により,自 然環境保全基礎調査検討会を発足させ,専 門的見地からの各種検討を依頼した。

この委員会は宝月欣二玉川大学教授を座長とし,植 物生態学,動 物生態学,地 球化学 ,自然地理学,

土壌学,作 物学,林 学,水 産学,河 川g湖 沼学,航 測学の諸分野からなる15人のメンバー(後 に19

名)に よって構成された。この検討会を中心に,第1回 の調査の問題点 も含めて各種の検討を行い,

第2回 基礎調査骨子の暫定案を策定 した。これに基づき,植 生,動 物,土 地,陸 水域,海 域,生 態

の6っ の分科会を発足させ,調 査内容,調 査方法を検討したうえ,最 終的な調査骨子が昭和52年 に

正式に定められた。

調査は53年度と54年度に分けて行われることとなり,昭 和53年 度に実施される 「特定植物群落」

「動物分布調査」の各調査,「 海域」に係る各調査にっいて昭和52年度に調査要綱等が作成された。

その際,動 物分科会と海域分科会の下にさらに哺乳類,鳥 類,両 生類 ・は虫類,淡 水魚類,昆 虫類

及び海域生物の各作業分科会を設置 し,作 業が行われた。これと並行 して,調 査の実施主体 となる

都道府県に対 しては,「 担当者会議」等を通 して趣旨の徹底,協 力要請等を図った。

昭和53年度 には,上 記により策定された調査要綱に基づき調査を実施するとともに,54年 度に実

施する調査の要綱作成を行 った。

昭和54年度の調査のうち,植 生調査の場合は,調 査員間の連絡調整を行うための全国を10のプロ
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ックに分けて実施することとしたので,各 ブロックごとに植生調査実行委員が置かれ,調 査の円滑

化,統 一化が図られた。

調査結果は,調 査実施の翌年 に都道府県別の報告書,各 種原図,原 票 として実施機関より環境庁

に報告された。都道府県等より報告 された調査結果から全国的な状況を把握す るため情報処理作業

を行うこととし,昭 和54年度には前年度に実施 した調査のうち,情 報量が多く,処 理に時間を要す

る哺乳類及び鳥類分布調査,区 間距離の計測を正確かっ統一的に行う必要のある海岸調査にっいて

実施 し,そ れ以外の調査にっいては55年度に行った。

情報処理作業の主たる内容は,① データの点検,② 文章記述による調査内容の類型化とコー ド化,

③地形図に表示された位置情報 のメッシュコー ド化,④ ②③に基づくデータの磁気テープへの収納,

⑤磁気テープへ収納 したデータの電子計算機による集計,メ ッシュ分布図等の作成などである。こ

の集計結果を中心に各調査項目ごとに全国版報告書が作成された。また,動 植物の生息地 ・生育地

や干潟 ・藻場 ・サンゴ礁の分布域,原 生流域の所在地等を縮尺20万分の1の 都道府県分図に表わし,

植生調査の結果は,縮 尺5万 分の1の 現存植生図に表わ し,両 者を印刷,公 表 した。なお,前 者は

昭和55年度の単年度事業として実施 したが,後 者は55,56の 両年度を必要とした。

以上の経過は図2に 示すとおりである。

(2)実 施 体 制

第2回 基礎調査においては,大 部分の調査は都道府県に委託 して実施されたが,調 査が可能な研

究者が少く都道府県を通 じては十分に確保できない場合や,既 に全国的な組識が存在する場合,調

査方法が特殊な場合などでは,民 間団体や民間会社に直接委託 された。

情報処理及び集計 ・整理作業の段階では,専 門的知見と電算処理技術を要するため,そ れぞれの

分野の専門家を相当数擁する団体や航測会社等に作業は委託された。

各調査項目ごとに調査と情報処理の実施体制にっいて示せば図3の とお りである。

5調 査 結 果 の 公 表

第2回 基 礎調 査 で は,自 然 環 境 の デ ー タ バ ンク と して の役 割 を果 た す こ とを 目的 の一 っ と し,そ の

結果 を 調 査 や集計 ・整理 の 段階 ご とに作成 され た報 告書,印 刷 され た動植 物 分 布図 や植 生 図 の形 で公

開 して きた。 公開 の手段 は,報 告 書 の場 合 はす べて,政 府 刊行 物 サ ー ビ スセ ンター(全 国9カ 所)と

(財)日 本 自然 保 護 協会,(財)日 本野 生 生 物研 究 セ ンター に依頼 し,閲 覧及 び コ ピーサ ー ビスす る

方 法 に よ った。 な お,閲 覧 及 び コ ピー サ ー ピスの実施 機 関 は限 られ た もの で あ るの で,報 告書 は編 集

し遂 次 大蔵 省 印刷 局 よ り刊 行 中 で あ る。 動植 物分 布 図及 び現存 植生 図 は(財)日 本野 生 生 物研 究 セ ン

ター よ り頒 布 されて いる。

6情 報整備事業

{1}情 報整備事業における目的

第2回 自然環境保全基礎調査においては調査事項を電算機による処理が可能 なように コー ド化

し,MT(磁 気テープ)へ 保存 した。今 回の情報整備事業は,それぞれの調査でまちまちな記録方

式(フ ァイル構成)を,可 能なかぎり統一するよう努め,今 後各分野で利用可能な状態にするこ
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と,お よび その利 用 システ ム の開 発 を 目的 と した。

作 業 手順 を 図4に 示 す 。

〔2)編 集 作 業

磁 気 テ ー プ編 集 作 業 に お い て は以 下 の 方 針 に従 った 。

0動 植 物 調査 にっ いて は ,3次 メ ッシ ュ対応 にデ ー タを な らべ か え た。(た だ し,鳥 類 は,2次 メッ

シ ュお よび サ ブ メ ッシ ュ対応)

O環 境 調 査 にっ いて は
,調 査 の単 位 ごと(例 え ば,湖 沼 番号,河 川 番 号 な ど,た だ し,位 置 に関 し

て は,各 調査 で ま ちま ちな方 法 で しか 検 索 表 示で き ない)に な らべ か え た 。

o調 査 方法 ,有 効調 査 件 数,記 録 の重 複 な どを考慮 し,い くっ か の調 査項 目は,省 略 した。

o複 合(マ ル チ)フ ァイ ル化 され て いた もの は
,可 能 な か ぎり単 一 フ ァイル構成 と した。 この際 マ

ル チ レ コー ド化 され た もの もあ るが
,2行 目以 降 にっ つ くデー タ数 な どを1行 目に必 ず入 れ,読 み

と りル ー チ ンの便 を 計 った。 単 一 フ ァイ ル化 しない ほ うが良 い と判 断 され る もの にっ いて は
,2っ

以 上 の フ ァイ ル構 成 と した。(例 えば ,特 定植 物群 落調 査 では,分 布 デ ータ フ ァイル と基 礎 デー タ

フ ァイ ル に分 けた)

0使 用 す る コー ドは ,も とのMTに 入 って いた ものを変 更 しないで,そ のま ま用 い た。

o動 植 物 調査 にっ いて
,特 定 メッシ ュに対応 す るデ ー タに重 複 が あ った場合,信 頼性,妥 当性 を考

慮 して選 択 した。(例 えば ,哺 乳 類 調査 にお け る報 告 者 間 の生 息情 報 の重 複 に つ い ては,子 に関

す る情 報 が有 る もの の,群 や 個 体 数 の 多 い ものを 選 択)

0各 調 査 の物 理 的 フ ァイル 仕 様 は ,統 一 した。

○ 市 町 村 コー ドの 含 まれ て い ない フ ァイル には新 た に国土 数値 情 報 の市 町村 コー ド(昭 和50年 度作

成)を 用 い付 加 した。

な お,市 町 村 コー ドを メ ッシ ュ対応 とす る際
,作 業 効 率 上,一 率 に数値 情報 の最 後 にあ る市 町村

コ ー ドを採 用 した。

o編 集 作 業 にお け るデ ー タの取 り扱 いは ,す べて文 字型 と して 扱 った。

{引 利 用 に あ た って の 注 意 事 項

実 作 業時 間 の制 約か ら,完 全 な デー タの論理 的 チ ェ ック は行 な って い ない。 また ,欠 測値 は,各

コー ド表 にお いて 指定 され て いな い場 合 は
,す べて ブ ラ ン クの ま ま と した。 したが って,MTデ ー

タの 利 用 に あ た り ・全 て の デ ー タ に つ いて ,ま ず 文 字 型 と して 扱 い数 値 と して の ゼ ロ と欠 測 の

ブ ラ ン ク と を 区 別 す る必 要 が あ る
。 ま た コ ー ドと して 意 味の あ る ブ ラ ン ク も あ るの で コー ド表

を 参 照 の うえ 注 意 す る こ と 。
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表1第2回 自然環境保全基礎調査の調査概要

調査項目 個票名 原図名

第2回

自然環境
保全基礎
調査

陸 域

植物{舗 … 査
τ1縫 欝 票一墾講 糟)

哺乳類調査 哺乳類聞きとり調査票一分布図(1/5万).

動物
鳥囎査一 一[膿 講 萎 ル ー ト図(1/2.5万)

陸水域

海 域

両生類 ・は虫類調査一 両生類は虫類調査票一 分布図(1/20万)

淡水魚類調査 淡水魚類調査票 分布図(1/20万)

毘虫類調査

土地一表土改変状況調査

昆虫類調査票 分布図(1/20万)

状況図(1/20万)

一41藩 一灘一

河川一河川調査一一E難 藩 ユ

海岸一海岸調査 一海岸調査票

河川調査図(1/2.5万)

‡鎌 諺叢 「1灘一

海岸改変状況図G/2.5万)

分布図(1/5万)

Lサ ンゴ礁調査票

一 王

分布図(1/5万)

分布図(1/5万)

プランク トン調査票一 採集地点図(1/20万)

底 生 生 物 〃 一 特定生物分布図(1/20万)

付 着 生 物 〃 一 採集地点図(1/20万)

大 腸 菌 〃 一 測定地点図(1/20万)

赤 潮 〃 一 発生海域図(1/20万)

海岸域一海域生物調査一[綴 星騨 票
位置図(1/5万)

調査方法

現 地 ・資 料

資 料 ・現 地
空中写真判読

聞 き と り

現 地 観 察

資

〃

〃

料

空中写真判読

資

現

資

〃

料

地

料

現 地 ・資 料

現

〃

地

資 料 ・現 地

資

〃

〃

現

〃

〃

〃

〃

〃

〃

料

地

主要調査事項

凡例解説,植 生調査表(ま たは組成表)

植物群落の位置 ・面積 ・標高,選 定基準,群 落の概要説明.保 護の現状(指

定状況)保 護管理に関す る所 見

生息地域,生 息状況,分 布の変動(絶 滅地域及び出現絶滅年代),分 布 メッシ

ュ図,.出 現(絶 滅)年 代図

生息環境の概要(調 査コースの位置,コ ースの環境要素の比率)

生息鳥類の種類 と繁殖 可能性の判定,個 体数の概況

生息地の位置,標 高,生 息環境 ・生息状況の概要,保 護の現状(指 定状況)

生息地(流 域)の 位置,生 息環境(水 域)の 概要,水 域 における問題点.保

護の現状(指 定状況)

生息地の位置,生 息環境 ・生息状況の概要,保 護の現状(指 定状況)
1㎞ メッシュごとの表土(判 読)区 分,改 変区分

位置,成 因,湖 沼型,水 面標高,面 横,水 深,容 檀,湖 岸線延長,水 位変動.

水温,結 氷の有無,流 出入河川数等

透明度,水 温,PH,DO等 の測定

湖岸地先の挺水植物,湖 岸の改変状況 ・土地利用状況,保 全地域の指定状況

湖岸の建築物,埋 立干拓の状況

生息魚種名(エ ビ類,貝 類含),漁 獲量,放 流量,天 然繁殖の有無,魚 類相に

関する調査記録

投網等に漁獲試験,生 息魚種名,漁 獲量,放 流量,天 然繁殖の有無,魚 類相

に関す る記録

水際線の改変状況,河 原及び河畔の土地利用状況,河 川横断工作物の設置カ

所数,取 水施設の有無,河 川の利用状況,河 川環境における不快要因

汀線の 自然状況,利 用状況,海 岸陸域の土地利用状況,海 岸域の汚染状況,

汀線へのア クセス等

位置 ・面積 ・タイプ ・底質,主 な生物の生息状況,干 潟の レクリエーション

的利用状況,汚 染状況等

位置 ・面積 ・タイプ,疎 密度,海 水の清澄度等
〃 〃,優 占するサ ンゴの形態,オ ニ ヒトデ被害,海 水の清澄度等

デ ータの 位 置,採 集年 月 日,優 占 種

〃 〃 〃,シ ズク ガ イ,チ ヨ ノハ ナ ガ イ,ヨ ツバ

ネ ス ピオ,CapitellaCapitataの 生 息 の有 無,無 生 物 域

デ ー タの 位 置,採 集年 月 日,優 占種,ム ラサ キ イガ イの 付 着の 有 無

〃 〃,大 腸 菌群 数

発生 場所,発 生 年 月 日,継 続 日数,赤 潮 の 種 類

調査地区周辺の概要
植物の種名被覆度及び湿重量,動 物の種名個体数及び湿重量



… 施年度{…叢

然

環

境

保

全

基

礎

調

査

陸 域

植 物

植 生 調 査1

1特定植物群落劃

動 物

現存植生図の作成,植
生自然度判定

1動物 分欄 査

土 地Hl表 土改変状欄 査1

原生林,湿 原等重要な

植物群落の調査

哺 乳 類ト熱 中型獣8種の分布

一1鳥 類1一鶉 の繁殖状況の調査

厘 類・爬虫類!…篇 圭重要な種等の分

淡 水 魚 類卜

塵 虫 類ト

陸水域

同 上

同 上

il湖 沼 調 査1

関東地方の戦後30年間
における表土の改変状
況の調査

湖 沼

河 川 調 査1

500の 天然湖沼の改変

状 況及び代表的61湖 沼

におけ る魚類等の調査

河 川
109の1級 河川におけ

る改変状況魚類等 の調

査及び原生流域調査

海 域

郵
干潟 ・藻場 ・サ ン
ゴ礁 分布調査

海岸域の改変状況調査

海 域 環 境 調 査 ・

海 域 生 物 調 査

干 潟 ・藻場 ・サ ンゴ礁

の 分布調査

海 域生物についての文

献 によ る調査

海域生 物にっいての現

地 調 査

図1第2回 自然環境保全基礎調査骨子
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51年 度 52年 度 53年 度 54年 度 55年 度 56年 度 以 降

第 第2回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 査

調査の企画立案

調 査骨 子 作 成

調 査 手 法 検 討 調 査 要 綱 作 成 調 査 の 実 施

特定植物群落
動物分布

哺乳類
鳥 類
両生類・は虫類
昆虫類

淡水魚類
海岸

集 計 整 理

自然環境情報利用

システムの開発

(デ ー タ フ ァイ ル作 成)

1/5万 植生図

(57年度)

干潟・藻場 ・サンゴ礁分布
海域環境
海域生物

調 査 要 綱 作 成 調 査 の 実 施

第2回 緑の国勢調
査(総 括)報 告書

1/20万 動植物分布図

集 計 整 理

1/5万 植生図

自然環境 ア トラス

植 生
河 川
湖 沼
表土改変状況

(デ ー タ フ ァイ ル作 成)

図2調 査の計画及び実施の経過
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[=コ 調 査

⊂=)情 報処理

自

然

環

境

保

全

基

礎

調

査

陸 城

陸水域,
「

i植 生 調 査1

昭 和53年 度 昭 和54年 度

植 物

囲
麟

一陣 乳 類1-1壷 互互}一 一(財)野 生 研

1鳥 類1-1(財)野 鳥 の会卜一(財)野 鳥の会

昭 和55年 度

特定植物群落調査

動 物 動 物 分 布 調 査

ア ジ ア 航 空㈱

1両生 類 ・爬虫類 卜……(財)自 然保 護協会

1淡 水 魚 類卜 都 道 府 県

(財)自 然保護 協会

昆 虫 類'神 戸 大 学

土 地

湖 沼

表土改変状況調査

(財)自 然保 護協会

踊 麗
都 道 府 県

(財)野 生 研

匝 正一1河 川 調 査1

海 域

匝=亟=ヨ ・

干潟 ・藻場 ・サ ン
ゴ 礁 分 布 調 査

都 道 府 県

都 道 府 県

都 道 府 県

ア ジ ア 航 測㈱

海 域環境調査1

1海 域 生 物 調 査卜

都 道 府 県

道 府 県

㈱社会調査研究所

東洋航 空事業㈱

図3第2回 自然環境保全基礎調査の実施体制
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の

点

検

●

修

正

プ

ア

イ

ノレ

の

編

集

フ

ア

イ

ノレ

の

統

金

.
専門的知見に基づく情報処理
牒

プログ ラム作成 作業等 電算機による処理作 業

論理チ ェックの方法の検討 点 検 用 プログ ラム の作成

意味上 の矛 盾 の検 出方
法 の検討

1.

2.

3.

読取 り可能か

正 しい記号 が入 っているか

正 しい桁数 で入 って いるか

マスター

ファイル

点検 用 プログ ラム

エ ラーの修正可能性の検討 修 正 用 プ ログ ラム の作 成 スター

ファイル

修正用 プログラム

修 正
ファイル

<レ ベル1>

三婁多蠕 羅 懸 討 編集用プ・グ・ムの作成 。竪
くレベル1>

ファイル フォーマ ットの検討 編集用プログラム

(そ の1)

編集

ファイル
<レ ベル2>

編集総合可能なデータの組み合わ デ ータ総合 プログラムの フ
ァイルせの検討 作成

く レベル2>

ファイル フォーマ ットの検討 データ総合ファfル
(そ の2)

総合

12フ ァイル<。 ベル3>

図4自 然 環 境 保 全 惰 報 整 備 事 業 作 業 フ ロ ー図
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の

分

割

フ

ア

イ

ノレ

の

活

用

i)12

総合

分 割 方 法 の 検 討 分割 用 プログ ラム の作成 ファイル
<レ ベル3>

境 界デ ータ の処 理 方針 分割用プログラム
の検討

F/Dの フ ァイルフォー
マ ットの検討

〈 レベル4>

「一一 一一一一 一一一一一一コ

i齢 　　 i鋒 辮:　
;轍 蜘 の検討 …i轟 欝 甥
ll
ll

l一竺盤 盤 黎]:鍵 策

図4自 然環境保全情報整備事業作業7ロ ー図
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1調 査 要 綱

1-1調 査 目的 及 び 調 査概 要

植生図は国土計画,地 域開発,産 業立地等のための自然診断図として,ま た自然保護,復 元・維持

のための生態学的処方箋として重要な基礎図であり,各 種の保護ないし開発のマスタープラン作成に

不可欠な資料として高く位置づけられている。

本調査は,全 国の植生の現況をより詳細に把握するとともに,:地域 レベルの計画に対応できる植生図

を全国的に整備するための一環 として,国 土の約1/2の 地域について植生調査を実施 し,縮 尺1/5万

の現存植生図を作成することである。

IL2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地域

「植生調査対象地域一覧図」に示す地域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内容 及 び 調 査 方 法

第1回 自然環境保全基礎調査による植生図及び空中写真等を参考にしながら現地において植生調査

を実施する等により,「 植生図凡例一覧表」注1に示す植生凡例区分に従い,縮 尺1/5万 現存植生図を

作成する。

1-5-1植 生調査対象地域

(1)「 植生調査対象地域一覧図」(別 図)に おいて斜線(羅)で 示す地域につし・ては,現

地 に おい て植 生調 査 を実 施 し,縮 尺1/5万 現存 植 生図 を 作成 す る。(以 下 「現 地調 査 」 とい う。)

(2)「 植生調査対象地域一覧図」(別 図)に おいて横線(巨 ≡≡≡≡ヨ)で 示す地域については,既

存の植生図等を参考資料 として縮尺1/5万 現存植生図を作成する。(以 下 「資料調査」という。)

この場合,作 成された植生図には参考とした資料名,調 査者所属,氏 名,調 査年度を明記し,

出典を明 らかにする。

1-5-2現 地調査等

(1)現 地において植生調査を実施した場合,そ の結果は 「植生調査表」(表1-1)に とりまとめる。

(2)現 地調査の結果及び過去に作成された植生調査表(ま たは組成表)等 の既存資料により,当 該

都道府県で使用したすべての凡例のそれぞれについて,そ の植物群落の相観,立 地条件,主 要な

構成種,県 内における分布,保 全上の留意事項等当該群落の特徴を記載する。

注1.植 生 図 凡例 一覧 は,第2回 自然環 境保 全 基礎 調 査要 綱(環 境 庁 自然 保 護 局,1979)の11

～45～70を 参照
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1-5一 ろ 植 生 凡 例区 分

(・)植 生凡 例 区分 は源 則 と して 「植 生図 凡 例 一覧表 」注1に 示 す凡例 区分 に よ って行 う。

(2)当 該 都道 府県 で使 用 したす べ て の凡例 に は,必 ず植 生 調 査 表(ま た は組成 表)を 掲 載 す る こ と

に よ り,そ の群 落 の構 成 を 明 らか にす る。

ア 植 生 の ほ とん どな い凡 例。 た とえば,市 街地(A10),造 成 地(A40)に っ いて は,¶植 生調 査

表 を 省 略 して さ しつか えな い。

イ 植 林 地,畑 地,水 田等 にっ い て は,植 生 調査 表 を 添 付 す る よ う努 め る。

ウ 既 存 資 料 に よる 植生 調 査表(ま たは 組成 表)を 使 用 して もさ しつ か えな い。

(3)な お,調 査 者 が必 要 と認 め る場 合 は,別 表 に示 す凡 例 以 外 の群 落 名 を 用 いて もさ しつ かえない。

た だ し,こ の場 合,新 た に使 用す る凡 例 と別表 に示 す 凡例 との対応 関 係 を次 の 例 の よ うに示す。

ま た,新 た に使 用す る凡例 が群 集(ま たは群 集 レベル の群 落)で あ る場 合は,槙 生調 査 表 で は な　
く,必 ず 組 成 表 を掲 載 す る こ と。 で き れば,組 成 表 に は 「標 徴 種」 「識 別種(区 分種)」 が 明示

さ れ て い る ものを使 用す る ことが 望 ま しい。

1-5-4植 生 図 の作成

現 地調 査 の結 果 を 空中写 真 の判読 及 び既 存 資料 等 に よ り補 足 し,次 に よ り現 存 植在 図(図1-1),

を 作 成 す る。

(1)基 図

植 生 図 の基 図 には必 ず最 近 の 国土 地理 院 発 行の1/5万 地 形 図を 使 用 す る。

(2)精 度

図 上で2㎜ ×2㎜(ま たは 長 さが10㎜)を 超 え る大 き さを有 す る植 物群 落 は,可 能 な 限 り植

生 図上 に表 示 す るよ う努 め る。 ま た,必 要 が あれ ば そ れ以 下 の大 き さの植 物群 落 で あ って も表 示

し て さ しっ か え ない。 この場 合 は,直 径1～1.5mmの 黒 丸(・)(ま た は巾0.8㎜ の黒 線)で

表 示 す る。

(3)図 示 方 法

ア 植 物 群落 の境界 は幅0.2㎜ 程 度 の黒線(黒 イ ンク)で くく り線 を入 れ,明 確 に縁 取 す る。

注1イ そ れ ぞ れ の都 道 府県 で使 用 す るす べ て の 凡例 に次 の 例 の よ うに 「植 生図凡 例 一 覧表 」 の群

落 の コー ド番 号の 若 い順 に1か ら始 ま る通 し番 号(以 下 「表 示 番号 」 と い う。)を 与 え る。
　　　 　 　

な お,別 表 以外 の凡 例 を使 用す る場 合 は,表 示 番 号 を 付 け る順序 は 次 の例 に準 じる もの とす

る。

ウ 植 物 群 落 は 別表 に示 す色 採 凡 例 に よ り彩 色 す る とと もに,植 生 図 の判読 の便宜 の た め,適 宜,

群 落 の 「表 示 番号 」を 黒 文字 で表 示 す る。(群落 の く く りご とに,す べ て表 示 番号 を 添 え る必要

は な いが,一 見 して群 落 が判 別で き る よ う工 夫 す る。)

工 彩 色 に あ た って は,三 菱 ポ リカ ラー(番 号1～38),三 菱 ユ ニ カ ラー(番 号501～572)の

色鉛 筆 を使 用す る。

オ 別 表 「植 生 図凡 例一 覧 表 」 の色 彩凡 例 及 び色 彩番 号 の見 方 は次 の例 の とお りで あ る。

(4)植 生 図 の接 合部 に対 す る配 慮

現 存 植 生 図 を作成 す るに あた っては・,隣接 す る地 形 図間 及 び 都 府 県 境 界 付 近 で ズ レが 生 じな
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(例)

(1)寒 帯 ・高 山帯 自然植 生

/回 高山低木群落

表示番号 回 高姻 デ及び風衝草原

回 雪田草原

(2)亜 寒帯 ・亜 高山 帯 自然 植 生.

ロ エゾマツートドマツ群集

ロ アカエゾマツ群集

[ζ]イ チイートドマツ群落

③ 亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

匡]サ サ群落

国 ヒゲノガリヤス群落

(4)ブ ナ ク ラス域 自然 植生

回 チシマザサーブナ群団

(5)

(s)

(7)

(s)

(9)

qo

ブナクラス域代償植生

匡]ブ ナーミズナラ群落

ヤ ブ ツバ キ ク ラス域 自然 植 生

巨]モ ミーシキミ群集

ヤブツバキクラス域代償植生

匡]コ ナラ群落

国 シイ・カシ萌芽林

河 辺 ・湿 原 ・塩 沼 地 ・砂 丘 植生(各 ク

ラス 共 通)

[ii]ツ 加 ケモモーミズゴケクラス

植林地 ・耕作地植生(各 クラス共通)

巨]ア カマツ植林

そ の 他

座]市 街 地

巨 コ 開放水域

回 自然裸地
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ff)
11← 下地色彩番号

12← 模様色彩番号

")
535← 下 地色彩 番 号

一 ← 模 様 な し

(ウ)
無色 ← 下 地色 彩 な し

11.535←2色 の交互 の組 合せ を示 す

(エ)

v

U

U

v

v

V 7← 下地色彩番号

4← 模様色彩番号

囲 色彩番号は色鉛筆の番号である。

一
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図1-1現 存 植 生 図
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い よ う特 に配 慮 す る こと。

1-6調 査 実 施 体 制

1-6-1調 査 実施 手 順

こ の調 査は,都 道 府県 に委託 して 実施 す るが,ブ ロ ック体 制 の もとで 調査 す るので,図1-2の

手 順 に よ り行 うもの とす る。

匪 珊_Ji鵡 のL
」蜘l

Ii

暦 到
,S.sue.z

鷹 蒼1 }齢 詞
.._._.j

i

痙酬
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一鷹翻 一t一
廉 藷 … 一↑ 諦 一 一 一

_瞳 撚 蘇_ .瞬 一

11∵無瓢コ!i一
!;1

瞳長窯行委員1

_撫 誌1
報 告 書提 出

図1-2植 生調査実施手順
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1-6-2植 生調 査実 行委 員

植 生 調 査を ブ ロ ック体制 の も とで 円滑 に実 施 す るた め,表1-2に 示 す とお り,・各 ブロックごとに 「植

生 調査 実 行委 員 」が 置 か れ て い る。

1-6-5植 生 調査員

各 都道 府 県 内 の植 生調 査 を 担 当す る植 生 調査 員 は,植 生 図 作成 に あた り,技 術 上 の細 部 にっいて
,

各 ブ ロッ クの植生 調 査実 行 委 員 と協議 の うえ実 施す る もの とす る。
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1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査結 果 を 下記 の図表 に とり ま とめ る。

1-7-1現 存植 生 図

植 生 調 査 の結 果 は,図1-1r現 存 植 生 図」 に な らい 国土 地理 院 発行 の1/5万 地 形 図 に表 示 す る。

1-7-2植 生 調査 表

現 地 調 査 の結 果 は,表1-1「 植 生 調 査表 」 に と り ま とめ る もの とす るρ

H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿 一1-1概 要

植 生 調査 結果 を 整理,保 存す るため に,約1km2の 地 域 メ ッシ ュ(JIS.C6304-1976)を 用 いて 数

値 情 報 に置 き換 え を行 い,表H.一1に 示 す各種 情 報 を磁 気 テ ープ に 収 納 した 。調査 お よび入 力 の た めの

フ ローチ ャー トは 図卜1,2に 示 す とお りで あ る。 今 回 使 用 した地 域 メ ッシ ュは昭和50年 度 の調 査(昭

和51年3月,環 境 庁編 「緑 の 国勢 調査 」)で 用 い た メ ッシ ュ と同 様 で あ り規 格 の詳 細,コ ー ド番 号

の表示 方法 等 にっ い ては 資料7注2に 掲 載 して あ る。

表 皿一1入 力 情 報

事 項

1

2

3

4

5

6

植 物 群 落

自然公園および保全地域

県 コ ド

地 図 番 号

植 生 自 然 度

標 高

地 質

地 形

土 壌

内 容

現 存 植 生図凡 例一覧(1980,環 境庁)に 基づ く530の 群 落

コー ドを 用 いて 現存 植 生 図 を数 値情 報 と して示 す。

国立公園∫国定公園,1原生自然環境保全地域,旧 然環境保全地

域をコー ドで示 す。

県 は01～47,の コ ー ドで 示 す 。

県 別 及 び1/50,000地 形 図 の図葉 ご との番号 で示 す 。

10段 階の 自然度区分に若干の修正を加えた13の 区分を

用い,植 物群落を自然度 に置き換える。

国 土 数値 情 報 のKS-110お よ びKS-156フ ァイル を 利 用

す る。

注2.地 域 メ ッシ ュ コー ドは,第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 の 植生 調査 報 告 書(全 国版,:1980)

の313～316を 参 照
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H-1-2メ ッシ ュの 読み 取 リ

(1}現 存 植 生 図 の読 み 取 り

昭和54年 度 に県 別 に作製 され た縮 尺1/50,000現 存 植生 図 よ り
,約1km×1kmの 地域 メ ッシ

・を 利 用 して読 み取 り を行 っ芯 読 み 取 りは各 メ ッ シ ュの中央 に図H-3の ような直 径5㎜ の測 定

円(約5ha)を 設定 し,円 内で最 も広 い 面積 を 占め る群落 を そ の メ ッシ ュの代 表 と す る手法(小

円 選択 法)を 用 いた。 こ の読 み取 り手 法 は 昭和50年 度 に検討,採 用 され た手 法 で ,小 面 積 の群 落

の 欠除 を 防 ぎ,偶 然 性 を是 正で き る こ とが特 徴 で あ る。

読 み 取 り範 囲 は」現 存 植生 図 の図 化 範 囲 と したが,細 部で は 次 の よ うな 条件 を 定 め読 み 取 りを実

施 した。

現 存 植生 図 の メ ッシ ュ読 み取 り条件

ア メ ッシ ュ内 の測定 円に植 生 図 が一 部 で も含 まれ た と きは
,含 まれ た範 囲 に っ い て原 則 を適応

す る。(例:図 化 範 囲境 界 付近 や海 岸 線 な ど)

イ 測 定 円 に陸 地が 含 まれ て も,植 生 図 中 に群 落 が表 示 され て お らず,陸 地面 積 が 微細 な と きは

除 外 す る。(例:極 め て小 さい 島 な ど)

ウ 読 み取 り範 囲で ,図 の読 み取 りが 不可 能 な ときは 不 明 区分 を用 いて表 示 す る。(表H-2)

工 陸 域で 囲 まれ る よ うな湖沼 ,河 川 に つ い ては,現 存 植生 図 中に該 当凡 例 がな くて も,開 放水

域 と して入 力 す る。(表H-2)

オ 測 定 円 に2県 以 上が またが る場 合 は,最 大 面積 を 占め る県 の うち,最 も広 い面 積 の群 落 をそ

の メ ッシ ュ の代 表 とす る。

表皿一2不 明区分および開放水域の仮コー ド

コ ー ド

o.oo.oo.o

0.06.00.C

内 容

不 明 区 分
植生図が読み取れないとき,明 らかに間違っ

ているときなどに使用

開 放 水 域
植生図に開放水域,水 域の表示がなく明らか

に開放水域とみなせるところ

群 落 の数 値 化 は ・群 落 コ ー ドへ の 置 き換 え に よ り行 った 。 この コ ー ドは 昭 和55.年 度 環 境 庁 作

製 の 「凡 例 一 覧 」 に 準 拠 した も の を 用 い た 。 全 国 で の 入 力 コ ー ドの 数 は,530,こ れを 集

約 した 集 約 群 落 の数 は267で あ る。

各 々の 群 落 は植 生 自然 度 へ の 変 換 が可 能 で あ り,メ ッシ ュ を代表 す る群 落 の植 生 自然 度 がそ の

メ ッ シ ュの 植 生 自然 度 とな る 。植 生 自然 度 は,一 般 に 表 皿 一3の よ う な10段 階 の表 示 が 行 わ れ
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一 (内 容)

資 料 収 集 。昭和54年 度作 製縮 尺1/50.000現 存 植 生 図

資 科 整 理

自 然 公 園 図 作 製 。県 別 自然 公 園 図 を 「縮 尺1/50,000全 国 の 自

然公 園 及 び 保 全 地域 区 域 図 」に編 集

メ ッ シ ュ 画 定 ・縮 尺1/50.000現 存植生 図を 縦 横20等 分

(マ イ ラーに よ る オ ー バー レイ作製)

メ ッ シ ュ 読 み 取 り 。メ ッ シ ュ番 号 、県 名 、 自然 公 園 、保 全地 域 、植

物群 落 、 自然 度 の読 み 取 り。

数 値 情 報 化 。読 み 取 り情 報 を数 値 情 報 に 変換

環 境情 報 の編 集 。標 高 、地形 、 地 質、 土壌 の デ ー タ

磁 気 テ ー プ へ 収 納 。デー タバ ン ク

各 種 デ ー タ の 処 理 。電 算処 理

集計表、 分布図等 の作成 ・電 算処 理 結 果 の 編 集

報 告 書 の 作 成

図H-1調 査 フ ロ ー

ノi

l

5胤胤1一

⑳ 測定 円

図 皿一 ろ メ ッシ ュ読 み 取 リ測 定 域
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計 画 準 備

和54年 度作製
現存植生"

1/5万40等 分

メッシュマイ ラー作 製

メ ッ シ ュ マ イ ラ ー

県 別 ・自然 公 園 ・

保 全地 域'

1/5万 地形 図へ

の移写

1/5万 自然 公 園
・保 全 地域 図

調 査 対 象地 域 の

自然公園区域摘 出

メッシュ読み取 り

コ デ ィ ン グ

カ ー ド ・ パ ン チ

昭和54年 度

植生調査報告 書

植 生

フ ア イ ル

国 土 数値 情
報

プアイル

計 算 処 理

集 計 図 表 群 落 メ ッ シ ュ 図

自然 度 メ ッシ ュ図

主 要 群 落 統 合
凡 例 解 説 書

考 察

報 告 書

図 皿 一2作 業 フ ロ ー 図
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て い る。 今 回の 集 計 で も これ に 準拠 して い る が,植 生 自然度10お よ び そ の他 の 区 分 を 次 の よ う

に設 定 し,13区 分 の 表 示 を行 っ た。

10-1自 然 草 原

10-2自 然 裸 地

10-3,4開 放 水 域10-3:現 存 植 生 図 中 に表 記 あ り

10-4:〃 表 記 な し

(開 放 水 域 は 一 括 す る)

10-0不 明 区分

表II-5植 生自然度区分基準

植 生

自然度

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

区 分 基 準

高 山ハ イデ,風 衝 草 原,

る地 区

自然植生のうち単層の植物社会を形成す

エ ゾ マ ツ ー ト ドマ ツ群 集,

物 社 会 を形 成 す る地 区

ブナ群集等,自 然植生のうち多層の植

ブナ ・ミズ ナ ラ再 生 林,シ イ ・カ シ萌 芽 林 等 代 償 植 生 で あ って も,

特 に 自然植 生 に近 い 坤 区

ク リー ミズ ナ ラ群 落,ク ヌ ギ ・コナ ラ群 落 等,一 般 に は二 次 林 と

呼 ば れ る代 償 植 生 地 区

常緑針葉樹,落 葉針葉樹,常 緑広葉樹等の植林地

ササ群落,ス スキ群落等の背丈の高い草原

シバ群落等の背丈の低い草原

果 樹 園,桑 畑,茶 畑,苗 圃 等 の 樹 園 地

畑地,水 田等の耕作地,緑 の多い住宅地

市街地,造 成地等の植生の殆んど残存 しない地区

(2》 自然公園および保全地域の読み取り

読み取 り作業に先立 ち,県 別に作製された自然公園および保全地域区域図(以 下公園図と略

す)を 国土地理院発行縮尺1/50,000地 形図 に移写整理を行い,こ の図面を作業図として

メ ッシュ読み取 りを行 った。対象 とした公園は,国 立公園,国 定公園,原 生自然環境保全地域,

自然環境保全地域である。また,公 園図の読み取り範囲は現存植生図の読み取 り範囲と同一 と

した。読み取 り方法は先に述べた現存植生図の場合に準じ,読 み取り条件は以下のように定め

た 。
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公園図のメッシュ読み取 り条件

イ・現存植生図の図化 されている範囲をすべて対象 とする。

ロ・対象区域内でメッシュの測定円内に公園が一部でも含まれたときは読み取 りを行なう。

ハ.2種 類以上の公園が含 まれるときは円内で最大面積を占める公園をそのメッシュの代表

とする。

二.公 園図の接合などが不自然 な場合は作業図に従いそのまま読み取 った。

ホ・公園地域外は4桁 のゼロ(0000)に よって表示する。

公園の数値化は環境庁 自然保護局の定めたコー ド番号一覧によった。このコー ドは4桁 の数字

によって示 されてお り,上2桁 の数字で地域区分がなされている(表E-4)。

表 ∬一4公 園の地域区分と入力コー ド

地域区分

国 立 公 園

国 定 公・ 園

原生自然環境保全地域

自 然 環 境 保 全 地

入 力 コ ー ド

01xx

02xx

03xx

04xx

区分数

27

51

5

5

皿一2.入 力 情 報 の 点 検

入 力処 理 を行 っ た植 生 図 の 中 か ら,一 次 メ ッシ ュ(国 土 地理 院1/20万 地 勢 図 に 対 応)単 位 で

一 図 葉 を 選 定 し,再 度 の 群落 読 み 取 りを 行 っ た 。読 み 取 りを行 った 図葉 の 選 定 は各 一 次 の メッシュ

の 東 西 南 北 の い ず れ か の端 に あ る もの と した 。

点 検 図 葉 枚 数 は46枚 で あ り,メ ッシ ュ数 で換 算 を 行 う と8%で あ る。

点 検 結 果 にお い て,最 大 の 誤 差 率 であ っ た 図葉 は71%で あ り,平 均 で は1.5%で あ った 。

誤 差 の生 じる主 な 原 因 は 次 の よ うな理 由 に よ る もの が 多 か っ た 。

1)デ ー タの 行 あ る い は列 の 読 み違 い 。

2)パ ン チ に よ る ミス

3)植 生 図 の表 示不 明 瞭

な お,植 生 図 中 で読 み 取 りの 困難 な もの は 不 明 区 分 と して 扱 い,誤 差 か らは除 外 した 。
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]0 zo 30 eo

レコー ド呂称

レコード纏遅

1-1

桁救
ロジ加 導イン

フィジカル

文 字 区 分

..

3次

メ ッシ ュコー ド

..

8

●

市 町 村

コ ー ド

・ ●,

5

● ■

公 園

コー ド

●o

4

● ● ● ●

群 落

コ ー ド

6

　

自

然

度
コ

1

ド
o

z

● ● ・

標 高

コー ド

●o●

4

●o●

地 質

コ ー ド

● ● ●

5

●

地 形

コー ド

●

3

o●

土 壌

コー ド

3

1件1レ コ ー ド

i

器

i



H-4コ ー ド表 〈 植 生 調 査>

5次 メ ッシ ュ コー ト

「メ ッシ ュコー ドの付 け 方 」(P348)参 照

市 町 村 コー ド

自治 省 の市 町 村 コー ド

公 園 コ ー ド

公 園 コー ド表(P350)参 照

群 落 コー ドお よび 自然度 コー ド・

1寒 帯 ・高 山 帯 自然植 生

群落 コー ド

10100A

lOlOIB

10101C

10102D

10200A

10201B

10203.C

10200D

10202E

10205F

103000

10300A

10300B

10302C

10300D

10300E

10300F

10300G

10300H

自然度
コー ド

90

90

90

90

0f

O1

of

01

of

01

of

O1

of

of

of

Ol

of

Ol

O1

群 落 名

高山低 木 群 落

コケモ モ ーハ イマ ツ群 集

ハ イ マ ツー コケ モ モ群 集

ミネヤ ナ ギ群 落

高山 ハ イデ 及 び風 衝草 原

コメバ ツガザ ク ラー ミネ ズ

オ ウ群 集
'
コマ クサ ーイ ワツ メ クサ ク

ラス

エ ゾマ メ ヤナ ギ ー エゾ オヤ

マ ノ エ ン ドウ群 集

オヤ マ ノエ ン ドウー ヒゲハ

リスゲ群 集

イ ワオ ウギ ー タイ ツ リオ ウ

ギ群 集

雪 田草 原

ミヤ マ ク ロスゲ ーチ シ マ ク

モ マ グサ 群 集

エ ゾツ ガザ ク ラーチ ングル

マ群 落

ミヤ マ イーバ クサ ンボ ウ フ

ウ群 集

トカチ フ ウ ロ亜 群 集

エ ゾ コザ クラ亜 群 集

アオ ノツ ガザ クラ亜 群 集

ミヤ マ キ ンポ ウゲ群 落

バ イケ イ ソ ウー ミヤ マ イ群

落

群落 コー ド

103011

10300)

10304K

自然度
コー ド

01

01

01

群 落 名

タ カネヤ ハ ズハ ハ コーアォ

ノツガザ ク ラ群 集

ミヤ マイ群 集

シ ョウジ ョウ スゲ ー イワ イ

チ ョウ群 集

皿 亜寒帯 ・亜高山帯自然植生

群落 コー ド

201000

202000

203000

204000

205000

20501A

20501B

20502A

20502B

20502C

20503A

20503B

20503C

20600A

20600B

207000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

エ ゾマ ツ ー ト ドマ ツ群集

ア カエ ゾ マツ群 集

イ チイ ー ト ドマツ群 集

エ ゾマ ツ ーダケ カ ンバ群 落

シラ ビソ ー トウ ヒ群 団

オオ シ ラビ ソ群 集

オオ シ ラ ビソ(ア オモ リ ト

ドマツ)群 落

シ ラ ビソー オオ シ ラ ビソ群

集

シ コク シ ラベ群 集

シコ クシ ラベ群 落

コメツガ群 落

コメツガ群 集

コ メツガ亜 群 集

ササ ー ダケ カ ンバ群 落

ダ ケカ ンバ ーサ サ群 落

カ ラマ ツ群 落
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群落 コー ド

20800A

20800B

208000

20800D

20800E

20800F

209000

21001A

21001B

21100A

21100B

21101C

21300A

21300B

213000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

of

of

of

90

90

90

群 落 名

ミドリユキ ザ サ ー ダ ケ カ ン

バ群 団

ダケ カ ンパ ーハ イ マ ツ群 落

ダケ カ ンバ ーイ ワ ノガ リヤ

ス群 落

ミヤ マハ ンノキ ー ダケ カ ン

バ群 落

ミヤ マハ ンノキ群 落

ミヤ マハ ン ノキ ーダ ケ カ ン

・バ群集

キ ャラボ ク群 落

シナ ノキ ンバ イ ー ミヤ マキ

ンポ ウゲ群 団

シ ナ ノキ ンベ イー ミヤ マキ

ンポ ウゲ群 落

ササ 自然草 原

チ シマザ サ ーオ ク ノカ ン ス

ゲ群集

チ シマザ サ群 落

ウラ ジ ロヨ ウ ラク ー ミヤ マ

ナ ラ群 団

ミヤマ ナ ラ群 落

ナナ カマ ドー ミネ カエデ 群

落

皿 亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

群落コー ド

30100A

30100B

30101C

30102D

30300A

30300B

303000

304000

自然度
コー ド

50

50

50

50

40

40

40

80

群 落 名

ササ群落

チシマザサニ次群落

チシマザサ群落

クマイザサ群落

伐跡群落

伐採跡群落

伐採跡地に成立 した二次林

ダケカンバ群落

IVブ ナ ク ラス域 自然 植 生

群落コー ド

40100A

40100B

401000

401010

401020

401030

401040

40200A

40200B

40210C

40201A

40201B

40201C

40200D

40202A

40202B

40203A

40203B

40203C

402040

402080

40214A

40214B

40214C

40300A

40300B

403000

404000

40500A

40501B

40600A

40602B

40601C

40700A

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

チシ マザ サ ーブ ナ群 団

ブナ ーチ シ マザ サ群 落

ブナ ーチ シ マザ サ群 集

ヒメア オキ ーブ ナ群 集

クロモ ジ ーブ ナ群 集

マル バ マ ンサ クー ブ ナ群 集

スギ ーブ ナ群 落

スズ タケ ー ブナ群 団

ブナ ース ズ タ ケ群 団

ブナ ース ズ タケ群 集

ヤ マボ ウ シ ー ブナ群 集

ブナ ーツ クバ ネ ウツ ギ群 集

ブナ ー ミヤ コザ サ群 集

ブナ ー スズ タ ケ群 集

ツ クシ シ セク ナゲ ーブナ群

集

ブナ ー ツ クシ シ ャクナゲ群

集

イ ヌブナ群 集

イ ヌブナ ーチ ャボガ ヤ群集

イ ヌブナ 群 落

オオ モ ミジガ サ ーブ ナ群集

ツガ ーコ カ ン スゲ群 集

シ ラキ ー ブ ナ群 集

コハ ウチ ワ カエデ ーケ ク ロ

モ ジ群 落

コ ミネ カエ デ ーナ ナ カマ ド

群集

エ ゾイ タヤ ー シナ ノキ群 落

ミズナ ラ群 落

エゾイ タ ヤ群 落

ウラ ジ ロモ ミ群 落

ヒノキ ア スナ ロ群 落

ア スナ ロ群 落

ヒノキ群 落

ヒノキー シ セク ナゲ 群集

ヒノキ ー シ ノブ カグ マ群 集

ク ロベ ー ヒメ コ マツ群 落
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群落コー ド

40702B

407000

40700D

40700E

40700F

408000

40900A

40900B

409000

40900D

40900E

41000A

41000B

41100A

41100B

41200A

41200B

41201A

41201B

412020

41203A

41203B

41300A

41300B

41400A

41400B

414000

415000

416000

41700A

41700B

自然 度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

ヒメ コ マツ群 落

アカ ミノ イヌ ツゲ ーク ロベ

群集

キタ ゴ ヨ ウー ク ロベ 群 落

ヒメ コマ ツ ーク ロベ 群 落

クロベ群 落

アカ マツ群 落

ジ ュ ウモ ンジ シ ダーサ ワ グ

ル ミ群集

サ ワ グル ミー ジ ュウモ ンジ

シダ群集

ジ ュウモ ンジ シダ ーサ ワ グ

ル ミ群落

オニ グ ル ミ群落

サ ワ グル ミー カツ ラ群 落

ミヤ マ クマ ワ ラ ビー シオ ジ

群 集

シオ ジー ミヤマ クマワ ラ ビ

群 集

ハル ニ レ群 集

ハル ニ レ群 落

ヤナ ギ 高木群 落

ヤ ナギ高 木 林

ドロ ノキ ー オオ ベヤ ナ ギ群

落

オオ バ ヤ ナギ ー ドロ ノキ群

落

ケシ ョウヤ ナ ギ群 落

シ ロヤ ナギ群 落

シロ ヤ ナギ群 集

ヤ ナ ギ低木 群 落

ヤナ ギ低 木林

ハ ン ノキ ーヤチ ダ モ群 集

ヤチ ダモ ーハ シ ドイ群 落

ヤ チ ダモ群 落

ハ ンノキ群 落

ヤ マハ ンノキ群 落

自然 低 木群 落

自然 低 木林

群落コー ド

417020

41703A

41703B

417040

417050

417090

41800A

41800B

418000

418010

418020

418060

41900A

41900B

419000

420000

42500A

42501B

426000

427000

428000

429000

43000A

41701B

431000

432000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

0f

Ol

Ol

of

Ol

of

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

カ シ ワ群 落

ヒメヤ シ ャブ シ ータ ニ ウツ

ギ群 落

ダィ セ ンヤ ナギ ータ ニ ウツ

ギ群 落

ミヤ マキ リシマー マ イヅル

ソウ群 集

コ メツ ツ ジ群 落

ヤ シ ャブ シ群 落

自然 草原

風衝 草原

高茎 草原

フ ジア カ シ ョウマ ー シモ ツ

ケ ソ ウ群 集

フ ジアザ ミー ヤマ ホ タル ブ

ク ロ群 集

オオ ヨモ ギ ーオ オ イ タ ドリ

群 団

イヌ シデ ー ア カシデ 自然 林

イヌ シデ ーア カシデ群 落

ア カシデ ーイ ヌ シデ群 落

イ ワシデ群 落

ケ ヤ キ群 落

ケ ンポナ シーケ ヤキ群 集

下 部針広 混 交 林

スギ ーツ ガ群 落

オオ イタ ヤ メイ ゲ ツ ー ミヤ

マカ タバ ミ群集

ヒノキ ア スナ ロ群 落及 び ク

ロベー キ タゴ ヨウ群落

ミズナ ラー リ ョウブ群 落

ミズ ナ ラー リ ョウ ブ群 集

ヤ マ グル マ群 落

サ イ ゴク ミツバ ツ ツジ群落

一36一



Vブ ナクラス域代償植生

群落 コー ド

50100A

50100B

50200A

50200B

50300A

50300B

50302C

50300D

50300E

50300F

50300G

50300H

50400A

50400B

504000

50403D

50400E

50400F

50500A

50501B

50502C

50600A

50600B

50700A

50700B

50800A

50800B

50900A

50901B

50902C

自然度
コー ド

80

80

80

80

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

50

50

50

50

50

50

50

群 落 名

ブ ナ ー ミズ ナ ラ群 落

ウダイ カ ンバ 群 落

カシ ワー ミズ ナ ラ群 落

ミズナ ラー カ シワ ー コナ ラ

群 落

ク リー ミズ ナ ラ群 落

ミズナ ラ ー ク リ群 落

カス ミザ ク ラー コナ ラ群 落

シロモ ジ群 集

ミズナ ラ群 落

コナ ラ群 落

リョウブ群 落

ヘ ビ ノネ ゴザ群 落

ア カ シデ ー イ ヌシデ群 落

イヌ シデ ーア カシデ群 落

シデ群 落

クマ シデ群 落 .

クマ シデ ー コガ クウ ツギ群

集

ア カ シデ群 落

シラ カ ンバ 群 落

シ ラカ ンバ ーサ サ群 落

シ ラカ ンバ ー レンゲ ッ ッ ジ

群 落

ア カマ ツ群 落

ア カマ ツニ 次 群 落

ニ シキ ウ ツ ギ ー ノ リウ ツギ

群 落

タニ ウツ ギ ー ノ リウ ツギ群

落

ツ クシ ウツ ギ ー ノ リウ ツギ

群落

ノリウツ ギ ーヤ マ カモ ジグ

サ群 集

ササ草 原

ミヤ コザ サ 群 落

チ シマザ サ ーク マイザ サ群

落

群落コー ド

50903D

50900E

51000A

51000B

51000C

51001D

51002E

51003F

51005G

51000H

510080

51100A

51100B

512000

51400A

51402B

514000

51400D

51400E

515000

516000

517000

518000

519000

自然度
コー ド

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

40

40

40

40

40

40

40

40

20

70

70

40

40

群 落 名

ハ コ ネ ダケ群 落

スズ タケ 群 落

ススキ群 団

ス スキ草 原

ススキ群 落

ス スキ ー エゾ ヤ マハ ギ群落

カ ワ ラマ ツベ ー ス スキ群落

ススキ ー ホ クチ アザ ミ群 落

スス キー ミヤ マ キ リシマ群

落

ス スキ ーキ オ ン群 落

ノハ ナ シ ョウブ ー ス スキ群

集

シバ群 団

シバ 草原

ナ ガバ グサ 群 落

伐 跡群 落

タ ラノキ ー クマ イ チ ゴ群 落

伐 採跡 地 に成 立 した二次 林

伐 採跡 群 落

タ ラ ノキ ー クサ イ チ ゴ群 集

オオ ア ワダ チ ソ ウーオオ ハ

ンゴ ン ソウ群 落

コウ ヤマ キ群 落

ハ シ ドイ群 落

ススキ群 団 及 び シバ群 団

クズ群 落

VIヤ プ ツベキ ク ラ ス域 自然 植 生

群落コー ド

60100A

l60100B

601000

60ioOD

60202A

60202B

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

群 落 名

モ ミー シキ ミ群集

シキ ミー モ ミ群 集

スギ群 落

モ ミ群 落

ツ ガ ーハ イ ノキ群 集

入 イ ノキ ーツガ群 落

一37一



群落 コー ド

60202C

60202D

60202E

603000

60400A

60400B

60401A

60401B

60404C

60500A

60501B

605000

60500D

60500E

60500F

60500G

60500H

605001

60600A

60600B

606010

606020

607000

60800A

60800B

60900A

60900B

61000A

61000B

61000C

61000D

61000E

61000F

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

ツガ ー トガサ ワ ラ群 落

ツガ ー コ カ ンス ゲ群 集

コ カ ンスゲ ーツ ガ群 集

ヒメア オ キ ー ウ ラジ ロガ シ

群 集

サ カキ ー ウ ラ ジ0ガ シ群 集

ウ ラ ジ ロガ シ ーサ カキ群 集

イ スノ キ ー ウ ラ ジロガ シ群

集

・ア カガ シ群 落

ア カガ シ ー ミヤ マ シキ ミ群

集

ケヤ キ群 落

ケヤ キ ー イ ロハ モ ミジ群 集

ケヤ キ ーチ ャボガヤ群 集

ケヤ キ ー コ ウヤ ワラ ビ群 集

ム クノキ ー エ ノキ群 落

エ ノキ ーム ク ノキ群 落

ケ ヤキ ーム クノキ群 集

ヒメ ウ ワバ ミソ ウー ケヤ キ

群集

ミズキ ー ウ リ ノキ群 落

ア ラカ シ群 落

ア ラカ シー ジ ャノ ヒゲ群 集

ア ラカ シー ナ ンテ ン群 集

アマ ミア ラ カシ群 落

マテベ シ イ群 落

イチ イ ガ シ群 落

イチ イ ガ シ群 集

シ ラカ シ群 集

シ ラカ シ群 落

サ カキ ー コ ジイ群 集

シイ ー カナ メ モチ群 集

ツブ ラ ジ イ(コ ジイ)林

ツ ブラ ジ イ ーサ カキ群 集

シイ ー トキ ワイ カ リソ ウ群

集

ツブ ラ ジ イ ーサ カキ群 集

サ カキ ー コ ジイ群 落

群落 コー ド

611000

61200A

61200B

61300A

61300B

61301A

61301B

61301C

61302A

61302B

61302C

61304A

61304B

613050

613060

613070

613080

613090

613110

613140

613150

61400A

61400B

61401A

61401B

61402A

61402B

61402C

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

シイ モチー シ リブ カガ シ群

集

ホル トノキ群 落

ム ク ノキ ーホル トノキ群 落

スダ ジイ群落

コジ イ群 落

ヤ ブ コ ウジ ースダ ジ イ群 集

スダ ジイ ーヤ ブ コ ウジ群 集

ヤ ブ コ ウジ ース ダ ジイ群 落

ミ ミズベ イ ース ダ ジイ群 集

スダ ジイ ー ミ ミズバ イ群 集

スダ ジ イー タイ ミンタチ バ

ナ群 集

ホ ソバ カナ ワ ラ ビー スダ ジ

ィ群 集

スダ ジ イー ホソ ベ カナ ワ ラ

ビ群集

リュ ウキ コ.ウア オキ ー スダ

ジ ィ群 集

ア マ ミテ ンナ ンシ ョウー ス

ダ ジィ群 集

ケハ ダル リミノキ ー スダ ジ

ィ群 集

オキ ナ ワ シキ ミー ス ダジ イ

群 集

アオ バ ナハ イ ノキ ー スダ ジ

ィ群 集

オキ ナ ワ ウラ ジ ロガ シ群 集

ケ ナガ エサ カキ ー スダ ジイ

群 集

ヤ ワ ラケガ キ ー スダ ジイ群

落

タ ブ群 落

タブ ノキ群 落

イ ノデ ー タブ群 集

タ ブ ーイ ノデ群集

ム サ シアブ ミー タブ群 落

タ ブ ームサ シア ブ ミ群集

ムサ シア ブ ミー タブ群 集

一38一



群落コー ド

615000

616000

61700A

61700B

617000

61701A

61701B

61702A

61702B

61702C

61703A

si70ss

617060

61800A

61800B

61900A

61900B

62000A

62000B

62100A

62100B

62200A

62200B

62201C

62202D

623000

62400A

624008

62500A=

62500B

626000

628000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

カゴ ノキ群 落

ホソバ タ ブ群 落

ウバ メ ガ シ群 落

マル バ ニ ッケ イ群 落

モ クタチ バ ナ群 落

ウバ メ ガ シ ー トベ ラ群集

トベ ラ ー ウ バ メガ シ群 集

マサ キ ー トベ ラ群 集

トベ ラー マサ キ群 集

ク ロマ ツ ー トベ ラ群 落

オニ ヤ フ ソ テ ツーハ マ ビワ

群 集

ハ マ ビワ ーオ ニ ヤ ブ ソテ ツ

群 集

ア カテ ツ ーハ マ ビ ワ群 集

ア カマ ツ群 落

ア カマ ツ ー イ ス ノキ群 落

クロマ ツ群 落

クロ マツ 林

フサ ザ ク ラ群 団

フサ ザ ク ラ ータマ ア ジサ イ

群 集

ハ ン ノキ群 落

ハ ンノキ 林

河 辺 ヤ ナ ギ低 木群 落

河 辺低 木林

ネコヤ ナ ギ ー タチ ヤ ナ ギ群

落

カワ ラハ ン ノキ群 落

ソテ ツ群 落

ビロ ウ群 落

ビロ ウ群 落 ,ヤ エ ヤ マヤ シ

群落

ナガ ミボ チ ョウ ジ ー ク スノ

ハ カエ デ群 落

リュウキ ュ ウガ キ ーナ ガ ミ

ポチ ョウ ジ群 落

マ ング ロー ブ群 落

ガ ジ ュマル ー クロ ヨナ群 集

群落 コー ド

629000

631000

632000

633000

634000

635000

636000

637000

638000

639000

640000

641000

642000

643000

644000

645000

646000

647000

648000

650000

653000

65400A

65400B

655000

656000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

ア カ ギ群 落

サ ガ リバ ナ ーサ キ シ マ スオ

ウ群 落

リュウキ ュ ウマツ群 落

コ ウヤ マキ群 落

ヤブ ツバ キ群 落

イ ヌツゲ ーハ イ ノキ群 落

ツ クバ ネガ シ群 落

クス ノキ群 落

ムニ ン ヒ メツ ベキ ー コブ ガ

シ群集

ム ニ ン ヒメ ツバ キ ーシ マオ

オ タニ ワ タ リ群 集

シマホ ル トノキ ー ウ ドノキ

群 集

オ ガサ ワ ラ ボチ ョウ ジーセ

キ モ ンウ ライ ソウ群集

モ クタチ バ ナ ーセキ モ ン ノ

キ群 集

ハ スノハ ギ リーモモ タマナ

群集

モ モ タマ ナ ー テ リハ ボ ク群

落

オ ガサ ワ ラ ビロ ウー タコ ノ

キ群 集

タ コノキ群 落

ワダ ンノキ群 集

コバ ノア カ テ ツ ームニ ンア

オ ガ ン ビ群 集

コバ ノア カ テ ツ ーシ マイ ス

ノキ群 集

ハ スノハ ギ リ群 集

イ ワシデ群 落

イ ワシデ ー イ ワ ツ クバ ネ ウ

ツギ群 集

ク ヌギ 群 落

イ ヌマキ ー ヒ トツバ 群落

一39一



皿 ヤ ブ ツバ キ クラス域 代償 植 生

群落コー ド

70100A

70100B

70101A

70106B

701040

701060

70200A

70200B

70201A

70201B

70203A

70203B

70300A

70300B

70301C

70300D

70302E

70400A

70401B

70401C

70400D

70400E

70402F

70404G

70403H

705000

70600A

70600B

70601C

70602D

70602E

70603F

70603G

自然度
コー ド

70

70

70

70

70

70

80

80

80

80

80

80

40

40

40

40

40

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

群 落 名

コナ ラ群 落

アベ マキ群 落

クヌ ギ ー コナ ラ群集

クヌ ギ群 落

コナ ラー ク リ群 落

コナ ラー ノ グル ミ群 落

シイ ー カ シ萌 芽 林

ウバ メ ガ シ ー クロマ ツ群 落

バ ク サ ンボ クー マ テバ シ イ

群落

マテ バ シ イ ーバ クサ ンボ ク

群 落

タプ ー ヤ ブ ニ ッケ イ幼 木 林

タブ ノキ ー ヤ ブニ ッケイ幼

木林

伐跡 群 落

伐採 跡 地 群 落 .

ベニ バ ナ ボ ロギ クーダ ン ド

ボ ロギ ク群 落

伐採 跡 群 落

クサ イ チ ゴ ー タ ラ ノキ群 集

ササ ・タ ケ群 落

ヤダ ケ ー メ ダケ群 落

メダ ケ ー ヤ ダケ群 落

ヤ ダケ群 落

メダ ケ群 落

ダ ンチ ク群 落

ホ ウ ライ チ ク ーゴ キ ダケ群

落

リュ ウキ ュウチ ク群 落

ギ ンネ ム群 落

ススキ群 団

ススキ群 落

ネザ サ ー ス スキ群 集

アズ マ ネザ サ ー ス スキ群 集

ス スキ ー ア ズ マネザ サ群 集

チ ガヤ ー ス スキ群 落

ススキ ー チ ガヤ群 落

群落 コー ド

70600H

706011

70602)

70603K

707000

70900A

70901B

70902C

70903D

70900E

70900F

70800G

70900H

71000A

71000B

71001A

71001B

71002A

71002B

710030

71004A

710048

711000

72000A

72000B

721000

722000

723000

724000

725000

726000

727000

728000

729000

730000

自然度
コー ド

50

50

50

50

40

40

40

20

40

20

40

40

20

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

50

50

70

80

80

80

70

70

70

70

70

70

群 落 名

ススキ ー トダ シバ群 集

ネザ サ ー ススキ群 落

ア ズ マネザ サ ース スキ群 落

チ ガ ヤ ー ススキ群 集

シバ群 団

路傍 雑 草群 落

クズ ー カナ ムグ ラ群 落

セ イタ カア ワダ チ ソ ウ群 落

ヨモ ギ群 落

ミノボ ロ スゲ ーオ オバ コ群

落

ヒメム カシ ヨモ ギ ーオ オ ア

レチ ノギ ク群 落

ハ イキ ビ群 落

空地 埋 立地 植 物 群落

ア カマ ツ群 落

ア カマ ツ ーア カガ シ群 落

ヤマ ツ ツ ジ ーア カマ ツ群集

ア カマ ツ ーヤ マ ツツ ジ群集

オ ンツツ ジ ーア カマ ツ群集

ア カマ ツ ーオ ン ツツ ジ群 集

モチ ツツ ジ ーア カマ ツ群集

コバ ノ ミツバ ツ ツ ジーア カ

マ ツ群 集

コバ ノ ミツバ ツ ツジ群 集

クロ マツ群 落

林 縁 性 っ る 一低 木群 落

クズ群落

ヤ ブム ラサ キ ー ユナ ラ群落

ウバ メガ シ萌 芽 林
ゆ ゆ

ヤ フ ニ ッケ イー ヤマ ヤ フソ

テ ツ群集

アカガ シ萌 芽 林

コシ ダー ウ ラジ ロ群 落

ア カ シデ ー イヌ シデ群 落

オ オバ ヤ シ ャブ シ群 落

ニセ ア カシア群 落

モ ミ群 落

ツル ダコ群 落
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群落コー ド

731000

732000

733000

734000

735000

自然度
コー ド

70

70

70

70

70

群 落 名

マル ハ チ群 集

シ;ロガ ネム クノキ群 集

オ ガサ ワ ラモ ク マオ群集

ア カ ギ群 落

ア カ マ ツーサ イ ゴク ミツ ベ

ツ ツジ群 集

V皿 河 辺 ・湿 原 ・塩 沼 地 ・砂 丘 植生(各 ク ラス

域 共 通)

群落コー ド

80100A

80100B

80200A

80200B

80300A

80300B

803000

803010

80400A

80400B

80500A

80500B

80600A

80600B

806000

80600D

80600E

80700A

80700B

807000

80700D

80700E

80700F

807010

807030

自然度
コー ド

01

0f

Ol

O1

01

01

01

50

0f

Ol

of

of

Ol

of

Ol

Ol

of

of

of

of

of

Ql

Ol

of

O1

群 落 名

ツ ル コ ケモ モ ー ミズ ゴケ ク

ラ ス

高層 湿原

ヌマ ガヤ オ ー ダー

中間湿 原

ヨ シク ラ ス

ヨシ群 落

低 層湿 原

ミゾ ソバ ー ヨシ群 落

ウキ クサ ク ラ ス ・ヒル ム シ

ロク ラ ス

ウキ クサ ク ラス

ツ ル ヨ シ群 集

ツ ル ヨ シ群 落

オ ギ群 集

マ コモ群 集

オ ギ群 集 ・マ コモ群 集

河 原 荒地 ・草 地

河 川敷 砂 礫 地 植生

塩 沼地 植 生

塩 沼湿 地

塩 沼地 群 落

ヒ トモ トス スキ群 落

ハ マ ジ ンチ ョウ群 落

シオ クグ群 落

ア マモ ク ラス

ハ マ マ ツナ ーハ マサ ジ群 落

群落 コー ド

80800A

80800B

80900A

80900B

809000

80900D

80900E

809010

809040

809050

809060

81000A

81006B

810010

81200A

81200B

81300A

81300B

81400A

81400B

814010

8!4020

81700A

81700B

817000

81700D

81700E

81700F

81700G

81800H

817001

81700)

自然度
コー ド

01

0f

of

of

of

of

Ol

of

Ol

Ol

of

of

Ol

of

of

of

Ol

Ol

Ol

of

Ol

Ol

of

of

of

of

Ol

of

90

0f

Ol

of

群 落 名

ハ マ ボ ウ群 落

オ オハ マ ボ ウ群 集

砂丘 植生

海岸 砂 丘植 生

砂 浜 植生

ツキ イゲ群 落

ハ マ ゴ ウ群 落

ハ マ ニ ンニ クー コ ウボ ウム

ギ群 落

ハ マ ナ ス群 落

オ カ ヒジキ ーハ マベ ンケ イ

ソ ウ群 落

グ ンバ イ ヒルガ オ ー ク ロイ

ワザ サ群 落

ハ チ ジ ョウス スキ群 落

オ キ ナ ワギ クー ハチ ジ ョウ

ス スキ群 集

イ ソギ クー ハチ ジ ョウス ス

キ群 集

石灰 岩地 植 物群 落

石灰 岩地 植 生

コ ウ ライ シバ群 落

シバ草原

隆起 珊 瑚礁 植生

コハ マ ジ ンチ ョウ群 集

イソ マ ツー モ ク ビ ャ ッコウ

群集

クサ トベ ラーモ ンパ ノキ群

集

火 山荒原 ・硫気 孔原 植 生

イ タ ドリー コ メ ススキ群 落

火山荒原 植 生

イタ ドリー タマ シダ群 落

荒原 植物 群 落

火 山荒原

ヤ シ ャブ シ群 落

硫気 孔原 植 生

荒原 植物 群 落

火 山荒原 植 物群 落
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群落コー ド

819000

820000

821000

822000

82300A

82300B

823000

81200D

82300E

81003F

825000

826000

827000

828000

自然度
コー ド

01

70

01

of

of

O1

01

0f

of

Ol

of

Ol

Ol

O1

群 落 名

湿 原

ニセ ア カ シア河 敷 林

ハマ グル マ ー コ ウボ ウム ギ

群 落

ハマ グ ルマ ーハ マ ゴ ウ群 落

海岸 草 本 植物 群 落

海岸 断 崖植 生

海崖 植 生

コハ マ ギ ク群 落

クサ トベ ラ群 落

ノジ ギ ク群 落

オ ガサ ワ ラ ススキ群 集

ホナ ガ ソ ウ群 落

ハ イ ビャク シ ン群 落

ア ダ ン ーオ オハ マボ ウ群 落

皿 植林地 ・耕作地植生(各 クラス域共通)

群落コー ド

90100A

90100B

90107C

90108D

90100E

901iOF

90101A

90101B

90102A

90102B

90103A

90103B

90103C

90103D

901040

901050

901060

自然度
コー ド

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

群 落 名

常緑 針 葉 樹植 林

マ ツ植 林

ウラ ジ ロモ ミ植 林

リュ ウキ ュウマ ツ植 林

リュ ウキ ュウマ ツ林

ヒノ キア スナ ロ植 林

アカ マ ツ植 林

アカ マ ツ植 林 地

クロ マツ植 林

海岸 砂丘 地 ク ロ マツ植 林

スギ ・ヒノ キ ・サ ワ ラ植 林

スギ ・ヒノ キ植 林

スギ植 林

スギ ・ヒノキ ・サ ワ ラ植 林

地

エゾ マ ツ植林

トドマ ツ植 林

アカ エ ゾマ ツ植 林

群落コー ド

90200A

90201B

90300A

90300B

90400A

90401B

904000

904020

90500A

90500B

905000

90600A

90600B

906000

90600D

90600E

90600F

90600G

90600H

906001

90700A

90701B

907000

90702D

90700E

90700F

908000

90900A

90900B

909000

910000

911000

912000

91300A

91300B

913000

91300D

91400A

自然度
コー ド

60

60

30

30

60

60

60

60

60

60

60

30

30

30

30

30

30

30

30

30

70

70

70

70

70

70

30

30

30

30

30

30

30

20

20

20

20

40

群 落 名

落葉針葉樹植林

カラマツ植林

外国産針葉樹植林

外国産針葉樹林

常緑広葉樹植林

クスノキ植林

ガジュマル林

マテバシイ植林

落葉広葉樹植林

クヌギ植林

クヌギ群落

外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林 ・モクマ

オウ植林

モクマオウ林

外国産樹種植林

ニセアカシア植林

ギンネム植林

モクマオウ植林

ソウシジゴ林

ソウシジュ植林

竹 林

モウソウチク林

モウソウチク植林

マダケ ・ハチク林

マダケ ・モウソウチク群落

マダケ林

常緑果樹園

落葉果樹園

果樹園

落葉樹果樹園

桑 園

茶 畑

苗 圃

畑地雑草群落

畑 地

畑

耕作畑雑草群落

休耕畑地雑草群落
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群落コー ド

91400B

914000

91400D

91400E

91400F

913000

91500A

91501B

915000

91500D

91500E

91500F

91500G

91500H

915001

91500)

91500K

91600A

91600B

91700A

91700B

916000

918000

自然度
コー ド

40

40

40

40

40

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

40

40

ao

60

群 落 名

ヒメムカシヨモギーオオア

レチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオア

レチノギク群集

耕作放棄地雑草群落

休耕畑地

耕作放棄地植物群落

畑地雑草群落及び休耕畑地

雑草群落

牧草地

ゴルフ場

人工草地

牧草地,ゴ ルフ場,飛 行場

ゴルフ場 ,公 園芝地,シ バ
ーチ ドメグサ群集

牧草地,人 工草地

牧草地,ゴ ルフ場,ス キー

場

飛行場

牧草地,飛 行場

ゴルフ場 ,飛行場の芝地

牧草地,ゴ ルフ場

水田雑草群落

水 田

休耕田雑草群落

休耕田

水田雑草群落及び休耕田雑

草群落

テ リハボク林

Xそ の他

群落コー ド

OOlOOA

ooioos

OO200A

OO200B

OO2000

00200D

OO200E

OO200F

OO3000

00400A

OO400B

OO402C

OO403D

OO400E

OO5000

00600A

OO600B

OO7000

009000

自然度
コー ド

10

10

20

20

20

20

20

20

10

10

10

10

10

10

10

03

03

02

10

群 落 名

市街地

集 落

緑の多い住宅地

公園,墓 地

公園,墓 地等

公 園

緑の多い住宅地,公 園,樹

苑等

緑の多い住宅地,公 園,墓

地

工場地帯

造成地
唱造成地等の緑地

ボタ山

採石場

造成地,採 石場

干拓地

開放水域

水 域

自然裸地

廃塩田

注)群 落名については縮尺5万 分の1の 現存植生図凡例一覧表 も参照のこと

標高コード(実数型)

実数(単 位 肌)

① データのないものAAAA

② 陸水域++++

③ 海 域 一一一一

④ 標高点または等高線のないもの △△+1

⑤ 埋立地 △△+2

⑥ 海面下の地域 △△一x

(△はブランク,Xは0～9の 数字)

国土数値情報に対応するメッシュがない場合は△△△△,地 質,地 形,土 壌においても同様

(詳 しくは国土数値情報利用の手引 昭和54年3月 国土地理院参照)
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地 質 コー ド

20万 分 の1土 地分類 図 表層地質分類基準およびそのコー ド

コー ド

11

12

13

14

15

16

17

18

21

22

31

32

33

34

35

36

3?

38

41

42

43

44

45

51

52

53

54

55

61

62

63

64

65

71

72

73

74

75

76

81

00

岩 石 の 区 分

未固 結 堆 積 物 礫

〃 砂(シ ル ト質 砂 ・砂 丘

砂 を含 む)

〃 泥

〃 礫 ・泥

〃 砂 ・泥

〃 砂 ・礫 ・泥

〃 砂 ・礫 ・粘 土

〃 上記 各 岩石 の各 互層

〃 砕 屑 物

〃 崖 錐

半 固結 ～ 礫 岩

固 結 堆 積物 砂 岩(砂 岩 チ セー トを

〃 含む)

〃 泥 岩(頁 岩 ・粘 板 岩)

〃 礫 砂 泥

〃 珪 岩 質 岩石

〃 上 記 各 岩石 の各 互層

〃 輝 緑 凝 灰石

〃 石 灰 岩

火 山性 岩石 火山 灰 砂(ロ ー ム質

火 山灰 ・スコ リア)

〃 火 山砕屑 物(火 山泥 流)

〃 軽 石(浮 石 流 堆積 物)

〃 ソ フス

〃0一 ム

火 山性 岩石 集塊 岩 及 び凝 灰 角礫 石

〃 凝 灰岩 質 岩 石

〃 流 紋岩 質 岩 石

〃 安 山岩 質 岩 石

(溶結 溶 岩)

〃 玄 武岩 質 岩石

深 成 岩斑 岩

〃 花 闘 岩質 岩 石(閃 緑 岩

類 ・紛 岩 類 を 含 む)

〃 斑栃 岩 質 岩石

〃 蛇紋 岩 質 岩石

〃 角 閃岩 質 岩石

変 成 岩 ホル ンフ ェル ス

〃 緑 色片 岩

〃 黒 色片 岩

〃 片麻 岩 熱

〃 その他 の岩 石

〃 上 記各 岩石 の各 互 層

圧 砕岩 類 圧砕 岩 質 岩石

表示 のないもの 表示 の な い もの

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

岩石のかたざ

岩 体 軟 一

岩片 軟

(1-a)

岩 体 軟 一

岩片 中

(1-b

岩体 軟 一

岩片 硬

(1-c)

岩体 中 一

岩 片 軟

(2-a)

岩 体 中 一

岩 片 中

(2-b)

岩 体 中 一

岩片 硬

(2-c)

岩 体硬 一

岩 片 軟

(3-a)

岩 体硬 一

岩 片 中

(3-b)

岩 体硬 一

岩 片硬

(3-c)

表 示 の な い

もの

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

時 代

古生代P

古生代M

古第三紀

Tr

新第三紀

Tn

洪積世D

洪積世A

表示のな
いもの

コー ド

1

2

3

4

5

0

断層有無

断層 無 ・

背 斜

無 ・向斜

・背 斜

・向 斜

・背 斜 ・

向斜 な

表 示 の な

い もの

一44一



50万 分の1土 地分類図 表層地質分類基準およびそのコー ド

コ ー ト

17

41

12

44

14

32

38

33

53

54

55

62

63

64

7?

74

岩 石 の 区 分

堆積岩類

火成岩類

変成岩類

砂礫 ・粘土

火山灰 ・ローム

砂 丘 砂

熔結疑灰石

洪積砂礫

砂岩 ・泥岩 ・礫岩など

石 灰 岩

撃 灘 彩ヤつ
流紋岩類

安山岩類

玄武岩類

花商岩類

斑粉岩 ・輝緑岩

蛇紋岩 ・撤撹岩

結晶片岩類

片麻岩類
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地 形 コ ー ド

20万 分 の1土 地 分類 図 地 形 分 類基 準 お よび そ の コー'ド

コー ド

of

O2

03

04

05

06

07

0s

O9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

主 分 類

大 起 伏 山 地

中 起 伏 山 地

小 起 伏 山 地

山 麓 地

大 起 伏 火 山 地

中 起 伏 火 山 地

小 起 伏 火 山 地

火 山 山 麓 地

大 起 伏 丘 陵

小 起 伏 丘 陵

火 山 性 丘 陵 地

火 山 性 扇.状 地

火 山 灰 台 地

ロ ー ム 台 地 ・ 段 丘

シ ラ ス 台 地

砂 礫 台 地 ・ 段 丘

岩 石 台 地 ・ 段 丘

溶 岩 台 地(溶 岩 流)

扇 状 地 性 低 地

氾 濫 原 性 低 地

三 角 州 性 低 地

自 然 堤 防 ・ 砂 州

砂 礫 州 ・ 被 覆 砂 丘

湖 沼

河 川

旧 湖 盆 性 埋 積 低 地

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

副 分 類

カ ル ス ト 地 形

地 す べ り 地 形

崩 か い 地 形

溶 岩 原

人 工 改 変 地

埋 立 地

干 拓 地

埋 立 及 び 干 拓 地

干 潟

(項 目 の な い も の)

湖 沼 ・河 川 等 も含 む

(注)主 分類 の 山地 ・丘陵 地 形(01～11)内 に緩 斜 面 が あ った場 合,そ れ は 山地 地 形 に含む

もの とす る。
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50万 分の1土 地分類図 地形分類基準およびそのコー ド

コ ー ド
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34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

2

3

0

主 分 類

山 地

丘 陵地

火 山地

台 地

低 地

そ の他

翻
急斜面および緩斜面

急 斜面

火 山緩 斜面

泥 流 地 形

火 山灰 砂 台 地

溶 岩 台 地

石 灰 岩 台 地

砂礫台地および岩石台地

低 位 台 地

急斜面の扇状地

扇状地 および谷底平野

三角州 ・干潟 および

湿地性谷底平野

泥炭地

砂丘 ・浜堤お よび砂州

地た り地

崩 壊 地

(項 目のない もの)

湖 ・川等 も含 む

備 考

下1桁 に4を 付 け る

下1桁 に1を 付 け る

」
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土 壌 コー ド

20万 分 の1 土地分類図 土壌分類基準およびそのコー ド
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黒 ボ ク 土 壌

厚層黒ボク土壌 ・黒ボク土壌複合相

粗 粒 黒 ボ ク 土 壌

多 湿 黒 ボ ク 土 壌

粗 粒 多 湿 黒 ボ ク 土 壌

黒 ボ ク グ ラ イ 土 壌

淡 色 黒 ボ ク 土 壌

粗 粒 淡 色 黒 ボ ク 土 壌

乾 性 褐 色 森 林 土 壌

乾 性 褐 色森 林土壌(黄 褐色)

乾性 褐 色森林土壌(赤 褐 色)

乾性褐色森林土壌(赤 黄褐色)

褐 色 森 林 土 壌

褐 色 森 林 土 壌(黄 褐 色)
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褐 色森林土壌(表 層グライ系)

湿 性 褐 色 森 林 土 『壌

湿 性 褐 色 森林土壌(黄 褐系)

乾 性 ポ ト ゾ ル 化 土 壌

湿 性 ポ ト ゾ ル 化 土 壌

赤 色 土 壌

赤 黄 色 土 壌

赤 色 土 壌

暗 赤 色 土 壌

褐 色 低 地 土 壌

粗 粒 褐 色 低 地 土 壌

細 粒 灰 色 低 地 土 壌

灰 色 低 地 土 壌

粗 粒 灰 色 低 地 土 壌

細

グ

粗

高

低

黒

鉱

そ の 他

な い もの(湖 沼 ・河 川 等)

細 粒●灰 色 台 地 土 壌

灰 色 台 地 土 壌

粒 ク ブ イ 土 壌

ラ イ 土 壌
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位 泥 炭 土 壌

位 泥 炭 土 壌

泥 土 壌

害 復 旧 田

(市 街 地 等)

※ 中部地方のみ

コー ド

1

a

3

4

5

〔 付 加 記 号 項 目 〕

老 朽 化 水 田

過 乾 地 帯

過 湿 地 帯

腐 植 土 お よ び 軽 し ょ う土

重 粘 土

コ ー ド

6

7

8

9

0

〔 付 加 記 号 項 目 〕

礫 土

1π以内の礫層,砂 層および砂礫層

デ

〃 盤層鰐 脚 コラ・)

〃 泥 炭 お よび黒 泥 層

一 タ の な い も の
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50万 分の1土 地分類図 土壌分類基準およびそのコー ド
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1調 査 要 綱

1-1調 査 の 目的

わが国における植物群落の うちで学術上重要なもの,保 護を必要とするものなどの生育地及び生育

状況,に っいて調査することである。

1-2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地 域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査の 対象

(1)調 査対 象 とす る植 物 群 落 は,群 落 の面積 の大小 にかかわ らず表1-1「 特 定 植物 群 落選 定基準 」 に

該 当 す る もの とす る。

(2)第1回 自然 環 境 保全 基 礎 調 査(環 境 庁)及 びIBPのJCT(P)ハ ン ドブ ック(2)等を参考 に し

つつ,自 然 公 園,自 然 環 境 保 全地 域 等及 び これ らの 候補 地 に 含 まれ る もの を落 とす こ との な い よ

うに注意 し,都 道府 県 ご とに植 物 群 落を 選定 す る。

(3)調 査対 象 とす る植 物 群 落 の選 定 にあ た っては,自 然公 園,自 然 環 境 保全 地 域等 の 指 定 と係 わ り

が深 いため,都 道府 県 の担 当 者 にお い て十分 チエ ックす るこ と。

また,隣 接 都道府県 で植物群 落 の選定 の 考 え方 に大 きな隔 た りが ない よ うに事 前 に調整 を 図 る こ

と。

(4)調 査対 象 とす る植 物 群 落 の選 定 カ所 数 は,都 道 府 県 の面積,植 生 の状況 によ り異 なり,一 律 に決

め るこ とが 出来 な いが,お お よ その 目や す と して,お おむ ね50～100カ 所 程 度 とす る 。

(5)lha未 満 の植 物 群落 で あ って も調 査対 象 と して さ しつか え な い が,1ha以 上 の もの は もれ のな

い よ う努め る こ と。

1-5一 ♀ 調 査事 項

(1)植 物群 落の 位 置,面 積

(2)植 物群 落 の概 要

(3)保 存 の状況

(4)保 護 の現状
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<表1-1>特 定植物群落選定基準

A

B

C

原生林もしくはそれに近い自然林

(特 に照葉樹林についてはもれのないように注意すること)

国内若干地域に分布するが,極 めて稀な植物群落または個体群

比較的普通に見られるものであっても,南 限,北 限 ,隔 離分布等分布限界になる

産地 に見られる植物群落または個体群

D砂 丘,断 崖地,塩 沼 地 ,湖 沼,河 川,湿 地,高 山,石 灰 岩地 等 の 特殊 な立 地 に特

有な植物群落または個体群で,そ の群落の特徴が典型的なもの(特 に湿原について

はもれのないように注意すること。)

E郷 土景観を代表する植物群落で,特 にその群落の特徴が典型的なもの(武 蔵野の

雑木林,社 寺林等)

F過 去において入工的に植栽されたことが明らかな森林であっても,長 期にわたっ
て伐採等の手が入っていないもの

G乱 獲その他入為の影響によって,当 該都道府県内で極端に少なくなるおそれのあ

る植物群落または個体群

Hそ の他,学 術上重要な植物群落または個体群

(5)保 護管理に関する所見

1-6調 査方法

昭和48年 度に実施 した第1回 自然環境保全基礎調査による植生図,す ぐれた自然図及び空中写真等

を参考にしながら,既 存資料その他知見の収集を行い,必 要に応 じて現地調査を行 う等 して調査を実

施する。

1-7調 査結果の と りまとめ

受託者は,調 査結果を下記の図票にとりまとめる。

1-7-1特 定植物群落生育地図

特定植物群落の生育地は,図1-1「 特定植物群落生育地図」(以 下 「生育地図」という。)に な

らい国土地理院発行の1/5万 地形図に表示する。

1-7-2特 定植物群落調査票

調査した事項は,表1-2「 特定植物群落調査票」(以 下 「調査票」という。)に とりまとめるも

のとし,調 査票には,原 則として代表的な地点における植生調査表(表1-3の 様式による)を添付す

る。

一54一



庄育地図例
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〈 図1-1.〉 特定植物群落生育地図
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<表1-2>特 定植物群落調査票

(調査 豪様 式)
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<表1-5>植 生 調 査 表

(厳 試 及 汐ミ記 〉＼例)

桓 注 調 登 表、
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H情 報 処 理

皿一1入 力処 理 方法

調査は,図H-1に 示すフローによって実施 した。

皿一1-1特 定植物群落の分類 ・整理 ・

環境庁より貸与された特定植物群落調査報告書の特定植物群落調査票及び植生調査表の記載内容

から次の項目に係る用語又は表現を摘出し,類 型化を行った。

(1)件 名(地 名を除いたもの)

同義語(例 ブナ林,ブ ナの天然林,ブ ナの自然林 ………)の グルーピング

(2)立 地

同義語のグルーピング

(3)保 護に関する所見等

保存状態,イ ンパク トの種類,必 要な対策等

④ 相観

件名を相観 レベルにグルーピング した。

皿一1-2報 告書及び生育地図の点検,情 報の追加修正

報告書及び生育地図について次の事項を点検 し,必 要に応 じて情報の追加修正を行 った。

(1)保 護の現状欄

ア 自然公園,保 全地域

環境庁より貸与された自然公園,保 全地域図と生育地図を対照 し,記 載内容に誤りがないか

点検 した。

イ 天然記念物等

環境庁より貸与された天然記念物 リス トと対照し,記 載内容に誤りがないか点検 した。

(2)群 落名

調査表の内容より環境庁の植生凡例一覧表に示す群落名との対応関係を明らかに し(群 団レベ

ル)該 当するコー ド番号を付 した。

(3)生 育地図上のくくり及び面積

生育地図を点検 し,大 地域的なくくり方によるものを摘出し細区分を検討 した。またくくり線

の特定の場所のみが実際の生育地である場合はこれを他と区別 した。

(4)そ の他

その他記載漏れや,誤 記にっいて点検 し,訂 正 した。

皿一1-5既 存類似調査との対照

特定植物群落調査の結果を第1回 自然環境保全基礎調査(す ぐれた自然の調査),IBP-CT

(P)リ ス ト及び天然記念物緊急調査の結果 と対照 し,す ぐれた自然の調査等には含まれるがド本調

査では選定されなかった群落にっいてはその理由を明らかにした。
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皿_2デ ー ター シー ト記 入上 の留 意 点*注1

皿一2-1特 定植物群落の分類

(1)件 名

ア 件名の様式統一と簡略化

① 『環境庁自然保護局,第2回 自然環境保全基礎調査,特 定植物群落調査要綱1978』 に基

づき,以 下の様式に統一 した。

[亟 コ の 対象となる植生 または植物名

② 所在地名や対象となる植生または植物名の記載されていない件名にっいては,調 査表から

名称を摘出し付記 した。

例)「 エビラシダの北限地」

→ 「丁津原のエビラシダ北限地」

「大倉畑山」

→ ・「大倉畑山のカシ林」

③ 所在地や植生が包括的に表現されている固有の名称として一般に認められている件名につ

いては,原 記載に従 った。

例)9「 尾瀬 ケ原 湿 原 」

「禰山原始林」

④ 件名は電子計算機により集計分類する目的から内容を損わない限りにおいて簡略化した。

基本様式に適合する記載がされていても,字 数の制限(30字 以内)か ら変更された件名もあ

った。

例)「 後鳥羽上皇御在所跡照葉樹林」

→ 「海士町中里のスダジイ林」

⑤ 同義語は以下のように統一 した。

○ 人工林 ・植栽林 ・植林

→ 「植林」

○ 常緑樹林 ・常緑広葉樹林 ・暖地性常緑広葉樹林 ・照葉樹林

→ 「照葉樹林」

o澗 葉樹林 ・落葉樹林 ・落葉広葉樹林 ・夏緑広葉樹林

→ 「夏緑広葉樹林」

イ 所在地の記載

① 所在地名が,特 定植物群落調査表の 「位置」,「 所在市町村」などの欄と重複 して記載さ

れている場合は,重 複部分を省略 した。

注1詳 細 は,第2回 自然環 境 保全 基 礎調 査 に おけ る特 定植 物群 落 調 査報 告書(1980,全 国 版)

を 参 照
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例)「 富士吉田市新屋山の神社落葉広葉樹林」

→ 「新屋山の神社の夏緑広葉樹林」

② 件名の所在地名と,内 容が一致 しない場合はb内 容 と植生調査表に照合 して適宜変更 した。

例)「 茨城県南部の社寺林」

→ 「大杉神社の森林」

ウ 植生または植物名の記載

〔種個体群の記載 〕

① 特定の種個体群のみが対象とされる場合は,そ の対象となる植物名のみを記載 した。

例)「 大隅南部のカワゴケソウ科個体群」

→ 「大隅南部のカワゴロモ」

② ある群落の一構成種 として対象の個体群が生育 している場合,種 個体群のみが対象とされ

るなら,群 落の名称は件名から省略 した。

例)「 三ケ木のカタクリ群落」

→ 「三ケ木のカタクリ」

③ 分布限界の生育地で,件 名にもそれが明記されている場合は,「 北限地」などの名称は原

記載に準 じて記載 した。

例)「 ヤマグルマの分布北限地」

→ 「小国町のヤマグルマ北限地」

④ 対象となる個体群生地 と,そ の周辺の地域とが併せて対象とされている場合は,原 記載を

採用 した。

例)「 出羽島大池のシラタマモ自生地」

〔植生の記載 〕

① 単一または少数種の優占する植生は,そ の優占する植物の名称に 「林」 「群落」などの語

を付記して件名に記載 した。

例)「 賎母山の原生林」

→ 「賎母山のブナ林」

② 件名に記載されている植生名が,植 生調査表の群落名と重複する場合は,上 記の原則に従

って簡略化 した。

例)「 棚沢のオオモ ミジガサーブナ群集」

→ 「棚沢のブナ林」

③ 特に優占する種がみられないか,ま たは多数の優占種が,対 象となる植生に含まれる場合

は,以 下の手順で類型化 した。

i)単 一の相観を呈する植生

→ 針葉樹林 ・照葉樹林 ・夏緑広葉樹林などの相観名を使用 した。

例)「 臥牛山の樹林」

→ 「臥牛山の針葉樹林」
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li)複 数の相観を呈する植生

→ 自然植生の場合 →

{縢 生

→ 代償群落のみ,ま たは自然植生と代償群落の双方を含む場合 → 森林

{
植 生

例)「 黒子 島 原始 林 」

→ 「黒 子 島 の 自然 林 」

iii)特 殊立 地 の 植生 の 場合 は 以 下の 名称 で記 載 した。

湿 原 植生,塩 沼地 植 生,河 辺植 生,海 浜 植生,高 山荒 原植 生,雪 田植生,火 山 荒 原

{
植 生,火 山 植 生,岩 隙植 生,石 灰 岩 地 植生,蛇 紋岩 地 植生,風 衝 地 植生 な ど。

(2)立 地

ア 立 地 コー ドの決 定

作 業 手順 は以 下 の通 りで あ る 。

① 全調 査表 の 内容 欄 お よび 植生 調 査表 の立 地 記入 状 況 を すべ て 摘出 した。

② 摘 出 され た立 地 記 載を 分 類 ・集 計 し,同 義 語 を統 一 した。

③ すべ て の調 査表 の立 地 分類 が,そ れ ぞれ 一っ の立地 コー ドで 表現 でき るよ うに考慮 して コ

ー ド内容 を 決定 した。

イ 立 地 コー ドの 内容

立 地 コー ドは,コ ー ド番 号0～21の22分 類 項 に よ り構 成 され る。

ウ 立 地 コー ド記入 の留意 点

① 立 地 コー ドは,対 象 と され た植 生 の立地 要 因 の 中で,最 も主 要 な要因 を 記入 した 。 例 えば,

石灰 岩 の急崖 地,岩 礫 地 は,コ ー ド番 号1や3を 用 いず,18の 「石 灰岩 地 」を 記入 した。

② 内容 欄 や植 生 調 査表 に立 地 の記 載 が な い場合 は,対 象 とされ た植 物群 落 の立地 に関 す る知

見 を もと に立 地 コー ドを決 定 した。

立 地

一般(気 候立地)

急崖地,岩 壁

岩角地

岩礫地

崩壊地

砂浜,礫 浜

河口

河辺

漢畔斜面

流水,水 中

湿地,湧 水地

塩湿地

池塘

雪田 ・雪の吹溜り

風衝地

海岸付近

硫気孔,噴 気孔原

火山噴出物堆積地(熔 岩原,新 期火山灰堆積地など)

石灰岩地

蛇紋岩地

隆起サンゴ礁

風穴付近
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(3)保 護に関する所見等

保存状態,イ ンパク ト,必 要な対策等の保護に関する所見は,保 護管理に関する技術的所見欄

以外の,内 容欄や保護の現状欄にも記入されている場合が多く,今 回の作業ではこれらの各欄の

全国の記入状況を一覧 して類型化をはかった。なお,必 要な対策にっいては,全 国でも記入され

ている例が非常に少ないことや,保 存伏態とインパクトの内容から必要な対策が導き出されるこ

となどから類型化の作業からは除いた。

ア 保存状態の類型化

保存状態は,次 の7段 階にコーディングした。

記載なし 良好 普通 やや不良 不良 絶滅 確認されず

(注)絶 滅とは,生 育環境自体が消滅 しているもので,確認されずとは文献等で記載が

あるが現地で生育が確認されなかったもので,生 育環境か らは生育の可能性を否

定出来ないものとした。

イ インパク トの類型化

インパク トは,次 の15段階にコーデ ィングした。

記載なし 虫害,菌 害

人の立入 動物の侵入

盗採 汚染物質の侵入

農林業開発 ゴ ミの投棄

道路開発 自然災害

観光開発 周辺の開発

水辺の開発

その他の開発

植物の侵入

(4)相 観

ア 相観コードの決定

作業手順は以下の通りである。

① 全調査表の内容欄,植 生調査表を通覧 し,そ れぞれの相観を摘出した。

② 摘出された相観記載を,植 物の生育形に従って類型化 した。

③ 広域に分布する相観には.気 候帯区分の概念を導入して,細 分化 した。

④ 相観的にモザイク状の分布を示す特殊立地の植生には,個 別に相観コー ドを設けた。

⑤ 複数の相観を含む一定の地域を対象とする物件については,「 植生一般」,気 候帯名+

「植生」などの分類項を設けて,全 調査表がそれぞれ1つ の相観 コー ドで表現できるように

配慮した。

イ 相観コー ドの内容と分類の留意点

相観コー ドをコー ド番号1～57の57項 に分類 した。

① 気候帯区分

相観に付記された気候帯区分は,対 象となる現存植生が,現 在,ど の気候帯に生育 してい
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るか を 示 して いる。 した が って,岩 稜 な どの立地 で 冷 温 帯 に分布 の 中心 を もっ 植 生 が,暖 温

帯 に貫 入 してい るよ うな 場合 は,暖 温 帯植生 と して分 類 した。

② 植 林

対 象 と された 森林 が,調 査表 の 内容 か ら明 らか に人 工的 に植 栽 され た と判 定 で きる場合は,

他 の 自然 生 の森 林 と識 別 で き る よ うに,「 植 林 」 と して コー ドを 類 別 した。

③ 各 相 観 コー ドに 該当 す る植 生 例

〔複数 の 相 観を 呈 し,複 数 の気 候 帯 に生育 す る。 〕

相 観

植生一般

亜寒帯植生

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯常緑針葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

常緑針葉高木植林

夏緑針葉高木林

〃 植林

暖温帯常緑広葉高木林

亜熱帯 〃

常緑広葉高木植林

亜寒帯夏緑広葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

夏緑広葉高木植林

亜寒帯常緑針葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

冷温帯常緑広葉低木林

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯夏緑広葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯夏緑広葉低木林

冷温帯ササ原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯広葉草原

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯単子葉草本草原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

草本シダ群落

岩上,多 礫地草本植生

タケ形林

ヤシ形林

マングローブ林

ツル植物群落

蘇苔類植物群落

浮葉 ・沈水植物群落

浮水植物群落

流水岩上植物群落

高山荒原植生

雪田植生

火山荒原植生

湿地植生

河辺植生

海浜植生

亜寒帯ササ原

亜寒帯単子葉草本草原

(注)低 木林:植 生高4m前 後までの木本群落
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皿一2-2報 告書及び生育地図の点検,情 報の追加修正

(1)保 護の現伏欄

ア 自然公園 ・保全地域

自然公園区域および自然環境保全地域について生育地図との対照を行い,記 載内容の点検 ・

修正を行った。

作業の手順は次のとおりである。

①5万 分の1の 自然公園区域図および自然環境保全地域図を該当する生育地図とを トレース

台で重ね合せ,特 定植物群落が重なるかどうかのチエックを行う。

② 重なる場合には,保 護の現伏欄と対照 し,記 入内容のチエックを し,修 正する。

③ 重なり具合が一部か全域かにっいても区別する。

④ 国立公園,国 定公園,原 生自然環境保全地域および自然環境保全地域にっいては,名 称コ

ー ドを付す。

⑤ 以上の結果を,記 録用紙に整理する。

イ 天然記念物

天然記念物 リス トと報告書との対照を行い,記 載内容の点検 ・修正を行った。

対象とした天然記念物は,植 物を対象とした,国 指定,都 道府県指定および市町村指定の記

念物であり,次 のコーディングを行った。

1:国 指定特別天然記念物 ・特別名勝

2:国 指定天然記念物 ・名勝

3:都 道府県指定天然記念物

4:市 町村指定天然記念物

5:上 記の重複

作業の結果は,記 録用紙に整理 した。

ウ その他の保護対策

保護の現伏欄に記入されている保護対策で,自 然公園,保 全地域,天 然記念物以外のものに

ついては,そ の他の保護対策 として一括してコーディングを行った。

但し,記 入のあったものでも,特 定植物群落の保護対策としての有効性が期待出来ないもの

については対象から除外 した。

① その他の保護対策としてコーディングしたものの例

学術参考林

国有林学術参考保護林

保存樹林

県指定特別保護樹林

市指定保存樹林

風致保護林

県指定景観保存地区

県景観保全地区

歴史的風土保存地区

歴史的風土特別保存地区

自然記念物

県指定郷土記念物

県指定郷土 自然保護地区

県指定自然記念物

環境緑地保全地域

緑地保全地区
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近郊緑地保全地域

県,自 衛隊の協定による
自然環境保全区域指定

国設特別鳥獣保護区

保安林

防雪林

部落の防雪林

防潮林

魚つき林

営林局指定の風景林

試験林(県 林試)

風致林(営 林署管理)

特別母樹林

人工造林見本園

制限林地として禁伐

伐栽見合せ林

市,町 条例による保護区

市保護地

町で保護

県環境保全地域候補地

市グ リーシプラン要保全植生

市要保全植生

県環境指標の森

県環境指標林

市環境指標林

県自然休養林

② 保護対策から除外 したものの例

国有林

分収造林契約中

部落の共有林

鳥獣保護区

海岸保全地区

(2) .群落名

ア 群落 コー ドの決定

① 群落コードの分類は,

4月 」に従った。

O

lO番台を記入した。

自然休養林

自然観察教育林

自然観察教育林(営 林局)

小学校の愛護林

原生公園

県立森林公園

森林公園

県自然園

市自然観察園

県民の森

市民の森

市立青少年自然の森

都市公園

市公園として管理

観光樹林

社叢林

社寺林

境内林

神域

信仰地

部落の拝所

部落の御願所

御嶽林

御陵林

寺で保存管理

宅地造成工事規制区域

県立自然休養村

町要請の休養地

大規模年金保養地

緑地

「環 境 庁 自然保 護局,植 生 図凡 例 一 覧表(増 補 改 定 案),昭 和54年

群 落 コ ー ドは,各 調 査 表 に対 象 と され て い るす べ て の群 落 に っい て,凡 例 表 の100番 台,
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③ 特定植物群落のコー ド決定には,植 物社会学的群落分類学の手法に従がって,種 組成を最

も重視 した。

④ 植生調査表の群落名欄は,省 略されているか,ま たは優占穂 を重視 した群落名が記載され

ている場合が多いために,記 載された群落名はコー ド決定の参考とするに留めた。

⑤ 群落コー ド決定の作業手順は以下の通り行 った。

i)特 定群落が位置する緯度,標 高,立 地を参考に群落の種組成から,凡 例表の100番 台の

コー ドを決定する。

ii)群 落の種組成から,植 物社会学的知見に基づき標微種および識別種を抽出し,凡 例表に

記載されている群落のなかで同質または近似の群落を探 して,10番 台のコー ドを決定する。

lii)特定植物群落調査表の内容欄を検討し,'対象とされている群落の植生調査表がすべて添

付されているか再確認する。

iv)植 生調査表が省略されている場合は,地 域植生誌などの既発表資料から,内 容欄の記載

に従って群落コー ドを決定する。

イ 追加された群落コー ド

環境庁による植生図凡例一覧表は,縮 尺5万 分の1の 植生図用に作成された凡例のために,

通常この縮尺では面積的に表現不可能な群落は記載されていない。今回,全 国から提出され#

特定群落の中には0.05ha未 満の生育面積の例や,地 形図上では線状にしか表現できない岩壁

植生などが多く含まれている。 したが って全群落の分類のために,以 下にρべる5つ の群落が

追加された。

① 群落番号634:ム クノキーエノキ群集

② 群落番号635:自 然低木群落

③ 群落番号819:岩 上,多 礫地草本植生

冷温帯と暖温帯の岩壁,岩 隙,漢 側岩上などの特殊立地 に生育する草本植生をこの項に含

めた。地質的には,流 紋岩,安 山岩,集 塊岩,礫 岩などの岩上に多くみられ,石 灰岩地,蛇

紋岩地の草本植生は群落番号820に 含めた。相観的には,疎 生する草本植物と,若 干の低木

類から構成 され,蘇 苔類 も生育 している。

④ 群落番号820:石 灰岩地,蛇 紋岩地草本植生

日本各地の超塩基性岩地帯に生育する草本を主体とする植物群落をこの項に含めた。なお

木本群落として石灰岩地特有の植生は例が少なく,イ ワシデ群落(他 の地質の岩礫地にも生

育),ア ラカシーナンテン群集,自 然低木群落などの群落番号に,若 干の群落が含まれてい

る。

⑤ 群落番号821:流 水中岩上植生

ウ 群落番号適用の際の留意点 と具体例

群落分類に際 しては,各 群集の原記載やその群集の命名者の発表 した論文類を適宜参考とし

た。それによ って,群 落構成種の全体的な類似性を最も重視 して同定を行い,そ の群集(群落)

の含まれる群落番号を適用 した。特定群落のなかで,凡 例表に記載 されている群落と,種 組成

的に同質であるか,ま たは生態的に同位であると判断され,し かも優占種の異なる例として以
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下 の もの が あ る。

(3)生 育 地 図上 の く くり及 び面 積

生育 地 図 の なかで,○ ○ 山脈 の 自然植 生 な どの よ うに,大 地 域 的な く くり方 を して い る もの が

一 部にみ られ る
。 これ らは,相 観 の異 な る もの が包 含 され て お り,特 定植 物 群落 の内 容 を把 握す

る上か らは,せ め て相観 レベ ルまで 細 区分 され て い るこ とが望 ま しい。 しか し,く く り線 を細分

した 場合 には 次の 問題 が生 じるこ とが 予想 され る。

① 大 地域 的 な もの の選定 基 準 は,A(原 生林 も しくはそ れ に近 い 自然林)で あ り,Aの 性格上,

複数 の群 落 が混 じるの は やむ を えな い といえ るが,こ れ を細 分 した場合 には選 定 基 準 が不 明確

にな る。

② 対照 番 号(件 数)が 増 加 し,再 コー デ ィ ングが必 要 とな り,そ れ に伴 って,細 区分 毎 に,件

名,立 地,保 存 状態,イ ンパ ク ト等 を入 力 す る必要 が あ るが,調 査者 との調整 が 必要 に な る と

思 われ る。

以 上 の こ とか ら,今 回 は,調 査 者 の考 え方 を 尊重 して,く くり線 の細 区分 は 行 わ な い こ と と し

た。

但 し,く く り線 の線 引 きが大 雑把 な もの は現 存植 生 図 との 比較 対 照を して点 検 を行 った。

また,一 部 に くく り線 が記 入 してい な い もの も見 られ たが,各 県 に問合 せ を 行 って記 入 ・修 正

を した。

(4)そ の他

その他,記 載 漏れや,誤 記 につ い て点 検 し,訂 正 した主 な訂正 内容 は,次 の とお りであ る。

① 地 図番 号 の誤 記 の訂 正

② 所 在地(市 町村 名)の 誤 記 の 訂正

③ 標 高 の記入 もれ,誤 記 の追 加 ・訂正

な お,面 積 の記 入 もれ につ い て は,点 検 した結 果,い ず れ の ケ ー ス も湿 原等 が 広範 囲 に わた っ

て点 存す る群 落 で くくり線 が,比 較 的大 まか な とり方 を してお り,群 落 の 単位 が小 さい た め,現

存 植 生 図で も表 われ て こな い もめ もあ るた め,正 確 な面積 の 算 定 が困難 で あ った た め,面 積 は空

欄 の ま まと した。

皿 一2-5既 存類 似調 査 との対照

次 の3つ の調 査等 によ る選定 リス トお よび 分布 図 と特 定 植物 群 落調 査 結果 を対 照 し,そ れ らの重

複 関係 を 明 らか に し,既 存 調 査で は 選 定 され て い るが,特 定植 物 群落 調 査で 選定 され なか った もの

にっ い ては,一 括 して リス トア ップ し,そ の 理 由を 明 らか に した 。

① 天 然記 念 物 緊急 調 査(文 化 庁)

②IBP-CTリ ス ト(JIBP)

③ 第1回 自然 環境 保 全調 査(環 境 庁)

作 業 の手 順 は次 の とお りで あ る。

① 天然 記 念物 緊 急調 査 につ い ては,都 道 府 県 別 に'1/20万 の分 布図 と,1/5万 の 生 育地 図 とを

比較 対 照 して,そ の重 複 関 係を 点 検 す る 。

②IBP-CTリ ス トにっ い ては,生 育 地 図 と リス トの生 育 地 との比較 対 照 に よ っ て重 複 関係を
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点検 す る。

③ 第1回 自然 環 境保 全調 査 につい て は,都 道府 県 別 に1/20万 の分 布 図 と,1/5万 の 生育 地 図

とを 比較 対 照 して,そ の重 複 関係 を点 検 す る。

④ 上 の点 検 の結果,選 定 され なか った も のにっ い て は,今 回の 調 査員(群 落 調査 票 に記 載)に 問

い合せ を 行 い,そ の理 由を 明 らか にす る。

⑤ 以 上の 作業 結果 を.記 録 用紙 に整理 す る。

な お,上 記3調 査 と特定 植 物群 落 調査 との関係 を 調 査 した結 果 は,巻 末 に附表 と して整 理 した。

皿一2-4特 定 植物 群 落生 育 地 の数値 情 報 化

特 定 植物 群落 生 育地 図 上 の生 育地 を 含む,標 準 メ ッシ ュの コー ド番号 を読 み と った 。

作業 の手 順 は,次 の とお りで あ る。

①5万 分 の1の 地 形図 の縦 横 を それ ぞれ20等 分 した メ ッシュ(標 準 メ ッシ ュ)を 透 明 な ポ リエ ス

テ ル ・フィル ム上 にイ ンキ ング した メ ッシ ュマ ス クを作 成す る。

② メ ッシ ュマ ス クは,5万 分 の1の 地 形 図 が属 す る各 緯度 毎 に作成 し,東 京,大 阪 を含 む北 緯36。

前 後 の 地 域につ い ては対 象 図幅 が多 くな るた め,必 要 に応 じて複 数枚 作成 す る。
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■ 一4コ ー ド表 〈 特 定 植 物 群 落>

5次 メ ッシュ コー ド

「メ ッシ ョコー ドの付 け方 」(p348)参 照

市 町 村 コー ド

自治 省 の市 町 村 コー ド

特 定 植 物群 落 コー ド

(1)寒 帯 ・高 山 帯 自然 植生

コ ー ド

101

102

103

自然度

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

to

10

10

10

群 落 名

高 山低 木 群落

(1)コ ケモ モ ーハ イ マ ツ群 集

(2)ミ ネ ヤ ナギ群 落(ミ ネヤ ナギ

ーキ ツ ネ ヤナギ群 落 を含 む)

高 山 ハ イデ 及 び風衝 草原

(1)コ メバ ツガザクラー ミネ蹴 ウ群 集

(2)オ ヤ マ ノエ ン ドウー ヒゲハ リ

スゲ 群 集

(3)gマ クサ ーイワツメクサ ク ラス

(4)フ ジハ タザ オ ーオ ンタデ群 集

(5)イ ワオウギータイツリオ ウギ群集

雪 田草 原

(1)タ カ ネヤハ ズ ノ〉・コーア オ ノ

ツガザ ク ラ群 集

(2)ミ ヤマイーバ クサ ンボウフウ群集

(3)タ カネ ヒゴ タイー ミヤ マ キ ン

バ イ群集

(4)シ ョウ ジ ョウスゲ ー イワ イ チ

ョウ群集

(2)亜 寒 帯 ・亜高 山帯 自然植 生

コ ー ド

206

207

208

209

210

211

212

213

群 落

㈱
9

9

9

9

9

10

10

10

9

9

群 落 名

サ サ ー ダケ カ ンバ群落

カ ラマ ツ群 落

ミ ドリユキ ザサ ーダケ カ ンバ 群落

(な だれ地 広 葉 低木林)

キ ャ ラボ ク群 落

シナ ノキ ンバ イ ー ミヤ マキ ンボ ウ

ゲ 群団(高 茎 草原)

ササ 自然 草原

(1)チ シマザ サ群 落

(2)シ コ クザ サ群 落

下 部針 広混 交 林(エ ゾ マ ツ ・ トド

マツー ミズナ ラ,シナノキ,イ タヤ林)

ウ ラジ ロ ヨウ ラク ー ミヤ マ ナ ラ群

団(風 衝低 木 林)

(3)亜 寒 帯 ・亜高 山 帯代 償 植生

コー ド

201

202

203

ZU4

自然度

9

9

9

9

名

エ ゾ マ ツー トドマ ツ群 集

ア カエ ゾマ ツ群集

イ チ イー トドマ ツ群 集

エゾマツーダケカンバ群集(上 部

針広混交林)

コ ー ド

301

205 9

302

303

304

自然度

5

5

5

5

5

5

4

8

群 落 名

シ ラ ビソ ー トウ ヒ群 団

(1)オ オ シ ラ ビソ群 集

(2)シ ラ ビソーオ オ シ ラ ビソ群 集

(シ コク シ ラベ群 集 を含 む)

(3)コ メツガ群 落

サ サ群落

(1)チ シマザ サ群 落

(2)ク マ イザ サ群 落

(4)チ マ キザ サ群落

ヒゲ ノガ リヤ ス群落(ノ ガ リヤ ス

属採 草地 を含 む)

(1)ウ シノケ グサ群 落

伐跡群落

ダケ カ ンバ群 落

(4)ブ ナ ク ラス域 自然 植生

コ ー ド

poi

自然度

9

9

9

群 落 名

チ シマザ サ ー ブナ群 団

(1)ヒ メア オキ ー ブナ群 集

(2)ク ロモ ジ ーブ ナ群 集
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コ ー ド

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

41?

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

(3)マ ルバ マ ンサ クー ブナ群 集

(4)ス ギ・ブ ナ群落(ス ギ天 然林)

ス ズ タケー ブ ナ群 団

(1)ヤ マボ ウシ ーブ ナ群集

(2)ツ クシ シ ャク ナゲ ーブ ナ群 集

(3)イ ヌブ ナ群 集

(4)オ オモ ミジガ サ ー ブナ群 集

(8)ツ ガー コカ ンスゲ 群集

ω シ ラキ ー ブ ナ群集

エ ゾイ タヤ ー シナ ノキ群 落(ミ ズ

ナ ラ7イ タ ヤ カエ デ群落 を 含 む)

ウ ラ ジ ロモ ミ群 落

ヒノキ アス ナ ロ群 落

(1)ア スナ ロ群落

ヒ ノキ群落

(1)'ヒ ノキ ー シノ ブカ グ マ群 集

(2}ヒ ノキ ー シ ャ クナ ゲ群 集

㈲ コキ ン レイ カ ー ヒノ キ群 集

ク ロベ ー ヒメ コマ ツ群 落

(1)コ ウヤマキーヒガゲ ツ ツ ジ群落

(2)ア カミノイヌツゲ ー ク ロベ群 集

ア カマ ツ群 落

ジ ュウモ ン ジシ ダ ーサ ワグ ル ミ群

集(カ ツラ林 を含 む)

ミヤ マ クマ ワ ラ ビー シオ ジ群 集

(オ ヒ ョウー タ イ ミンカサ モ ドキ

群 集 を含 む)

ハ ル ニ レ群 集

ヤ ナ ギ高 木群 落

(1)ド ロノキ ーオ オバ ヤ ナギ群 落

(2)ケ シ ョウヤ ナギ 群落

(3)シ ロヤ ナギ群 集

ヤ ナギ 低木 群 落(オ ノエヤ ナ ギ ー

エゾノキヌヤナギ群 落 な どを 含 む)

ハ ンノキ ーヤ チ ダモ群 集

ハ ンノ キ群 落

ヤ マハ ンノキ群 落(ケ ヤマハ ンノ

キ を含 む)

自然 低 木群落

(1)ミ ズ ナ ラー リ ョウプ群 集(ニ

シキ ウツギ群 落 を含 む)

コ ー ド

417

418

419

420

424

425

自然度

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

9

9

10

9

9

群 落 名

(2)

(3)

(4)

(5)

(9)

カ シ ワ群 落

ヒメヤシャブシータニウツギ 群 落

ミヤマキリシマーマイズルソウ 群集

コメ ツツ ジ群 落

ヤ シ ャブ シ群 落

自然草原

(1)フ ジア カ シ ョウマ ー シ モ ツケ

ソウ群 集

(2)フ ジアザ ミーヤマホタルブクロ群集

(3)シ マ キ ン レイ カー シ マ ノガ リ

ヤ ス群 集

(6)オ オ ヨモギーオオイタ ドリ群 団

イ ヌ シデ ーア カ シデ 自然 林

イ ワシデ群 落

イ タ ドリー コメ ス スキ群 落(火 山

荒原 植物 群 落)

ケ ヤキ群 落

(1)ケ ンポナ シー ケ ヤキ群 集

(5)ブ ナクラ界填代償植生

コ ー ド

501

502

503

504

505

506

50?

508

509

510

自然度

8

8

7

7

7

7

7

7

7

5

5

5

群 落 名

ブナ ー ミズ ナ ラ群落

カ シ ワー ミズ ナ ラ群 落

ク リー ミズナ ラ群落

(2)カ ス ミザ ク ラー コナ ラ群 落

ア カシデ ー イ ヌ シデ 群落

(3)ク マ シデ 群落

シ ラカ ンバ 群 落

(1)シ ラカ ンバ ーサ サ群 落

(2)シ ラカンバー レンゲ ツ ツ ジ群 落

ア ガ マツ群 落

ニ シキ ウツギ ー ノ リウツギ 群落

ツ クシウ ツギ ー ノ リウツギ群 落

ササ 草原

(1)ミ ヤ コザ サ群落

(2)チ シマ ザ サ ーク マ イザ サ群 落

(3)ハ コネ ダ ケ群 落

(4)ヤ クザ サ群落

(5)チ マキザ サ群 落

ス スキ群 団

一?2
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コー ド

510

511

512

513

514

515

自然度

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

2

群 落 名

(1)

(2)

C3)

(5)

C7)

(s)

ス スキ ー エゾ ヤマ ハギ 群 落

カ ワ ラマ ツバ ー ススキ 群落

ス スキ ー ホ クチアザ ミ群落

ス 象キー ミヤマキ リシマ群 落

ア ズマザ サ ー スス キ群 落

ノハ ナシ ョウブーススキ群 集

シバ群団

ナガバグサ群落

ヒオウギアヤメーノハナショウブ群落

伐 跡群 落

(1)ヤ ナギ ラ ン群集 ・

(2)タ ラ ノキ ー クマ イチゴ群 落

オ オ ア ワダ チ ソ ウーオ オハ ンゴ ン

ソ ウ群 落

(6)ヤ ブ ツバ キ ク ラス域 自然植生

コー ド

601

602

603

604

605

606

607

608

609

810

611

612

613

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

モ ミー シキ ミ群集

ツガ ーハ イ ノキ群 集

ヒメアオ キ ー ウ ラジ ロガ シ群 集

サ カキー ウ ラジ ロガ シ群集

(1)イ ス ノキ ー ウラ ジ ロガ シ群 集

ケ ヤ キ群 落

(1)ケ ヤ キー イ ロハ モ ミジ群 集

ア ラカ シ群 落

(1)ア ラカ シー ナ ンテ ン群 集

(2)ア マ ミア ラカ シ群 落

マ テバ シイ群 落

イ チ イ ガシ群 落
'シ ラ カ シ群 集

サ カ キー コジイ群集

シ イモ チ ー シ リプ カガ シ群 集

ホ ル トノキ 群落

ス ダ ジイ群 落

(1)ヤ ブ コウ ジー スダ ジイ群 集

(2)ミ ミズバ イ ース ダ ジイ群 集

(3)オ オシマカンスゲースダジイ群 集

(4)ホ ソバカナ ワラビースダジイ群集

(5)リ ュウキ ュウアオ キー・ス ダ ジ

イ群 集

コー ド

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

631

632

633

634

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

(6)ア マ ミテ ンナ ン シ ョウ ース ダ

ジイ群集

(7)ケ ハタツレリミノキー スダジイ群 集

(8)オ キナワシキ ミース ダ ジ イ群 集

(g)ア オノサ ハイノキースダジイ群 集

00ヤ クシヤ アジサイースタジイ群 集

ω オ キ ナ ワ ウラ ジ ロガ シ群集

⑫ ユ ズ リハ ーヤ マ グル マ群 集

働 ケナガエサ カキース ダ ジ イ群 集

㈲ ヤ ワ ラケ ガキ ー ス ダ ジ イ群 落

タブ群落

(1)イ ノデ ー タ ブ群 集

(2)ム サ シ アプ ミー タブ群 落

カゴ ノキ群 落

ホ ソバ タブ群落

ウバ メガ シ群落

(1)ウ バ メ ガ シー トベ ラ群 集

(2)マ サ キー トベ ラ群 集

(3)オ ニヤ ブソテツ ーハマ ビワ群 集

(6)ア カ テ ツーハ マ ビワ群 集

ア カマ ツ群落

ク ロマ ツ群落

フサザクラ群団

ハ ン ノキ群落

河 辺 ヤ ナギ低 木群 落(河 辺 低 木 林

を 含 む)

(1)ネ コヤ ナギ ー タ チヤ ナ ギ群 落

(2)カ ワ ラハ ンノキ群 落

ソテ ツ群 落

ビロ ウ群 落,ヤ シ群 落

ナ ガ ミボチ ョウ ジー クス ノ ハ カエ

デ 群落

マ ング ロー ブ群 落

ハ チジ ョウイ ヌツゲ ー オ オ シマ ツ

ツ ジ群 落

ガ ジ ュマ ル ー ク ロ ヨナ群 集

アカギ群落

サ ガ リバ ナ ーサ キ シマ ス オ ウ群 落

リュウキ ュウマ ツ群 落

コ ウヤ マ キ群落

ム クノキ ー エ ノキ群集
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コ ー ド

635

自然度

9

群 落 名

自然低木群落

(8)河 辺 ・湿原 ・塩 沼 地 ・砂 丘植 生(各 クラ ス

域 共通)

(7)ヤ ブツバ キ ク ラス域代 償 植生

コー ド

701

702

703

704

706

707

708

709

710

711

720

自然度

7

7

7

7

7

7

4

4

4

5

5

5

5

5

4

4

4

4

2

4

7

7

7

7

7

7

5

群 落 名

コ ナ ラ群落

(1)ク ヌギ ー コナ ラ群集

(2)ヤ ブ ム ラサキ ー コ ナ ラ群 集

(3)オ ニ シバ リー コナ ラ群 集

(4)コ ナ ラー ク リ群 落

(6)コ ナ ラー ノグル ミ群 落

シ イ`・カ シ萌 芽 林

(1)バ クサ ンボクーマ テバ シイ群 落

(2)オ オ シマザ ク ラ

(3)タ ブー ヤ ブニ ッケイ幼 木 林

伐 跡 群落

(1)ベ ニバ ラボ ロギ クー ダ ン ドボ

ロギ ク群 落

(2)ク サ イチ ゴ ー タ ラノキ群 集

サ サ ・タケ群 落

(1)ヤ ダケ ー メダケ群 落

(2)ダ ンチ ク群 落

(3)リ ュウ キ ュウチ ク群 落

(4)ホ ウ ライチ ク ーゴ キ ダケ群 落

ス ス キ群 団

(1)ネ ザサ ー ス スキ群 集

(2)ア ズマ ネザ サ ー ススキ群 集

(3)チ ガヤ ー ススキ群 落

シバ群団

ハ イ キ ビ群 落

路 傍 雑 草群 落

(1)ク ズー カ ナム グ ラ群 落

(2)セ イタ カア ワダチ ソウ群 落

(3)ヨ モギ群 落

ア カマ ツ群 落

(1)ヤ マツ ツ ジー ア カマ ツ群 集

(2)オ ンツ ツ ジー ア カマ ツ群集

(3)モ チツ ツ ジー ア カマ ツ群 集

(4)コ バノミツバノツジーアカマノ群 集

ク ロマ ツ群 落

クズ群落(林縁生つる一低木群落)

コー ド

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

812

813

814

自然度

10

10

io

5

10

10

10

io

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

群 落 名

ッ ル コケモ モ ー ミズゴケク ラス(高

層湿 原)

ヌ マガ ヤ オ ー ダー(中 間 湿原)

ヨシ ク ラス(低 層 湿原 ・セイ コ ノ

ヨシを 含む)

(1)ミ ゾソバー3シ 群落(代 償 植 生)

ウキ クサ ク ラス ・ヒル ム シ ロ ク ラ ス

ツル ヨシ群 集

オ ギ群 集(自 然植 生)

(1)ヤ プガ ラシーオ ギ群 落(代 償

植 生)

塩 沼地 植 生

(1)ア マ モ ク ラス

(2)ア ツケ シソ ウー シバ ナ群落

(3)ハ ママ ツ ナー ハマ サ ジ群落

ハ マ ボ ウ群 落

砂丘 植 生

(1)バ マニンニクー コウボウムギ群落

(2)ハ マグルマニコウボ ウムギ群 落

(3)ハ マ グル マ ーハ マ ゴ ウ群 集

(テリハノイバラーチガヤ群落を含む)

(4)ハ マ ナス群 落

(5)オ カ ヒジキーハ マベ ンケ イ ソ

ウ群 落

(6)グ ンバ イ ヒル ガオ ー ク ロイ ワ

ザ サ群 落

ハチ ジ ョウ ススキ群 落

(1)イ ソギクーハチ ジョウススキ群集

(2)キ ノ クニ シオギ クー ア ゼ トウ

ナ群 集

(3)ノ ジギ ク群 落

(4)シ オ ギ ク群 落

(5)サ ツ マ ノギ クーハ チ ジ ョウス

スキ群 集

(6)オ キ ナ ワギ クー ハチ ジ ョウ ス

スキ群 集

コハ マ ギ ク群落

コウ ライ シバ群 落

隆起珊瑚礁植生
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コー ド

814

816

81?

818

819

820

821

自然度

10

10

10

9

10

10

10

10

10

10

10

群 落 名

(1)イ ソマツーモクビャ ッコ ウ群 集

(2)ク サ トベ ラー モ ンバ ノキ群 集

(3)ア ダ ンー オオハ マ ボ ウ群 落

カオ リウツギーオオバヤシャブ シ群 集

火 山荒 原 植生

(1)イ タ ドリー タマ シダ群 落

(2)ハ チ ジ ョウイ タ ドリー シマ タ

ヌキ ラ ン群集

硫気孔原植生

岩上,多 礫地草本群落

石灰岩地,蛇 紋岩地草本群落

流水中,岩 上植物群落(カ ワゴケ

ソウ群落地)

(9)植 林 地 ・耕作 地 植生(各 ク ラス域 共 通)

コー ド

901

自然度

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

群 落 名

常緑針葉樹植林

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(s)

(9)

αo

ω

ア カマ ツ植林

ク ロマ ツ植 林

スギ ・ヒノキ ・サ ワラ植 林

エ ゾ マツ植林

トドマ ツ植 林

ア カエ ゾ マ ツ植 林

ウ ラジ ロモ ミ植 林

リュウキ ュウマ ツ植 林

モ クマオ ウ植林

ヒノキア ス ナ ロ(ア テ)植 林

シ ラ ビソ(シ ラベ)植 林

コー ド

902

903

904

905

906

907

908

909

910

911

912

913

914

915

916

917

自 、、

6

6

3

6

6

6

6

6

6

3

7

7

7

3

3

3

3

3

2

4

2

2

2

4

群 落 名

落 葉 針葉 樹 植林

(1)カ ラマ ツ植 林(グ イ マ ツを 含

む)

外 国 産針 葉樹 植 林(ド イ ツ トウヒ,

ス トロー ブマ ツ な ど)

常緑 広葉 樹 植林

(1)ク スノキ 植林

(2)マ テバ シイ植林

(3)ソ ウ シジ ュ植 林

落葉 広 葉樹 植 林

(7)ヤ マ ハ ンノキ植 林(コ バ ノヤ

マ ハ ンノキを含 む)

外 国産 広葉 樹 植林(ポ プ ラ,ニ セ

ア カ シア,ギ ンネ ム な ど)

竹 林

(1)モ ウ ソ ウチ ク林

(2)マ ダ ケ ・ハ チ ク林

常緑果樹園

落葉果樹園

桑 園

茶 畑

苗 圃

畑地 雑 草群 落(シ ロザ ク ラス)

ヒメ ム カ シ ヨモ ギー オ オ ア レチ ノ

ギ ク群落(休 耕畑地 雑 草 群 落)

牧 草地(人 工 草地)

(1)ゴ ル フ場

水 田雑 草群 落(イ ネ ク ラス)

休 耕 田雑 草群 落(タ ウ コギ ク ラス)

件 名 コー ド

カ ナ30桁

取 リ扱 い コー ド

コ ー ド

1

0

区 分

⑭
そ の 他

選 定基 準 コー ド

順不 同,最 高5項 目ま で
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コ ー ド

A

B

C

D

E

F

G

H

内 容

原生林もしくはそれに近い自然林

(特に照葉樹林についてはもれのないように注意すること)

国内若干地域に分布するが,極 めて稀 な植物群落または個体群

比較的普通に見られるものであっても,南 限,北 限,隔 離分布等分布限界になる産

地 に見られる植物群落または個体群

砂丘,断 崖地,塩 沼地,湖 沼,河 川,湿 地,高 山,石 灰岩地等の特殊な立地に特有

な植物群落または個体群で,そ の群落の特徴が典型的なもの(特 に湿原についてはも

れのないように注意すること。)

郷土景観を代表する植物群落で,特 にその群落の特徴が典型的なもの(武 蔵野の雑

木林,社 寺林等)

過未において人工的に植栽されたことが明 らかな森林であっても,長 期にわたって

伐採等の手が入っていないもの

乱獲その他人為の影響によって,当 該都道府県内で極端に少なくなるおそれのある

植物群落または個体群

その他,学 術上重要な植物群落または個体群

標 高(整 数 型)

最 低 定 数(
0～3,800)

最 高

面 積(実 数 型)

実 数(0.1～80,000)

立 地 コー ド

(単位m)

(単 位ha)

コ ー ト

DO

Dl

O2

D3

D4

05

06

D7

08

Dg

10

区 分
一般(気 候立地)

急崖地,岩 壁

岩角地

岩礫地

崩壊地

砂浜,礫 浜

河口

河辺

渓畔斜面
'流水

,水 中

湿地,湧 水地

コ ー ド

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

区 分

塩湿地

池塘

雪田 ・雪の吹溜り

風衝地

海岸付近

硫気孔,噴 気孔原
火山噴出物堆積地(熔 岩原,新 期火山灰
堆積地など)
石灰岩地

蛇紋岩地

隆起サンゴ礁

風穴付近

(注)△ は ブ ラ ン ク,相 観 コ ー ド,環 境 圧 の コ ー ドに つ い て も同 様

相 観 コー ド

コ ー ド

D1.

D2.

D3.

p4.

区 分

植生一般

亜寒帯植生

冷温帯 〃

暖温帯 〃

コ ー ド

Q5.

06.

D7.

D8.

区 分

亜熱帯植生

亜寒帯常緑針葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

コ ー ド

△9.

10.

11.

12.

区 分

亜熱帯常緑針葉高木林

常緑針葉高木植林

夏緑針葉高木林

〃 植林
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コ 「 ト

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

区 分

暖温帯常緑広葉高木林

亜熱帯 〃

常緑広葉高木植林

亜寒帯夏緑広葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

夏緑広葉高木植林

亜寒帯常緑針葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

冷温帯常緑広葉低木林

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

コ ー ト

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

区 分

亜寒帯夏緑広葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯ササ原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯広葉草原

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯単子葉草本草原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

草本シダ群落

岩上,多 礫地草本植生

タケ形林

コー ド

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

区 分

ヤシ形林

マングローブ林

ツル植物群落

酵苔類植物群落

浮葉 ・沈水植物群落

浮水植物群落

流水岩上植物群落

高山荒原植生

雪田植生

火山荒原植生

湿地植生

河辺植生

海浜植生

亜寒帯ササ原

亜寒帯単子葉草本草原

下1ケ タ

コー ド

1

0

区 分

個体(群)

群落

群落数(整 数型)

実数(最 大値17)

保存状態 コー ド

コー ド

0

1

2

3

区 分

記載なし

良好

普通

やや不良

調 査表 記 入 例

よく保護されている

極めてよく保存

現状がよく維持されている

比較的良好

良好な自然状態が保たれて

いる

保存はよい

現状のままでよい

絶滅のおそれはないと思う

荒廃の危険はない

あまり人為がはいっていない

人手のはいるおそれはない

減少の傾向

破壊されているところもある

破壊のおそれもある

コー ド

4

5

6

区 分

不良

絶滅

確認されず

調 査 表 記 入 例

漸次衰滅に近づいている

保護の対策は全くたたない

伐採中

切り売りされている

(注)絶 滅とは,生 育環境自体が消滅 しているもの。

確認されずとは文献等で記載があるが現地で

生育が確認されなかったもので,生 育環境か

らは生育の可能性を否定出来ないものとした。
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環 境 圧 コー ド

コー ド

Do

D1

D2

03

04

D5

D6

D7

D8

区 分

記載なし

人の立入

盗採

農林業開発

道路開発

観光開発

水辺の開発

その他の開

発

周辺の開発

調 査 表記 入 例

踏圧

キャンプ地化

観光客の立入

観光行為(サ サ,下 草の刈

り払い)

地すべり遊び

子供の遊び場

暴走族の練習場

植林化

水田化

畑化

下刈り

放牧地

牧野造成

道路建設

駐車場

排ガス

観光地化

遊園地

ロープウェイ・

スキーコース

海水浴場

釣り場

護岸工事

漁港拡張

堰提の築造

排水工事

工事用採砂

床固工

河川改修

防潮提

凌深

埋立て

人工物

土地造成

住宅団地造成

パラボラアンテナ

テレビ局のサテライ ト局

3～7の 開発で特定植物群

コー ド

09

10

11

12

13

区 分

植物の侵入

虫害,菌 害

動物の侵入

汚染物質の

侵入

ゴ ミの投棄

調 査表 記 入 例

落 の周辺 で行われているもの

ヨシ

伐 採跡 地 植物(ダ ン ドホ ロ

ギ ク,ア レチ ノギ ク)

チ シマ ザサ

先 駆植 物

挺水 植 物

メダ ケ

ヤ ダ ケ

ニ セア カ シア

雑 木

イ タ ドリ

カエデ ドコロ,ツ ルウメモ ドキ

ハ チ ク林

ハ ス

常 緑針 葉 樹

マ ツ クイム シ

ク ジ ュウ フユ シ ャク の幼 虫

カイ ガ ラム シ

菌害

ス ス病(カ メ ノ コロ ウカ イ

ガ ラム シ)

松 枯 れ

しま枯 れ

牛 馬

イ ノシ シ

畜 牛 の食害,排 出物 に よる

富栄 養 化

シカ

タイ ワ ン リス

野 猿

生 活排 水

家 畜 ふん 尿

工事 水

土砂,砂 利 の流入

廃 油 ボ ール

化学 肥 料

発 泡 スチ ロール

洗 剤 の容 器

塵 埃 の投 棄

魚 介類 の投 棄
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コ ー ド

14

区 分

自然災害

調査表記入例

地熱

常風

風害

季節風

塩風

台風

雪害

コ ー ド 区 分 調査表記入例

軽石層が厚 く崩壊する

軽石による埋立て

山崩れ

表土の安定が悪い

崩壊地(小 崩壊地)

山火事

乾燥化(湿 地)

類 似 調 査 コ ー ド

1ケ タ め

分

2ケ タめ

コ ー ド

0

1

区

な し

あ り

コ ー ド

1

2

3

重なり具合の区分

全 域
一 部

不 明

保 護 対策 コー ド

上12ケ タ

最 高3項 目まで 13,15,17ケ タ め

コ ー ド

1※ 菅1

1芸 一)←2

1芸 芸3

1芸 芸5

2芸 芸1

2暑 一)←2

2苦 菅3

2菅 芸5

5002

5003

5005

3菅 芸1

4芸 芸2

4芸 芸3

4暑 芸5

6002

6003

6005

区 分

自

然

公

園

保

全

地

域

国 立 公 園

今(一→←ニ=01～27

国 定 公 園

今←→←=01～51

都 道 府 県 立

自 然 公 園

特別保護地区

特別地域

普通地域

上記の重複

特別保護地区

特別地域

普通地域

上記の重複

特別地域

普通地域

上記の重複

原生自然環境保全地域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県 立

自 然 環 境

保 全 地 域

特別地区

普通地区

上記の重複

特別地区

普通地区

上記の重複

コ ー ド

1

2

3

指定の重なり具合の区分

全 域
一 部

不 明

14ケ タ め

コ ー ド

1

2

3

4

5

天然記念物 の区分

国指定特別天然記念物 ・特別名勝

国指定天然記念物'名 勝

都道府県指定天然記念物

市町村指定天然記念物

上記の重複

16ケ タめ

コ ー ド

1

区 分

その他の保護区

(注)*印 の 位 置 の コー ドに つ い て は公 園 コ ー ド表(P350)参 照
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する哺乳類の生息伏況を把握するため,わ が国に生息する大型及び中型獣8種 の分布

にっいて調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査対 象 地 域

全国47都道府県全域について調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査対象とする哺乳類は次のとおりとする。

地 域

北 海 道

本 州

九州

・ 四 国 ・

沖 縄

調 査 対 象 哺 乳 類

シ カ,ヒ グ マ,キ ツ ネ,タ ヌ キ

ニ ホ ン ザ ル,シ カ ツ キ ノ ワ グ 三

震 シ弘 判 ネ タヌキ・アナ

シ カ,イ ノ シ シ

1-5-2調 査 事 項

ア 生 息地 域

イ 生 息状 況

ウ 分 布 の変 動(絶 滅 地域 及 び 出現(絶 滅)年 代)

1-6調 査 方 法

聞 きと り調 査 に よ り実 施す る。

1-6-1調 査 の統 括

聞 きと り調 査 は,原 則 と して受 託 者 が直 接調 査 員を 指揮 して行 い,調 査結 果 を とりま とめ る。

調査 の実 施,結 果 の と りま とめ に あた って は,適 宜 学識 経 験 者 の 意見 を 聞 くこ と とす る。
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1-6-2調 査 員

(1)聞 きと り調 査 に あた る調 査員 は,林 業 改良 普及員 等 その土地 の状 況 に詳 しい 者 と し,原 則 と し

て 次 の中か ら選 定す る。

ア 林業改良普及員

イ 鳥獣保護員

ウ 都道府県林業事務所等職員

工 市町村林務関係職員

オ 自然公園指導員等

力 大学等における研究者

キ 小中高校生物担当教員

聞きとり調査にあたっては , 都道府県において調査員を十分指揮,監 督すること。

1-6-5聞 き とリ地 点

聞 きと り調 査 を行 う地点 は 次 に よ り定 め る。

(1)国 土 地 理 院発 行 の1/5万 地 形 図 を縦 横 それ ぞれ4等 分 してで きる 区画(以 下 「調 査区 画」 と

い う。)を 設 定 する。

ア 調 査 区画 の設 定及 び調 査 区画 番 号 の付 し方 は,rI-6-3聞 き と り地 点 」(1)の とお りで

あ:るが,1/5万 地 形 図 の図 郭 が一 部 拡張 され 隣 接地 域 を含 め てい る場 合,あ るい は,規 定 の

経 ・緯 線 に よ る図郭 をず ら して,図 郭 が設 定 され て い る場合(離 島等)な ど,変 則的 な 図郭 の

地 形 図で は,次 の例 に従 って区画 し,番 号 を 付す。

下図④,⑧ 図幅 の図郭 は,規 定 の経 緯線 に よる図郭 で は な いが,調 査 区画 は,各 々の 図郭 を

次 の よ うに 縦 ・横 それ ぞ れ4等 分 すれ ば よい 。
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海の部分だけで

あっても区画番

号を付す。
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イ 調 査 区画 の 設定 及 び 調 査 区画 番 号を 付 す のは 資料整 理 の必 要 のた めで もあ るので,海 域 のみ

の 区 画等 「聞 きと り地点 」 が選 定 出来 な い場合 も,同 様 に区画 し,番 号 を 付 す。

(2)1調 査区 画 に おい て原 則 と して2地 点 を 「聞 き とり地 点 」 と して選 定 す る。

当 該調 査 区 画 内に人 が 定 住 してい な い場 合,あ るい は当 該調 査 区画 内全 域 の 市街地 化 が 著 しく

明 らか に調 査 対象哺 乳 類 の生 息 が認 め られ な いと判 断 され る場 合 は,聞 き と り調 査を 省略 して さ

しっ か え ない。

ア 聞 き と り調 査を 省略 して さ しつ かえ な いの は,「 当該 調査 区 画 内 に人 が 定 住 して いな い場合,

あ る いは,当 該調 査 区画 内全域 の市 街地 化 が著 し く,明 らか に調査 対 象 哺乳 類 の生 息 が認 め ら

れ な い と判 断 され る場 合 」 の み で あ り,生 息 しそ うにな い と予 断 を持 っ て,調 査 を省略 す る こ

とは 出来 な い。

ま た,生 息 状況 にっ い ての 既存 資料 が あ るか ら とい って,聞 きと り調 査 を 省略 す る こ とは 出

来 な い。

イ 調 査 区画 が他県 にま たが って い る場合 で も,1調 査 区画 にお い ては原 則 と して2地 点 を 「聞

き とり地点 」 と して選 定 す る。

た だ し,当 該県 の 区域 が ご く一 部で あ った り,海 域 が ほと ん どを 占 め て い る調 査区画 の場合

は,聞 き とり地点 を1地 点 と して も さ しつか え な い。

ウ1調 査 区画 にお い て,集 落 が1つ しか な い等2地 点 の 「聞 きと り地 点 」 が 選定 で きな い場 合

は,1地 点 で もやむ を 得 な い。

ま た,1地 点 で,「 聞 き と りの相手 」 が,2人 見 つ か らな い場 合 は ,「 聞 き とり地点 」を2
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地点 以 上 に増 や し,「 聞 き とりの相 手 」を 見 っけ て も さ しっか え な い。

1-6-4聞 き と りの相 手

聞 き と り調査 を行 う相手(以 下 「回答 者 」 とい う。)は で き るか ぎ り哺 乳 類 の生 息状 況 にっ いて

詳 しい 者(た とえば,林 業 作 業 員,営 林 署担 当 区職 員,狩 猟 者等)と す る。 最奥 の 集 落 に住む 者か

ら聞 き と ることが 望 ま しい。

原 則 と して,1聞 き と り地点 にお い ては2名 以 上 か ら聞 き と るこ と とす る。 小 島 し ょにお いて聞

き と りの相 手(回 答 者)を 選 定 す る場合,そ の入数 は次 に よ って さ しっか えな い。

島面積25㎞2に つ き4人 程度

ただ しこの場合 も,調 査 区画 の定 め方 は要 綱 どお り と

9

●

o

O

c

す る。

(例)調 査 区画 が4メ ッシ ュに な る島 で も面積 が30

㎞2の 島 で あれ ば,回 答 者数 は5人 程 度 で よ

い。

1調 査 区画 あた りの 聞 き とりの 相手(回 答 者)の 数は

原則 と して4人 で あ るの で誤 解 の ない よ うに注 意 され

た い。

(11「 聞 き とりの 相手 」 か ら聞 き とる範 囲は,聞 き とりの相 手 が居 庄す る調 査区 画 内 だけ で はな く,

それ以 外 の地 域 に つ い て も聞 きだす よ うに努め る。

従 って,広 い 地域 につ い て知 見 の ある人 か ら,広 い地 域 にっ いて 聞 き だす の は さ しっ か え ない

が,あ くまでlr調 査区画 」 ・1「 聞 きと り地 点 」 の1人 の 「聞 きと りの相 手 」 にす ぎず,こ の

入 の 回答 を も って,他 の 調査 区 画 の聞 き とり調 査 を 省略 す る こ とは で きな い。

(2)調 査員 が,回 答 者 と もな り うるが,lr調 査 区画 」,1「 聞 き と り地 点 」 の1入 の 「聞 き とり

の 相手 」 と して しか 認め な い。

1-6-5聞 き と リ調 査

(1)聞 き とりに あ た って は,動 物識 別 用 カ ラー図版 を示 しな が ら表1-1「 聞 きとり調査票」にそ って

聞 き と る。

(2)国 土地 理院 発 行 の 】/5万 地形 図を 呈 示 して 聞き とり 目視 地点 捕 獲地 点,生 息 地域 等 聞 き と

りの結果 を 直 ち に当 該地 形 図 に哺 乳類 の種 ご とに指定 され た 色(以 下 「指 定 色 」 とい う。 表1-

2参 照)の 色 鉛 筆 を用 い図化 す る 。

な お,生 息地 が 地点 で 回答 され た場 合(目 視 地 点,捕 獲 地 点 等)に は,そ の地 点 を ×印 で示 し,

生 息 地 が地域 で 回答 され た場合(例 え ば,「 この沢 沿 いに い る」 「この山 の南 斜 面 に広 くい る」

等)に は,そ の地 域 を線 でか こむ。

(3)当 該調 査区 画 内 の哺 乳類 の生 息 伏況 だけで な く,回 答 者 が 知 って い るすべ て の地域 にお け る哺

乳類 の 生息 伏況 にっ い て 聞 き出す よ う努 め る。

(4)同 一地域 にっ い て 「生 息 す る」 とい う回 答 と 「生息 しな い 」 とい う回答 が あ った場 合 には,当

該 地域 は 「生 息 す る」 と して 取 扱 う。
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赤〔亀

調査対象哺乳類

ニ ホ ンザ ル

シ カ

ツ キ ノ ワ グ マ ,ヒ グ マ

イ ノ シ シ

キ ツネ

タ ヌキ

ア ナグマ

指 定 色

茶 色(三 菱 ポ リカ ラ ーNo750021)

紫 色( 〃 〃12)

赤 色( 〃 〃15)

やまぶき色( 〃 〃3)

も も 色( 〃 〃13)

青 色( 〃 〃33)
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1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は調 査結 果 を 下記 の図 に と りま とめ る。

1-7-1哺 乳類 分 布 図

哺乳 類 の分 布 は,図1-1「 哺 乳 類分 布図 」(以 下 「分 布 図」 とい う。)に な らい,国 土 地 理院 発

行 の1/5万 地 形図 に表 示 す る。

1-7-2哺 乳 類 分布 メ ッシ ュ図

哺 乳 類 分布 図 を もとに,哺 乳 類 の種 ご とに図1-2「 哺乳 類 分 布 メ ッシ ュ図」(以 下 「分布 メ ッシ

ュ図 」 と い う。)を 作 成 す る。

1-7-5哺 乳 類 出 現(絶 滅)年 代 図

当 該 動 物 が その地 域 か らいつ頃 いな くな ったか,あ るい は い つ頃 か ら生息 す る よ うにな ったか,

絶滅 ・出現 の 伏況 を図1-3「 哺乳 類 出現(絶 滅)年 代 図 」(以 下 「年代 図」 とい う。)に な ら い,

哺乳 類 の種 ご とに メ ッシ ュ図 を 作成 す る。

1-8実 施 状 況

1-8-1昭 和53年 度本調査実施状況

第2回 自然環境保全基礎調査動物分布調査(哺 乳類)の 聞 きとり調査は 「聞きとり調査実施要領」

によった。

聞きとり調査にあたっては,ほ とんどの都道府県が要領にそって,林 業改良普及員,鳥 獣保護員,

都道府県林業事務所等職員,市 町村林務関係職員,自 然公園指導員等,大 学における研究者,小 中

高校生物担当教員から調査員をえらんでいる。聞きとり調査員は調査の趣旨,調 査方法等について

事前に講習を受けた。

聞きとり調査地点は,国 土地理院発行の1/5万 の地形図を縦横それぞれ4等 分 してできる区画

(以 下 「調査区画」という)の 中から2地 点がえらばれた。

聞きとり調査を行う相手(以 下 「回答者」という)は,林 業作業員,営 林署担当区職員のように

哺乳類の生息状況について詳 しい人から聞くようにつとめた。

調査者は,1地 点につ き2名 以上,即 ち1調 査区画につき4名 以上の回答者から聞きとることが

原則になっているが,調 査区画内に人が定住していない場合,あ るいは調査区画内全域の市街地化

が著 しく調査対象哺乳類の生息が認められないと判断された場合には調査を省略 している。

また,な かには10名以上の回答者から聞きとりを行った調査区画のある県もある・

聞きとり調査は,調 査員が回答者に動物識別用カラー図版を示 しながら調査票にそつで情報を得

た。目視地点,捕 獲地点,生 息地点の情報は回答者に呈示した地形図にその場で記載された。

聞きとり調査実施期間は,各 県によって多少のずれはあるが,昭 和53年5月 から昭和54年2月 ま

での間に実施された。

調査要綱では調査対象とする哺乳類は次表のとおりであった。

しか し,各 県によって従来より生息の知られていない種については,調 査を実施 していない種 も

あり,表1-3に 示すような実施状況になっている。また,都 府県によっては調査対象哺乳類以外

の種についても分布調査が実施された。
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1-8-2昭 和54年 度補 足調 査

(1)54年 度 ヒア リング調 査

各 県 か ら提 出 され た県 別 哺乳 類 分布 メ ッシコ.図と環 境庁 調査 と同等 の手 法 で ア ンケー ト調 査 を

行 った哺 乳類 翁 布調 査科 研 グル ープ に よ る分布 調 査結 果(以 下 「MDR調 査 」 と略 称す る)等 と

を 比 較検 討 し,調 査結 果 の ズ レの ある区 画 を抽 出 した。

こ の際 留意 したの はMDR調 査 が環 境 庁 調査 に比 べ て比較 的粗 い精度 の調 査で あ った とい うこ

とで あ る。 この ため 環境 庁調 査 で は生 息 情報 を 得 られ たが,MDR調 査 で は情 報 が 得 られ て い な

い と い うこ とは 調査 の精度 上 当然起 こ り得 る こ とで あ る。 した が っ て今 回 の 比較検 討 で は この逆

の場 合,す なわ ちMDR調 査 で は情 報 を 得 られ た が ,今 回の 調 査で は情 報 が 得 られ てい な い 区画

を 中心 に再 調 査す べ き地 域 を抽 出 した(抽 出区画 は後 述)。

特 に ズ レの 多 い地 域 に関 しては 該当 す る県 の調 査担 当 者お よ び地 域 在 住者 に直接 ヒア リング調

査 を 実 施 した。 調査 を 行 った県 は 次 の とお りで あ る。

秋 田県,岩 手県,新 潟 県,群 馬 県,長 野 県,徳 島県,高 知 県,佐 賀県,態 本 県,宮 崎県,

鹿 児 島 県

(2)再 ア ン ケ ー ト調査

前記 の 比 較検 討 の結果,抽 出区 画 が広 範 囲 にわ た ってい る地 域,現 地 ヒア リング調査 が実施 で

きな か った 地域 に関 しては 郵送 ア ンケ ー ト法 に よ る再 ア ンケー ト調 査 を 実施 した。

実 施 状況 は以 下の とお りで あ る。

ア 調 査対 象

今 回 の 調査 結果 とMDR調 査 結 果 が 異 な る 区画

イ 調査 実 施 期 間

昭和54年11月1日 よ り11月 末 日

ウ 調査 内容

○ 調 査対 象 種

北 海道(シ カ,ヒ グマ)

本 州,四 国,九 州(ニ ホ ンザ ル,'シ カ,ツ キ ノワグ マ,イ ノ シシ)

宮 崎県 にっ いて は ニ ホ ンザ ル,シ カ,ツ キ ノ ワ グマ,イ ノシ シ,キ ツネ,タ ヌキ,ア ナグ

マ の全種 を 対象 と した 。

○ 調 査事 項

生息 地域(目 撃 地 点,捕 獲地 点)
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表1-5都 道府県の聞きとリ調査実施状況

北'4道

i・チ 森

岩 『F

宮 城

秋 田

1形
福 島

茨 城
栃 木

群 璃
。 玉

千 葉
稟 京

神奈 川
新 潟

総区画数

3,718
428

557

321
493

385.5

562

調 査

区画数

251

276.5

454

捌

387.5"獅 一

463

245.5i242

瑠5階1:1
146.5
226.5

69
101.5

541

山

石 川
福 井,

山 梨

長 野

静 岡.

愛 知
三 重

滋 賀

泉 都

大 阪
兵 庫

奈 良
和

.取

島 根
岡 山

広 島

山 ロ

138.5
218.5

50

86.5
390.0

183.5i?9.5
199.51157

188.5'155.5

167.51122.5

530.51434
407.5

獅

217.5

249

146

194

?9.5

糊

141

205

150.5

297.5

獅

362.5

313.5

.徳 島172.

香 川 層60.5

愛 榎188.5

高 知242.5

福 岡214

佐

長 ・崎

熊 本

大 分

鹿児島
沖 縄

107.5

362

342.5

畑

蹴

379.5

175

274

269.5

192
213

133.5
is2

64.5

297.5
iio

173

132.5

274.5

鋤

.331

鋤

149

57
127

201
207.5

8r

脳

268.5

瑚

251

340.5
111

%

(60.5
(64.6)

(81.5)

(88.5)

(?8.6)

ll』答行
不 在
凶 由傲

1,467
151.5
103
37
105.5

計
回答 青数

(39.5)15,072

(35.4)j1,115
(18.5)1.1,991
(11.5)

(21.4)

lll:1)1器5
(98.6)13.5
(90.8)123
(83.4}134.5
(94.5

(96.5)

(?2.5)
(85.2)

(72.1)

8

8
19

15
151.0

(43.3)1104

(78.?)142.5

(72.5)133

(73.1)';45

(81.8)・96.5

(67.2)
(80.4)

(88.3)
(85.5)

(91.4)

(93.8
(81.1)

(84.3)
(?8.0)

(84.4)

(田.0)

(92.3)

(y4.6)

(85.3)

(97.3)

(86.6)
・(94

.2)

(67.4)

(麗.9)

(97.0)

(65.3)

(72.9)

(78.4)

(94.3)

(別2)

(89.7)
(62.0)

133.5
65.5

25.5

12.5

(23.
(17.6)

(1.4)

(9.2)
(16.6)

(5.5
c3.5)

(27.5)

(14.8)

(27.9)
56.7)

(21.3)
(17.5)

(26.9)

(18.2)

32.8
(19.6)

(11.7)
(14.5)

(8.6)

12'(6.2)
15(18.9)

55.51(15.?)

311(22.0)
321(15.6)

18

is

31.5

8.5
23.5

3.5

61.5
41.5

6.5
26.5

98

?4

10
47

39

(12.0)
(7.7)

(5.4)

(8.?)
(2.7)

(13.6)

(5.8)

(32.6)
(17.1)

(3.0)
(24.?)

(27.D

(21.6)
(3.?)

(15.8)

(10.3)
(38.0)

i,ins
707

1.372

1,622

992
906

?95

617

i,oio

312

鰯

i,ss3

570

578

輔

1,724

240

1,123
619

720
461

750

288
1,349

412

869
poi

1,126
1,064

1,338

1.159
66?

鵬

626
869

晒

41?

伽

i,Boa

1,090

1.072

1,532

謝

調
査

数

4
6

6

7
5

5

7
4

7

7
7

7

7
7

5
7

7
7

7

7

7
7

7
7

7
6

7

7

7

7
7

7

7

6
7

7

6

6

s
7

6
2

サ

ル

0
0
0
0
0

0

0

0
0
0
0

0
0

17

0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0

シ

カ

0
0
0
0

0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
.o

0
0

ツ

キ ワ
ノ

マ

0
0
0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

O

O
O

O

ヒ

グ

マ

O
o1
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

O
O
O

0

イ

ノ
シ

シ

0

0
0
0
0

0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

キ

ツ

ネ

0
0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0

0

0
0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0

0
0

0

タ

ヌ

キ

0

0

0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

O

O
O

O

0
0
0
0

0
0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0
0
0
0
0

0

ア

ナ
グ
マ

0

0

0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

O
O
O

0
0
0
0

0

8指 定 され た禰以 外 の分 布調 査 を行 った 県 と対 象腫

栃木 県 …… カモ シ カ,ヤ マ ネ,カ ワ ウソ,ハ ク ビシ ン,オ コ ジ ョ

大阪 府 …… テ ン,ム ササ ビ

長崎 県 …… ツ シマ ヤマ ネ コ,ツ シ マテ ン

躰 回 答者 不在 区 面は 分 布原図(1/5万 地 形図)に 調 査 地点 が落 と され て い ない区 画

8纏 各県の総 区 薗 数は 県境 の 区画 を0 .5区 画 と して算 出 した。 したが って 各県 の 假告 害 の 数 鯨 と異 な る墳 合 が

あ る.
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生息状況(群 れ,子 連れの有無)

分布の変動(出 現年代)

工 調査方法

調査はアンケート調査票を郵送し,記

入後返送 してもらう郵便調査法を用いた。

調査票および調査範囲を指定した地 図

(国 土地理院発行1/5万 地形図)を 調

査対象として抽出した各小中高等学校に

郵送 し,生 息地域を地図に記入,そ れに

対応する情報をアンケー ト調査票に記入

後,そ のどち らも返送 してもらった。

オ 回収率

アンケー ト調査票発送数および回収数,

回収率を都道府県別に表1-5に 示す。 全

体としてのアンケート回収率は,6L5%と

この種のアンケー ト調査としては良好な

回収結果を得た。

力 再アンケート情報処理

回収された調査票と地図に記載されて

いる情報は以下のようにして処理された。

地図に記入 された生息地域は,各 都道

府県ごとにそれぞれの分布原図に転記 し

その後生息地の読みとり(8桁 基準メッ

シュコー ド化),調 査票の情報はコー ド

化 し,1【の情報処理方法に準 じて磁気テ

ープに入力された。

表1-4 再アンケー ト発送数および

回収数,回 収率

北 海 道
青 森

岩 手
宮 城

秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 亙
埼 玉
千 葉
東 京
神 奈 川
新 潟
富
石

福
山
長

山
川
井

梨

岐
静
愛

滋

阜
岡
知

重

京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和 歌
鳥
島
岡
広

山

取

根
山

島
口

徳 島

香 川
愛 媛
高 知

福 岡
佐 賀
長 崎

熊 本
大 分

宮 崎
鹿 児 島
沖 縄

合 計

発送 数

120

21

14

25

17

34

64

9

23

38

0

0

0

0

39

3

14

17

8

86

44

21

11

23

12

26

1

30

8

23

14

27

6

12

4

20

2

36

27

3

24

0

32

34

257

45

0

1,274

再 ア ン ケ ー ト

回 収数

84

i7

12

13

15

23

48

8

20

21

0

0

0

0

18

1

10

11

5

53

25

16

8

13

7

17

0

18

5

15

10

19

4

10

3

11

1

24

21

0

13

0

17

23

125

20

0

784

回 収率

70.0

80.9

85.7

52.0

88.2

67.6

75.0

88.8

86.9

55.2

4ま1

33.3

71.4

64.7

62.5

61.6

56.8

76.1

72.7

56.5

58.3

65.3

0.0

60.0

62.5

65.2

71.4

70.3

66.6

83.3

75.0

55.0

50.0

66.6

77.7

0.o

54.1

53.1

67.6

48.6

44.4

61.5
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1概 要

今 回行 わ れ た第2回 自然 環 境 保 全基 礎 調査(哺 乳類)は,調 査 対 象 者 総 数44,853名,情 報 数20

万 に及ぶ莫 大 な もので あ った。 この種 の調 査 と して は世界 で も有 数 の もの で あ り,今 後 の わが 国の

自然 関連 情報 の基 礎 デ ー タと して 極 め て 重 要 な位 置 を 占め る こ とに な る と思 わ れ る。

した が って 昭和54年 度 は 昭和53年 度 実 施 された 調査 の原 デ ー タ を も と に そ の処 理 作 業 を 中心 に

行 った。

情 報処 理 作業 ρ概 要 は 図 皿 一1に 示 す と お りで あ る。

す な わ ち都道府 県 よ り得 られ た 聞 きと り調 査票,哺 乳 類分 布原 図(1/5万 地 形図 に記載)お よ

び県 別分 布 メ ッシ ュ図 を もと に した全 国 哺乳 類分 布 メ ッシ ュ図(1/250万)の 作成 お よ び調査 票

内容 の チ ェ ック検討,磁 気 テ ープ入 力 作 業 の2作 業 を 中心 に行 った。

皿一1-2磁 気テ ー プ入 力 作業

今 回 の調 査 は情報 数 が 多 くまた そ の内 容 も聞 き と り調 査票 と分 布 原 図 の2っ にわか れ て い るため,

集 計 ・解 析 に あた っては 両 者 の照合 が必 要で あ り手 計算 で は ほぼ 不 可能 で あ る こ と,ま た情 報 の保

存 調 査票 その もの の長 期 保 存 が物理 的に 困難 で あ る こと等 の理 由 に よ り,情 報 内容 の磁 気 テ ープ入

力 化 を行 った。

磁 気 テ ープ に入力 され た情 報 内容 が今 回 の調査 の原 デ ー タ の 役 割 を果 す こ とにな るだ けに入 力

作業 に あ た っては調 査 票 内容,分 布 原 図 記載 の記 入地 点 を 可能 な 限 り忠 実 に入力 す る こ とを 目 ざ し

た。特 に分 布原 図 に記 載 され た地点 を 入力 す るに際 しては地点 を 出来 る だけ小 さ い単 位 で入 力す る

こ と,後 の集計 ・解 析 に あ た って他 の関連 情 報 とのす り合 わせが可能 で あること等 を考 慮 して基準 メ

ッシュ(三 次 メ ッシ ュ)を 単位 と して入 力す るこ と と した。 分 布 原 図 に記 載 され た地 点 は この 基準

メ ッシ ュによ る コー ド化 に十 分 耐 え うる精度 が あ る と判 断 され た。

各県 よ り集め られた 調 査票 及 び 分布 原 図 の情報 を 磁気 テープ に 入力 す る まで の作業 工程 は図 ∬一

2に 示 す とお りで あ る 。

皿一1-5地 図処理

全 国47都 道 府県 で作成 され た分布 原 図 か ら調 査票 の情 報 に対応 す る生 息地 域 を読 み と り,そ れ ら

の地点 を8桁 メ ッシュ コー ド化 す る に あた って は,昭 和44年12月 に行 政 管理 庁 に答 申 され た基 準

メ ッシ ュシス テ ムを用 い た。

(1)地 点 読 み と り作 業 の 実 施要 領

生息 地点 の読 み と りは分 布 原 図 に基 準 メ ッシュ ポ リエ ステ ル フ ィル ムを重 ねて8桁 の メ ッシ ュ

コー ドを読 み とっ た。

読 み と り手順 は 図 皿 一3に 示 す と お りで あ る。

ア 調 査 票 に地 名が 明 確 に記 入 され て い る場合

O分 布原 図上 に地 点 記 入 が ×印で付 け られ て い る場合 は 該 当8桁 メ ッシ ュコー ドを読 み と る。
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聞きとり調査票
哺乳頬分布原図

レ5万

県 別

分 布 メ ッ シュ図

チ ニ ック

再 ア ンケ ー ト調 査 全 国

分 布メッシ ュ図作 成

メ ッシ ュ化作 業

1k面

現

地
ピ
ア
リ
ン
グ

調
査

チ ェ ッ ク

分 布 域 の 確 定

既 存 の 個 別 情 報

MD.R.分 布 図

コ ー デ ィ ン グ

チ ェ ッ ク

MT入 力

全 国 哺乳類 分
布 メ ッシ ュ図

レ鮎0万

考 察

チ 」 ッ ク

報 告 沓

MT

図 皿 一1情 報 処理 の フローチ ャー ト
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側 童 璃
分南娠.図

栃 地彫図)

地点続み とり

8●管」コー ド化

幽歪 践内容の

コーデ4ン グ

読み合せ
チ昌7ク

地図照合

デ ー ター。

2一 ディングシーか

データー
パ ンデ

パ ンチ

データ

一 次

鰹 配
デ」一タ

プルー フリス ト

打 鵡 し

一 一 一 一「

r

I

l

l

l

ロ

l

l

I

…

__」

内容チ 畠7ク
プ ル ー フ リス ト

プル}7リ ス ト

打 出 し

「

…

i

I

i

i

i

i

i

_J

霧一鋤

鰹 虎データ
コーデ4ン グ

全救チ昌7ク

続み合せ

r一

書

る い 積

鉦止デ ーター

鐸止データ
2● デ ィング

♪ パン・

鰹止データ

プルー7リ ス冶

一 次

條 正
ヲー タ

全 国
ヂーター

r
I

二 次 馨 止

二 次

鰹 止
データ

並 び 曾 え

'《ンチ

デ ー タ

SO震T

データ

プルー7リ ス ト

打 出 し

全 田 リ ス ト

一 次 鰹 止

一 次

摩 正
ヂー9

図皿一2磁 気テープ入力作業工程
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倒'査 票 分 布1駆 鵠 地 点 よ み と り

地 名 鉦 入 有

地 名 明 儀

0

'1{息地点 ・地域

記 入 書

地 名 不 明 罎

生!}地 点 ・地域

起 入 無

②

生皇地点 ・地域

記 入 町

地 名 記 入 蟹

◎

地点農み8ケ タ

地 点 記 入

地点読み8ケ タ

壇点読み不可

上6ケ タまで

地 点 不 明

上4ケ タ 重 で

地点続み8ケ タ

遡
生」3地点 ・壇域

記 入 侮

地点読み8ケ タ

不.援 用

図 皿一5地 点の読みとリ作業の手順

○ 分 布原 図 上 に生息 地 域 が く くり線 に よ って示 され て い る場合 は 原則 と して 囲 まれ た地 域 の

中心 の メ ッシュ コー ドを読 み と る。

○ 分 布原 図 上に ×印 も くくり線 も記入 され て い ない場 合 は分 布 原 図上 か ら調 査票 に記 入 され

た地 名 に該 当す る場 所 を さが し,そ の地点 に調 査 票 の ア ンケ ー ト番 号 を 記 入 し,そ の地 点 の

メ ッシュ コー ドを読 み とる。 この場 合 ,調 査票 に記入 され た地 名 が広 範 囲 で かっ分 布 原 図 の

1/4(1/2.5万 地 形図 に対応)の 範 囲 を 超 えな い場 合 は ,8桁 メ ッシ ュ コー ドの うち上

6桁 を 読 み と る。 また 該当 す る地 名が分 布原 図上 に 全 く見 当 た らない 場合 は ,不 明 と して上

4桁 のみを 読 み と る。

イ 調査票 に地 名が 明確 に記入 され てい ない場合(「 ～ 村全 域 」 「～ 山脈 一帯 」 「～ 川流 域」 「県

境 部 分 」な ど)
　 　 　

○ 分布 原図 上 に ×印 また は く くり線 に よ って地点,地 域 が示 され て い る場 合 は該 当 す る メ ッ

シュコ ー ドを読 み と る 。
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o分 布原図上に地点,地 域が記入されていない場合,そ のデータは不採用とする。

ウ 調査票に地名が記入されていない場合

○ 分布原図上に地点,地 域が記入されている場合は該当メッシュコー ドを読みとる。

○ 分布原図上に地点,地 域が記入されていない場合はそのデータは不採用 とする。

皿 一2デ ー タ シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿 一2-1調 査 票 の調 査年 月

調 査票 の 調査 年 月 に記入 が ない場 合,前 後 の調 査票 を 参考 に して,調 査年 のみ記 入 した 。

皿一2-2内 容 コー ド

「見 た」 「聞 いた」 の両方 に印 が ある場合 「見 た 」 を採 用 した。

「見 た 」 の中 に,鳴 き声,痕 跡(足 跡,糞 食 痕 他)に 関 す る情報 も含め た 。

皿 一2-5頭 数

生 息 頭数 が 「5～10頭 」 のよ うな 記入 の場 合,そ の平 均値(四 捨 五 入 して実数 値 のみ記 入)を と

つた。

「数 頭」 「数 十 頭 」 「十 数 頭」 の よ うな具 体 的 な頭 数 が 記 入 され てい な い場合,不 確 実 な情 報 と

して不 採 用 と した。

1,000頭 以 上 の よ うに3ケ タを越 え る場合,別 デ ー タ と して 頭 数を分 割 した(他 の記 入 内容 は

同 じ)

皿一2-4出 現,絶 滅 年 代

2っ 以 上 の年 代 に印 があ る場 合,出 現 年代 で は古 い方 を,絶 滅 年 代で は新 しい方 を採 用 した。

年代 に記 入 が あ り,更 に 「不 明」 に も記 入 が あ る場 合や 全 て の年 代 に記入 があ る場 合,不 確 実 な

情 報 と して 「不 明」 と した。

年 代 の欄 に全 く記 入 が ない 場合 も 「不 明」 と した。

生 息 年代 と絶滅 年 代 両方 に記 入 が あ る場 合,備 考 を 参 考 に して片 方 を 削除 した 。

備 考 で判 断 の 不 可能 な場 合,絶 滅 年 代 が よ り新 しい場 合 は絶 滅情 報 を採 用,出 現年 代 が よ り新 し

い場 合 は 生息 情 報 を採 用 した。

更 に,出 現 と絶滅 が同年 代 の場 合,両 方 の情 報 を採 用 した。

皿一2-5逃 亡 した飼 育動 物

備 考 に逃 亡 した飼育 動物 で ある と明記 され た もの につ い て は,そ の情 報 を不 採用 と した。
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∬ 一5フ オ ー マ ッ ト表 哺乳類
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1
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皿 一4コ ー ド表 〈 哺 乳 類>

5次 メ ツシユ コー ド

「メ ッシュ コー ドの付 け方 」(p348)参 照

市 町 村 コー ド

自治 省 の市 町 村 コー ド

内容 コー ド

コー ド 区 分

1見 た

2聞 い た

3以 前 い た

子 に 関す る情報

コー ド 区 分

1い た

0い な い

群の有無

コー ド 区 分

1い た

0い ない

群数(整 数型)

実数

季節

コ ー ド

1

区 分

い た
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する鳥類の繁殖状況を把握するために,

して繁殖期における分布にっいて調査することである。

日本国内で繁殖の知られている鳥類を対象と

1-2調 査実 施 者

国が財団法人日本野鳥の会に委託して実施ずる。

1-5'調 査 対象 地 域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査実 施期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5「1調 査 対象種

調 査 対象 の鳥 類 は,表1-1「 調 査対 象鳥 類 種 名 表 」 に掲 げ た もの とす る。 それ 以外 で も,繁 殖 の可

能 性 を 否定 で きな い ものは,野 生化 した外 国 産 飼鳥 を 含め 追 加 して さ しつ か えな い。

1-5-2調 査 事 項

(1)現 地 調 査

:ア
.生 息 鳥類 の種類 と繁殖 の可能性

イ.生 息 環境 の概 要

ウ.個 体 数 の概 況

(2)資 料調 査

ア.生 息 鳥類 の種類 と繁殖 の可能 性

イ.生 息 地 の位 置

ウ.観 察 年 月 日

表1-1調 査 対 象 鳥 類 種 名 表

種 名

カ イ ツ ブ リ

ア カ エ リカ イ ツ ブ リ

カ ン ム リ カ イ ツ ブ リ

ア ホ ウ ド リ

種 名

ク ロ ア シ ア ホ ウ ド リ

シ ロハ ラ ミズナ ギ ドリ

ア ナ ド リ

オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ

種 名

オ ナ ガ ミ ズ ナ ギ ド リ

セ グ ロ ミ ズ ナ ギ ド リ

コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ

ヒ メ ク ロ ウ ミ ツ ノぐメ

種 名

クロコ シ ジoウ ミ ツバメ

オ ー ス トン ウ ミ ツバ メ

ク ロ ウ ミ ツ バ ノ

ア カオ ネ ッタ イ チ ョ ウ
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種 名

カ ツ オ ド リ

カ ワ ウ

ウ ミ ウ

ヒ メ ウ

チ シ マ ウ ガ ラ ス

サ ン カ ノ ゴ イ

ヨ シ ゴ イ

オ オ ヨ シ ゴ イ

リュウキ ュウ ヨ シゴイ

ミ ゾ ゴ イ

ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ

ゴ イ サ ギ

サ サ ゴ イ

ア マ サ ギ

ダ イ サ ギ

チ ュ ウ サ ギ

コ サ ギ

ク ロ サ ギ

ア オ サ ギ

ム ラ サ キ サ ギ

ト キ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

ヨ シ ガ モ

オ カ ヨ シ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

シ マ ア ジ

ハ シ ビ ロ ガ モ

ホ シ バ ジ ロ

キ ン ク ロ バ ジ ロ

シ ノ リ ガ モ

ミ コ ア イ サ

,カ ワ ア イ サ

種 名

ミ サ ゴ

ハ チ ク マ

ト ビ

オ ジ ロ ワ シ

オ オ タ カ

ツ ミ

ハ イ タ カ

ノ ス リ

サ シ バ

ク マ タ カ

イ ヌ ワ シ

カ ン ム リ ワ シ

チ ュ ウ ヒ

ハ ヤ ブ サ

チ ゴ ハ ヤ ブ サ

チ 目 ウ ゲ ン ボ ウ

ラ イ チ ョ ウ

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ

ウ ズ ラ

コ ジ ュ ケ イ

ヤ マ ド リ

キ ジ

ミ フ ウ ズ ラ

タ ン チ ョ ゥ

ク イ ナ

オ オ ク イ 、 ナ・

ヒ メ ク イ ナ

ヒ ク イ ナ

シ ロ ハ ラ ク イ ナ

ノマ ン

ツ ル ク イ ナ

オ オ バ ン

タ マ シ ギ

コ チ ド リ

イ カ ル チ ド リ

種 名

シ ロ チ ド リ

ケ リ

タ ゲ リ

ア カ ア シ シ ギ

イ ソ シ ギ

ヤ マ シ ギ

ア マ ミ ヤ マ シ ギ

オ オ ジ シ ギ

セ イ タ カ シ ギ

ッ バ メ チ ド リ

オ オ セ グ ロ カ モ メ

ウ ミ ネ コ

ミ ツ ユ ビ カ モ メ

オ オ ア ジ サ シ

ベ ニ ア ジ サ シ

エ リ グ ロ ア ジ サ シ

セ グ ロ ア ジ サ シ

コ ア ジ サ シ

クoア ジ サ シ

ウ ミ ガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

マ ダ ラ ウ ミ ス ズ メ

ウ ミ ス ズ メ

カ ン ム リウ ミス ズ メ

ウ ト ウ

エ ト ピ リ カ

カ ラ ヌ バ ト

シ ラ コ バ ト

キ ジ バ ト

キ ン バ ト

ア オ バ ト

ズ ア カ ア オ バ ト

ジ ュ ウ イ チ

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

種 名

ホ ト ト ギ ス

シ マ フ ク ロ ウ

ト ラ フ ズ ク

コ ノ ハ ズ ク

オ オ コ ノ ハ ズ ク

ア オ バ ズ ク

フ ク ロ ウ

ヨ タ カ

ハ リ オ ア マ ツ バ メ

ヒ メ ア マ ツ バ メ

ア マ ツ バ メ

ヤ マ セ ミ

ア カ シ ョ ウ ビ ン

カ ワ セ ミ

プ ッ ポ ウ ソ ウ

ア リ ス イ

ア オ ゲ ラ

ヤ マ ゲ ラ

ノ ク チ ゲ ラ

ク マ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ

オ オ ア カ ゲ ラ

コ ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

ミ ュ ビ ゲ ラ

ヤ イ ロ チ ョ ウ

ヒ バ リ

シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ

ツ バ メ

リ ュ ウ キ ュ ウ ツ バ メ

コ シ ア カ ツ バ メ

イ ワ ツ バ メ

イ ワ ミ セ キ レ イ

ツ メ ナ ガ セ キ レ イ

キ セ キ レ イ
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種 名

バ ク セ キ レ イ

セ グ ロ セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

サ ン シ ョ ウ ク イ

シ ロ ガ シ ラ

ヒ ヨ ド リ

チ ゴ モ ズ

モ ズ

ア カ モ ズ

オ オ モ'ズ

カ ワ ガ ラ ス

ミ ソ サ ザ イ

イ ワ ヒ バ リ

カ ヤ ク グ リ

コ マ ド リ

ア カ ヒ ゲ

ノ ゴ マ

コ ル リ

ル リ ビ タ キ

ノ ビ タ キ

イ ソ ヒ ヨ ド リ

種 名

マ ミ ジ ロ

ト ラ ツ グ ミ

ク ロ ツ グ ミ

ア カ ハ ラ

ア カ コ ッ コ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ス

オ オ セ ッ カ

エ ゾ セ ン ニ ュ ウ

シ マ セ ン ニ ュ ウ

マ キ ノ セ ン ニ ュ ウ

コ ヨ シ キ リ

オ オ ヨ シ キ リ

メ ボ ソ ム シ ク イ

エ ゾ ム シ'ク イ

セ ン ダ イ ム シ ク イ

イ イ'ジ マ ム シ ク イ

キ ク イ タ ダ キ

セ ツ カ

キ ビ タ キ

オ オ ル リ

種 名

サ メ ビ タ キ

コ サ メ ビ タ キ

サ ン コ ウ チ ョ ウ

エ ナ ガ

ハ シ ブ ト ガ ラ

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

キ バ シ リ

メ ジ ロ

メ グ ロ

ホ オ ジ ロ

コ ジ ュ リ ン

ホ オ ア カ

ミ ヤ マ ホ オ ジ ロ

シ マ ア オ ジ・

ノ ジ コ

ア オ ジ

ク ロ ジ

種 名

オ オ ジ ュ リ ン

カ ワ ラ ヒ ワ

マ ヒ ワ

ハ ギ マ シ コ

ギ ン ザ ン マ シ コ

イ ス カ

ベ ニ マ シ コ

ウ ソ

イ カ ル

シ メ

ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ

ス ズ メ

コ ム ク ド リ

ム ク ド リ

カ ケ ス

ル リ カ ケ ス

オ ナ ガ

カ サ サ ギ

ホ シ ガ ラ ス

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ ブ ト ガ ラ ス

種 名

ド バ ト

ベ ニ ス ズ メ

ブ ン チ ョ ウ

ギ ン パ ラ

セ キ セ イ イ ン コ

ワ カ ケ ホ ン セ イ イ ン コ
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1-6調 査 方 法

1-6-1現 地 調 査

(1)調 査 者

現地 調査 を 実 施す る者 は,日 本 野鳥 の会 の支 部(以 下 「支 部 」 と い う。)あ るいは 受託 者 に よ り

推薦 され た者 で あ り,受 託 者 が実 施 す る説 明会 に 出席 す るか ある い は受 託 者よ り直接 説 明 を受 け

た 者 とす る。

(2)調 査 メ ッ シ ュの選 択

国 土 地 理 院発 行 の1/5万 地 形 図を 縦 横 それ ぞれ2等 分 して で き る4メ ッシ ュの う ち,鳥 類 相

が 豊 富 で あ ると思 われ る。2メ ッシ ュを 選択 し,調 査 メ ッシ ュとす る。

(3)調 査 コース の設定

上 記 の(2)によ り選 択 され た調査 メ ッシ ュを 更に 縦横 それ ぞれ2等 分 した区 画(以 下 「サ ブ メ ッ

シ ュ」 とい う。)のう ち,鳥 類 相が 豊 富 で あ ると思 われ る サブ メ ッシ ュを1区 画選択 し,そ の中に

全長3㎞ の調 査 コース を1本 設定 す る。

4～
1サ7メ ・ソ ン ユ

i

i

i

i

號
〃 多疹地彫

図〃)'

図 幅

(注){4サ プメ ッシ ユ=1メ ッシ ユ=1/25万 地 形 図1図 幅

4メ ッシ ュ・=1/5万 地 形 図1図 幅

(4)調 査期 間 及 び調査 回数

昭和53年4月1日 か ら同年8月31日 までの期間 中に 調査 コー スを1回 以 上踏査 する。

⑤ 調 査 時 間

調査 は,原 則 と して 日 の出30分 前か ら開 始す る。

(6)調 査 方 法

現 地 調 査 は 調査 コ ース ごとに 次 の2つ の方法 を 併用 して 実 施 す るが,当 調査 は,鳥 類 の繁殖

分 布図 の作成 を 目的 と して い る ので,個 体 数 の推定 よ り もむ しろ記 録種 類 数及 び 繁殖 に 関す る観

察 例 を 多 くす るよ う努 め る こ と。

一110一



ア,定 点 カウ ン ト

原 則 と して調 査 コ ース の開 始点 及 び終 了点 に おいて それ ぞれ30分 間 観 察 し,観 察 地点 か らの

距 離 に か か わ らず確 認 す る こと ので き たすべ て の鳥 類 につ いて,そ の種 名,繁 殖 に 関す る行 動

等 を 表1-2「 記 録 用紙 」に 記録 す る。 よ り多 くの鳥 種 を確 認 で きる と判断 され る場 合 に は,定

点 カ ウ ン トを行 う地 点(以 下 「定点 」 とい う。)を開始点,終 了点 で な く調査 コー一ス の途 中 に設

定 して もさ しつ かえ な い。

イ.ロ ー ドサ イ ドカウ ン ト

調査 コー スを 時 速2㎞ 程度 で 歩行 しなが ら,調 査 コースか ら の距 離 に かか わ らず確 認 す る

こ とので き たすべて の鳥 類 に つい て,そ の種 名,繁 殖 に関 す る行 動 等 を 表 一2「 記 録 用紙 」に

記 録 す る。 この際鳥 の行動 をよ く観察 す るため,あ るい は鳥 の巣 の ある ら しい 所を 探索 す る た

め 等,必 要が あ る場 合 に は立 ち どまる こ と,調 査 コ ースをは ずれ る こ と も さしっ かえ な い。

1-6-2資 料 調 査

印刷 公 表 され た ものに限 ら ず,個 人 の観 察記 録 な ど 本 調 査 で実 施 す る 「現 地 調 査 」 以外 の鳥

類 の繁 殖 に 関す る 資料 を収 集 す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

現地 調査 及 び資料 調査 の結果 は 下記 の調 査 票 に と り まとめ る。

1-7-1現 地 調査 票及 び 環境 調 査 票

現 地 調査 の結 果 は,調 査 コース ご とに 表1-3「 現地 調 査票 」及 び 表1-4「 環 境 調査 票 」に

と りま と め る。

1-7-2資 料調 査 票

資料 調査 の結 果 は,サ ブ メ ッ シ ュ(後 述)ご とに 表1-5「 資料 調査 票 」 に と り まと める。

1-7-5繁 殖 状 況票

現 地 調査 票及 び 資 料調査 票 を もとに して,サ ブメ ッシ ュ(後 述)ご とに 表1-6「 繁 殖状 況票 」 に

と りまとめ る。

参 考

A.林

1.

2.

3.

環境要素の区分(表1-4参 照)

地

「広葉樹林」は,林 冠面積のおおよそ90%以 上が広葉樹によって占あられている林地をいう。

「針葉樹林」は,林 冠面積のおおよそ90%以 上が針葉樹によって占められている林地をいう。

「混交林」は,上 記の 「広葉樹林」,「 針葉樹林」のいずれにも該当しない針広混交林を

い つ0

4.「 低木 林 」 は,樹 高 が,お お よそ2m以 下 の低木 よ りな る林 地 を い うが,森 林 の下層 植 生

と して 存 在 す る場 合 は,「 低 木林 」 と して は扱 わ ない 。

B.耕 地

1.「 畑 地 」 に は苗圃 を 含 め る。
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表1-2記 録 用 紙
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表1-5現 地 調 査 票

1調査釆隷 式)

現 地 調 査 承 一̀
メ=二 曜 貿 ＼し4Uニ と 》

ん 腕 影 殴

調 査 地

鯛 盛 老

劉;ズ メ ・'二4,一 ト 噛 ヴ三1'ぽ
`.4,

郁 償
有県 響

び

上 隆 凶
雪

朔 扮
葺月9

観 査
跨 画

ん =ユ壷/

ノ

s

r

4

S

6

フ

9

iO

1ノ

i-

β

ノ4

κ

ib

〃

/P

ノデ

ノρ

メノ

2ユ

2づ

Zu

メ

s6

'タ

あ 頚
コ ー ド

齪 名 徊 勝 蘇 樗 ・

.8

2y

"

30

ノ2

詔

34

滋

:6

ノタ

"

.クア

ρ

裏 頓
:コー ド

琶6 .狽'婚 故 樹'

論 理 頬 数

厘

羨 個 捧 数

一113一



表1-4環 境 調 査 票
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2.「 水 田」 は,現 実 に稲 作 さ れて い る状 態 の ものを さす。

休 耕 田 は,そ の状 態 を適 宜 判断 し,C.草 地,D.湿 地 植 生 あ る い は,G.水 系裸地 と し

て 扱 う。

C.草 地

沼 沢地 以外 に成 立 す る草地 を い う。

1.「 背 の低 い 草 原 」 は,シ バ 群 落,オ オバ コ群 落,放 牧 草 地 な どの草高 の低 い草原 を い う。

2.「 背 の高い 草 原」 は,ス スキ群 落,ヨ モギ群 落,セ イダ カア ワ ダチ ソウ群落 な ど草 高 の高

い草 原 を い う。

3.「 伐採 跡 地 」 は,伐 採跡地 の草 地を 意味 するが,人 工造 林 地 であ って も,立 木 の 被度が,

お およそ50%に 満 たな い場 合 は,伐 採跡 地 と して 扱 う。

4.森 林 の林床 植 生 と して のササ群 落 は,「 ササ原 」 と して は扱 わな い。

5.「 雪 田草 原 等」 に は,高 山 ハ イデ,風 衝 草原 等 の寒 帯,高 山帯 に成 立 す る草 原 を含 む。

6.「 道路 法 面(草 地 状)」 は,道 路 の切取 法面 あ るいは 盛土 法 面 の う ち,草 地 状 に な って い

る ものを い う。

岩 盤 の切 取 面 な どの よ うに,植 生 が ほ とん どみ られ な い法 面 は,F.裸 地 と して扱 う。

、 嵐

蓄転 一 、,

… ＼梅 …
、

D.湿 地 植 生

沼 沢地 に成 立 す る植生 を い う。

1.「 背 の低 い湿地 植生 」 は,ミ ゾ ソバ,ミ ク リ等 の草高 が 比較 的低 い植物 よ りな る湿地 植生

を い う。

2。 「背 の高 い湿地 植 生 」 は,ヨ シ,オ ギ等 の草 高が 比較 的 高 い植 物 よ りな る湿地 植 生を い う。
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E.水 域

水 域 は,湿 地 植生,干 潟 等を 除 いた開 放水 面 を い う。

1「 河 川 」 に拡 人工 の運 河等 も含 め る。

2.「 池」,「 湖 」 には,人 造 湖 も含 め る。

:F.裸 地

海 岸 地 帯,河 川 敷 の裸 地 は,次 の,G.水 系 裸 地 で 扱 う。

1.「 岩 石 地 」は,高 山帯 の岩石地,火 山上 部 の無 植生 地 及 び い わ ゆ るハ ゲ山等 を い う。

G.水 系 裸 地

海岸 地 帯,河 川 敷 の裸 地 を い う。

1.「 干 潟 」 には,河 ロ付 近 の泥 質 の河 川 敷(低 水 路)を 含 め る。

2.「 砂 浜 」 には,砂 利 浜,岩 石 浜デ 河 川 敷(砂 利 岩石)も 含 め る。

3.「 崖 地(自 然 の もの)」 は,河 蝕 崖 海 蝕 崖等 の 自然 に 成立 した水 辺 の崖地 の内,植 生 の

な い状 態 の ものを い う。

自然 の崖 地で あ って も,植 生 のあ る ものに っ いて は,A.林 地 あ るい は,C.草 地 と して扱

う。

4.「 干 拓地 」は,干 拓 直 後 の植生 のな い 状態 の ものを い う。

5.「 岩 礁 よ りな る 島 」は,島 全体 に,ほ と ん ど植 生 の な い ものを い う。

H.そ の 他

1.「 密集建 築物 」 と 「疎 な 建 築物 」 と の区別 は,次 表 に よ る。

密集建築物

疎な建築物

1/2.5万 地 形 図上 での 表示 の差

建物の密集地 として表示 されている。

黒 描 家 屋 で,一 戸 一戸 表示 されて い る。

2.「 工 場地 」は,密 集 建築 物 あ るいは 疎 な建 築物 のい ずれ で 表示 され る もので あ って も,工

場 で あ る場 合は,す べ て 工場 地 と して 扱 う。

3.「 都市 公 園(疎 林 状)」 は,芝 生,植 栽 木 か らな る疎 林状 態 の都市 公 園を い う。

都 市 公 園 であ って も,あ る程度 の規 模 があ り,森 林 植生 と して 成 熟 に近 い と判 断 され る も

の にっ いて は,適 宜,A.林 地 と して 扱 う。

参 考 繁殖 可能 性 の 区 分(表1-6参 照)

ラ ンク

a

b

現地調査に関する基準

繁殖を確認した

繁殖の確認はできなか ったが,繁 殖の可能

性がある

資料 調 査 に 関す る基 準

繁殖確認に相当する記録がある。(単 に 「繁

殖 している」という記録は,繁 殖確認とは扱

わない)

bラ ンクが 与え られ る事 項 に該 当す る 記録 が

あ る。
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ラ ン ク

C

d

e

f

現地 調査に関する基準

生 息を 確 認 したが,繁 殖 につ いて は何 と も

い え な い。

目撃,確 認 したが,繁 殖 の可能 性 は,お そ

ら くな い。

生息 は確 認 で きな か った が,環 境 か ら推 測

して,繁 殖 期 に お け る生 息が 考 え られ る。

繁殖 期 に おけ る生 息 を 確認 で き ず,繁 殖 に

っ いて は何 と もい えな い。

資料 調 査 に 関 す る基 準

生 息 の記録 は あ るが,繁 殖 につ いて は何 と も

い え な い。

確 認 の記録 が あ るが,繁 殖 の可能 性 は おそ ら

くな い 。

生息の記録はないが,環 境から推測 して繁殖

期における生息が考えられる。

繁殖 期 にお け る生 息 の記 録 がな く,

いて は何 と もい え な い。

繁殖につ

(注)ラ ンク判 定 の根拠 とな る観察 事 項 にっ いて は,次 の 「判定 項 目」 に よ るこ と。

判 定 項 目

ラ ン ク

a

b

成鳥にっいて

巣 に っ いて

卵 に っ い て

ヒナに っ いて

巣立 ち ビナ にっ

いて

成鳥にっいて

観 察 事 項

成鳥 が 巣 あ るいは 巣 の あ る ら しい 所 に くりか え し出入 り して い る

成鳥 が,抱 卵 又は抱 雛 して い る ら しい,あ るいは そ の確 認 を した

成鳥 が 巣 の あ る ら しい 所に と び こむ と同 時 に,ヒ ナの乞 餌声 が きかれ た

成鳥 が ヒナ の フンを運 搬 して い る

成長が明らかに同一サプメッシュ内にある巣のヒナに餌を運搬 している

(餌をくわえたまま観察者を警戒 し移動する気配のない場合を含める)

擬傷をみた

巣立 ち後 の巣が あ る。 た だ し,最 近(こ こ5年 以 内)使 用 され た巣 で あ

るこ と

卵のある巣をみた

成長 が お ちっ いてす わ ってい る巣 の近 くで,そ の種 の卵 殻 が みつ か った

ヒナ のい る巣を み た

ヒナ の声 を きいた

巣からほとんど移動 していないと思われる巣立ちビナをみた

そ の種が 営巣 しえ る環 境で 繁殖 期 に,そ の種 の嚇 り(キ ツツキ類 の ドラ

ミングを含 あ る)を 聞 い た。 た だ し,そ の鳥 が冬 鳥,旅 鳥 か も知 れ ない

時 は 除 く

求愛行 動 を み た。 た だ しそ の鳥 が,冬 鳥,旅 鳥 か も しれな い時 は除 く

交 尾行 動 をみ た。 た だ し,そ の鳥 が,冬 鳥,旅 鳥 か も しれ ない時 は除 く

威嚇行動,警 戒行動により,付 近に巣又は ヒナの存在が考えられる

巣があると思われる所に成鳥が訪れた。ただ し,そ こが塒である場合は
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ラ ン ク

b

c

d

e

巣 につ いて

巣 立 ち ビナ にっ

いて

観 察 事 項

除 く

造巣行動(巣 穴堀りを含む)を 見た

成 鳥 が巣 材 を 運搬 して いる。 た だ し,明 らかに 同一 サ ブ メ ッシ ュ内に巣

を構 えて い る と思 われ る場 合に限 る

成鳥 が ヒナへ の餌 を 運搬 して い るが,巣 が 同 一 サ ブ メ ッシ ュ内に あるか

どうか わか らな い

巣 を発 見 したが,卵,ヒ ナ と もな く,成 鳥 が そ こに 来 るのを 認 めな か っ

た。 ただ し最 近(こ こ5年 以 内)作 られ た巣 で あ る こと

かな り移動可能と思われる巣立 ちビナを見た

家族群を見た

その種が営巣 し得る環境で,繁 殖期にその種を確認 したが,他 には繁殖

の徴候が認められない

そ の種 の生 息 を確 認 したが,同 一 サ ブメ ッシ ュ内 に,そ の種 が 営巣 し得

る環 境 はな い と思 われ る

(例)ア マ ツバ メ類 ワシタ カ類 の上空 通過 を 確 認 した が,同 一 サ ブ

メ ッシ ュ内に は,営 巣可 能 な環境 はな い と考 え られ る場 合

現地調査による生息の確認はできなかったが,現 地調査の印象から,そ

の種の生息がほぼ確実と思われる

(例)夜 間活動する鳥の場合など

(注)現 地調査の印象をもとにすること。現地調査の行われなかっ

た地域について,地 形図,植 生図などから生息が推側 されると

いう意味ではない

1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

調査 は,日 本 全国47都 道 府県 の全域 を 対 象 と して 調査 区 画を選 定 す る とい う,一 極 のサ ンプ リン

グ法 に よ り実 施 された。原則 と して島 しょ部 の現 地 調査 は行 な わな か ったが,離 島 に 調 査 員が 住ん で

い る場 合,島 が 多 く,そ の うちの重 要 な離 島を 調査 す る 必要 の ある沖 縄県 の場 合,ま た は 日本 野鳥

の会 各 支 部(会 員 グル ープ)が 調 査 の必 要性 を 認 め た場 合に は,そ れ ぞれ例 外 と して 離 島 の現地 調

査 も実 施 した。

1-8-2調 査 結 果の と りま とめ

調 査 結 果 は 日本 野鳥 の会事 務 局(以 下事 務 局 とい う)が 指 名 した各支 部 の代 表調 査 員 を 中心 に,

調 査 員が 次 の各 調査 票 に と り ま とめ た 。

1)8月31日 迄 に終 った現地 調 査 の結 果 は,調 査 コース(サ ブメ ッシ ュ)の 調査1回 毎 に記録 用 紙

を もとに して 現 地 調査 票 に,ま た調 査 コ ース毎 に環 境調 査 票 にそ れ ぞれ と りま とめ られ た。
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掴

鷹

の

⊥

(調 査票 様式)

一

資 料 調 査 票 /9ク8b

(歯 は 記 入 しな い ごと)

妬5方

謂 査着

兼2次 メッシココード

前属
螂

サブ1メッシユ
乱bじ 誕

8隆万

地 影図

号

偽 類

臣一ド

L
I

ド

種 各
繁 殖
可能牲 観 繋 コー ド 観 繋 地

・町

打

観 寮

無 月 日 観 察着 出 典 ・・ 備 考

一 †二

飛
竿

i

睾

i



(飴査衆撮力)

表1-6 繁 殖 状 況 票

(叢 面)
ヘ

コ

鳥
) 繁殖 状況ゑ 0 1978

(費 ぽ鯉蟻 し8い こし,

ぬ5万
地

細 査 老

算2次 メツシ¢コード

所轟
交郵

リカ 重,シ5

a,b,c,d

硬rε
」亀》国

葛顛
コート

3

30
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3/3
3!4
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D/8
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322

」29己
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3ヨ

確 名

ヒメア《・釈メ
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カシ置 ビ覧
カ セ.

7●の ホ ソ

プ1ス イ
ケ 舳

ヤ マ ケ●一

ノ,ケ ゆ

ク マ ケ●

7カ ケ'ラ

玄ズアカゲラ
ゴ カケー,

コ ケ儒 ラ

ミ ピゲラ

マイロrチ」

ヒ バこ'リ

シ」 ト 國メ
、・'ぜ 「 メ

リ呂 」悔ク

コシア ヅバ・メ

ワツパ'メ

イワミ包キレイ

,仏 ρ ヅメカrセ キ
341

8帆3
3y{c

svp

塗3

3∫4
us

弱'6.

r

ss

d6

,盈9
6

68

,6

37/

ク

37

ash

-0

5
3B3

3∂6

3∂

89

D96

ss

レイ
バクゼ海 レイ

セグロ包キレイ
ビ 」 ン ス ●●イ

サン`ク
ξロ ガ シラ

ヒ ゴ ド リ

チ コ.毛 ズf

ズ
ツ7力 毛 ズ

毛 スr

カワガ ヲス

ミ ソサザ'
イ ワ 』ノマ.

カ ク'1
コ マk。

カ ビ

!コ 騨

コ'レ ・

ル リヒドダ

ノ ヒψ夕

イゾヒ謬ド リ

匙 リ ロ

トヲヅク飛

ロ ヅ,舜

ア 方 八 一

方コ ツ ゴ

、ナ ・ サ メ

・'イ

噛ヅ

工・rヒ55

a

伊oρ
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μ92

仰

タθ
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タノ!

シ 二5

マ身ノ包γ昌凸ク

ヨ 禽 ソ
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・ 〃 イ

エソrムシクイ

妃〃甑 〃
4イシマム クイ

謁クィ〃 」幻

増 訂
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亀賦
コード

タ〃
タ!解

名ノ7
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種 名

七 ッ カ
ビ'タ キ

メオル ソ
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仰2

細
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n

仰

朔
但

0
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サ コ 質
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ヒ 炉

カ リ
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ノ伽 力
キ バ ロ ひ り
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へ∋8
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粥
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御ク

卿
タ知

侭
初
μ1

メ クの ロ
ホ オ ジ ロ

ゴドユ リン

ホ メ ア カ
母 硫ジロ
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ノ ジ● コ

ア オ ジ'

ク ロ ソ
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ワ ビ ワ
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粥

侭

イ ス カ
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ウ ソ

タ7!イ カ ル
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メ
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タク6コAク トρ1
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禰
十 帯
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2)資 料 調査 の結 果 は,サ ブメ ッシ ュ毎 に 資料 調査 票 に とり まとめ られ た。

3)繁 殖 可能 性 および個 体数 の区 分に 従 って,記 録 用 紙,現 地 調 査 票,資 料 調査 票 を もと に,サ ブ

メ ッシ ュ毎に 繁殖 状況 票 に とり まとめ られ た。

以上 の調 査票 は,調 査 員に よ って9月15日 迄 に 代 表調 査 員 へ送 られ,点 検 が 行 わ れ た 。尚,県

外 の サブ メ ッシ ュに っ いて の資料 調査 票 は 一 担事 務 局 へ送 られ,さ らに該 当県 の代 表調 査 員 へ 転送

されて 点 検 整 備 が 行 わ れ た。記 録 用紙 以 外 の一連 の調査 票 は10月31日 迄 に事:務局 へ送 られ,繁 殖

状 況 票 の繁 殖 可能 性 の項 は総 て再 点検 され た 。

調 査 の最 終結 果 は,現 地 調 査 と 資料 調 査(一 部 ア ンケー ト調 査 を含 む)の 結 果 を もとに した 繁殖

状 況 票(Ol),現 地 調 査 の 行 わ れな か った サ ブ メ ッシ ュに つ いて,資 料調 査(一 部 ア ンケ ー ト

調 査 を含 む)の みに もとつ いた 繁殖 状況 票(02)お よ び現地 調 査 の結 果 に もとつい た環 境 調 査票

(03)の3部 で あ る。 これ らが1978年 度 調 査結 果 の集 約 で あ り,次 に 述 べ る電 算 機 に よ る デ ー

タ処 理 の原 票 とな った。 尚,1978年 度調 査 フ ローの概 略 は,図1-1に 示 した 。

鯛 査冷弘』 ヤプメ7シ』の
壷」ヒ

帽 査 っ一スハ

勧幽餉
轟磁 で 左のメ7糊 で3k臨^搬 以

abc民oい 価轍 轍 誠轟
2メ7軌LAヤ ワ呼ッシL

繰
1回 以上
ロード2イド箇非
ヒ,κA`繊 勘3

轍 τ蜘 外

旋錬 用歓, 窺地御鯨

勧 〉←ごヒに1映 葡 一λ1回あて

(留 歪1嚇り1款

鎌 ろ押町触
く「つ¥Ψシ㌧

登柵 覆科礁

†プメ㍗シコゴとに

1軟 以上.

01

緊癒状輝 、
現嘲 略OZ
即3

資料徽 酬

サLカ【7シニごとrく

1但2:欲

(禦 ① ヒ②)

環窺輌査票

僧嘘1久 酬 た)
=rヒに1「虞

1『ワ4ハη7鍋

髄 樹
A劃ドび3弓》ク
^範 像

図1-1昭 和55年 度 調 査 フロー
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1概 要

昭 和53年 度 調 査 の最 終結 果 は,54年 度 に 総て 磁 気 テー プ化 され,電 算 機 に よ り繁殖 分 布図 の作 成

およ び 調査 結 果 の単純 集 計 が行 わ れ た 。 この 間 の 作 業 フ ロ ー は図 皿 一1に 示 した 。

磁 気 テ ープ 化 に あた って,繁 殖 デ ー タは次 のよ うに処 理 され た。

鯛 魔掬弘」定 ガプメ7シ乞n
遭 足

鯛 査 っ一ス^

(曲(薩錘 麺
鳥於鶴 で
轍 袖 τ筋
2.メ,弧

左 のメヲ祐 ハ肉で3k鼠^齢"ス

久bc民nい で甑

ハ 愉7'メシシ』

現必鍛

1回LX上
ロ十 サイド妨斗・

ヒ,κA鰍 墨ゴ

緩嚢で鰍

セ ・録用紙, 礎地餌鯨

筋 オ ごとに欺 桝 酌 一入1回あZ

(鷲 凌1mり 庶

蛛 る箕rげ触

マつ'メ7シL

寳料搬

lrr4》77期

雫磁樹
A淋 び3弓》ク
の範録

賓料鱒 、

†プメΨシュゴとに

工救 隊 ヒ

01

讐融 艀、
理健籠 略OZ
スぼ櫛

資料徽 の3'

ザLプメ7シ簗ごと!ζ

■樹2款

(累 ① ヒ②)

環窺甑 票

壱聯 久(幣海)
ごヒに1'承

図皿一1デ ータ処理および繁殖分布図作成作業フロー

皿 一1-2コ ー デ ィン グ

(1)同 じ区 画 内 の 同一 種 に 対 して 異な る繁 殖 可能 性 ラ ンクを 得た 場 合 に は,現 地調 査 また は資 料 調

査 の いず れ か の記録 を 一律 に優 先 させ る ことを避 け,常 に ランクの最 も高 い繁殖 情 報 を も って そ

の区 画 を 代 表 させ る ものと みな し,コ ーデ ィングを 行 っ た。

(2)繁 殖 分 布 図 は,都 道 府県 境 を考 慮に い れず に 区 画(メ ッシ ュ)を 基 準 に して い る。 しか し,県

およ び 地 方 別 に集 計 して 調査 結果 が 出 る よ う,得 られ た繁殖 デ ー タと県 コー ドとのっ きあ わせ を

行 っ た。 そ の際,サ ブ メ ッシ ュが 都道 府県 境 に ま たが る場 合 には,ま たが った各 県 に それ ぞれ 同

一 の繁 殖 デ ータを 与 え る結 果 とな った
。 サ ブ メ ッ シ ュ数 の全 国合 計が,実 際 に調 査 を 行 った数 よ

り大 きい 値 と な ってい る の は,そ の ため で ある。

(3)繁 殖 可 能性 の同 一 ラン ク内に列 記 された2っ 以 上 の観 察 コー ドは,常 に最 も小 さ い コ ー ド番 号

(つ ま り,ラ ンクの最 も高い 方)の みを 選 ん で コーデ ィング した 。

{4)繁 殖 可 能性 の 区分 は,Aよ りFま で6ラ ンクに 分 か れ,各 種 と もこ の ラ ンクの う ちい ずれ か が
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繁 殖 状況 票 に 記 入 され た。 コーデ ィングに そ の原 票 の通 りにAよ りEラ ン ク ま で 行 わ れ た

(コ ーデ ィ ング され ない デ ー タは総 て:Fラ ンクで あ る)。 繁殖 分 布図作 成 に あ た って は,分 布 図

が 視 覚 上読 み取 り易 い必 要 のあ る点 を も配 慮 し繁殖 の確 か さの点 で 上位3ラ ンク(A～Cラ ンク)

を 採 用 した。 繁 殖 に 関 して 積 極 的な 判 断 材料 のな い 下位3ラ ンク(D～Fラ ンク)の 結 果が 分 布

図 か ら省 か れ た理 由 と して,Dラ ンクは 繁殖 の可能 性 が おそ ら くな い と の判断 結 果 で あ り,Eお

よびFlラ ンクは生息 の確認 が で きな い種類 で客 観 的観 察事 項 に もとつか な い 判定 結 果 で ある こ と

な どに よ る。

皿 一1-5分 布 図 作成

(1)調 査 は2万5千 分 の1図 を4分 割 した サ ブ メ ッシ ュを 単 位 と して実 施 された。 しか し,資 料調

査 の結 果 を加 えて も全 国を サ ブメ ッシ ュの単 位 で もれ な く埋 め る ことは 不可 能 で あ った 。 さらに

調 査結 果 の得 られ た2万5千 分 の1図 を単 位 に 分布 図を 作 製 す る と,あ る空 白 の区 画 は,調 査 さ

れ ない 為 に繁 殖 可能 性 ラ ンクの表 示 が ない のか,調 査 は され たが 上位3ラ ンク の結果 が 得 られ な

か った ので何 の表示 もない のか の 区別 がつ か な くな る。 そ こで,分 布 地 図 化に 際 して の 区画 単 位

と して は,ど の区 画を と って も現 地調 査 が 少 な くとも必ず2カ 所 は含 まれ る5万 分 の1図 を採 用 し

た。 そ の際 に,5万 分 の1図 内 の 同一種 に っ いて 異 なった繁 殖 可 能性 ランクの得 られた場 合には,

ラ ンクの最 も高 い ものを選 ん そそ の区 画を 代 表 させ るよ うプ ログ ラ ムされ た。

(2)稀 少 種 に 関 して は,20万 分 の1図 を分 布 図 の区 画単位 と した。 そ の際,ラ ンクは 区画 内 の5万

分 の1図(計16図)の それ ぞれ の結 果を 区画 の中央 に 集めて 表 示 した。
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皿 一2フ ォ ー マ ッ ト表

io 20 30 40 50 so

鳥類

80

レコー ド呂豚

レコー ド毎遣

1-1

桁数
ロ ジカ島 ・サイ ン

フィジカル
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..
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2次 メ ツシ ュ

● ● ● ●
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H一 ろ コ ー ド表 〈 鳥 類 〉

メ ッ シ ュ コー ド

2次 の メ ッシ ュ コー ドの6ケ タ と,2次 メ ッシ ュを縦 横

2等 分 したサ プ メ ッシ ュの番号2次 メ ッシ ュ

2次 メ ッシ ュコー ドに関 して は 「メ ッシ ュコー ドの付 け

方(p348)参 照

県 コー ド

県 コー ド表(p349)参 照

調 査 年 月(整 数型)

年 は西 暦 の下2ケ タ(す べて78),お よび月 は整 数

標高(整 数型)

調 査地 区 内 の最低 ・最 高 標高 の実掌(単 位m)

環境要 素 比率

調 査地 区 の環 境要 素 の10分 比

環境要素

北

34↑
コ 　 コ ヨ 　 コロ コ

12一

コ ー ド

A

B

C

D

E

F

G

H

林 地

耕 地

草 地

湿 地

水 域

裸 地

水 系
その他

種の数(整 数型)

実数

鳥類コー ド

鳥 類
コー ド

005

008

009

010

oil

ois

ois

019

oao

025

02s

種 名

カ イ ツ ブ リ

ア カ エ リカ イツ ブ リ

カン ム リカ イツ ブ リ

ア ホ ウ ド リ

ク ロア シアホ ウ ドリ

シロハ ラミズナギ ドリ

ア ナ ド リ

オ オ ミ ズ'ナ ギ ド リ

オ ナガ ミズナ ギ ドリ

セ グ ロ ミズナ ギ ド リ

コ シ ジ ロ ウ ミツ バ メ

鳥 類
コ ー ド

029

030

031

032

033

036

038

039

040

041

042

種 名

ヒメ ク ロ ウ ミツ バ メ

クロコシジロウ ミツバ メ

オ ー ス トンウ ミツバ メ

ク ロ ウ ミ ツ バ メ

アカオネッタイチ ョウ

カ ツ オ ド リ

ア カア シ カ ツオ ドリ

カ ワ ウ

ウ ミ ウ

ヒ メ ウ

チ シ マ ウ ガ ラ ス

鳥 類
コー ド

045

046

047

048

049

050

051

053

055

056

05?

種 名

サ ン カ ノ ゴ イ

・ヨ シ コ イ

オ オ ヨ シ ゴ イ

リュ ウキ ュウ ヨシゴ イ

ミ ゾ ゴ イ

ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ

ゴ イ サ ギ

サ サ ゴ イ

ア マ サ ギ

ダ イ サ ギ

チ ュ ウ サ ギ
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鳥 類
コー ド

058

060

061

062

063

06?

085

086

os7

oss

090

091

094

095

096

098

102

103

109

113

115

116

i17

118

119

121

123

124

127

128

129

132

134

137

139

140

142

143

144

145

種 名

コ サ ギ

ク ロ サ ギ

ア オ サ ギ

ム ラ サ キ サ ギ

コ ウ ノ ト リ

ト キ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

ヨ シ ガ モ

オ カ ヨ シ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

シ マ ア ジ

ハ シ ビ ロ ガ モ

ホ シ バ ジ ロ

キ ン ク ロ バ ジ ロ

ス ズ ガ モ

シ ノ ・ リ ガ モ

ミ コ ア イ サ

カ ワ ア イ サ

ミ サ ゴ

ハ チ ク マ

ト ビ

オ ジ ロ ワ シ

オ オ タ カ

ツ ミ

ハ イ タ カ

ノ ス リ

サ シ バ

ク マ タ カ

イ ヌ ワ シ

カ ン ム リ ワ シ

チ ュ ウ ヒ

ハ ヤ ブ サ

チ ゴ ハ ヤ ブ サ

チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ

ラ イ チ ョ ウ

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ

ウ ズ ラ

鳥 類
コ ー ド

146

147

148

149

151

157

158

159

160

163

164

165

166

170

173

174

175

182

183

203

212

222

223

227

230

234

241

245

248

254

25?

258

262

263

265

268

271

272

273

274

種 名

コ ジ ュ ケ イ

ヤ マ ド リ

キ ジ

ミ フ ウ ズ ラ

タ ン チ ョ ウ

ク イ ナ

オ オ ク イ ナ

ヒ メ ク イ ナ

ヒ ク イ ナ

シ ロ ハ ラ ク イ ナ

ノぐ ン

ツ ル ク イ ナ

オ オ バ ン

タ マ シ ギ

コ チ ド リ

イ カ ル チ ド リ

シ ロ チ ド リ

ケ リ

タ ゲ リ

ア カ ア シ シ ギ

イ ソ シ ギ

ヤ マ シ ギ

ア マ ミ ヤ マ シ ギ

オ オ ジ シ ギ

セ イ タ カ シ ギ

ッ バ メ チ ド リ

オ オ セ グ ロ カ モ メ

ウ ミ ネ コ

ミ ツ ユ ビ カ モ メ

オ オ ア ジ サ シ

ベ ニ ア ジ サ シ

エ リグ ロ ア ジ サ シ

セ グ ロ ア ジ サ シ

コ ア ジ サ シ

ク ロ ア ジ サ シ

ウ ミ ガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

マ ダ ラ ウ ミス ズ メ

ウ ミ ス ズ メ

カ ン ム リ ウ ミス ズ メ

鳥 類
コー ド

279

281

283

286

288

289

290

291

292

293

294

295

298

299

301

302

304

305

306

307

308

309

310

312

314

316

318

319

320

321

322

324

325

326

327

328

329

332

334

335

種 名

ウ ト ウ

エ ト ピ リ カ

カ ラ ス バ ト

シ フ コ バ ト

キ ジ バ ト

キ ン バ ト

ア オ バ ト

ズ ア カ ア オ バ ト

ジ ュ ウ イ チ

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

ホ ト ト ギ ス

シ マ フ ク ロ ウ

ト ラ フ ズ ク

コ ノ ハ ズ ク

オ オ コ ノ ハ ズ ク

ア オ バ ズ ク

フ ク ロ ウ

ヨ タ カ

ハ リオ ア マ ツ バ メ

ヒ メ ア マ ツ バ メ

ア マ ツ バ メ

ヤ マ セ ミ

ア カ シ ョ ウ ビ ン

カ ワ セ ミ

ブ ッ ポ ウ ソ ウ

ア リ ス イ

ア オ ゲ ラ

ヤ マ ゲ ラ

ノ グ チ ゲ ラ

ク マ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ

オ オ ア カ ゲ ラ

コ ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

ミ ユ ビ ゲ ラ

ヤ イ ロ チ ョ ウ

ヒ バ リ

シ ョ ウ ドウ ツ バ メ

ツ バ メ

一126一



鳥 類
コー ド

336

337

338

339

340

342

343

344

348

353

354

355

356

357

358

359

363

364

365

366

367

368

369

371

373

374

376

380

382

383

386

38?

388

396

397

種 名

リュ ウ キ ュ ウ ツ バ メ

コ シ ア カ ツ バ メ

イ ワ ツ バ メ

イ ワ ミ セ キ レ イ

ツ メ ナ ガ セ キ レイ

キ セ キ レ イ

バ ク セ キ レ イ

セ グ ロ セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

サ ン シ ョ ウ ク イ

シ ロ ガ シ ラ

ヒ ヨ ド リ

チ コ モ ズ

モ ズ

ア カ モ ズ

オ オ モ ズ

カ ワ ガ ラ ス

ミ ソ サ ザ イ ・

イ ワ ヒ バ リ

ヤ マ ヒ バ リ

カ ヤ ク グ リ

コ マ ド リ

ア カ ヒ ゲ

ノ コ
a

マ

コ ノレ リ

ル リ ビ タ キ

ノ ビ タ キ

イ ソ ヒ ヨ ド リ

マ ミ ジ ロ

ト ラ ツ グ ミ

ク ロ ツ グ ミ

ア カ ハ ラ

ア カ コ ッ コ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ス

鳥 類
コ ー ド

398

399

400

401

402

403

40?

408

409

410

411

412

414

41?

418

420

421

422

424

425

426

42?

428

429

430

431

432

435

436

438

442

443

446

44?

448

種 名

オ オ セ ッ カ

エ ビ セ ン ニ ュ ウ

シ マ セ ン ニ ュ ゥ

マ キ ノ セ ン ニ ュ ウ

コ ヨ シ キ リ

オ オ ヨ シ キ リ

メ ボ ソ ム シ ク イ

エ ゾ ム シ ク イ

セ ン ダ イ ム シ ク イ

イ イ ジ マ ム シ ク イ

キ ク イ タ ダ キ

セ ツ カ

キ ビ タ キ

オ オ ル リ

サ メ ビ タ キ

コ サ メ ビ タ キ

サ ン コ ウ チ ョ ウ

工 ナ ガ

ハ シ ブ ト ガ ラ

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

キ バ シ リ

メ ジ 口

メ グ 口

ホ オ ジ ロ

コ ジ ュ リ ン

ホ オ ア カ

ミ ヤ マ ホ オ ジ ロ

シ マ ア オ ジ

ノ ジ コ

ア オ ジ

ク 口 ジ
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鳥 類
コー ド

450

457

458

461

464

465

46?

469

471

472

473

474

476

478

481

482

483

484

485

488

489

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

種 名

オ オ ジ ュ リ ン

カ ワ ラ ヒ ラ

マ ヒ ワ

ハ ギ マ シ コ

ギ ン ザ ン マ シ コ

イ ス カ

ベ ニ マ シ コ

ウ ソ

イ カ ル

シ メ

ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ

ス ズ メ

コ ム ク ド リ

ム ク ド リ

カ ケ ス

ル リ カ ケ ス

オ ナ ガ

カ サ サ ギ

ホ シ ガ ラ ス

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ プ ト ガ ラ ス

ド バ ト

ベ ニ ス ズ メ

ブ ン チ ョ ウ

ギ ン パ ラ

セ キ セ イ イ ン コ

ワカケホンセイイン コ

オ キ ナ イ ン コ

ヤ マ ム ス メ

ヘ キ チ ョ ウ

キ ン ラ ン チ ョ ウ

キ ン カ チ ョ ウ

コ ウ カ ン チ ョ ウ

テ ン ニ ン チ ョ ウ



可 能 性 コー ド

コ

i

ド

1

2

3

4

5

ラ
ン

ク

a

b

C

d

e

現地調査に関する基準

繁殖を確認した。

繁殖の確認はできなかったが,繁 殖の可能

性がある。

生息 を 確 認 した が,繁 殖 につ いて は,何 と

もい え な い。

姿 ・声 を確 認 した が,繁 殖 の可 能性 は,お

そ ら く鶴'・

生息は確認できなかったが,環 境から推測

して,繁 殖期における生息が考えられる。

資料調査に関する基準

繁殖確認に相当する記録がある。(単に「繁

殖している」という記録は,繁 殖確認とは

扱わない。)

bラ ンクが与えられる事項に該当する記録

がある。

観 察 コー ド

観 察
コー ド

10

11

12

13

14

15

20

30

31

40

41

50

60

61

62

63

64

65

ランク

a

b

成鳥について

巣 につ いて

卵 につ いて

ヒナに っ いて

巣 立 ち ビナ に

つ い て

成鳥について

観 察 事 項

成 鳥 が巣 あ るい は巣 の あ る ら しい 所 に く りか え し出入 り して い る。

成 鳥 が抱 卵 又 は抱 雛 して い る。 あ る いは して い るよ うだ。

成鳥が巣のあるらしい所にとびこむと同時にヒナの乞餌声がきかれた。

成 鳥が ヒナ のフ ンを 運搬 して い る。

成鳥が明らかに同一サブメッシュ内にある巣のヒナに餌を運搬 してい

る(餌 をくわえたまま観察者を警戒 し移動する気配のない場合を含め

る)。

擬傷 をみ た。

巣 立 ち後 の巣 が あ る。 た だ し1974年 以後 に使 用 され た巣 で あ る こと。

卵 の あ る巣 を み た。

成鳥 が お ちつ いて す わ って い る巣 の近 くで,そ の種 の卵殻がみつかった。

ヒナ の い る巣 をみ た 。

ヒナ の声 を き い た。

巣からほとんど移動していないと思われる巣立ちビナをみた。

そ の種 が営 巣 しえる環境 で繁殖 期 に,その種 のさえず り(キツ ツキ類 の ド

ラ ミン グを含 め る)を 聞 い た。 た だ し,そ の鳥 が 冬 鳥,旅 鳥 か も しれ

な い時 は除 く。

求愛行 動 を み た。 た だ しその鳥 が,冬 鳥,旅 鳥 か も しれない時 は除 く。

交尾行 動 を み た。 た だ しその鳥 が,冬 鳥,旅 鳥 か も しれない時 は除 く。

威嚇行動,警 戒行動により,付 近に巣又はヒナの存在が考えられる。

巣 が あ る と思 われ る所 に成 鳥が 訪 れ た。 た だ し,そ こが塒 で あ る場合

は除 く。

造巣行動(巣 穴掘 りを含む)を 見た。
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観 察
コー ド

66

6?

70

80

81

ランク

c

d

e

巣 に つ いて

巣 立 ち ビナに

つ い て

観 察 事 項

成 鳥 が巣 材 を運 搬 して い る。 た だ し,明 らか に同 一 サ ブ メ ッシ ュ内 に

巣 を構 えて いる と思 わ れ る場合 に限 る。

成鳥 が ヒナへ の餌 を 運 搬 してい るが,巣 が 同一 サブメ ッシュ内 に あ るか

ど うか わか らな い。

巣 を 発見 した が,卵,ヒ ナ ともな く,成 鳥が そ こに来 るのを 認 め なか

った。 た だ し,1974年 以 後 に作 られ た巣 で あ る こ と。

かなり移動可能と思われる巣立ちビナを見た。

家族群を見た。

その種が営巣 し得る環境で,繁 殖期にその種を確認 したが,他 には繁

殖の徴候が認められない。

そ の種 の生 息を 確 認 したが,同 一 サ ブ メ ッシ ュ内に そ の種 が 営巣 し得

る環境 は な い と思 われ る。

(例)ア マ ツバ メ類,ワ シ タ カ類 の上空 通過 を確 認 したが,同 一 サ ブ

メ ッシ ュ内 には 営巣 可 能 な環 境 は な い と考 え られ る場 合 。

現地調査による生息の確認はできなかったが,現 地調査の印象から,

その種の生息がほぼ確実 と思われる。

(例)夜 間活動する鳥の場合など。

(注)現 地調査の印象を もとにすること。現地調査の行われなかっ

た地域について,地 形図,植 生図などから生息が推測 されると

いう意味ではない。

個体 数 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

区 分

1羽

十2～5羽

6-10羽

柵11羽 以 上
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する両生類 ・は虫類の生息状況を把握するたあ,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要

な種等の生息地,分 布にっいて調査することである。

1-2調 査実 施 者

国が財団法人日本自然保護協会に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査の対象とする両生類 ・は虫類は以下のようである。

〈両 生 類〉

種 名

ダ ル マ ガ ェ ル(基 亜 種)

イ ボ イ モ リ

ナ ミ エ ガ エ ル

イ シ カ ワ ガ エ ル

オ ッ ト ン ガ ェ ル

ホ ル ス ト ガ エ ル

モ リ ア オ ガ ェ ル

ォ ォ サ ン シ ョ ウ ウ オ

種' 名

〈止 水 性 サ ン シ ョウ ウオ 類 〉

カ ス ミ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ツ シ マ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ オ イ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ

ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ

サ ド サ ン シ ョ ウ ウ オ

エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

種 名

ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ

キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈流水 性 サ ンシ 。ウ ゥォ類 〉

ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ キ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ゥ オ

ベ ッ コ ウ サ ン シ ョ ウ ウオ

オ オ ダ イ ガハ ラサ ン シ ョウ ウオ

ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈は 虫 類〉

種 名

セ マ ル

リ ュ ウ キ

タ ワ

ハ コ ガ メ

ユ ウ ヤ マ ガ メ

ヤ モ リ

種 名

〈 トカ ゲ モ ドキ 類 〉

ク ロ イ ワ ト カ ゲ モ ドキ

マ ダ ラ ト カ ゲ モ ド キ

ォ ピ ト カ ゲ モ ド キ

種 名

ア

ア

タ

エ

カ

オ

ラ

ウ ミ

ウ ミ

イ マ

ブ ウ ミ

ガ メ

ガ メ

イ

ヘ ビ
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以 外 で も重 要 と思 わ れ る種類 が あれ ば,適 宜追 加 して 差 しつ か えな い。

1-5-2調 査 事 項

(1)生 息 地 の位 置

(2)生 息 環 境,生 息 状 況 の概 況

(3)保 護 の現 状

1-6調 査 方 法

調査は主として,既 存資料, その他の知見の収集等により,都 道府県単位で実施する。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査結 果 を 都 道府 県を 単 位 と して 下記 の図票 に と りま とめ る。

1-7-1両 生 類 ・は 虫類 分 布 図

両 生類 ・は 虫類 の分 布 は 図1-1「 両生 類 ・は 虫類 分布 図 」(以 下 「分 布 図」 とい う。)に な らい

国 土地 理 院発 行 の1/20万 地 勢 図に 表示 す る。

1-7-2両 生 類 ・は 虫類 調 査票

調査 した事 項 は 表1-1「 両生 類 ・は 虫類 調 査票 」(以 下 「調 査 票 」 とい う。)に と り まとめ る。

痴 ・布 一図 例

左

と

じ

r
I
l

1
.睡 工コ 両 注'類 ・は虫 類 琳 ヂ凶L

㊥ ㊥ ④ ⑳ ⑭ 己二三こ螂
1器國

0

劉

O

0

0

.「一
●

4一 乙乞?

ボ ー吻 」一 尺 占

◇

●!%

●
2一 κ6

一フ《 乙ゑ_ア ベサ ン ショ シウ ォ

初 碓 試 鴛 ンショウ ウ大

尺ゐ一:のレマガしエ ル'

?一 吏息 しな いと」き之 ら九 る

回土館塑隠

.___..i

図1-1両 生 類 ・は 虫 類 分 布 図
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表1-1両 生類 ・は虫類調査票

(詞 査 票横 まわ

圏 両 注:類 ・蔵 虫 類 調:査票

郵 壇一 　

1調
査 犀嵐 ./978

0

1都麟 県

地 【'

封麟 暑

名…∂万地 ・塑 図 資 料・の塵
施

認
地 、 域,名

劃塞
朗

ガrj虻 宗f 町 ホζ「

亙

幽 旨

縮

寿
華
課

調 奄唐
跡 為

町

村

_..副__

出

異

(圃 」♪

0

胡.査 』自
氏L石

慶 認 値「 獄 執

〈」紙 象 〉

θ)卵(

(ξひ幼 左:(

63)」切菰(

◎の 域 京 曳♂
(早

(不函

)

)

)

)

)

)

〈冒 撃 〉

(ノリ1頭(

(ミ)幼 庄ξ(

ぐaゆ幼 遮 く

曜)成 依(8
く宇

曳ネ弱

け♪死 櫨(

(6)職 亀 芦(

(の 、ぬけガb(

)

)

)

)

)
)

)

)

)

調査額 可の庄憲濃竜森:井

天:俣(

気 畷(

)

'c)

ゴく 濃(わ)

風k紙 ・滅 ・～殴 ♪

ま 怠 地L4))扶 ご 渉己

よ 地、 濃

「('0常 緑 広:葉 歯 猟 口

森(2♪落 素 広:素 樹 菰 □

菰(副 混 次 λ爪 ロ
L〈の 針 羨 尉 菰 ロ

「課 ㌦ 蜂 目
草くの菰 値 踏 盾 ロ

戦 の畑=.踏 瘡 ロ

モ(の 住:】き旭 ・公 画 口

の ω 山魅箪厭k襯)ロ

也《7〃山 旭 凝 原 ロ
野 浸 原 、 ロ〈!Lコリ」F

◇⑦;葛 山 湿:鼠 口
L 4　の岩 薦 露 出 ‡也 □

地.ヲ 珍 。 爪 彪

ぐ〃.雇 根 ロ

② 、斜 面 ロ

@.公 ・凹 旭 ロ

ω平 産1旭 ロ

ω 水 田 と そ の 水 踏 ・口

艇≒)止.六(シ 区 シ呂一)

qり 順 虹/〃 乙以、下"口

(イ2短:皿/～ ず ヵ乙 口

位)短 辺5尻 状 よ、 口

③渓

韓9灯

(5)海

く:z♪砂

ω 岩

流 ロ

ンリ ロ

岸

選 ロ

来 ロ
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(調 査 票 裏;面 ⊃
表1-1の っ づ き
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1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

(1)調 査委員および協力者

専門研究者55人を調査委員に委嘱 して調査を実施することとし,調 査委員には都道府県単位の

担当および調査種別の担当をそれぞれ依頼 した。

都道府県の担当調査委員は,他 の研究者の協力も得て各都道府県における調査を行い,調 査種

別担当委員は担当種についての調査結果のチェックおよび助言等にあた った。

な拘 担当以外の地域あるいは種にっいても,全 調査委員の近年 の知見を交換 した。

(2)調 査資料

現地調査,文 献,聞 込みおよび漂本等の既存資料を基礎とし,出 来るかぎり現地確認,聞 込み

その他資料の収集に努めた。

1-8-2調 査結果のとりまとめ

調査結果は,各 都道府県担当の調査委員が,他 の調査委員から提出された資料も含めて検討 し,

それぞれ次のような分布図および調査票にとりまとめた。

(1)両 生類 ・は虫類分布図

国土地理院発行1/20万 地勢図に調査地点を表示 した。

(2)両 生類 ・は虫類調査票

調査結果は,種 別,地 点別に 「両生類 ・は虫類調査票」に記入 した。

なお,分 布図と調査票には,両 者を対照し得るように地図番号,対 照番号を都道府県に記入 し

た。

(3)調 査概要のとりまとめ

以上の結果を総括 し,わ が国の両生類 ・は虫類の生息状況および生息環境の現状にっいてその

概要を都道府県別,調 査種別にとりまとめた。

H情 報 処 理

昭 和55年 度 は昭 和53年 度 実 施 され た調 査 の原 デ ータを もとに,そ の処理 作業 を 中 心 に 行 っ た 。 情報

処理 作 業 の概 要は 図 皿一1に 示 す とお りで あ る。

すな わ ち,都 道 府県 よ り得 られた 調査 票,両 生 ・は虫類分布原図(1/20万 地 勢 図 に記 載)を もとに,

全国両生 ・は虫類分 布 図 の作 成 お よ び調査 票 内容 の チ ェ ック検 討,磁 気 テ ープ 入力 作業 の2作 業 を中 心 に

行 っ た 。
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皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1地 図 処 理

全国47都 道 府 県 で 作成 され た分 布原 図(1/20万 地勢 図に 記 載)か ら,調 査票 の情 報 に 対応す る

生 息地 点(又 は生 息 地 域)を デ ジタイ ザー(座 標解 析 機)で 読 み取 り,そ れ らの地点 座漂 を経 度 ・

緯度 に変 換 して,種 別 に 自動 製 図機 に よ りプ ロ ッ トした 。

これ とは 別 に 日本 列 島 の海岸 線 およ び都道 府 県 界を1/20万 地 勢 図 よ りデ ジタイ ザー(座 漂解 析

機)に よ り読 み取 り,経 ・緯 度変 換 処 理 を行 った後,地 図描 画 プ ログ ラムに よ り 自動 製 図機 で 作 図 し

た。

(1)地 点 読 み 取 り作業

今 回 の調 査 は情 報 数が 多 く,そ の内容 も調 査 原漂 と分 布地 図 の2つ に分 かれ て い るため,地 図

処 理 に あ た って は 両者 の照 合が 必要 で あ り,手 作 業で 分 布 地点 の経 度 ・緯 度を 記載 して い くこ と

はほぼ不 可 能 で ある こ と か ら,デ ジ タイザ ー(座 標解 析 機)に よる 機械 的 な読 み 取 りを 行 った ・

読 み 取 り手 順 は,図'皿 一1(b),(c)に 示 す と おりで ある。

ア.分 布原 図に 記載 され た地 点 に通 し番 号 を 付 し(地 図毎 に),番 号 順に 座 漂を 読 み取 る。

イ.読 み 取 った 座 標を 経 度 ・緯度 に 変換 し,そ の後,県 コー ド順,地 図番 号順,地 点 通 し番 号順

にSORTING(並 べ か え)を 行 う。

ウ.調 査票 に よ り コー デ ィング され た デー タを,イ と 同 じく県 コー ド順,地 図番 号 順,地 点 番 号

順 にSORTINGし た の ち,イ のデ ー タ と照 合 しな が ら,種 コー ド,く くり記 号,経 度 ・緯

度 を 持 つ 全種 フ ァイルを 作 成す る。

な 紅 地 点 座 標 の読 み 取 り要 領 は,次 の方 法に したが った 。

○ 分 布原 図 上に地 点 記 入が ・印で 付 されて い る場 合 は,そ の地 点 の座 標を 読み 取 る。
　 　 　

○ 分布原図上に生息地域がくくり線によって示されている場合は,原 則として囲まれた地域

の中心の座標を読み取る。

皿 一2デ ー タ ー シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿一2-1資 料 の種 類

(1)空 白 の場 合,調 査 票 全体 の内容 か ら判 断 し,調 査 票 へ も記 入 す る。

(2)複 数 の場 合,現 認 ・聞込 で確 認 年 月 日の 記入 のない も のは 「聞 込」 とす る。 記 入 の ある も のは

「現認 」 とす る。 文献 漂本 で,出 典,確 認 個 体数 の記 入 のな い も のは 「標本 」 とす る。

皿一2-2市 町 村

(1)行 政界 に またが る と きは,調 査 票 を複 数 とす る。

皿一2-5備 考

(1)地 勢 図 と調 査 票 が不 一致 の場 合 は,記 入 されて い る方 を 使 う。
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皿 一2-4生 息 密 度

カ テ ゴ リー

1.多 産

2.普 通

3.少 産

4.稀 産

5.偶 産

6.不 明

キ ワ ド

成 体 の 場 合

1.大 発生,1m2に50以 上

2.多 い,多 数,密 度 が 高 い

3.具 体的な 数が 記 入 されて い る も

の,普 通,+,レ

4.少 ない,減 少,絶 滅 の恐 れ,文 献

・聞込 に よ り未確 認 な もの

5.偶 発的 な もの,例 え ば ウ ミガメ

等

6.採 集 の もの

幼体の場合

多 い

卵 ・幼生の場合

す べて 「不 明」 とす る。

皿 一2-5保 護 の状 況

カ テ ゴ リ ー キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

9.

住 民

国

地方自治体

そ の 他

不 明

1.

2.

3.

4.

個人,地 元住民,学 校,自 然保護団体

鳥獣保護地区,国立公園,国 定公園または

都道府県立 自然公園

観光会社等の営利事業

自然環境保全地区,

水源かん養保安林

皿一2-6環 境圧(生 息地が どのよ うに変化しっっあるかまたは変化 したか)

カ テ ゴ リー

1.

2.

3.

4..

5.

6.

森 林 伐 採

ダム ・堤防

埋 立 て

水 質 汚 濁

宅 地 造 成

観 光 地 化

7そ

8.な

9.不

の 他

し

明

キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

伐 採,人 工林 化

河 川 改修,砂 防堰 堤,防 波 堤,発 電 所等 の建 設,壁 化

湖,沼,海 岸 な どの埋立 て

汚 水 の流 入,水 質 変 化,不 純分 の混 入な ど

整地,家 宅 の進 出

ス キー場,ゴ ル フ場,キ ャンプ場 宿 泊施 設,販 売,食 用,観 光 客 の いた

ず ら,ハ イキ ング コ ース,子 供 の森,車 乗 入

道路 建 設,砂,石 の運 び 出 し,牧 場 化,家 畜 の害,駆 除 消毒,休 耕地

放置,環 境 が 保 たれ て い る,保 存 されて い る,特 に 心配 ナ シ,環 境が 良 い
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皿一2-7生 息環境(実 際に生息している状態)

カ テ ゴ リ ー

1.森 林

2。 草 地

3.荒 地

湖 沼

河 川

その他

9.不 明

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

人 工 林

二 次 林

自 然 林

湿 性 地

乾 燥 地

畑

水 田

河川敷 ・河口

路 傍

砂 礫 地

露 岩 地

1.住 宅 地 ・公 園

2.そ の 他

キ ワ ド

1.み かん 園,り ん ご園な ど,植 林 地,ス 毛 ヒノキ林,ア カ

マツ林,杉 林,竹 林,針 葉 樹

2.混 交 林,雑 木 林,粗 林,山 中,裏 山

3.原 生 林,境 内,ブ ナ林,澗 葉 自然林,

1.山 地 湿原 ⑩ 平 野湿 原 ⑬ 高 山湿 原 ⑬,海 浜植 物

2.山 地 草原qo

3.畑(8)

4.水 田(6),畔,水 田 と そ の水路

1.川 原,荒 原,カ ヤ な どの繁 った 所,河 川 の コ ンク リー ト堤

2.林 道(7),路 傍,路 上,路 片,水 路,溝

3.裸 地,砂 浜

4.基 石 の出 て い る所,岩 浜,岩 の下 な ど,サ ンゴ礁

短 辺5m以 上 の水 た ま り,水 中植 物 の発 達 のよい もの,養 魚 池

河 川,灌 概 用 水

1.宅 地,宅 地 の 中 の公 園

注)キ ー ワー ドの()内 の番号 は 調査 票 の それ を 示す 。

(2)

カ テ ゴ リ

1.樹

2.地

3.止

4.湧

5.流

6.海

7.そ の

9,不

上

上

水

水

水

浜

他

明

キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

5.

6.

?.

木 の葉 上,枝 の上,幹,木 の うえな ど

林 床,枯 れ 木 の 下,路 上,土 中(A層 まで)

湖,沼,池;側 溝,水 た ま り,防 火 用 水

湧水 池 湧 水 だ けが 流れ こむ止 水 池

河川(4九 灌 漉 用水 渓 流(3),滝,地 下水

海,浜

人為 作 用を うけた もの の う ち石 担,ビ ニ ール管 中

海 中
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皿 一5フ ォ ー マ ッ ト表

(分布 デ ー タ)

10 zo 30 ao so sa

両生 ・は虫類

レコー ド名称

レコー ド鋒遅続

1-1

桁救
ロ ジカ昂・サ イン

フィジカル

文 宇 区 分

so
..

3次'

メ ッシ ュコー ド

..

8

●

種

数

3

o● ●9●o・ ● ● ● ●oo● ● ロ 　 　 　 　 　

コ ー ド

oo● ● ● ● ●o.●o● ● ●,● ・ ・o■5● ● ●o● ● ● ● ・ ● ・

● ● ・

4

● ■o

4 4

● ●

4 4

.o●

4

oo●

4 4 4 4 4 4 4

■ ■

4 4

● ● ■

4

● ● ●

4 1

is zo 30 40 50 60 70 so

Filler

1

=
ロ

1

レコー ド名称

レコー ド毎連続番号

1-2

桁数
ロジカ彫・サイン

フィジカル

文 宇 区 分

● ● ・ ・ ● ● ●o

ブ ラ ン ク

● ● ● ・ ■ ● ●o

1]

..

極'ゴ=ド ●

● ● ■ ● ● 願,■o● ● ● ・ ● ●o ..

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

● ● ●

4 1

Filler

(基礎 デ ータ)

10 20 30 40

レコー ド名

レ.コード苺運続番号

2-1

桁数
ロジカ恥 サ イン

フィジカル

文 宇 区 分

・ ● ●o

市 町 村

コ ー ド

● ● ● ●

5

く

く

り

方

1

●

コ

i

ド

●

2 1

確羅 月

謹 ・
年蔦

8)レ ・

4

標
高

需
v

1

備

考

1

賛
T

ジ

1

生
息
密

度

1

産

卵

期

1

種

繊
ロ
1地

域

z

取

扱

い

1

保護

の
現
状

1

環

境

圧

1

かT

7
9
1
A

自、

r司右

左;・

細1

分B

3

宕雪

l
A

を
T
7

リ
i
B

2

保 護 の 現状

～

生 息地

くりか え し

● ● ●o●

7

左 に同 じ

■
■ ●o● ○

7

..

左 に同 じ

7



H-4コ ー ド表 〈 両 生 ・は 虫 類>

5次 メ ッ シ ュコ ー ド

「メ ッシ ュコー ドの付 け方 」(p348)参 照

種 数(整 数型)

実 数

種 コー ド

コー ド

Dl

O2

03

△4

△5

、△6

07

08

D9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

種 名

ダ

ナ

イ

オ

ホ

モ

イ

オ

両生類

ノレ マ

ミ エ

シ カ ワ

ッ ト ン

ル ス ト

リ ア オ

ボ イ

サ シ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

オ ン ヨ

〈止 水 性 サ ン シ ョウウ オ類 〉

カ ス ミ サ ン シ ョ ウ ウ オ

トウキ ョウ サ ン シ ョウウオ

ツ シ マ サ ン シ ョ ウ ウ ・オ

オ オ イ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ

ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ

サ ド サ ン シ ョ ウ ウ オ

エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ

キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈流 水 性 サ ン シ ョウ ウオ類 〉

ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ キ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ベ ッ コ ウ サ ン シ ョウ ウ オ

ォォ ダイガン・ラサ ンシ ョウ ウオ

ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ'ウ オ

は 虫類

セ マ ル ハ コ ガ メ

エ

エ

エ

エ

エ

エ

モ

ウ ウ

ノレ

ル

ル

ノレ

ル

ル

リ

オ

リ ュ ウ キ ュ ウ ヤ マ ガ メ

タ ワ ヤ モ リ

ク ロ イ ワ ト カ ゲ モ ドキ

マ ダ ラ ト カ ゲ モ ド キ

学 名 種略号

RanabrevipodabrevipodaR.ITO

RananamiyeiSTEJNEGER

Ranaishikawae(STEJNEGER)

RanasubasperaBARBOUR

RanaholstiBOULENGER

Rhacophorusarboreus(OKADAetKAWANO)

TylototritonandersoniBOULENGER

Megalobatrachusjaponicus(TEMMINCK)

Hynobiusnebulosusnebulosus(SCHLEGEL)

HynobiusnebulosustokyoensisTAGO

HynobiustsuensisABE

HynobiusdunniTAGO

HynobiuslichenatusBOULENGER

HynobiusnigrescensnigrescensSTEJNEGER

HynobiusnigrescenssadoensisSATO

HynobiusretardatusDUNN

HynobiusabeiSATO

SalamandrellakeyserlingiiDYBOWSKI

Hynobiusnaeviusnaevius(SCHLEGEL)

HynobiusnaeviuskimuraeDUNK

HynobiusokiensisSATO

HynobiusstejnegeriDUNK

Hynobiusboulengeri(THOMPSON)

Onchodactylusjaponicus(HOUTTUYN)

Cyclemysflavomarginataflavomarginata

(GRAY)

GeoemydaspenglerijaponicaFAN

GeldsotawaensisOKADA

Eublephariskuroiwaekuroiwae(NAMIYE)

EublephariskuroiwaeorientalisM.MAKI

Rb

Rj

Rg

Rs

Rr

Pe

Ut

Uq

Uf

Ug

Ul

Ub

Ud

Uh

Ui

Um

Ua

Uo

Ue

Uc

Uj

Uk

Un

Up

Ta

Tg

Ge

Gh

Gi
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コー ド

30

31

32

33

34

種 名

オ ビ ト カ ゲ モ ド キ

ア

ア

タ

エ

カ ウ ミ ガ

オ ウ ミ ガ

イ マ

ラ ブ ウ ミ へ

メ

メ

イ

ビ

学 名 種略号

EublephariskuroiwaesplendensK.NAKAMURA
Gj

etS.UENO

CarettacarettagigasDERANIYAGALA

Cheloniamydasjaponica(THUNBERG)

EretmochelysimbricatasquamataAGASSIZ

Laticaudasemifasciata(REINWARDT)

Ca

Cb

Cd

Hi

(注)△ は ブ ラ ンク

市 町 村 コ ー ド

自治 省 の コ ー ド

<<り 方 コ ー ド

標 高 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

ポイ ン ト

か こい

河 川

資 料 ・種 類 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

区 分

現 認

文 献

標 本

聞 込

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

区 分

0(単 位 ㎡ 》

1^一50

51^一100

101^一200

201^一500

501一 一1000

確 認年 月(整 数 型)

年(西 暦 の下2ケ タ),お よ び 日

1001～1500

1501^一2000

備 考 コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

絶滅

誤認

絶滅または誤認
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確 認 ステ ー ジ コー ド 生 息 密 度 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

卵 ・幼生

幼 体 ・成 体

1・2共

な し

不 明

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区 分

多産

普通

少産

稀産

偶産

不明

天然記念物コー ド

種 ・地域対象の別あり

産 卵 期 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

8

区 分

国

県

市町村

なし

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区 分

11～12月

1～2月

3～4月

5～7月

8～10月

不 明

取 扱 い コ ー ド 環 境 圧 コ ー ド

コ ー ド

1

区 分

⑰

保 護 の 現 状 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

8

9

区 分

住民

国

地方自治体

その他

保護な し

不明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

森林伐採

ダム ・堤防

埋立

水質汚濁

宅地造成

観光地化

その他

な し

不明
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生 息環 境 コー ド

コ ー ド

1

2

3

5

6

9

カテ ゴ リーA

森 林

草 地

荒 地

河 川

その他

不 明

コ ー ド

1

2

3

9

1

2

3

4

9

1

2

3

4

9

1

2

9

同 左 細 分

人工林

二次林

自然林

不 明

湿性地

乾燥地

畑

水 田

不 明

河川敷 ・河口

路 傍

砂礫地

露岩地

不 明

住宅地 ・公園

その他

不 明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

9

カテ ゴ リーB

樹 上

地 上

止 水

湧 水

流 水

海 浜

その他

不 明

生 息 地 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

9

カテ ゴ リーA

尾根

斜面

谷 ・凹地

平担地

不明

コ ー ド

1

2

3

4

9

カテ ゴ リーB

山地

兵陵地

平担地

海岸地帯

不明
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国の淡水域に生息する魚類の生息状況を把握するため,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要な

種等の生息地 分布について調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が都這府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対 象 地 域

全国47都道府県全域について調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査の対象とする淡水魚類は,表1-1「 調査対象淡水魚類種名表」に掲げたものとする。それ以

外でも都道府県において重要と思われる種類があれば適宜追加 してさしつかえない。

表1-1調 査対象淡水魚類種名表

魚 種 名

イ ト ウ

オ シ ョ ロ コ マ

ゴ ギ

イ シ カ リ ワ カ サ ギ

ア リア ケ ヒメ シ ラウオ

ア リ ア ケ シ ラ ウ オ

ウ ケ ク チ ウ グ イ

ヒ ナ モ ロ コ

イ タ セ ン パ ラ

ニ ッポ ンバ ラ タ ナ ゴ

カ ゼ ト ゲ タ ナ ゴ

ス イ ゲ ン ゼ ニ タ ナ ゴ

ミ ヤ コ タ ナ ゴ

ゼ ニ タ ナ ゴ

イ シ ド ジ ヨ ウ

学 名

Huchoperryi

Salvelinusmalma

Salveliriusimbrins

Hypomesusolidus

Neosalanxregani

Salanxariakensis

TribolodonsP

Aphyocyprischinensis

Acheilognathuslongipinnis

Rhodeusocellatussmithi

Rhodeusatremius

Rhodeussuigensis

Tanakiatanago

Pseudoperilampustypus

Cobitistakatsuensis

種略 号

HP

Sm

Si

Ho

Nr

Sa

Tsp

Ac

Al

Ros

Ra

Rs

Tt

Pt

Ct
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魚 種 名

ア

ネ

イ

ノ、

ト

ム

イ

エ

オ

ヤ

カ

タ

ユ モ

コ ギ

ト ヨ(陸 封型降 海 型)

リ

ミ

サ シ ト ミ

バ ラ ト ミ

ゾ ト ミ

ヤ ニ ラ

マ ノ カ

マ キ

ナ ゴ モ

ド キ

ギ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ミ

ミ

リ

ド キ

学 名

Leptobotiacurta

Coreobagrusichikawai

Gasterosteusaculeatusaculeatus

Gasterosteusaculeatusm沁rocephalus

Pungitiussinensis

Pungitiussp

Pungitiuspungitius

Pungitiustymensis

Coreopercakawamebari

Trachidermusfasciatus

Cottuskazika

Hypseleotrisbipartite

種 略号

Lc

Ci

Ga

Gm

Ps

Psp

Pp

Pt

Ck

Tf

Ckz

Hb

(注)イ トヨは陸封型と降海型のものを区別すること。

各都道府県においては,そ れぞれ表1-2左 欄に掲げる魚種が生息する可能性があると思われるの

で参考までに示す。

表1-2淡 水 魚 類

都道府県

1.北 海 道

2.青

3岩

4宮

5秋

森

手

城

田

6.山 形

7福 島

調 査 対 象 魚 種 名

イ トウ イ シ カ リ ワ カ サ ギ オ シ ョ ロ コ

マ イ トヨ(降 海 型)ト ミ ヨ イ バ ラ

ト ミヨ エ ゾ ト ミヨ

イ トウ イ ト ヨ(降 海 型 .陸 封 型)ト

ミ ョ イ ノぐラ トミ ヨ

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)ト ミ ヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

ゼニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海型)イ バ ラ

トミヨ

ウケ クチ ゥ ダィ

(陸 封 型)

ゼ ニ タ ナ ゴ ィ トヨ

種
類
数

7

4

2

2

4

3

3
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都道府県

8.茨 城

9.栃 木

10.群 馬

11埼 玉

12.千 葉

13凍 京

14.神 奈 川

15.新 潟

16.富 山

17.石 川

18福 井

19.山 梨

20.長 野

21.岐 阜

22瀞 岡

23.愛 知

24.三 重

25.滋 賀

26.京 都

27.大 阪

調 査 対 象 魚 種 名

ミヤ コ タナ ゴ ゼニ タ ナ ゴ

ミヤ コ タナ ゴ ゼニ タ ナ ゴ イ トヨ(陸

封 型)

ミヤ コ タナゴ ゼニ タ ナ ゴ

ミヤ コタ ナ ゴ ゼ ニタ ナ ゴ ム サ シ トミ

ヨ

ミヤ コタ ナ ゴ ゼ ニタ ナ ゴ イ トヨ(降

海 型)

ミヤ コ タナ ゴ ゼニ タ ナ ゴ ムサ シ トミ

ヨ

ミヤ コタ ナ ゴ ゼニ タ ナ ゴ

ウ ケ クチ ウ グイ イ トヨ(降 海 型)ト

ミ ヨ イノぐラ トミヨ

イ タセ ンパ ラ イ トヨ(降 海 型)ト ミ

ヨ

イ トヨ(降 海 型)ト ミヨ カマ キ リ

イ トヨ(陸 封 ・降 海型)カ マキ リ

ゼ ニ タ ナゴ(移 植)

イ タセ ンパ ラ ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ ネ

コギギ ハ リヨ

ゼニ タ ナゴ(移 植)

イタ セ ンパ ラ 〆ネ コギ ギ

ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ ネ コギ ギ ハ リヨ

ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ アユ モ ドキ ハ リ

ヨ

イタ セ ンパ ラ ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ ア

ユ モ ドキ イ トヨ(降 海 型)オ ヤ ニ ラ

ミ

イ タセ ンパ ラ ニ ッポ ンバ ラタ ナゴ ア

ユモ ドキ オ ヤ ニ ラ ミ

種
類
数

2

3

2

3

3

3

2

4

3

3

2

1

4

1

2

3

3

5

4
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都道府県

28.兵 庫

29.奈 良

30.和 歌 山

31鳥 取

32.島 根

33.岡 山

34.広 島

35.山 口

36徳 島

37香 川

38愛 媛

39高 知

40福 岡

41.佐

42.長

43熊

44.大

賀

崎

本

分

調 査 対 象 魚 種 名

ニ ッポ ン バ ラ タ ナ ゴ,ス イ ゲ ン ゼ ニ タ ナ

ゴ イ トヨ(降 海型)

ニ ッポ ンバ ラ タナゴ

ニ ッポ ンバ ラタ ナ ゴ

オヤ ニ ラ ミ

イ トヨ(降 海 型)カ マキ リ

ゴ ギ ィ シ ドジ ョウ イ トヨ(降 海型)

オ ヤ ニ ラ ミ

ニ ッポ ンバ ラ タナゴ スイゲ ンゼ ニ タナ

ゴ アユ モ ドキ オ ヤニ ラ ミ

ゴ ギ ニ ッポ ンバ ラタ ナゴ ス イゲ ンゼ

ニ タ ナ ゴ イ シ ドジ ョウ オヤ ニ ラ ミ

ゴ 毛 ニ ッポ ンバ ラタ ナゴ イ シ ドジ ョ

ウ,イ トヨ(降 海 型)オ ヤ ニ ラ ミ

ニ ッポ ンバ ラ タナゴ オヤ ニ ラ ミ カマ

キ リ

ニ ッポ ンバ ラタ ナゴ オ ヤ ニ ラ ミ カ マ

キ リ

ニ ッポ ンバ ラ タ ナゴ イ シ ドジ ョウ イ

トヨ(降 海 型)カ マ キ リ

カマ キ リ

ア リアケ ヒメ シ ラウオ ア リア ケシ ラ ウオ

ヒナモ ロコ カゼ トゲ タナ ゴ ニ ッポ ン

バ ラ タナ ゴ オ ヤ ニ ラ ミ ヤ マ ノ カ ミ

カ マキ リ

ア リア ケ ヒメ シ ラウオ ア リアケ シ ラウ

オ カゼ トゲ タナ ゴ ニ ッポ ンバ ラタ ナ

ゴ オ ヤ ニ ラ ミ ヤマ ノカ ミ カマ キ リ

ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ カゼ トゲ タ ナゴ

イ トヨ(降 海 型)オ ヤニ ラ ミ カマキ

リ

ニ ッポ ンバ ラ タ ナゴ カゼ トゲ タナ ゴ

オ ヤ ニ ラ ミ カマ キ リ

ニ ッポ ンバ ラタ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)

オヤ ニ ラ ミ 々マ キ リ

種
類
数

4

1

1

2

4

4

5

5

3

3

4

1

8

7

5

4

4
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都道府県

45.宮 崎

46鹿 児 島

47沖 縄

調 査 対 象 魚 種 名

カ マ キ リ

カマ キ リ

タ ナゴモ ドキ

種
類
数

1

1-5-2調 査 項 目

(1)生 息地(流 域)の 位 置

(2)生 息 環 境 の概 要

(3)保 護 の現 状

1-6調 査 方 法

主 と して 既 存 資料 そ の他 の知見 の収 集 等 に よ り調 査を 実 施 す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者は,調 査結 果 を 下記 の図票 に と り まとめ る。

1-7-1淡 水 魚類 分布 図

淡 水 魚類 の分 布 は,図1-1「 淡 水魚類 分 布 図 」(以 下 「分布 図 」 とい う。)に な らい,国 土 地 理

院 発 行 の1/20万 地 勢 図 に表示 す る。

1一,7-2淡 水 魚類 調 査票

調 査 した事 項 は,表1-3「 淡水 魚類 調査 票 」(以 下 「調 査票 」 とい う。)に と り まとめ る。

分価 列

左

と

じ

團 渋永魚頬分・布 図
⑳ ⑰ 膿 離 囲

O

U

U

O

3∫蟹

9一厚ア

穆溜/
・〆

穆/

鷲/
汽 〃ρ イトウ

例sゐ を オ3ヨロコマ

σ4イ トヨ 繍

図1-1淡 水 魚 類 分 布 図
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表1-5淡 水魚類調査票

(獅 様式)

0

0

:取 扱

復 略 苦

淡 水 魚 類 調 套 票
繊 褒

都面特県

!9ク8

産 治 ,葛 調'餐 着

.所 属

氏 衙.

㌧永 域1危
(夷Dl卜 湖 沼i) 地購 名・万鍵勢揖 尿.護 ・の',現...状

国県 町醐

怒

畷

選.
へ

水

)

菰
要

瑚
轟

当

該 『

域
仁

お

る
'問

題

永眞巧濁

ダム ・堰

河川 放疹

土融鑑績

煎蒙流)・

麟'

嚢

そ の ・他

撫
沸 任・}万町 村

町

源葛
⑳

資料の産類

繊 文献 聞込

確認・年月日

月 ヨ
出 典 痛

考

3一 ノ∂
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1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

調 査 は現地 調 査,文 献 聞込 み 等 の既 存 資料 を 基 礎 と し,出 来 る 限 り現地 確 認 に努 め た。

調 査項 目 は,種 類,水 域名,生 息地,調 査 年月 日,生 息 環 境(水 域)の 概 要,保 護 の現 状,当 該

水 域 の問題点(環 境圧),出 典等 を 対 象 と し,所 定 の調査 票 に 従 って 記入 され た。 各 調 査法 の概 略

は 次 の通 りで ある。

(1)文 献 調査

当該 種 の分 布,生 息 環境 な どを考 慮 して,信 頼 しうる 文献 を 対象 に進 め られ た。

(2)現 地 調査

現地 調査 に あ た って は,都 道府 県 内 の当該 種 の生息 状況 を 把握 す るため,調 査 の対象 河川,湖

沼 の選 択を 考 慮 し,タ モ 網,小 型 地 曳網,投 網,釣,目 視観 察 な どか ら確認 を行 った。 そ の他 定

置 網 漁獲 物 か ら,例 えば 降 潮性 魚類 を対 象 に1部 調査 を 実 施 した。

(3)聞 込 調査(ア ンケ ー ト調査 を含 む)

当該 種 が生息 す る とい う情 報 を,直 接 当事 者 に あた って確 認 した。 ア ンケ ー ト調 査 は,都 道 府

県 下 の学 校,漁 業 協同組 合 な どの関係 機 関,ま たは個 人 へ 協力 を 依頼 して 進 め られ た。 この場 合,

調 査対 象 種 の誤 認 を避 け るた め,図 鑑 か ら転 写 した 図を 同封 して 情 報 を収 集 したケ ース もみ られ

た。 いず れ の調査 も,種 を査 定 す る際,回 答 内容 に 対す る信頼性 の是 非 の判 断 は,調 査 者 自身 に

委 ね られ た。

(4)調 査 担 当者

環 境 庁 に おいて 組 織 され た学 識 経験 者 を 中 心 に,都 道 府県 ご とに 担当(責 任 者)を 人 選 して 進

め られた 。

(5)調 査 対 象種

わが 国 の淡水 域に 生息 す る魚 類 の中で も,主 と して 絶 滅 の恐 れ のあ る,ま たは学 術 上 重要 と思

われ る71種 お よび亜 種(変 異型 を 含 む)の 淡水 魚 類(う ち環 境庁 指 定27種 お よび亜 種,都 道 府県

指 定44種 および亜 種)が 採 用 され た。

1-8-2調 査 結 果 の と りま とめ

以 上 の結 果 か ら,淡 水 魚類 の生 息 状 況 お よび 分 布 の現状 に つ いて,そ の概 要 を 都道 府 県 別,調 査

種 別 に とり まとめ た。 また,河 川 概 要,主 要 河 川 の魚類 相,概 略 分 布 図(調 査 対 象 種 のみ),種 別

生 息概 要,お よび 調査 票 の点検 ・整 理 され た ものが 一括 して報 告 され た。 さらに,20万 分 の1地 勢

図 に,生 息地 点 を 表示 し 分 布 図が 作成 された 。

な 拘 種 名 お よび亜 種 名 の採用 に あ た って は,調 査 者 の間 で見 解 の相 異 が み られ,本 報 告 では 必

ず しも一致 して いな い。 これは 調査 者 の 自主 性 を 尊重 した こ とに よ る もので あ る。
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

昭和55年 度 は昭 和53年 度実 施 され た 調査 の原 データをもとに,そ の処理 作 業 を 中心 に 行 っ た 。 情報

処 理 作業 の概 要 は 図 皿一1に 示 す と お りで あ る。

す な わ ち,都 道 府 県 よ り得 られた 調査 票,淡 水 魚類 分布 原 図(1/20万 地勢 図に記 載)を もとに,

全 国 淡水 魚 類 分 布 図 の作成 およ び調 査 票内 容 のチ ェ ック検 討,磁 気 テ ープ入力 作 業 の2作 業 を 中 心 に

行 った 。

皿一1-1地 図 処 理

全国47都 道 府県 で作 成 され た分 布原 図(1/20万 地 勢 図 に記 載)か ら,調 査票 の情報 に 対応 す る

生 息 地点(又 は生 息地 域)を デ ジ タイザ ー(座 漂解 析 機)で 読 み 取 り,そ れ らの地点 座漂 を 経度 ・

緯 度 に 変換 して,種 別 に 自動 製 図 機 によ り プ ロ ッ トした。

これ とは別 に,日 本列 島 の海 岸 線 およ び河川 の位 置 を そ れ ぞれ1/20万 地勢 図,1/50万 地 勢 図

よ りデ ジタ イザ ー(座 標解 析 機)に より読 み 取 り,経 緯 度 変 換 処理 を 行 っ た 後,地 図描 画 プ ログ

ラム によ り自動 製 図機 で作 図 した 。

(1)地 点 読 み 取 り作業

今 回 の調査 は情 報 数 が 多 く,そ の内容 も調査 原 漂 と 分布 地 図 の2つ に 分 かれて い るた め,地 図

処 理 に あた って は両 者 の照 合が 必 要 で あ り,手 作 業 で 分布 地点 の経 度 ・緯 度 を記 載 して い くこと

は ほ ぼ不 可能 で あ る こ とか ら,デ ジ タイザ ー(座 漂解 析 機)に よる機 械 的 な読 み取 りを行 った。

読 み 取 り手 順 は図H-1一(c),(d)に 示 す とお りで あ る。

ア.分 布原 図に 記 載 され た 地点 に 通 し番 号 を 付 し(地 図 毎 に)番 号 順 に 座標 を読 み 取 る。

イ.読 み 取 った座 標を 経 度 ・緯度 に変換 し,そ の後 県 コー ド順,地 図番 号順,地 点 通 し番 号 順 にS

ORTING(並 べ か え)を 行 う。

ウ.調 査 票 に よ り コー デ ィング され たデ ータを,イ と同 じく県 コー ド順,地 図番 号順,地 点 番 号

順 にSORTINGし た の ら,イ の デー タと照 合 しな が ら,種 コ ー ド,く くり記号,経 度 ・緯

度 を持 っ 全 種 フ ァイルを 作成 す る。

な 彪 地点 座 標 の読 み 取 り要 領 は,次 の方 法に したが った 。

・ 分 布原 図 上に 地点 記 入が ・印 で 付 さ れてい る場 合 は
,そ の地点 の座 漂を 読 み取 る。

・ 分 布原 図 上に生 息 地 域 が く くり線 に よ って 示 され て い る場 合は
,原 則 と して 囲 まれ た地 域

の中 心 の 座標 を 読み 取 る。

皿 一2デ ー タ シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿一2-1水 域 名(河 川 ,湖 沼)

調査 票 の水 域 名 は,と くに 河川 に おいて 訂正 を 要 す る ものが 多 く,20万 分 の1地 勢 図 に記 入 され

て い る水域 名 と照 合 して点 検 した。 この地 勢 図に記 入 されて いな い水 域 名 に っいて は,5万 分 の1

地形 図 と照 合 したが,こ の場 合,調 査 票 に記 載 され て い る市 町 村 名 と水 域 名 およ び20万 分 の1の 分
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布 図 に打点 されて いる位 置 を検 討 した上 で処 理 した。 そ れ以 外 のケ ー ス につ いて は,調 査 票 の記 載

名 を そ の ま ま採用 した。

ここ で,水 域 名 の作業 上 の問 題点 を2,3あ げて おく。

(1)河 川 名 は,何 々水 系 とい う表 現が 多 くの都 道府 県 で 使用 され て いる 。 これを20万 分 の1ま たは

5万 分 の1の 地 図と照 合す ると,河 川 名 の記入が 可能 な ものと そ うで な い ものと では,7:3の

割 合で みら れ た。

(2)水 域 名 の記 入 されて いな い 調査票(点 検 した上 で の)は,全 資料 数 の1～2%あ った。

(3)水 田,湿 地 帯 に つ いて は,水 域 名を 表示 す る ことが不 可 能 な の で,調 査 票に記 入 されて い る も

のを 採用 した。

皿 一2-2対 照 番 号

調 査 票 に記 入 されて い る対照 番 号 は,同 一 地点 に 複 数以 上 の 資料 が あ るため,こ れ を新 しい対 照

番 号(以 下通 し番 号 と呼 ぶ)で 表示 し,か っ 対照一 覧 表を 作 成 した。 次 に,作 業 上 の問題点 を い く

つ か 列 挙 して お く。

(1)同 「 対照 番 号 が,20万 分 の1地 勢 図(分 布 原 図)に,複 数 の生 息 地点 記 入 され,こ れ は 調査 票

を点 検 した上 で 訂正 した 。

(2)分 布原 図 に 記入 され て いな い 対照 番号 が,100ケ 所程 度(数 県)み られた。 必 要 に応 じて 調査

担 当 者に 照 会 した他 は,調 査 票 の水 域 名,市 町村 名 とを検 討 した 上 で,新 しく通 し番 号 を設 けて

表 示 した。

(3)分 布 原 図 に 対照番 号 が表 示 されて い る のに 対 して,当 該 調査 票が み あ た らな い場 合は 削除 した。

(4)分 布 原 図 の1地 点 に,複 数 の同 種 また は異種 の 調査 票 が あ る場 合,そ れ ぞれ の調査 票 に新 しく

通 し番 号 を 設 けて 表示 した。 このケ ー スは か な り多 くの調査 票 に み ら れ た。

(5)調 査 票 の行 政 区が 複 数 に またが る場 合 は,複 数 の 調査 票 と考 えて 処 理 した。

(6)調 査 票 の 市 町村名 が 記 載 され ず,か つ 分 布原 図 に当該 対照 番号 が み あ た らな い場 合は削 除 した。

⑦ 調査 票 の水域 名が 水 系 表示 で,市 町村 名が 複 数 に またが って い る場 合,「 く くり方 」で は河川 で

表示 し,電 算 に よる全 国 分 布 図に は打 ち出 しを 行 わ な か っ た。

皿 一2-3生 息 環 境(水 域)の 概 要

調 査 票 の記 載 内容を 検 討 した上 で,水 体区分,水 域 区分,底 質,水 深,川 幅,pH,淡 水 ・汽 水,

水 の清 濁,水 草 および 付 着藻 類 の有無 に 区分 した。 この場 合,原 則 と して 記載 され て い る調査 票 の

み と り あ げる こ と と した。

一158一



1

5
り

1

皿 一5フ ォ ー マ ッ ト表
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4 4 4 4 4 4 4 4

● ・ ・

4 1

40 50 60 70 eo

Filler

レコード名

レコー ド弩迎観番号

1-2

桁救
ロジカ 昌「・◎ イン

7イ ジカル

文 字 区 分

プ ラ ン,ク

〉〉

種 コ ー ド

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1

Filler

(基 礎 デ ー タ)

10

レコード

レ、コー ド毎遷綾8号

2-1

桁救
ロジカ轟・サ{ン

フィジカル

文 字 区 分

20 30 40

市町村

コー ド

5

50

く

.く

り

方

1

番

号

z

資
料
の

類

1

60 10

確認年月

年 月缶

歴下

2
桁

4

80

備

考

1

水

域

名

3

水

体

区
分

1

水

域

区
分

1

粟
使
理

1

●'生'

, 療'垣 ●

底

質

標i水
　

高燦
　

(蝉切

川IP

;
幅i

　

{畑

淡1清
水i
・1

汽1
水1濁

水

草

付

藻

類

11

境 圧

水

質

汚

.濁.

ダi河i土1護

今i川砂1岸

堰;改i堆i整
堤 修・租:備

砂

利

採
取

放捕

流獲

そ

の

他

1]

舗

種

地

域

z

保
護
の

状

1

保

護

対
策

1

取

扱

い

1

Fn且er

33
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H-4コ ー ド表 〈 淡 水 魚 類 〉

ろ次 メ ッシ ュコー ド

「メ ッシ ュコー ドの付 け方 」(P348)参 照

種 数(整 数 型 》

種 数 の実数

種 コー ド

環 境 庁 指 定 種

コ ー ド

01

0a

O3

04

05

0s

O7

0s

O9

10

11

12

13

14

種 名

イ ト ウ

オ シ ョ ロ コ マ

ゴ ギ

イ シ カ リワ カサギ

ア リア ケ ヒメ シ ラウオ

ア リア ケ シ ラウ オ

ウ ケ クチ ウグ イ

ヒ ナ モ ロ コ

イ タ セ ン パ ラ

ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ

カゼ トゲ タナ ゴ

ス ィゲ ンゼ ニ タナ ゴ

ミ ヤ コ タ ナ ゴ

ゼ ニ タ ナ ゴ

コ ー ド

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

種 名

イ シ ド ジ ョ ウ

ア ユ モ ド キ

ネ コ ギ ギ

イ ト ヨ(陸 封型,降 海 型)

ハ リ ヨ

ト ミ ヨ

ム サ シ ト ミ ヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

エ ゾ ト ミ ヨ

オ ヤ ニ ラ ミ

ヤ マ ノ カ ミ

カ マ キ リ

タ ナ ゴ モ ドキ

都道府 県指定種

コ ー ド

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

種 名

シ ナ イ モ ツ ゴ

テ ツ ギ ョ

ヤ リ タ ナ ゴ

ア カ ヒ レタ ビ ラ

チ ョウセ ンブ ナ

ボ ウ ズ ハ ゼ

カ ワ ム ツ

ズ ナ ガ ニ ゴ イ

ア ジメ ドジ ョウ

ホ トケ ドジ ョウ

指 定 した都 道 府 県 名

秋 田県,山 形県,宮 城 県

山形 県,宮 城県

宮城 県,広 島県,埼 玉 県,大 阪 府

宮 城 県

宮 城県,栃 木県,埼 玉県,徳 島 県

栃 木県,熊 本 県

埼 玉県

静 岡県,大 阪 府

富 山県,石 川 県,福 井県,京 都 府,大 阪 府,奈 良県

石 川県,徳 島県,香 川 県
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コ ー ド

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

6?

68

69

70

71

種 名

ア カ ザ

ハ ス

イ ワ メ

ム モ ン ア マ ゴ

ジンダイ ドジョウ

サ ケ

ア ブ ラ ポ テ

イ ト モ ロ コ

ウ グ イ

イ ワ ナ

タ ウ ナ ギ

オ オ ウ ナ ギ

ア フ フ ハ ヤ

タ カ ハ ヤ

カ ワバ タモ ロコ

ス ナ ヤ ツ メ

ヤ

ア

タ

タ

ア

ヒ

ヒ

ア

ム

エ

マ

マ

モ ロ

メ

ナ

ベ

ギ

ビ

カ

ノ、

ノ、

ノ、

ツ

メ

コφ

コ

ラ

メ

ゼ

ゼ

ゼ

ク

ツ

セ ボ シ タ ビ ラ

カ ワ ヤ ツ メ

ギ バ チ

カ ジ カ

カ ワ ア ナ ゴ

イ ドミ ミズハ ゼ

オ オ クチ ユ ゴ イ

ユ ゴ イ

指 定 し た都 道 府 県 名

石川県,大 阪府,熊 本県

福井県

三重県,愛 媛県,大 分県

三重県

三重県

京都府

大阪府,鹿 児島県

大阪府

大阪府

奈良県,和 歌山県

奈良県

和歌山県,徳 島県,高 知県

和歌山県

和歌山県

和歌山県
'
鳥取県,愛 媛県

広島県

広島県

広島県

広島県,熊 本県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

香川県

福岡県

福岡県

熊本県

熊本県

熊本県

熊本県

熊本県

鹿児島県

鹿児島県
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市 町 村 コ ー ド

自治 省 の コ ー ド

<<り 方 コ ー ド

資料の種類コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

ポ イ ン ト

か こ い

河 川

コ ー ド

1

2

3

4

9

区 分

現 認

文 献

聞 込

その他

不 明

確認年月(整 数型 一部コー ド)

下表の区分に該当しない年については

西暦の下2ケ タの実数 月は実数

コ ー ド

94

95

96

97

98

99

区 分

昭和40年 代

昭和30年 代

昭和20年 代

戦前

大正

明治

備 考 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

区 分

絶 滅

誤 認

絶滅または誤認

絶滅のおそれ

不明
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水 域 名 コ ー ド

コー ド 水 域 名

北海道

ooi

OO2

003

004

005

006

007

008

009

010

0ii

O12

013

014

015

016

017

01s

O19

020

021

022

023

024

025

026

027

028

029

030

031

032

033

034

035

036

伊 茶 仁 川

茶 志 骨 川

エ トシナ イ川

飛 雁 川

ヤウシユベツ川

床 丹 川

標 津:川

春 別 川

西 別 川

別 当 賀 川

琵 琶 瀬 川

風 蓮 川

佐 川

三 郎 川

姉 別 川

阿 寒 湖

釧 路 川

屈 斜 路 湖

斜 里 川

藻 琴 湖

網 走 川

(釧 路川水系)仁 々志別

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

川

)幌 呂川

)雪 裡川

)チ ル ワツ
ナイ川

)コ ッタロ刀1

)ヌ マオロ川

)オ ソ ツベ

新 釧 路 川

シ ラル トロ沼

別 寒 辺 牛 川

尾 幌 川

チヤンベ ツ 川

片 無 去 川

トライベ ツ川

達 古 武 沼

ツ川

037

038

039

040

041

042

043

044

045

046

047

048

049

050

051

052

053

054

055

056

057

058

059

060

061

062

Q63

064

065

066

067

068

069

0no

O71

072

073

074

075

076

塘 路 湖

阿'寒 湖

チ ミ ケ ップ 湖

禾u男lj刀1

ペ ン ケ チ ン 川

十 勝 川

ホ0カ ヤ ン トウ沼

当 緑 川

歴 舟 川

湧 洞 沼
'
エ コ ペ ナ イ 川

猿 払 川

狩 別 川

オ サ ツ ナ イ 川

ウ ソ タ ン 川

徳.志 別 川

鬼 志 別 川

天 塩 川

パ ン ケ ナ イ 川

ペ ンケ オーカラオマップ川

朱 鞠 内 湖

エ ビシ オ マ ップ沢

泥 川

プ トカ マベ ツ川

モ シ ウ ンナ イ川

ウ ツ ナ イ 川

幌 内 川

雨 竜 川

石 狩 川

空 知 川

金 山 湖

シー ソ ラプチ 川

知 来 別 川

自 衛 隊 川

ク トネ ベ ツ 川

声 問川(幕 別 川)

勇 知 川

サ ロ ベ ツ 川

清 田 川

ドエ コヘ コ ロベ ツ川

077

07s

O79

0go

O81

0s2

083

084

085

086

0s7

0ss

O89

090

091

092

093

094

095

096

097

098

099

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

ペ ン ケ 沼

パ ン ケ 沼

千 歳 川

豊 平 川

尻 別 川

目 名 川

禾1」 男lj力1

ル シ ャ 川

イ ワ オ ベ ツ 川

オ ケ ッチ ウ シ川

ペ キ ン 川

モ イ レ ウ シ 川

カモ イ ウ ンベ川

オ シ ョロ ツコ川

ル サ 川

ジ ョ ウ ジ 川

ケ ン ネ ベ ツ 川

サ シ ル イ 川

羅 臼 川

植 別 川

元 崎 無 異 川

ポ ー 川

シ ユ ラ 川

ウ ラ ッ プ。川

ク テ ン ベ ツ川

イ ロネ ンベ ツ川

武 佐 川

俣 落 川

荒 川

ケ ネ カ 川

パ ナ クシユ ベ ツ川

幾 品 川

忠 類 川

ソ ウキ ノプ カオ マ ナイ川

討 伐 沢

イチ シヨマ ナイ川

薫 別 川

古 多 糠 川

湧 別 川

丸 瀬 布 川
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117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

1ss

139

140

141

142

143

144

145

146

14?

148

149

150

151

152

153

154

155

156

15?

158

・武 利 川

トムル ベ ンベ 沢

湯 沢

シ イ トコ ロ 川

ニ イ トコ ロ 川

ユー ニ イ シ カ リ川

ク ワ ウ ンナイ川

ヤ ンベ ヌ ツプ川

ヌ クプ ヤ ンペ ツ川

奥 ノ 沢

漁 川

万 計 沼

漁 入 の 沢 川

音 更 川

糠 平 川

シイ シカ リベ ツ川

ヤ ン ベ ツ 川

然 別 川

ヌプ ン トム ラウ シ川

トム ラ ウ シ 川

ポ ン トム ラウ シ川

トノカ リウシ ユベ ツ川

ホ ロカ十 勝 川

上 ホ ロ カ 川

シ イ 十 勝 川

戸 蔦 別 川

沙 流 川

札 内 川

新 冠 川

オチウシナイ川

オブカルイシ川

ノ ッ ト 川

余 市 川

アメマ ス沢 川

尻 別 川

昆 布 川

千 走 川

達 古 武 沼

渚 滑 川

大 沼

袋 地 沼

菱 沼

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

月 ケ 湖

発 寒 川

茨 戸 川

余 市 川 古 ・川

オ ンネベ ツ川

網 走 湖

止 別 川

シノマンヤンベツ川

涛 沸 湖

秋 の 川

床 漂 沼

春 採 湖

馬 主 来 湖

コ ム ケ 湖

シブノツナイ川

沙 留 川

常 呂 川

旧 途 別 川

尺 別 川

生 花 苗 湖

ク ッチ ャ ロ 湖

頓 別 川

徳 志 別 川

宗 谷 濁 川

幌 別 川

名 寄 川

パンペケオ ッペ川

静 内 川

日 高 幌 別 川

増 幌 川

遠 別 川

小 平 蘂 川

篠 津 川

江 別 川

幌 向 川

美 々 川

ウ トナ イ ト沼

安 平 川

勇 払 川

幹 線 排 水 路

モ レ エ 沼

錦 多 峰 川

201

202

203

204

205

206

20?

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

錦 大 沼

覚 生 川

樽 前 川

ト キ ト 沼

じ ゅ ん 菜 沼

流 漢 沼

戸 切 地 川

大 当 別 川

松 倉 川

湯 の 川

久 根 別 川

大 野 川

汐 泊 川

目 名 川

ル コ ツ 川

ヴ ラ ッ プ 川

長 節 沼

当 幌 川

シラル トロル湖

モ ベ ツ 川

小 向 湖

志 撫 子 川

朝 日 川

剣 渕 川

智 恵 文 沼

上 苗 太 路 川

利 尻 島 姫 沼

羽 幌 川

八 線 沢

福 島 川

知 内 川

札 弦 川

万 別 川

オ ンネ ナイ川

浦 土 別 川

シ ラ ト ロ 湖

ホ マ カ イ 川

東 平 野 川

雷 別 川

サツテベ ツ川

ヌップクマツプク川

北 見 キモ マ沼
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'243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

三 石 川

向 別 川

晃 無 川

阿 別 川

ケ ナ シ ボ 川

ハチャンナイ川

江 部 己 川

遠 浅 川

奥 井 沼

鶴 の 沼

三 ケ 月 沼

別 々 川

樽 前 大 沼

弁 天 沼

古 多 糠 川

メ ム 川

比 布 川

神 水 川

オ サ ラッベ 川

平 木 沼

苫 小 牧 川

朝 日 沼
'大 沼 湖 沼 群

観 音 岩 の 川

赤 岩の無名 沢

無 名 沢

流 漢 川

姫 川

然 別 湖

モ エ レ 沼

江 丹 別 川

フ ツポ ウシ川

テッパンベツ川

青 森

1

2

3

4

5

6

7

8

老

高

奥

前

明

今

山

小

部

瀬

入 瀬

神

泉

田

浜 館

川

川

川

潟

沼

川

川

沢

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

奥 内 川

飛 鳥 沢

天 田 内 川

新 田 川

(汐 立川水系)盛 田川

加 藤 沢 沼

早 掛'沼

新 田 名 部 川

牛 潟 池

平 滝 沼

湯 の 沢

赤 川

岩 渡 沢

森 排 水 路

原 子 溜 池

新 真 部 川

岩 木 川

浄 仙 寺 の 池

蔦 沼

十 和 田 湖

沼

岩 手

1

2

3

4

5

6

7

8

北 上 川

中 津 川

久 慈 川

宇 部 川

赤前川(津 軽石川)

大 槌 川

越喜来湾(海 域)

盛 川

宮 城

1

2

3

4

5

6

7

8

伊 豆 沼

長 沼

(鳴 瀬川水系)吉 田川水
系農業用溜池(松 島町品
井沼地内)
(名 取川水系)支 倉川

北 上 川

(名 取川水系)井 戸浦

魚 取 沼

阿 武 隈 川

9

10

11

(阿 武隈川水系)雄 子尾
川

白 石 川

名 取 川

秋 田

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

圏
雄 物 川

西 部 承 水 路

(八郎潟調整池水系)小
深見川水系

八郎潟 調 整 池

水 沢 川

米 代 川

東 部 承 水 路

船越水 道 水系

(雄 物川水系)横 手川

(〃)岩 見川

鮎 川

君 ケ 野 川

衣 川

子 吉 川

(子 吉川水系)鮎 川

(子吉川水系)石 沢川水
系

(子 吉川水系)芋 川

西 目 川

滝 川

比 詰 川

象 潟川 河 口沖

象 潟 川

川袋 川 河 口沖

(米 代川水系)引 欠川

雄 物 川

男 潟

(雄 物川水系)才 津川

(雄 物川水系)桧 木内川水系

入 見 内 川

(入 見川水系)玉 川

(雄 物川水系)淀 川

(旧 雄物川水系)旭 川

旧 雄 物 川

千 秋 公 園 濠
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35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

4?

48

49

50

51

52

53

54

鮪 川

十 和 田 湖

(雄 物川水系)小 滝川

斉内川(雄 物川水系)

川口川(雄 物川水系)

(雄 物川水系)田 沢疏水
幹線用水路

(雄物川水系)丸 子川

(〃)桧 木内川
(18と 同 じ)

子 吉 川

養 殖 池

東部承水路水系鵜川のか
んがい用溜池

角 助 堤

本 田 堤

女 潟

西 沼

(旧 雄物川水系)旭 川

(〃)太 平川

雪 川

金 浦 町

山 形

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

霞 城 濠

(最 上川水系)須 川

前 川 上 流

上 郷 ダ ム

袋 地 沼

新 井 田 川

月 光 川

(最 上川水系)首 野川

(月 光川水系)丸 池

(〃)高 瀬川

(豊 川水系)日 向川

水 無 川

最 上 川

(最 上川水系)押 切川

田 尻 沼

若 畑 沼

羽 山9ダ ム

志 津 の 沼

19

20

21

22

23

24

玉 虫 沼

荷 口川の水 源

土 生 田 沼

深 沢 溜 池

か く れ 沼

羽 入 川 水 源

福 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(阿 賀野川水系)大 川

(〃)只 見川

藤 原 川

(阿 武隈川水系)堀 川

(阿 賀野川水系)濁 川

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

周 辺 池 沼

(〃

)押 切川

)田 付川

)姥 堂川

)鶴 沼川

)白 山沼

)桧 沢川

(阿賀野川水系)荒 海川

(〃)旧 宮川

茨 城

1

2

3

4

5

瀾

霞

北

那

利

ケ

珂

根

沼

浦

浦

川

川

栃 木

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(那 珂川水系)湯 坂川

(〃)屋 島川

(〃)内 川

(利 根川水系)出 流川

才 川

秋 山 川

赤麻遊水池(利 根川水系
渡良瀬川縦水池)

利良川水系巴波川

那珂川水系那珂川

相 川

巻 川

深 川

追 沢

14

15

草 川 用 水

大沼(通 称)(利 根川水
系赤麻遊水地肉)

群 馬

1

2

城 沼

権 現 沼

埼 玉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

柳 瀬 川

児玉郡美里村用水池沼

入間川流域管間

新 河 岸 川

元 荒 川

綾瀬川及び大越,千 枚田
場池内の小水路

中 川 流 域

鳩 川

吉 野 川

定 峰 川

寺 沢 川

浦 山 川

横 瀬 川

細 久 保 谷

二 子 山 沢

広 河 原 沢

神

小

中

大

大

赤

股

真

木

大

矢

豆

水

滝

八

井

大

流

森

津

山

苫

沢

の

の

賦

滑

竹

焼

晶

百

戸

洞

川

川

川

沢

沢

谷

沢

沢

沢

川

沢

沢

谷

川

沢

沢

川
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34

35

36

3?

38

39

40

41

42

43

44

45

荒 川

大 除 川

和 名 倉 沢

市 ノ 沢

松 葉 沢

大 洞 川 荒 沢

大 血 川 東 谷

大 血 川 西 谷

白 泰 沢

谷 津 川

薄 川

利 根 川 水 系

千 葉

1

2

3

4

5

6

宮 川

夷 隅 川

養 老 川

利 根 川

与 田 浦

印 旛 沼

東 京

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

神奈1

1

2

東大附属植物園 ・池

善 福 寺 池

善 福 寺 川

洗 足 池

石 神 井 川

目黒自然教育園 ・池

東大附属植物園 ・園

(荒 川水系)大 場川

(荒 川水系)

豊 島 園 ・池

(隅 田川水系)神 田川

石神井公園 ・三宝寺池

石 神 井 川

井之頭 公 園池

権 太 池

三 漢 園

新 潟

1

2

3

4

阿 賀 野

新 信 濃

大

面

川

川

川

川

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

石 川

荒 川

落 堀 川

加 治 川 分 水

新 井 郷 川

福 島 潟

鳥 屋 野 潟

小 阿 賀 野 川

(阿 賀野川水系)早 出川

信 濃 川

(信 濃川水系)大 通川

(信 濃川水系)西 川

(信 濃川水系)中 ノロ川

(信 濃川水系)加 茂川

天 王 川

加 茂 湖

新 川

(信 濃川水系)五 十嵐川

(信 濃川水系)大 河津

鯖 石 川

早

淘

城

姫

田

青

ノ

渦

分水路

川

川

川

川

川

川

(三 面川水系)高 根川

(三 面川水系)門 前川

瓢 湖

能 生 川

富 山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

庄 川

(小 矢部川水系)山 田川

打 尻 川

小 矢 部 川

白

野

熊

角

下

神

岩

積

野

田

通

川

川

川

川

川

川

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

石 ワ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

上

片

黒

境

平

市

貝

部

曽

川

川

川

川

川

(神 通川水系)井 田川

岸 渡 川

放 生 津 潟

下 条 川

内 川

仏 生 寺 川

宇 気 川

津 幡 川

大 野 川

森 下 川

犀 川

犀 川 扇 状 地

大 聖 寺 川

米 町 川

於 古 川

(手 取川水系)山 島用水
路

(手 取川水系)堂 尻川

(手 取川水系)北 川

手 取 川

(手取川水系)西 川

(手 取川水系)熊 田川

(手 取川水系)得 橋用水

梯 川

倉 部 川

鳳 至 川

(大 聖寺川水系)三 谷川

動 橋 川

(大 聖寺川水系)杉 ノ水
川

浅 野 川

福 井

1

2

3

4

本 願 清 水

新 堀 川

湧水池(裁 判所裏庭)

北 潟 湖
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

九 頭 竜 川

日 野 川

井のロ川(永 大産業貯木
場)

三 方 湖

(九 頭竜川水系)竹 田川

(九 頭竜川水系)荷 暮川

(九 頭竜川水系)温 見川

(九 頭竜川水系)熊 阿川

(九 頭竜川水系)足 羽川

(九 頭竜川水系)田 倉川

河 野 川

笙 の 川

(笙 の川水系)五 位川

(笙 の川水系)黒 河川

鯖 川

石 川 細 流

細 川

長 野

1

2

3

4

諏 訪 湖

千 曲 川

木 崎 湖

天 竜 川

岐 阜

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

長 良 川

(長 良川水系)板 屋川

(長 良川水系)五 六川

(揖 斐川水系)中 之江川

(揖 斐川水系),大江川

根 尾 川

(長 良川水系)犀 川

(揖 斐川水系)江 西排水
路

(揖斐川水系)津 屋川

揖 斐 川

木 曽 川

(長 良川水系)津 保川

小 駄 良 川

吉 田 川

(揖斐川水系)牧 田川

飛 騨 川

(長 良川水系)伊 自川

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

(揖 斐 川水 系)抗 瀬 川

(〃)平 野 井 川

(〃)水 門 川

(〃)相 川

(〃)小 畑 川

(〃)金 草 川

(長 良 川水 系)川

(〃)円 原 川

神 崎 川

武 儀 川

(揖 斐 川水 系)小 津:川

静 岡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

伊

河

塚

狩

本

持

芝

興

安

藁

大

瀬

太

吉

大

天

気

佐

東 大

津

田

野

谷

越

津

倍

科

井

戸

田

千 瀬

竜

田

鳴

愛 知

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

木 曽 川

豊 川

(寒 狭川水系)境 川

寒 狭 川

(副 川水系)海 老川

島 田 川

(豊 川水系)宇 連川

三 輪 川

(豊 川水系)黄 柳川

(〃)新 戸川

矢 作 川

12

13

14

(矢 作川水系)野 入川

(〃)竜 川

巴 川

三 重

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

五 十 鈴 川

宮 川

安 楽 川

(員 弁川)水 系田切川

雲 出 川

多度町周辺湧水域

下

銚

沓

古

宮

,柘

市

子

植

川

川

川

川

川

川

滋 賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

矢 層倉 川

松原干拓地残存水域

曽 根 沼

西 の 湖

琵 琶 湖

東部承水溝(大 同川)

八 島 大 川

平 塚 湧 水 池

地 蔵 川

野 瀬 川

宗 谷 川 流 域

大竜神社境内湧水地

西の沢山本川(上 流 ・下
流)

魚善宇尾養魚場

小暮養魚場横の湧水池及
びその下流

不 飲 川

魚 和 養 魚 場

京 都

1

2

3

4

5

宇 治 川

木 津 川

鴨 川

(淀川水系)保 津:川

(〃)大 堰川
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(〃)清 滝川

宇 川

由 良 川

伊 佐 津 川

舞 鶴 湾

棚 野 川

(由 良川水系)原 川

土 師 川

柱 川

柱 川

大 阪

1

2

3

4

5

6

7

8

淀 川(河 川敷 内 の池 奴わ

ん ど")

生 駒 山 ろ くの溜 池

(淀 川水系)芥 川

安 威 川

(神 崎川水系)余 野川

石 川

水 無 瀬 川

大 路 次 川

兵 庫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(由 良川水系)竹 田川.

(加古川水系)篠 山川

(〃)籾 井川

(〃)辻 川

(〃)宮 田川

加 古 川

(加 古川水系)葛 野川

(〃)畑 谷川

(武庫川水系)田 松川水
系

円 山 川

矢 田 川

岸 田 川

(岸 田川水系)由 井川

(加 古川水系)杉 原川

(市川水系)越 知川

(

(〃

(〃
西 池

夢 前

)猪 篠川

)小 田原川

)(恒 屋川)

川

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

(揖 保川水系)引 原川

(〃)三 方川

揖 保 川

伊 沢 川

(揖 保川水系)林 田川

(千 種川水系)

C

(

(

C

C

(

(

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

)大 白山川

)佐 用川

)庵 川

)志 文川

)本 郷川

)鞍 居川

)矢 野川

奈 良

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

(紀 の 川水 系)吉 野川

(大 和 川水 系)大 和 川

(大 和 川水 系)葛 城 川

(新 宮 川水 系)北 山 川

(〃)十 津 川

(〃)弓 手 原川

(〃)天 ノ川

(〃)川 追 川

(〃)山 上 川

(淀 川 水系)宇 陀 川

(〃)室 生 川

(〃)深 谷 川

(〃)笠 間 川

(〃)芳 野 川

(〃)宇 田川

(〃)内 牧 川

(十 津川水系)名 張川

和歌山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

紀 ノ 川

(日置川水系)和 田川

(紀 ノ川水系)鳴 戸川

(〃)湯 子川

有 田 川

(有 田川水系)御 殿川

(日 高川水系)西 川

日 高 川

(日 高川水系)小 又川

(〃)小 薮川

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

富 田 川

(日 置川水系)城 川

日 置 川

(日 置川水系)東 の川

(〃)広 見川

周 参 見 川

古 座 川

(古 座川水系)小 川

(〃)崩 ノ川

熊 野 川

(熊 野川水系)大 塔川

(〃)高 田川

鳥 取

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

湖

水

東

陸

千

天

日

印

野

板

曳

袋

佐

河

小

加

小

九

石

阿

砥

山

尻

郷

上

代

神

野

賀

坂

井 原

田

治

内

鹿

茂

徳

鴨

塚

見

毘 縁

波

池

池

池

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

島 根

1

2

3

4

5

6

(斐 伊川水系)大 橋川

(〃)亀 嵩川

(〃)久 野川

斐 伊 川

(斐 伊川水系)福 瀬川

(〃)下 横田川
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

38

(〃)下 馬樹川

(飯 梨川水系)布 部川

(斐 伊川水系)阿 井川

(斐 伊川水系)内 尾谷川

(〃)内 谷 川

(〃)深 野 川

(神 戸 川水 系)頓 原 川

(〃)神 戸 川

(〃)藤 木 川

(江 川 水 系)江 川

(〃)三 谷 川

(〃)矢 谷 川

(〃)井 原 川

(〃)八 戸 川

(〃)猪 子 谷 川

(〃)早 水 川

(〃)来 尾 川

(〃)谷 川

周 布 川

(高 津川 水 系)匹 見川

(〃)紙 祖 川

(〃)七 村 川

(〃)横 道 川

(〃)福 谷川

(〃)中 内谷 川

(〃)高 尻 川

(〃)蓼 野 川

(〃)河 山 川

(〃)福 川川

(〃)高 津川

(〃)河 内川

(〃)吉 賀川

冊 山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

吉 野 川

梶 並 川

奈 義 川

吉 井 川

備 中 川

豊 岡 川

旭 川

祇 園 用 水

高 梁 川

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

小 田 川

吉 岡 川

広 戸 川

河 合 川

塔 寺 川

加 茂 川

倭 文 川

公 文 川

血 川

白 木 川

誕 生 寺 川

宇 甘 川

祖 母 谷 川

鴨 川

栗 谷 川

中 津 井 川

増 原 川

小 坂 部 川

成 羽 川

星 田 川

本 郷 川

西 川

滝 川

広 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

西 城 川

六 の 原 川

熊 野 川

比 和 川

古 頃 川

萩 川

神 野 瀬 川

俵 原 川

和 南 原 川

大 谷 川

可 愛 川

太 田 川

滝 山 川

柴 木 川

(横 川川水系)横 川川

吉 和 川

田 総 川

上 下 川

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

羅 川

美 波 羅 川

三 篠 川

見 坂 川

安 川

西 宗 川

水 内 川

小 瀬 川

黒 瀬 川

志 路 原 川

帝 釈 川

東 城 川

南 原 川

奥 畑 川

柴 川

本 多 田 川

中 津 谷 川

八 幡 川

玖 島 川

江 の 川

山 ロ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

錦 川

渋 川

倉 谷 川

小 河 内 川

佐 波 川

島 地 川

栗 ノ 木 川

佐 々 連 川

大 坊 川

西 田 川

周 防 難 海

小 瀬 川

由 宇 川

島 田 川

椹 野 川

厚 東 川

絵 堂 川

柿 木 川

木 屋 川

阿 武 川

杢 路 子 川
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22

23

深 谷 川

須 佐 川

徳 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

香 ノ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

岡 川.

桑 野 川

福 井 川

宍 喰 川

鮎 喰 川

吉 野 川

旧 吉 野 川

板 東 谷 川

折 野 川

日 開 谷 川

東 俣 谷 川

思 籠 野 川

加 茂 谷 川

桑 野 川

園 瀬 川

宮 河 内 谷 川

母 川

神 田 瀬 川

北 河 内 谷 川

勝 浦 川

椿 川

栗林公園 南 湖

小 田 池

新 川

春 日 川

野 間 池

鴨 部 川

津 田 川

財 田 川

満濃地に注ぐ川

土 器 川

亀 越 池

香 東 川

綾 川

金 倉 川

内 場 川

小 出 川

吉 田 川

18

19

20

21

22

23

曽 江 谷 川

愼 川

津 田 川

湊 川

小 海 川

池(不 明)

愛 媛

1

2

3

4

5

6

7

重 信 川

葎 川

岩 松 川

芳 原 川

加 茂 川

面 河 川

大 門 川

高 知

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

野 根 川

羽 根 川

奈 半 利 川

伊 尾 木 川

夜 須 川

物 部 川

仁 淀 川

上 八 川

新 荘 川

棒 原 川

四 万 十 川

蜷 川

三 原 川

,宗 呂 川

地 蔵 寺 川

吉 野 川

汗 見 川

福 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

筑 後 川

多 多 良 川

御 笠 川

那 珂 川

矢 部 川

沖 端 川

関 川

須 恵 川

室 見 川

10

11

12

13

14

今 川

辺 春 川

宝 満 川

諏 訪 川

猪 野 川

佐 賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

筑 後 川

田 手 川

城 原 川

巨 勢 川

佐 賀 江 川

多 布 施 川

佐 賀 城 堀

本 庄 江

川 上 川

牛 津 川

多 久 川

潮 見 川

大 木 川

寒 水 川

厳 木 川

六 角 川

嘉 瀬 川

石 木 津 川

有 田 川

長 崎

1

2

本 明 川

浦 上 川

熊 本

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

関 川

菜 切 川

菊 地 川

岩 野 川

合 志 川

尾 田 川

坪 井 川

黒 川

加 勢 川

秋 津 川

江 津 湖

天 明 新 川
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13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

浜 戸 川

網 津 川

砂 川

大 鞘 川

水 無 川

万 江 川

流 藻 川

那 良 川

唐 人 川

白 川

緑 川

矢 形 川

津 留 川

木 山 川

球 磨 川

追 間 川

内 田 川

西 谷 川

氷 川

坂 瀬 川

都 呂 呂 川

下 津 深 江 川

今 田 川

「 町 田 川

津 奈 木 川

桜 川

八 間 川

御 船 川

.大 分

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

山 国 川

駅 館 川

花 月 川

大 野 川

三 隅 川

玖 珠 川

筑 後 川

大 分 川

番 匠 川

久 留 須 川

堅 田 川

諸 方 川

宮 崎

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

北 川

祝 子 川

五 ケ 瀬 川

耳 川

秤 谷 川

石 並 川

名 貫 川

平 田 川

小 丸 川

一 ツ 瀬 川

本 庄 川

大 淀 川

清 武 川

加 江 田 川

鹿児島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

川 内 川 楠 元

米 ノ 津 川

平 良 川

久 保 田 川

鳥 越 川

日 之 出 川

広 瀬 川

楴 川

女 川

安 房 川

二 又 川

中 間 川

黒 味 川

永 田 川
一 湊 川

志 戸 子 川

種 子 島 熊 野

口 永 良 部 島

沖 縄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

シ ゲ マ 川

真 喜 屋 大 川

我 部 祖 河 川

西 屋 部 川

入 江 湾

川平地先の水田

元 名 蔵 の水 田

大 原 田

仲 間 川

住吉地先の水田

水 体 区 分 コー ド 水域 区 分 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

川

湖

沼

潟

池

水 止 水

(湧 水)

そ の 他

不 明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

区 分

上 流

上 ～ 中流

中 流

中 ～下 流

下 流

不 明
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生 息環 境 コー ド

底 質 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分,

泥 炭

泥

砂

砂 礫

転 石

大 石

岩 盤

そ の 他

不 明

標 高 コー ド

コ ー ド

う1

2

3

4

5

6

7

区 分

1.0^一5

5^一20

20^一50

50^一100

100^一500

500^一1000

1000以 上

(単 位 鵬)

フk深 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

9

区 .分

0^一 〇.5

0.5^一1.0

1.0^一5.0

5.0以 上

不 明

.(単 位 物)

川 幅 PH

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

淡水 ・汽水

区 分

1以 下

1^一5

5^一10

10^一50

50以 上

不 明

(単 位 常)

清 濁

.コ ー ド

1

2

8

9

区 分

生 デ ー タ ×10

整 数2ケ タ

不 明

コ ー ド

1

2

9

区 分

淡 水

汽 水

不 明

水 草

コ ー ド

1

2

3

9

付着藻類

区 分

澄

普 通

濁

不 明

コ ー ド

1

2

9

区 分

有 り

な し

不 明

コ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

有 り

多 い

少 な い

な.し

不 明

環境圧 コー ド

水質汚濁 放 流

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

有 り

生 活 排 水

工 場 排 水

鉱 業 用 水

農 薬 流 入

土 砂 流 入

そ の 他

な し

不 明

区 分

捕 獲

コ ー ド

1

2

7

8

9

外来種有り

本種 移 殖

そ の 他

な し

不 明

コ ー ド

1

2

3

7

8

9

区 分

有 り

遊 漁

漁 業

そ の 他

な し

不 明
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その他

ゴ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

有 り

埋 立

澗 ・ 濁

な し

不 明

ダム ・堰堤

河川改修

土砂堆積

護岸整備

砂利採取

の共通 コー ド

コ ー ド

1

7

8

9

区 分

有 り

そ の 他

な し

不 明

天 然 記 念物 コー ド 保 護 の現 状 コ ー ド

種

地 域

の共 通 コ ー ド

コ ー ド

0

1

2

3

区 分

な し

国

県

市 町 村

コ ー ド

1

8

9

区 分

有 り

な し

不 明

保 護 対 策 コー ド 取扱 い コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

禁漁区の設置

禁漁期間の設置

捕獲の禁止

稚魚の放流

稚魚 ・生息地の保護

魚道の設置

その他

な し

不 明

コー ド

1

区 分

秘

一174一



動物分布調査(昆 虫類)

目 次

1.調 査要綱及 び実施状況

1-1.調 査 の 目 的

1-2調 査 実 施 者

1-3.調 査 対 象 地 域

1-4.調 査 実 施 期 間

1-5.調 査 内 容

1一一5-1.

1一一5-2.

1-6.調 査 方 法

1-7.

1-7-1.

1一一7-2.

1-8.実 施 状 況

1-8-L概 要

1-s-2.

調査対象種.

調査事項

調査結果のとりまとめ

昆虫類分布図

昆虫類調査票

調査結果のとりまとめ

177

177

177

177

177

17?

17?

178

178

178

178

178

178

178

180

皿 情報処理●

皿 一1

11-1-1.

II-1-2.

II-1-3.

皿 一2。

II-3.

1正 一4.コ ー ド表

入力処理:方法

分布図情報

調査票情報

分布図情報と調査票情報の統合

分 布 図 の 作成

フ オー マ ツ ト表

180

180

180

182

182

182

183

184





1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する昆虫類の生息状況を把握するため ,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要な種等の

生息地,分 布にっいて調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が神戸大学に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 地域

金国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 対 象種

調査 の対 象 とす る昆虫類 は,表1-1「 指 標 昆 虫 類種 名 表 」 に掲 げ た もの(以 下 「指標 昆 虫 類」 とい

う)及び表1-2「 調 査対 象昆 虫類 選 定 基準 」 に より,都 道府 県 ご とに選 定(50～100種 程度)さ れ た

昆 虫類(以 下 「特 定昆 虫類 」 とい う)と す る。

表1-1指 標昆虫類種名表 表1-2調 査対象昆虫類選定基準

ム カ シ ト ン ボ

ム カ シ ヤ ン マ

ハ ッチ ョウ トンボ

ガ ロ ア ム シ 目

タ ガ メ

ハ ル ゼ ミ

ギ フ チ ョ ウ

ヒ メ ギ フ チ ョ ウ

オ オ ム ラ サ キ

ゲ ン ジ ポ タ ル

A日 本 国 内で は,そ こに しか産 しな い種

例 ミヤ ジマ トンボ(広 島県宮 島)

イ イ ジマル リボ シャ ンマ(北 海 道 釧 路)

ヒメチ ャマダ ラセセ リ(北 海道 ア ポ イ岳)

B分 布域 が 国 内若 干地 域 に限定 されて いる種

例 ミヤ マ モ ンキ チ ョウ

ル ー ミス シ ジ ミ

C比 較 的普 通種 で あ って も,北 限 ・南限 等 分 布 限界 に なる産

地 にみ られ る種

例 広 島県 にお け るナ ガサ キ アゲ ハ

静 岡県 にお け る ク ロコ ノマチ ョウ

D当 該 地 域 に お いて 絶 滅 の危 機 に ひん して い る種

E近 年 当 該地 域 にお いて絶 滅 した と考 え られ る種

F業 者 及 び マ ニア な どの乱 獲 の ため,当 該 地 域 で の個体 数 の

著 しい減 少 が心 配 され る種
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1-5-2調 査 事 項

(1)生 息地 の位 置

(2)生 息 環 境,生 息状 況 の概要

(3)保 護 の現 状

1-6調 査 方 法

調 査 は,主 と して既 存 資料 その他 知 見 の収 集 等 に よ り,都 道府 県 単位 で 実施 す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託者 は,調 査 結 果 を 都 道 府 県 を 単 位 と して,下 記 の図 票 に と り ま とめ る。

1-7-1昆 虫類 分 布 図

昆 虫類 の分 布 は,図1-1「 昆 虫類 分布 図 」(以 下 「分 布 図 」 とい う。)に な らい国土 地 理院 発行 の

1/20万 地 勢 図 に表 示 す る。

1-7-2昆 虫類 調 査 票

調 査 した事 項 は,表1-3「 昆 虫類 調 査票 」(以 下 「調 査票 」 とい う。)に と りま とめ る。

0

ゾ ・

4

＼・
O

幽 言引'一 コ
昆虫 類 づi卜布 図(將 定〉

σo ..・ 響

・,ノ

8"

」 〃 ㌔

9"
∫

●33

瀦
錫

　 ド

〃
.厩'・く2∂ レ ん34

..＼.∫.
∂ タ:'ド'8、.

(グ 略.煽 ●甜

観餅 窪197
'都猟

尺 碗

@6b◎ ・・
ゐ2 ,◎o● ●

ノ3一 。 一

ノ4一 一 一

な ● 一 一

ｮ一 一 一

,7一 。 ・

:i

ｮ一 一 一

…

◎ 一 一.

…

8∂ 一 一 一 。

ｮ一 一 一

甲土坤臓

図1-1昆 虫 類 分 お 図'

1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

第2回 自然環:境保全 基 礎 調 査動 物分 布 調 査(昆 虫類)は,実 施要 綱 に よ って お こなわれ た。
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表1-3昆 虫 類 調 査 票

(調 査票 様式)

0

O

抵

糧 コード'

昆 虫 類 調 査 票

(指 標 ・特 定) 艶
名(和 名) 目 生息数

生

息

環

塑叫 ・
生息

状,

泥 .

護
畏
状.

調査着 所属 .氏 る

地 域 石 所 在市町村
市 .町

の

ζ♂99♪

一179一



調査は既存資料を中心とし,必 要に応 じて現地調査,聞 き込みなどを実施 し,可 能な範囲で知見

を収集 した。

1-8-2調 査結果のとりまとめ

調査結果は分布図と調査票に分けて記録された。

分布図は,国 土地理院発行の20万分の1地 勢図に,指 標昆虫と特定昆虫に分けて表示された。た

だ し,生 息地が公表されると乱獲の恐れがある種については,調 査者の判断により,記 載されてい

ない場合もある。

H情 報 処 理

昭和55年 度 は,全 国 レベル で の と り ま とめ を 目的 と して,原 デ ー タの記載 情 報 の磁 気 テープ化作業 と,

指 標 昆 虫 につ い て の分 布 メ ッシ ュ図 の作 成,電 算機 を使 用 した生 育状 況 等 の集 計 解析 を お こな った。 ま

た,原 資料 の保存 の ため,分 布原 図 の マ イ クロ フ ィル ム化 を お こな った。

作 業 の手 順 は 図 皿一1に 示 す と お りで あ る。

皿 一1.入 力 処 理 方 法

今 回 の調 査 は情 報 数 が多 く,そ の 内容 も分 布原 図 と調 査票 の2つ に分 か れて いた ため,集 計 ・解析

にあ た って は両 者 の照合 が 必要 であ り,手 計 算 では 多大 な労 力 を必 要 とす る こ と,お よび 資料 の保存

上 の利 点 を考慮 して,情 報 内容 の磁気 テ ー プ入力 化を お こな った。

入力 に あ た って は,調 査 票 内容,分 布 原 図記 載 内容 を 可能 な限 り正 確 に入 力 す る よ う努 めた。 特 に

分 布原 図 内容 の入 力 に あ た って はで き る だ け小 さな単 位 で入 力 す る こ と,集 計 ・解 析 に あ た って 他 の

関連 情 報 との す り合 せ が可能 で あ る こ と等 を 考慮 して 基 準 メ ッシ ュ(三 次 メ ッシ ュ)を 単 位 と して 入

力 した。

入 力 は分 布図 情 報 と調 査票 情 報 を そ れ ぞれ 別 々にお こ ない,電 算 機 処理 に よ って2っ の情報 を統合

した フ ァイル を作 成 した。

H-1-1分 布 図情 報

分布 図情 報 は,図 葉 ご とに記 載 され た ポイ ン トや くく り線 に調 査 票情 報 との対 照番 号 をつ け た上

で,よ み と りを お こな った。 これ らの地 点 を8桁 メ ッシ ュコ ー ド化 す るに あ た って は,昭 和41年12

月 に行 政 管理 庁 に答 申 され た基 準 メ ッシ ュ シス テムを 用 い た。

(1)地 点 読 み と り作 業

生 息 地点 の読 み とりは,分 布 原 図 に基 準 メ ッシ ュポ リエ ステル フ ィル ム を重 ねて8桁 の メ ッシ

ュ コー ドを読 み とった。 点 で 生 息場 所 が 示 され て い る場 合 は,そ の点 を囲 む三 次 メ ッシ ュ コー ド

を読 み と った。 く くり線 で示 され て い る場合 には,そ の中 に含 まれ る す べて の メ ッシ ュコー ドを

読 み と った。 で き る だけ調 査 票 に記 入 されて い る生 息場 所 と一 致 させ る た め,次 の例 のみ分 布原
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①前年度全国集計表

1ζ8ケタの種番号

をつける 《統一番

号)。各県の種番号

と統一種番号との

対照表を県ごとに

作成す ろ

⑤地図と調査票に対

照番号をつける

⑧ メッ シュ トレー シ

ンゲ紙 を作成 し,

3次 メッ シュナ ン

パ ーを読 み とる

⑨生息状況一覧表を

作成する

(チェックリスト

の役兼用)

⑩ コーデ ィングシー

トに記入

⑪読み合せチェック

(調査票と煕合》

⑫地図照合

分布図

1/20万

調 査 票

① 禰 名 コー ドの統 一

⑤対照番号

付け

調
糞票

下
欄

⑦教育委員会

調査者への

照会

②生息環境,生 息状況,保 護

の現状欄を類型化

上欄

③生息環境1生

息状況の整理,

類型

④保趣の現状の

整理,類 型

⑤対照番号

付け

⑧ メッシ ュ コー

ド読み と り

⑥チ、。ク 既 存

資 料
⑥チ、ツク

⑨生息状況
一覧表作成

⑩ コーデ ィング

⑳チ.。ク

⑫ チ ェック

MT

⑬調査票の 「生息環境

「保獲の現状」欄の

コーディング

チ ヱ ッ ク

カー ドパ ンチ

MT

プロ グラ ム開発

全国分布図

の作成
奥 計

考 察

報告書作成

地域指定の状況等に

ついてのMT,お よ

び必要なデータ奥め

「'O層 一「
`処 理l
L_____J

MT

図 皿一1と りま とめ 作業 フ ロー チ ャー ト
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②調査票上欄の内容

を検対し,類 型区

分 し,コ ー ド化を

はかる。あてはま

るものについては

下欄1ζも記入

③④類型区分に基づ

き,調 査票の区分

をおこなう(記 入

方法検説のこと)

⑥既序資料と調査内

容とをつ き合せチ

ェックする

⑦不明の点等は問い

合せ適正にする

天然紀念物

自然公園

ボランテ ィァ・等

⑬朔査票上欄の類型

化された内容をコ
ーディンゲす る



図 を 一 部修 正 した。

ア くく り線 が 明確 に と じられて い な い場合,

イ1つ の く くり線 によ って,調 査 票 に 記 入 され た場所 が 複数 含 ま れ る場 合,

上2例 で は,調 査票 に記 され た生 息 地 名 を足 が か りに,く く り線 を書 き加 え て読 み と つた。

ウ 調 査 票 内 の生育 地 が分 布原 図 に記 入 されて い な い場 合,

分 布 図 に,点 あ るい は く くり線 を書 き加 え,そ の メ ッシ ュコー ドを 読 み と る ことを した。

H-1-2調 査 票 情報

調査 票 の内容 の うち,生 息 環境 ・生 息 状 況,及 び保 護 の現 状 の欄 は,各 調 査者 が比 較 的 自由 に記

して い る。 そ の ため,そ の 内容 を以 下 の項 目に整理 し,各 生 息地 の記入 欄 と対応 させ た。

(1)「 生 息環 境 ・生息 状況 」の欄 … …環 境 の悪 化 の記 入 が されて いる時,物 理 的,化 学 的改 変 に分

け両 者 に該当 しない記 入 はそ の他 の変 化 に含 め,コ ーデ ィング した。

(2)「 保 護 の現 状 」 の欄 … …昆 虫種 あ るい は生 息地 域 が天 然 記念 物 に指 定 され て い る項 目 と,そ れ

以外 の保 護対 策 の項 目に分 けて コーデ ィ ング した。

ま た,乱 獲 の有無 に関 して も情 報 と して 採用 した。

調 査 票 の 「生 息 環境 の現状 」 の欄 に お いて,重 複 して記 入 されて い る場 合 は,生 息 環 境 の悪 い状

態 の方 の記 入 を コーデ ィング した。

以上 の と り まとめ を行 った うえ で,分 布 原 図 に記 載 され た生 息地 点 との対 照番 号 を 記 入 し,最 終

的 な コーデ ィ ングを行 った。

∬ 一1-3分 布 図 情報 と調査 票情 報 の 統 合

分布 図情 報 と調 査 票情報 が別 々の フ ァイル に分 離 され て収 録 されて い る状 態 で は集 計 ・整 理 に不

便 な た め,電 算 機 処理 に よ って2っ の フ ァイル を統合 し,分 析 用 ファイ ルを 作 成 した。 そ の際,各

県 に よ って 異 な って い る特定 昆 虫 の種 名 コー ド番 号 を4桁 の統 一種 名 番号 に変換 した。

皿 一2.分 布 図 の 作 成

指 標昆 虫10種 にっ い て作 成 した。

分 布 の表 示 は,調 査精 度,生 息 地 が 知 られ る こ とによ る乱 獲防止 等 を考 慮 して,2次 メ ッシュ(2

万5千 分 の1地 形 図 の大 き さに相 当 す る)に よ る表 示 と した。 表示 は,「 現 在 生 息 」 「絶 滅 」 「生 息

情 報 と絶 滅 情 報 の混 在 地域 」 「情 報 は あ ったが,生 息 して いる のか絶 滅 した のか 記載 が な いた め不 明

な地 点 」 に分類 して表 示 した 。
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冨
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皿 一5フ ォ ー マ ッ ト表

(分布 デ ー タ)

io 20 30 40 50 so

昆 虫

80

レコー ド名称

レコード 過

1-1

桁救
ロジ加 轡{ン

フィジカル

文 字 区 分

..

3次

メ ッシュ コー ド

..

8

県

コ

1

ド
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種
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レ

コ
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数
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⑧
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⑲
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桁救
0ジ カル・サ{ン
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県

コ

i

ド

2
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号
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考

1

天の然餐
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種
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1 1
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0

皿一4コ ー ド表 く 昆 虫>

3次 メ ッシ ュ コー ド

「メ ッシ ュ コー ドの付 け 方」(P348)参 照

県 コ ー ド

県 コー ド表(P349)参 照

種 数(整 数型)

実 数

レ コー ド数(整 数型)

記 録 レ コー ド数 の実 数

種 番 号 コー ド

指標種

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

種 名

ム カ シ トンボ

ム カシヤ ンマ

ハ ッチ ョウ トンボ

ガ ロアム シ 目

タガ メ

ハ ル ゼ ミ

ギ フチ ョウ

ヒメ ギ フチ ョウ

オ オ ム ラサ キ

ゲ ン ジボ タ ル

特 定 種

印 刷 の 都合 で省略 した。環 境庁 自然保 護 局 自然 環境調 査 室 も し くは 日本野 生 生物 研 究 セ ン タ

ーま で 照会 ください
。

選 定 基 準

該 当 す る もの に1(そ の種 が指 定 種 で あれ ば相 当 す るカ ラム に1を,特 定 種 で あれ ば,A～Gの

カ ラム に該 当 す る もの に1),そ の他 は ブ ラ ン ク

特 定 種A.日 本 にはそ こに しか壼 しな い と思 われ る種

B.分 布 地域 が国 内 若干地 域 に限 定 され て い る種

C.普 通 種 で あ って も ,北 限 ・南 限 な ど分 布 限界 にな る と思 われ る産地 に分布 す る種

D.当 該 地域 に おい て絶 滅 の危 機 にひ ん して い る種

E.近 年 当該地 域 にお いて絶 滅 した と思 わ れ る種

F.業 者 あ るい は マニ ア な どの乱獲 に より当該 地域 で の個 体 数 の著 しい減少 が 心 配 され る

種

G.環 境 指 標 と して適 当 で あ る と考 え られ る種
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取 扱 い コー ド

コー ド 区 分

1

生 息環 境 の状 態 コー ド

コ ー ド 区 分

1良

2不 良

3破 壊

生 息 数 コー ド

コ ー ド

1

z

3

4

5

区 分
一 いなくなった

+稀

升 少ない

冊 比較的ふつ うに見られる

冊 多い

資 料 の種 類 コー ド

現 認 ・文献 ・聞込 の該 当 す る もの に1,他 は ブ ラ ンク

備 考 コー ド

生 息 数 コー ドに 関 す る備 考,該 当 しな け れ ば ブ ラ ン ク

コ ー ド

1

2

3

区 分

文献や聞き込み等で生息するという情報があったが,再 調査を必要と考え られるもの

上記に関 して,現 時点において生息 していないと考えられるもの

目 撃

天 然記 念物 コー ド

コー ド 区 分

1種 指 定

2地 域 指定

コー ド

1

2

3

区 分

国

県

市町村

その 他の保 護 対 策

コード 区 分

1有 り
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環 境 悪 化 コ ー ド

物理的改変 化学的改変

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

道路建設

森林伐採

植林

観光開発

建物 ・宅地造成

海岸の消失

河川の改修

ダム建設

その他

コー ド

1

2

3

4

区 分

薬剤散布

河川の汚染

海岸の汚染

その他

その他

コー ド' 区 分

その他の改変

乱獲の有無

コー ド

1

区 分

有
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河 川 調 査

目 次

1.調 査 要 綱

五 一1.

1-2.調 査 実 施 者

1-3.調 査 対 象 河 川

1-4.調 査 実 施 期 間

1-5.

1-5-1.

1-5-2.調 査 事 項

1-6.魚 類 調 査

1-6-1.概 要

1-6-2.漁 獲 試 験

1-6-3.

1-s-4.

1-7河 川 改 変 状 況 調 査

互 一7-1.概 要

1-7-2.

1-7-3.

1-7-4.

1-7-5.

1-7-6.

1-7-7.

1-7-8.

1-7-9.

1-7-10.

1-7-11.

j-7-12.

1-8.原 生 流 域 調 査

1-8-1.概 要

1-8-2.

1-8-3.

1-s.

1-9-1.魚 類 調 査 票

調査目的及び調査概要

調査内容及び調査方法

河川等の定義

生息環境調査

魚類調査総括表の作成

調査区間の設定

都府県間の調査分担

水際線の改変状況

河原の土地利用状況

河畔の土地利用状況

河川横断工作物の設置箇所数

取水施設の有無

河川の利用状況

河川環境における不決要因

保全地域の指定状況

鳥獣保護区の設定状況

原生流域の定義

原生流域図の作成

調査結果のとりまとめ

189

189

189

189

189

189

189

190

191

191

194

195

197

19?

19?

199

199

201

203

204

204

204

205

205

205

206

206

206

206

211

212

212



1-9-2.

1-9-3.

1-9-4.

1-9-5.

魚類調査総括票

河川改変状況調査票

河川調査図

原生流域図

212

212

212

212

H.情 報 処 理

皿 一1.フ オー マ ッ ト表

皿 一2.コ ー ド表

213

214



1調 査 要 綱

1-1調 査 目的 及 び 調 査概 要

わが国の河川においては,水 質の悪化にっいて対策が講 じられてきているが,ダ ム等の建設,護 岸

改修,都 市部における河川の埋立 ・暗きょ化等の著 しい改変による生物相の貧困化,住 民の憩の場の

消失等の問題に対処するための継続的体系的調査は,ほ とんどなされていないのが現状である。

このため,本 調査においては,わ が国の河川の自然性の現況及び利用の状況を把握するために,主

として全国の1級 河川の幹川を対象として,魚 類の生息状況及び河岸の改変状況等にっいて調査する。

また,集 水域全体が原生状態を保っている河川(「 原生流域」)は,わ が国ではごくわずか残され

ているにすぎないと思われるため,早 急に保全対策を講 じる必要から,こ れらの地域の摘出を行う。

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 河川 注
1.

別表1「 調査対象河川一・覧」に掲げた河川の河口から上流端までを調査対象とする。

ただし,「 原生流域」の調査は,全 国のすべての河川を対象とする。

1-4調 査 実 施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内 容 及 び 調 査 方 法

1-5-1河 川 等 の定義

(1)こ の調 査 で 「河 川 区域 」 とは,河 川 法 の規 定 に よ る 「河 川 区域」 とす る。

姓)河 川 区域 の境 界 は,建 設 省 地 方建 設 局 の工事 事 務 所(管 理 が都 道 府 県 ま たは市 町村 に委 任 さ

れ て い る場 合 は,都 道 府県 ま たは市 町村 の担 当課)が 保 管 して い る河 川現 況 台帳 の付 属 図面(通

常,縮 尺1/2,500ま た は1/5,000)に 表 示 され て い る。

(2)「 水 際 線」 とは,平 水 位 に お け る水 面 が陸 地 と接 す る部 分 を い う。

(3)「 河 原」 とは,河 川 区域 内 の陸 部 の うち,比 較 的 平担 な部 分 を い う。

(4)「 河 畔」 とは,河 川 区域 の外 側幅100mの 区域 を い う。

(5)「 右岸 」 「左 岸 」 とは,そ れ ぞ れ上 流 か ら下流 に向 っ た呼 称 で あ る。

注1.「 調 査対 象 河 川一 覧 」 は,第2回 自然環 境保 全 基 礎調 査 要 綱(環 境 庁 自然保 護 局,1979)の13

-58～72を 参 照
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(参考)
の 流 水 敷

② 堤 購 疲.

⑦ ・河.・ 凝・

:
L/

λ_一 γ
lI

ほ ロ

ト ～ 曽
..,警fl

② ◎ のi⑦ ②一 →・
聖

1
'

hら な 」.・.

一河畔 1 衰「川客績
/∂1ρ祝噂『楡 →

響≒麺
1-5-2調 査 調 査

(1)魚 類 調 査

投網による漁獲試験を実施 して,魚 類相を調査する。調査地点数については,そ れぞれの都道
注 亀府県

において別表2に 不 した通 りとする。さらに補足のために既存資料の収集 ・整理及び漁協等

からの聞き取りを行い,次 の事項にっいて調査する。

ア 生息する魚種名

イ.漁 獲量

ウ.放 流量

屯 天然繁殖の有無

す 魚類相に関する記録

また,調 査地点の水温,底 質等を調べるとともに,流 量の変動等についても既存資料より調査

する。

注2.「 調 査対 象河 川一 覧 」 は,第2回 自然環 境保 全 基礎 調 査要 綱(環 境 庁 自然 保 護 局,1979)の13
-73～86を 参 照
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(2)河 川改変状況調査

現地確認調査を実施 し,次 の事項にっいて調査する。

ア 水際線の改変状況

イ.河 原の土地利用状況

ウ 河畔の土地利用状況

屯 河川横断工作物の設置箇所数

オ 取水施設の有無

力 河川の利用状況

キ 河川環境における不快要因

(3)原 生流域調査

1000ha以 上の面積を有し,そ の全体が人工構築物,森 林伐採等人為の影響が認められないよ

うな河川の集水域(「 原生流域」)を 摘出する。

1-6魚 類 調 査

1-6-1概 要

注1.(
1)別 表1に 示 す河 川 の幹 川 を対 象 と して,次 に示 す とお り,漁 獲試 験 及 び生 息環 境 の 調 査を行い,

「魚 類 調査 票 」(表1-1)を 作 成 す る。 また,漁 獲試 験 の結 果 を 既存 資 料 の収集 ・整 理及 び漁協

等 か らの 聞 き と りに よ り補 足 し,「 魚 類調 査 総 括 表」(表1-2)を 作 成 す る。

(2)各 河 川 の魚 類調 査 地点 数 は,幹 線流 路 延長 に よ り次 の とお り定 め る。

幹 線 流 路 延 長

75km未 満

75km以 上200km未 満

200km以 上

調 査 地 点 数

5地 点

10地 点

15地 点

ただし,3支 流については,本 流との均衡を考え,鬼 怒川(10地 点),犀 川(5地 点),長 良

川(10地 点)に してある。複数の県を流れる河川については,流 路延長に占める当該県の割合に

従?て,調 査地点数を割り振 った。

(3)上 記の地点数は,調 査対象河川の本流で最低限調査すべき地点数であり,指 定された数以上の

調査地点を設定 したり,支 流まで含めて調査をしてもさしっかえない。

なお,1河 川を2以 上の都府県で分担 して調査する場合,下 流側の県が調査地点数を増やすと,

上流側の県の調査地点番号が変わるので,地点数の変更に当たっては関係都府県間で十分連絡調整

をすること。

(4)河 川の源流部などで,地 形がけわしく,入 谷が困難な場合は,こ れらの区間を除いて漁獲試験

を実施すればよい。

注1.「 調 査対 象河 川 一覧 」 は,第2回 自然環 境 保 全 基礎 調 査要 網(環 境 庁 自然 保 護局,1979)の13
-58～72を 参 照

一191一



表1-1魚 類 調 査 票

○.

魚 ∴黎 噛調 査 票

河'啄 】子 テ目 川 名

繍
鞠
河ロからの捷贈
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0
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6
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8

9
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表1-2魚 類 調 査 総 括 表

河}1慮 薯

○ ○

河1璽1名

oO)81

魚 種1名

ス ナ ゼ ツ メ ・

ア マ コ"

ニ ジ マ ス

イ ワ ナ

ア ユ
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ド ジ'ヨ ウ 類

か ジカ 叛 ω
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1-6-2漁 獲 試 験

漁獲試験は定量的な調査を目指すものではなく,あ くまでも魚類相を調査することが目的なので,

その点に留意 して漁獲試験を実施すること。

したがって,投 網では捕獲できない魚種を捕獲するために,河 川の状態に合わせて適宜,投 網以

外の方法を併用することが望ましい。

また,要 綱では,原 則として投網を使用することになっているが河川の状態によって,投 網を打

つことが困難な調査地点あるいは不適当な調査地点では,投 網を使用せずに,河 川の状態に合った

適当な捕獲方法により漁獲試験を実施 してさしっかえない。

漁獲試験の実施に当たっては必要に応 じて事前に漁業権者との調整をしておくこと。

(1)調 査 地 点

ア 調査地点は,次 の事項に留意しながら設定する。
注2。① 地点数はそれぞれ

の河川ごとに別表2の 魚類調査地点数による。

② 河口と上流端の間に,で きる限り均等に分散するようにする。

③1河 川を2以 上の都府県が分担 して調査する場合には,関 係都府県間で調査地点の位置を

調整する。

④ 湖沼(天 然,人 工)内 での調査は原則として避ける。

⑤ できる限 り投網の打ちやすい場所を選ぶようにする。

(例)
/頼

ノ 雌
鋤4～

上 εち8ノ 碗3 .・oρ}q

盈/紘 ユ 層湖 磁/'＼ ロ

イ.調 査地 点 に は,下 流 側 よ りSt.1,St.2,… … … とい うよ うに調 査地点 番 号 を付 す。(1河

川 を2以 上 の都府 県 で 分担 じて調 査 す る場 合 も,通 し番 号 とす る。)ま た,調 査地 点 の通 称 を

調 べ,調 査 地 点,調 査 地点 番 号 と ともに 「河川 調 査 図」(図1-1)に な らい,国 土 地 理院 発 行

の1/2.5万 地 形 図 に表 示 す る。

戊 調 査地 点 の 「河 口か らの距 離」 を河 川 の流心 線 に沿 って 計 測す る。(単 位 はkmで 小数 第1

位 まで 求 め る。)

屯 調 査地 点(河 床)の 「標高 」 を調 べ る。(単 位 はm単 位 で 求 め る。)

(2)調 査 実 施期 間

調 査 は夏(主 と して7,8月)に 実 施 す る。 た だ し雨後 の濁 りが著 しい期 間 は避 け,平 常 に戻 っ

注2.「 調 査 対 象河 川一 覧 」 は,第2回 自然 環境 保全 基 礎調 査 要 綱(環 境 庁 自然保 護 局,1979)の13
-73～86を 参 照
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た後 に行 うもの とす る。

(3)調 査 内 容

調 査地 点 ご とに,投 網 に よる漁 獲試 験 を 実施 し,次 の項 目 につ いて 調 査す る。

ア 魚種 名:捕 獲 され た魚 種 の標 準和 名(種 レベ ル まで の)を 調 べ る。

イ.捕 獲 数

ウ.最 小 全長 及 び最 大 全 長:単 位 はmmで 計 測 す る。

(4)捕 獲 方 法

捕 獲 には,原 則 と して,投 網 を 使 用す る。 た だ し,投 網 で は捕 獲 で きな い魚 種 を捕 獲 す るた め

に河 川 の状態 に合 わせ て 適宜,投 網以 外 の方 法 を併 用 す る こ とが 望 ま しい。

ア 投 網 の 目合

※目合 の異 な る2種 類 の投 網(網 目の長 さ18
㎜ と12㎜ 程 度 の もの)を 使 用 し,使 用 した投

網 の 目合 を調 査票 に記 入 す る。 また,網 裾 の長 さを 計測(単 位 はmで,小 数第1位 ま で)し,

調 査票 に記 入 す る。

※ 通 称6分 目と4分 目

イ.投 網 の打 数

上 記 の2種 類 の投 網 に つ いて そ れぞ れ,捕 獲 数 が50尾 を越 え るか,ま たは,打 数 が10回 に達

す る まで打 つ。

ウ.投 網 を打 つ 場所

各 調 査地 点 に お いて,で き るだ け多 くの種 類 の魚 を捕 獲す る ため に瀬,淵,岸 辺,流 心等 河　
川 の多様 な状 況 の と こ ろを広 く打 つ よ うにす る。

孟 投 網 以外 の捕 獲 方 法 を用 いた場 合 は,そ の方 法 につ いて,調 査 票 に記 入 す る。

(5)珍 魚,雑 種 等 で,ど う して も種 の 同定 が で きな い魚種 が 捕獲 され た場 合 は,そ の都度,そ の カ
※

ラー写 真 を環 境 庁 あて 送 付 す る こ と。

(※ を購 鷲轡 態で物差し等を添えて撮影する.ま た'写 真裏面に調査地欄 査月日)

(6)調 査 に当 た り,魚 類 の捕 獲 には,漁 協組 合 員等 の協力 を,ま た,魚 類 の同定 に は,専 門 家 の協

力 を得 て実 施 す る もの とす る。

1-6-5生 息環 境調 査

(1)漁 獲試 験 の調 査 地点 ご とに,次 の項 目につ いて 調 査す る。

ア 気 温

漁獲 試 験時 の気温 を測 定 す る。 測 定 は,日 光 の直 射 お よ び周 囲 の放 射 を避 けて 行 う。(単 位

は℃ で小 数第1位 まで 求 め る。)

イ.水 温

漁獲 試 験時 の水温(表 面 水温)を 測 定 す る。 測定 はで き るだ け流 心 付近 で行 う。(単 位 は ℃

で 小 数 第1位 まで求 め る。)

ウ.底 質

現 地 観 察 に よ り,底 質 の状 態 が泥,砂,礫,岩,コ ンク リー トの いず れ に該 当 す るか調 べる。
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な お,瀬 と淵 等 に よ り底 質 の状態 が 異 な る場 合 は,分 け て調 査 票 に記 入 す る。

エ 塩 分

感潮 域 にお いて,漁 獲 試 験 を 実施 す る場合 は 「海 洋 観測 指 針 」(気 象 庁編)の 測 定法 に よ り

漁 獲試 験 時 の 塩分 を 測定 す る。測 定 は で き るだけ流 心 付近 で 行 う。(単 位 は千 分率(%。)で 小

数 第2位 まで 求め る。)

な お,塩 分 を測 定 す るか わ りに,比 重 計 によ り,比 重 を測 定 して もさ しつか え な い。(単 位

は,小 数 第3位 まで 求 め る。)

① 「塩 分 」 とは,海 水1kg中 に含 まれ る固形 物 質 の全 量 をgで 表 わ した もので あ る。 ただ

し,こ の ときす べ て の炭 酸 塩 は酸 化物 に替 え臭 素,ヨ ウ素 を 塩 素 で置 換 え,有 機 物 は完 全 に

酸化 す る。

② 「塩 素 量」 とは,海 水1kg中 に含 まれ る塩 素 ・臭素 ・ヨ ウ素 の全 量をgで 表 わ した も の

で あ る。 た だ し,臭 素 と ヨウ素 は塩素 に置 換 されて い る もの とす る。

③ 「塩 分 」 をS,「 塩 素 量 」 をClと す ると,

S=・0.030+1.8050C1(ク ヌー ツセ ンの式)

④ 「塩 素 イオ ン濃度 」 ≒ 「塩素 量」

(2)調 査地 点 付 近 で,調 査地 点 と状況 が 類似 して い る と思 わ れ る地 点 に お いて,水 温,流 量 に関 す

る資 料 が あれ ば,そ の資料 に よ り次 の項 目につ いて調 査 す る。

ア 夏期 水 温 の 日変 動

夏期(7,8月)に おけ る水 温 の 日変 動(平 均 水温 及 び 日較差 の平 均)を 調 べ る。

イ,夏 期 流 量 の 日変 動

夏期(7,8月)に お け る流 量 の 日変 動(平 均 流 量及 び 日較 差 の平 均)を 調 べ る。

ウ.流 量 の年 変動

流量 の年 変動(最 大 ・最 小 ・平 均 流量)を 調 べ る。

参 考

⑤ 平 均 水温(夏 期)… …7,8月 の2ケ 月間 にお け る 日平 均 水温 の平 均値 。(日 平 均 水温 とは

1日 にお け る水温 の平 均 値 で あ り,1日 の間 に1回 しか測 定 が行 われ て いな い場 合 は,そ の

値 を もって 日平均 水温 とす る。)

⑤ 日較 差 の平 均(夏 期 水 温)… …Z8月 の2ケ 月間 に お け る水温 の 日較差 の平均 値,(水 温

の 日較 差 とは,1日 に おけ る最 高 水温 と最 低 水温 の差 で あ る。)

◎ 平 均 流量(夏 期)… …7,8月 の2ケ 月間 にお け る 日平 均 流 量 の平 均値 。(日 平 均流 量 とは

1日 にお け る流 量(mシsec)の 平 均 値 で あ り,1日 の間 に1回 しか 測定 が行 われ て いな い

場 合 は そ の値 を も って 日平均 流 量 とす る。)

⑥ 日較 差 の平 均(夏 期 流 量)… …7,8月 の2ケ 月 間 に お け る流量 の 日較差 の平 均 値。(流 量

の 日較 差 とは1日 に お け る最 大 流 量 と最小 流 量 の差 で あ る。)

◎ 最 大流 量(年)・ ・… ・1年 間 にお け る最大 の 日平 均流 量 。

① 最 小流 量(年)… …1年 間 にお け る最小 の 日平均 流 量

@平 均流 量(年)… …1年 間 にお け る 日平 均 流量 の平 均 値。
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なお,上 記a～dに ついては,で きるだけ最近の年(で きれば,S54年)の データを採用し,

e～gに っいては,長 年のデータの蓄積がある場合は,過 去5年 間の平均値を求めるものとす

る。

(3)調 査地点の概要として,調 査地点付近でのダム,堰,護 岸等の人工構築物の設置状況,水 草の

繁茂状況,水 質,水 のにごり,土 砂の堆積,水 深等魚類の生息,繁 殖に関係すると思われる事項

について調べる。

(4)調 査地点において調査地点付近の状況を示す写真を撮影する。

1-6-4魚 類調査総括表の作成

漁獲試験の他に,既 存資料の収集 ・整理及び漁協等からの聞きとりを行い次の事項について整理

し,「 魚類調査総括表」(表1-2)を 作成する。

なお,魚 類相の調査に関 しては,魚 類に詳 しい専門家の協力をあおぐものとする。

(1)魚 類相に関する記録

当該河川の魚類相全般についての学術調査等による記録があれば,そ の時,記 録されている魚

種名(原 則として当該都道府県に係る分)を 記入する。

魚類相に関する記録については,可 能な限り過去にさかのぼって数多くの記録を調べること。

また,魚 類相に関 して行われた調査であれば対象がある程度限定されているものであっても

「記録」として採択する。

(2)調 査地点別魚類相

漁獲試験及び漁協等からの聞きとりにより,生 息が確認された魚種を漁獲試験の調査地点別に

整理する。

(3)漁 獲量(年 平均漁獲量)

漁獲統計等により過去5年 間の漁獲量の年平均を魚種ごとに単位はtで 小数第1位 まで調べる。

(4)放 流量(年 平均放流量)

放流されている魚類があれば,過 去5年 間の放流量の年平均を魚種ごとに調べる。卵放流の場

合は単位は 「千粒」,稚 魚(な いしは成魚)放 流の場合は単位は 「千尾」で示す。

(漁獲量,放 流量は,過 去5年 間の合計値を5で 除して,求 めること。)

(5)天 然繁殖の有無

当該河川に現在生息していると思われる魚種にっいて,採 卵,人 工艀化によらず自然の状態で

繁殖 しているか どうかにっいて調べる。

1-7河 川 改 変 状 況調 査

1-7-1概 要

別表 酷 斥す河川の幹川の水際線の改変状況 河原の土地利用状況 河畔の土地利用状況,ダ ム,

堰等河川横断工作物の設置箇所数,取 水施設の有無,河 川の利用状況,河 川環境における不快要因

注1.「 調 査対 象河 川一 覧」 は,第2回 自然 環 境保 全基 礎 調 査要 綱(環 境 庁 自然保 護 局,1979)の13
-58～72を 参 照
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につ い て,次 に示 す とお り既存 資 料(1/25万 地 形 図)に よ る調 査及 び現地 確 認調 査 を実 施 レ 「河

川 改 変 状 況調 査 票」(表1-3)を 作 成す る。

1-7-2調 査 区間 の設 定

河 川 を河 口 よ り流 路 延長1kmご とに区切 り,区 切 られ た各 区 間 を調 査 区間 とす る。 調 査 区間 に

は下 流 側 よ り番 号 を付 す。(1河 川 を2以 上 の都 府県 で 分担 して 調 査す る場 合 も,通 し番 号 とす為)

各 調 査 区間 ご とに1-7-4以 下 の項 目にっ いて調 査 す る もの とす る。

なお,調 査 区 間 の設定 に際 して は,次 の こ とに留 意す る。

(1)流 路 の途 中 に,湖 沼 が あ る場 合,湖 沼部 分 の流 路延 長 は,流 心線 に沿 って 計測 す る。

(2)網 走 湖,十 三 湖,小 川 原湖,穴 道湖,中 海 にっ いて は,「 湖 沼調 査 」 を実施 す るので,調 査 区

間 は 設 定す るが,当 該 湖 沼 部分 で は,河 川 改 変 状況 調 査 は行 なわ な い。

q殉

.藷縛 ≒
l/隔 二職細 紛

涜lb畿

(3)最 上流 端 の 区間 に つ いて は,区 間延長 がlkm未 満 で あ って も,1調 査 区 間 とす る。

また,調 査 区間 の 区切 り線,調 査 区間 番 号 を 「河 川調 査 図 」(図1-1)に な らい,国 土地 理 院

発 行 の1/2.5万 地 形 図 に表示 す る。

1-7-5都 府 県 間 の調 査分 担

調 査 区 間 にっ いて は,河 ロ よ り流 路延 長1kmご とに区 切 って ゆ くので あ るが,1河 川 を2以 上

の都 府 県 で分 担 して調 査す る場 合,関 係 都府 県 間 で調 査 区 間 に ズ レが生 じな い よ うにす る ため,下

流 側 の県 は,で きる だけ はや く調 査 区間 を設 定 し,上 流側 の県 との調 査 分担 の区切 りにつ いて,上

流 側 の 県 に連 絡 す る こ と。

上 流側 の県 は,下 流側 の県 か ら連絡 され た調 査分 担 の区切 りの位 置 よ り流 路 延長1kmご とに河

川 を 区 切 り調 査 区間 を設 定 す る こ と。
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1-7-4水 際線 の改変 状 況

(1)

郭貧屡何
あ!o.39

'

i

i

一 一!'二 ..,一 「r一 幣 噛 …'璽'崩讐一

騨
鹸6蘇
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肱 」以 ・ ハ!037

「
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え

江

禾
x
愛

=

:
コ

t

1

　 コリへ、一 一一～ ○ く二)}q

を 、4県と 診県 〃調 査 命 但 の 〔ζ切1ノ と寸 る。

水際線の改変状況を表1-4.のとおり区分し,それぞれの調査区間において,各 区分ごとの合計延

長の10分比を求める。この場合,右 岸と左岸のみを計測 し,中洲については,計測しないものとする。

水際線の改変状況区分の判定は,要 綱の定義を厳密に適用するものとする。すなわち,平 水位

における水面と,護 岸等工作物とが接 していなければ護岸未設置として区分する。

表1-4水 際線の改変状況区分

水 際 線 が コン ク リー ト護 岸,石 積 護 岸,

矢 板 等 の工 作物 で 構成 されて いる。

器 揃ヂ
ロト

ヘ ハ

.一♂;参r

水際線が上記の工作物によって構成されていない。
がけ 地 で あ る。

がけ 地 で ない。

㈱

㈲

が け地 とは,傾 斜30。 以上,高 さ3m以 上 の傾斜 地 を い う。

訪 査 区 町

　
、

、 ②,'、'
ノ ゴ

、 ・.の,・.＼構多議 ミ±
oノ

ノ タも
の

の ・

＼

① ～③ の各 区分 ご との合 計 延長 の10

分 比 は,右 岸,左 岸 を合 せ た水 際 線

の総 延長 を10と し

Q:Q:Q=3.2.5

(10分 比を求める場合は,現 地を確認のうえ,地 形図上で目分量により求めること。)

(2)水 際 線 の改 変状 況 の調 査 で,が け地 か が け地 で な いか の判 断 は次 の例 のよ うに行 う。
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例1)

ノ 分く味 線 ヵ、ら す 禽 が'け}ヒ

と な つ て い ゐ θ

一 一r》 一 一'

カ・'け'メと

母
区.分 書が"け ・地 であ ゐ 。

(例2)

争

塁≡≡董 董碁 ヲ_一 』一 一一
河、原 がけう也

氷 際 線 ℃ヵ野 弛 あ面 に わ ず が

に 源,・ あ ゐが 貿 ンフ・穿 の剥

用 万、ぐて瓢ぎわ 孝望ノ隻:のノ孟ス!,、のリ8ま・7転:し、.

尋
、ヨL今 ・8ヵ 、・5ナ メに(・ あ ゐ

(例3)

〆

　 　ソ　 　
ノ「「原 か"げ'メ之

(3)枝 川の合流部においては,次 の点に留意 し調査を行 うこと。

ア 水際線の改変状況の調査は図例の(<ll>)の 部分について行う。・

花 河原の土地利用状況の調査は,図 例の 吻 のうち平担な部分について行 う。

(提 防敷,が け地 は河原 には 含 め ない。)

ウ。 河 畔 の土 地 利 用状 況 の調 査 を行 う場合,枝 川 部 分 は 「自然地 のそ の他 」 と考 え る。

屯 図例 の よ うに,河 川 区域 内に あ る堰 で も,枝 川 側 に 設置 されて いる ものは,河 川 横 断工 作 物

と して カ ウ ン トしな い。
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河川区域

1-7-5河 原の土地利用状況

1調 査区間

河 原 の土 地 利用 状況 を表1-5の とお り区分 し,そ れぞ れ の調査 区 間 に お いて,各 区分 ごとの合 計

面 積 の10分 比 を求 め る。 この場 合,中 洲 の部分 につ いて も計 測 す る もの とす る。

(10分 比 を求 め る場合 は,現 地 を 確認 の うえ,地 形 図上 で 目分量 に よ り求 め る こ と。)

な お,調 査 区間 にお いて,右 岸,左 岸 及 び 中洲 の いず れ にお いて も,幅100mを 越 え る河原 がな

い場 合 は,当 該調 査 区間 で は,河 原 の土 地 利用 状 況 の調 査 も実施 しない。(調 査 区間 内 で ほん の一

部 で も,幅100mを 越 え る部分 が あれ ば,調 査を 実施 す る。)

表1-5河 原 の土 地 利 用状 況 区分

自

然

地

砂礫地または荒原地

背丈の低い草地

背 丈 の高 い草地(ア シ,オ ギ,ス ス キ等)

樹 林 地

農 業地(水 田,畑,果 樹 園 等)

未利用造成地(河 川改修等に伴い高水敷が造成されているが,施 設的土地利用,農 業的土地利

用はなされていない。)

施 設 的土 地利 用 地(自 動 車 教 習 場,ゴ ル フ場,グ ラン ド,公 園,広 場 等 の施 設 的 な土地 利 用が

な され て い る。 宅地 等 も含 む。)
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1-7-6河 畔の土地利用状況

河畔の土地利用状況を表1-6の とおり区分し,各調査区間において,右 岸,左 岸別にそれぞれ,河

畔がいずれの区分に該当するかを調べる。

1調 査区間の片側の河畔において,2以 上の土地利用がなされている場合は,最 も大きな面積を

占めている土地利用を,当 該河畔の土地利用状況区分 とする。

表1-6河 畔の土地利用状況区分

自 然 地(樹 林地,自 然草地,湿 地等自然が人工によって著 しく改変
されていないで自然の状態を保持している土地)

樹 林 地

そ の 他

農 業 地(水 田,畑,放 牧地,果 樹園等の農業的な利用が行われている土地)

夏街地あ工業駕(難 王叢務地・工場・廃棄物処理場・遊園地等都市的な利用が行われ)

・1-7-7河 川 横 断工 作 物 の設 置 箇 所数

ダム,堰,床 固,水 門,間 門等 の河川 横 断 工作物(橋 梁 を除 く)を 表1-7の とお り区分 し,そ れぞ

れ の調 査 区間 に お いて,各 区 分 ごとの設 置 箇所 数 を求 め る。 な お ,聞 門 にっ いて は,間 門一 室 を も

って1基 とす る。

ま た,堰 堤 部 の高 さ15m以 上 の ダム を チ ェ ック して お く。

表1-7河 川 横 断工 作物 区 分

魚 の 潮 上 可 能

魚 の 潮 上 不 可 能

魚 道 有

魚 道 無

魚 道 有

魚 道 無

(注)北 日本 にお い て は,主 と して サケ,サ ク ラマ スが 潮 上で きれ ば ,

潮 上可 能 と し,西 日本 に お いて は,主 と して アユ が 湖 上で きれ ば,

潮 上可 能 とす る。潮 上可 能 性 の判 断 につ いて は 漁協 か らの聞 き と り

等 に よ り行 う。

ま た,魚 道 が設 置 されて い るに もか か わ らず,魚 の潮 上 が不 可能 な河 川 横断 工 作物 があ る場合 は

そ の原 因 が次 の いすれ に該 当 す るか を調 べ る。

構造上の問題

管理上の問題

魚道の勾配が急すぎる等,魚 道の構造上の欠陥による。

水を 流 して い な い,土 砂 が つ まっ たま まで あ る等,魚 道 の管 理 上 の問題 に よる。

1-7-8取 水施設の有無

それぞれの調査区間において,取 水施設の有無を調べる。

この調査で 「取水施設」 とは,河 川を横断する工作物を設けて取水する施設であって,か つ当該
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施設 の下流 部 分 の水 量 を 著 し く減少 させ る もの を い う。 発電 ダ ム の よ うに,取 水 した水 を,ふ た た

び放 水 す る もの で あ って も,ダ ム下 流 部 のか な りの範囲(1km程 度 以 上)に わた って 水量 を著 し

く減少 させ る もの は 「取 水施 設 」 とす る。

1-7-9河 川 の利 用 状 況

それ ぞ れ の調査 区間 の 河川 区 域及 び河畔 にお いて,次 に掲 げ る利 用状 況 が 見 られ るか ど うか につ

いて調 査す る。

(1)風 景探 勝(遊 歩 道)

(2)キ ャ ンプ

(3)温 泉

(4)ボ ー ト

(5)川 下 り

(6)常 設釣 場

年間 を通 じ,河 川 を区 切 って 釣場 が 設 け られ た もの とす る。

また,漁 業 権 を 持 つ漁 協 等が 入 漁料 を徴 収 して釣 りを させ て い る場 合 は,「7.漁 業 」

が行 われて い る もの とす る。

(7)漁 業

そ の他 に,顕 著 な河 川 の利 用 が見 られ る場合 は,'調 査票 に記 入 す る。

河 川 の利 用状 況 につ い て は,当 該 調 査区 間 で そ の利 用 が一 般 的 に見 られ る ものか ど うか を調 査 す

る もの と し,ま れ に しか行 われ な い利 用 は記 入 しない。

1-7-10河 川 環 境 に お け る不快 要 因

「河 川環 境 に お け る不快 要 因」 につ いて は,不 快 と感 じる者 が誰 で あ るか が重要 な点 な ので,で

きる だけ都 道府 県 の 自然保 護 課等 の職員 が 調 査 に当 る こ と。 調 査 時期 は夏 とす る。

(1)水 の に ご り

(2)水 面上 の ア ワ

(3)河 川 の悪臭

(4)河 川区 域 内 の ゴ ミ ・残 材

(5)砂 利 採 取

(6)河 畔 の道 路 法 面

(7)水 量 の少 な さ

(8)渇 水 時 の露 出 した ダ ム湖岸

その他 に,河 川 環 境 に お いて非 常 に不 快感 を生 じさせ て い る事例 が あれ ば,具 体 的 に調 査票 に記

入 す る。

1-7-11保 全 地 域 の指 定状 況

そ れ ぞれ の調 査 区 間 の河川 区域 に お いて,自 然公 園,自 然 環境 保 全 地 域等(以 下 「保全 地域 」 と

い う。)が 指 定 され て い る場 合 には,そ の地 域地 区区 分を 示 す。2以 上の地域地 区 区分が ある場 合 は

そ のすべ てを 示 す。
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表1-8保 全地域の地域地区区分

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自然公園

特 別 保 護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別保 護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生自然環境保全地域

自然環境保全地域

県 自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

1-7-12鳥 獣保護区の設定状況

当該湖沼の区域,島 及び湖岸のそれぞれにおいて,鳥 獣保護区の設定状況を調べ,次 により区分

する。

表1-9鳥 獣保護区の設定状況区分

鳥獣保護区の設定がない。

鳥獣保護区の設定がある。
特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指定がある

1-8原 生 流 域 調 査

1-8-1概 要

全 国 のす べ て の河川 を 対象 と して,次 に示す とお り,既 存 資料 に よる調 査 を行 い ,原 生流 域 を摘

出す る。

1-8-2原 生 流域 の定 義

この調 査 で 「原生 流 域」 とは,次 のす べ て の要件 に該 当 す る河 川 の集 水域 で あ って ,そ の面 積 が

1000ha以 上 の ものを い う。

この調 査 は,1000ha以 上 の面 積 を有 し,全 体 が 人工 構築 物 ,森 林 伐 採等 の人 為 の影 響 の認 め ら

れ な い河 川 の集水 域 が どこ にあ る のか とい うこ とを調 べ よ うとす る もので,1級 河川,2級 河 川等

に限 定 して調 査 をす る ので は な く,全 国 のす べて の地 域 を対 象 とす る。

(1)集 水域 内で河 川改 修 工 事,砂 防 工事 が行 われ て いな い こ と。

(2)集 水域 内 に人 工構 築 物(建 築 物,車 道,各 種 工作 物)が 存在 しな い こ と。 ただ し,標 識,測 量

杭 等 の軽 微 な工 作物 及 び登 山道,踏 み分 け道 等 に限 定 し,側 溝 な どを伴 な う歩道 の よ うにか な り
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手を入れて作った歩道は認めない。

(3)集 水域内で森林の伐採(皆 伐,択 伐),土 石 ・鉱物の採取 ・水面の埋立,土 地の形状変更等の

人為の影響が認められないこと。(過 去に択伐等による森林の伐採が行われていたが 現在は

行われて お らず,ほ とんど自然の状態に復元 している森林などは,人 為の影響が認められない

と判断 してさしっかえない。)

原生流域を摘出する際,集 水域のとり方は,次 の例のようにする。

(そ れぞれの⑫ の部分で1…h・ 以上の面積を有するものが,そ れぞれ原生瀬 に該当す)

る。

噂斜 線 の向 きが異 な るハ ッチ は別 々の集水 域 と考 え る
。

(例1)
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1-8-5原 生流域図の作成

原生流域を 「原生流域図」(図1-2)に ならい,国 土地理院発行の1/5万 地形図に図示する。

また,原 生流域に保全地域の指定がなされている場合には,次 により地域地区を図示する。

地 域 地;区 区 分 コ ー ド

保 全 旭 域覧石

旦9.隙 生 流 ♪看「雇=:

2一玉歪9川 購.罷 、

原 生 流 域1図

有 ぼ 山・

i「調=査嫉li?四1

塵塑 県ioo.i墨

OO・ 国 立 公 園.

/!l柵i
!i}量

Ii

'O

O

パ0.2

0

0

○
'3ぎOOOo
一

回士地埋院

右

ヒ

じ

原 生癒域 に該当

すろ勲 く域 ・

紫{邑のセ鉛筆で表示、

原生ヲ菟威;号

＼オ旨艶 で彩色

図1-2原 生 流 域 図

一211一



地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自然公園

特別保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自然 環 境 保 全地 域

自然環 境保全地域

県自然環境保全地域

特 別 ・地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

指定色

澄 色

ピン ク色

水 色

澄 色

ピン ク色

水 色

ピン ク色

水 色

榿 色

ピン ク色

水 色

ピン ク色

水 色

色 鉛 筆 の 指 定

三 菱 ポ リ カ ラ ーNα7500-4

〃 13

〃 8

〃 4

〃 13

〃 8

〃 13

〃 8

〃 4

〃 13

〃 8

〃 13

〃 8

原生 流 域 につ いて,河 川名,流 域面 積,関 係 す る市 町村 名,保 全 地 域 名,植 生 の概要 等 を調 査 す

る。

1-9調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査 結 果 を下 記 の 図票 に とり ま とめ る。

1-9-1魚 類 調査 票

調 査 事項 を,「 魚 類 調 査票 」(表1-1)に と りま とめ る。

1-9-2魚 類 調査 総 括表

調 査 事項 を,「 魚 類 調 査総 括 表」(表1-2)に と りま とめ る。

1-9-5河 川 改変状 況調 査 票

調 査 事項 を,「 河 川 改 変状 況 調 査票 」(表1-3)に とり ま とめ る。

1-9-4河 川 調 査 図

河 川 区域,魚 類調 査 地点,河 川 改 変 状況 調 査 の調 査 区間 を 「河 川 調 査図 」(図1-1)に な らい,

国 土 地理 院 発 行 の1/2.5万 地 形 図 に表 示す る。

1-9-5原 生 流域 図

調 査 した結 果 を,「 原 生 流 域 図」(図1-2)に な らい,国 土 地 理 院 発行 の1/5万 地形 図 に表 示

す る。

一212一



皿 一1フ ォ ー マ ッ ト表 河 川

レコー ド名豚

レコー ド 遷

1-1

桁数
0ジ 動膨・サ{ン

フィジカル

文 宇 区 分

10
・ ● ●

河
川

番

号

4

県
コ

1

ド

z

20
o・ ・

河
川

延

長

4

調

査

地

数

z

流
入

海

域

3

30 as

河川 名(カ ナ)

15

sa

調
査
区
間
長

3

10

種数

4

so

Filler

96●o電ro■8,ρ9の ψu8D,● ● ● ● ■ ● ● ● ●o● ● ● ●o・

43

1

日
ね

1

レコー ド名称

レコード縁遷観書号

1-2

桁数
ロジ筋 轡イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

調
査
地
点
番
号

z

20 30 40
o●

河 口

か らの

距 離

4

椋 高

4

50 60 70

左 に 同 じ

10

左 に同 じ

is

左 に 同 じ

10

10

左 に 同 じ

10

左 に 同 じ

10

左 に 同 じ

10

9● ● ●

左 に同 じ

io

zo 30 40

レコoド

レ戸噛 ド毎埋続8号

1-3

桁数
ロジ加 ・燈 イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

50 60 70 so

魚 種

コー ド

● ●o●

5

樋の 有 無Oor1

921倒 ④

iii
ll;

U U ⑦ ⑧⑨

3

2

8

1⑪i⑫⑬i⑭i
,lll

15

放

流

の

有

無

1

　

鋒
蓼嘉

1

Filler

58
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H-2コ ー ド表 く 河 川 〉

河 川 コー ド

調 査対 象 河川 リス トに準 じ順序 づ け たが,枝 番,追 加 河 川 を考 慮 した4ケ タ コー ドで あ る。

コ ー ド

ooao

OO30

0040

0050

0010

0060

0070

00so

OO90

0izo

O130

0100

0110

0140

0210

0220

0230

0240

0250

0330

0340

0350

0352

0360

0370

0380

0390

0400

0410

河 川 名

渚 滑 川

湧 別 川

常 呂 川

網 走 川

天 塩 川

留 萌 川

石 狩 川

尻 別 川

後志利別川

釧 路 川

十 勝 川

鵡 川

沙 流 川

岩 木 川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

荒 川

阿 賀 野 川

信 濃 川

犀 川

関 川

姫 川

黒 部 川

常 願 寺 川
'
神 通 寺川

庄 川

コ ー ド

0420

0430

0440

0590

0620

0s70

0680

0690

0700

070

0720

0730

0740

0150

0160

0170

0180

0190

0200

0260

0270

02so

O282

0290

0300

0310

0320

0450

0460

河 川 名

小 矢 部 川

手 取 川

梯 川

由 良 川

円 山 川

九 頭 竜 川

北 川

千 代 川

天 神 川

日 野 川

斐 伊 川

江 の 川

高 津 川

高 瀬 川

馬 渕 川

北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿 武 隅 川

久 慈 川

那 珂 川

利 根 川

鬼 怒 川

荒 川

多 摩 川

鶴 見 川

相 模 川

狩 野 川

富 士 川

コ ー ド

0470

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0540

0542

0550

0560

0570

0580

0650

0660

0600

0610

0630

0640

0750

0760

0770

0780

0790

0soo

O810

0sao

O830

0s70

河 川 名

安 倍 川

大 井 川

菊 川

天 竜 川

豊 川

矢 作 川

庄 内 川

木 曽 川

長 良 川

鈴 鹿 川

雲 出 川

櫛 田 川

宮 川

紀 の 川

新 宮 川

淀 川

大 和 川

加 古 川

揖 保 川

吉 井 川

旭 川

高 梁 川

芦 田 川

太 田 川

小 瀬 川

佐 波 川

吉 野 川

那 賀 川

物 部 川

コ ー ド

osso

O890

0840

0850

0sso

O900

1050

1060

1070

1090

0910

1020

1030

1040

0920

0930

0940

0950

0960

0970

0980

0990

1000

1010

1080

1100

※

河 川 名

仁 淀 川

四 万 十川

土 器 川

重 信 川

肱 川

遠 賀 川

五 ケ 瀬 川

小 丸 川

大 淀 川

肝 属 川

山 国 川

大 分 川

大 野 川

番 匠 川

筑 後 川

矢 部 川

松 浦 川

六 角 川

嘉 瀬 川

本 明 川

菊 池 川

白 川

緑 川

球 磨 川

川 内 川

浦 内 川

順 不 同

県 コ ー ド

県 コー ド(P349)参 照

河 川 延 長(整 数 型)

都 道 府 県 単位 に該当河 川 の 延長 キ ロ数 を記 載 した。 す な わ ち2県 に またが る場 合 は1県 ず つ県 内

の延 長 を 記載 す る ことで あ り,当 該 河川 の総 延長 は河 川 番号 に よ って2県 分 を 合算 す る こ ととなる。

(㎞ 単 位)
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調 査地 点 数(整 数 型)

河 川 調査地 点 の 当該 都道 府県 内分 に ついて 地点 数 を記載 した。

流 入海 域 コー ド

海 域 コー ド(P372)参 照 の こと

河川 名(文 字型)

カナ

調 査区 間 長(整 数 型)

(㎞単位)

魚種 数(整 数型)

調 査地 点番 号(整 数 型)

河 口か らの通 し番 号(調 査県 が変 わ って も同 じ番 号)

最 大値15ま で の 番 号。 フ ォー マ ッ ト表 中 の種 の有 無 ① ～ ⑮ に対 応 してい る。

河 口か らの距離(整 数 型)

調 査地 点 の河 口か らの距 離(0.1km単 位)

標 高(整 数型)

調 査地 点 の河 床 の標 高(単 位m)

魚種 コー ド

原 色 魚類 検索 図鑑(阿 部宗 明著)に おけ る魚 類体 系 に準 じ科 コー ドを 設定 し,出 現 魚 種 コー ド(3

桁 の科 コー ドにっ つ く2桁 の種 コー ドの組 み合 わせ)を 設 定 す るσ種 コー ド(2桁)の うち00～59

は淡 水魚 コ ー ドと し,60～99は 海 童魚 と した。 な お,淡 水魚 と海 産 魚 の 区分 に つい て は,原 色 淡 水

魚 図 鑑(中 村 守 純)に 集 載 され る もの を 淡水 魚 と し,そ の 他 は 海 産 魚 と した。

科

コード

001

002

003

004

005

006

007

oos

009

010

科 名

ヤツ メ ウナギ

シユ モ クザ メ

ホ シザ メ

ア カエ イ

チ ョ ウザ メ

ハ イ レ ン

カ ライ ワ シ

ギス

コ ノ シ ロ

ウ ル メ イ ワ シ

種' 魚 種 名

コード

00

0f

oa

61

61

61

62

63

64

01

01

Ol

81

01

02

61

ヤツ メ ウナ ギ類

カ ワヤ ツメ

ス ナヤ ツ メ

シユ モ クザ メ

ドチザ メ

ア カ エ イ

ズ ク エ イ

ヒ ラ タ エ イ

ツバ ク ロ エ イ

'チ
ョウ ザ メ

ハ イ レ ン

カ ライ ワシ

ギ ス

コ ノ シ ロ

ドロ クイ

ウ ル メ イ ワ シ

科

コード

011

012

013

科 名

ニ シ ン(イ ワ シ)

カ タ クチ イ ワシ

サケ

種

コード

01

61

62

of

O2

of

O2

03

04

05

0s

O7

08

09

10

11

魚 種 .名

.ニシ ン

マ イ ワ シ

サ ッパ

カ タ クチ イ ワ シ

エ ツ(マ エ ツ)

イ トウ

カ ワ マ ス

ゴ ギ

ア メ マ ス

エ ゾ イ ワ ナ

オ シ ョロ コ マ

イ ワナ

ニ ジ マ ス

ブ ラ ウ ン トラ ウ ト

カ ラ フ トマ ス

ヒ メ マ ス
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科

コード

014

015

ors

017

ois

019

ozo

021

022

023

科 名

ア ユ

ワカ サギ

(キ ュウ リウオ)

シ ラ ウオ

ニ ギ ス

ヒメ

エ ソ

ア オ メ エ ソ

ハ ダ カイ ワシ

ミズ ウオ

コ イ

種

コード

12

13

14

15

16

1?

18

01

01

02

03

04

05

01

02

03

04

61

61

61

62

63

61

61

61

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

魚 種 名

サ ケ

マ ス ノ スケ

イワ メ

サ ク ラマ ス

ヤ マメ

ビワマス(ア メノウオ)

ア マゴ

アユ

シ シ ャモ

キ ュウ リウ オ

チ カ

ワカサ ギ

イ シカ リワカサ ギ

ア リア ケ シ ラウオ

アリアケヒメシラウオ

シ ラウオ

イ シカ ワ シ ラウオ

ニ ギ ス

ヒ メ(ホ ト トギ ス)

マ エ ソ

トカゲ エ ソ

オ キ エ ソ

ア オ メ エ ソ

ハ ダカ イ ワ シ

ミズ ウオ

コイ類

ムギ ツク

タモ ロ コ

ホ ンモ ロ コ

イ トモ ロコ

ス コモ ロ コ

ニ ゴイ

ズナ ガ ニ ゴ イ

ヒガイ

ツチ フ キ

カマ ツ カ

ゼ ゼ ラ

モ ツ コ

シナ イモ ツ ゴ

ヒナ モ ロ コ

科

:}一ト

一216一

科 名
種

コート

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

54

55

51

魚 種 名

カ ワバ タモ ロ コ

マルタ(ジュウサンウ塀)

ウケ グチ ウグイ

ウグ イ

エ ゾウ グ イ

ヤ チ ウグイ

ア ブ ラハ ヤ

タカハ ヤ

ア オ ウ オ

ソ ウギ ョ

ハ ス

オ イ カ ワ

カ ワム ツ

ワ タカ

コ ク レン

バ クレン(レ ンヒー)

コイ

キ ンブ ナ

ギ ンブ ナ

ナガ ブナ

ニ ゴ ロブ ナ

ゲ ン ゴ ロウ ブナ

ヤ リタナ ゴ

ア ブ ラボ テ

ィ タセ ンパ ラ

カネ ヒラ

イ チ モ ンジ タナ ゴ

タ ナ ゴ

ア カ ヒレタ ビラ

シ ロ ヒゲ タ ビ ラ

セ ボ シ タ ビラ

ゼ ニ タナ ゴ

カ ゼ トゲ タナ ゴ

タイ リクバ ラタナゴ

ニ ッポンバ ラタナゴ

ウ グ イ類(ハ ヤ類)

スイゲ ンゼニタナゴ

キ ンギ ョ(ヒ フナ)

タ ビラ類

ニシキゴイてコイ)→@



科

コート

024

025

oas

027

02s

029

030

031

032

033

034

035

036

03?

038

039

科 名

ドジ ョ ウ

ナ マ ズ

ゴ ン ズ イ

ギギ

カワヘビ(タナウギ)

ウ ナギ

ア ナ ゴ

ハ モ

ウ ミ ヘ ビ

ウツ ボ

ダツ

サ ンマ

サ ヨ リ

トビウ オ

メ ダ カ

カ ダヤ シ

種

}ト

52

53

00

01

02

03

04

05

06

07

00

0f

O2

61

01

02

03

04

01

Ol

O2

60

61

62

61

61

61

62

61

62

61

01

02

61

62

01

02

01

魚 種 名

フ ナ類

マルタウグイ→マルタ

ヘラブナーゲ ンゴロウブチ

モロコ類 タナコ類 ⑯

ドジ ョウ類

ドジ ョウ

フ ク ドジ ョウ

エ ゾ ホ トケ

ホ トケ ドジ ョウ

ア ユ モ ドキ

ス ジ シ マ ドジ ョ ウ

シ マ ドジ ョ ウ

ナマ ズ 類

ナ マ ズ

ビワ コオ オナ マ ズ

ゴ ンズイ

ア カザ

ネ コギ ギ

ギ バ チ

ギギ

タ ウ ナギ ●

ウナ ギ

オオ ウナギ

ア ナゴ類

マ アナ ゴ

ク ロ アナ ゴ

ハ モ

ダイ ナ ンウ ミヘ ビ

ウツ ボ

トラウツ ボ

ダツ

テ ンジ ク ダツ

サ ンマ

サ ヨ リ

ク ル メサ ヨ リ

トビ ウオ(ホ ン トビ)

ホ ン トビ

メ ダ カ

タ ップ ミ ンノー

カ ダヤ シ

科

コート

040

041

042

043

044

045

046

047

048

049

050

051

052

053

054

科 名

イ トヨ(ト ゲ ウオ)

ヨ ウ ジウオ

ヤ ガ ラ

マツ カサ ウオ

プ リソデ ウオ

マ トウダ イ

トウ ゴ ロ ウ イ ワ シ

ボ ラ

カ マ ス

トウユウ(キノボリウオ)

勧 ㌃ ドジ。ウ)

シイ ラ

サバ

タ チ ウオ

ア ジ

種

コート

02

01

02

03

04

05

06

61

62

63

61

62

61

61

61

62

61

62

63

64

01

02

01

02

01

01

02

61

60

61

62

61

01

60

61

62

63

64

65

66

魚 種 名

グ ッ ピー

イ トヨ

ハ リ ヨ

ト ミ ヨ

エ ゾ トミ ヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

ム サ シ ト ミ ヨ

ヨ ウ ジ ウ オ

ヒフ キ ヨウ ジ

a

タ ツ ノ オ トシ コ

ア カヤ ガ ラ

ア オヤ ガ ラ

マ ツ カサ ウオ

サ ケ ガ シ ラ

マ トウダィ

カガ ミダイ

トウゴ ロウイ ワシ

ギ ン イ ソイ ワ シ

ムギ イ ワシ

イソイワシ(ナメノハナ)

ボ ラ

メナ ダ

カマス(ア カカマス)

ヤ マ トカ マ ス

チ ョウセ ンブ ナ

ン シ ョ

(ラ イ ヒ ー)

カ ル ム チ ー

シ イ ラ

サバ 類

マサ バ

ゴマサバ

タチ ウオ

ギンガメアジ(ナガエバ)

ア ジ類

マル ア ジ

マア ジ

メア ジ

シマ ア ジ

カイ ワ リ

イ トヒキ ア ジ
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科

コード

055

056

057

058

059

oso

061

osa

063

064

065

066

067

068

069

科 名

ヒイ ラギ

ギ ンカ ガ ミ

ス ギ

ゴ ボ シ ダイ

イ ボ ダ イ

テ ンジ ク ダイ

ム ツ

ユ ゴ イ

ハ タ(ス ズキ)

マツ ダ イ

フ エ ダ イ(タ ル ミ)

シマイサキ(シマイサキ)

イ サ キ

メイチ ダイ

タ イ

種

コート

6?

68

69

70

71

of

61

62

61

61

61

61

61

62

63

61

01

61

01

02

03

61

62

63

64

65

66

67

68

61

01

02

61

01

02

61

62

63

61

of

魚 種 名

ヒラマサ

カ ンパ チ

ブ リ

ブ リモ ドキ

イケガ ツ オ

ヒイ ラギ

ヒメ ヒイ ラギ

オキ ヒイ ラギ

ギ ンカガ ミ

スギ

ハ ナ ビ ラウオ

イ ボダ イ

テ ンジク ダ イ

ク ロイ シ モチ

ネ ンブ ツ ダイ

ム ツ

ユ ゴイ

ギ ンユ ゴ イ

オ ヤ ニ ラ ミ

スズ キ

ヒラス ズキ

ア ラ

イ シ ナギ

ア カハ タ

アオハ タ

クエ

マハ タ

ノミノクチ(ホシハタ)

コモ ンハ タ

マ ツ ダイ

ナ

コ マ フ エ タ イ

オ キ フ エ ダ イ

ヨ コ ス ジ フ エ ダ イ

シマ イ サキ

ヤガタイサキ(コ トヒギ)

イサ キ

コ シ ョウ ダイ

ヒゲ ダイ

メイ チ ダイ

ク ロダ イ

科

コート

070

071

072

073

074

075

07s

077

07s

079

080

081

os2

083

084

085

科 名

メ ジナ

ゴ ク ラ ク メ ぐ"ナ
ス ズ ミ

ク ロサギ(マ マ ギ)

ニ ベ

イ シ ダイ

ヒメ ジ

タカ ノハ ダ イ

キ ス

ハ タ ハ タ

ツ バ メ コ ノ シ ロ

トラギ ス

ノドクサ リ(ネズッポ)

イ カナ ゴ

シ ワイ カナ ゴ

ヘ ビギ ンポ

イ ソギ ンポ

種

コート

02

61

62

63

64

61

62

61

61

62

61

62

63

61

62

61

62

61

62

61

62

61

61

61

61

62

63

64

65

66

61

61

61

60

61

62

63

64

65

66

魚 種 名

キヂ ス(キ ビレ)

ヘ ダ イ

マ ダ イ

チ ダ イ

キ ダ イ

メ ジナ

オキ ナ メ ジナ

イ ス ズ ミ
コ"一""

ダ イ ミョウサ ギ

ク ロサ ギ(ア マギ)

イ シモ チ

コイチ

ニベ

イ シガ キ ダ イ

イ シ ダイ

ヒ メ ジ

ウ ミ ヒ ゴ イ

タ カノハ ダ イ

ユ ウ ダチ タ カ ノハ

キス(シ ロギ ス)

ヤ ギ ス(ア オギ ス)

ハ タ ハ タ

ツバ メ コ ノ シ ロ

トラギ ス

トン ガ リ ヌ メ リ

ヤ リ ヌ メ リ

ヨ メ ゴ チ

ハ タ タ テ ヌ メ リ

ネズ ミゴチ(ノ ドクサ リ)

ネ ズ ッポ

イ カナ ゴ

シ ワイ カナ ゴ

ヘ ビギ ンポ

イ ソギ ンポ

コケ ギ ンポ

イ ダテ ンギ ンポ

ナベ カ

ニ ジギ ンポ

ウナ ギギ ンポ

カ エル ウオ
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科

コート

086

os7

oss

089

090

091

092

093

094

095

096

097

098

099

科 名

ニ シキギ ンポ

タ ウ エカ ジ

ウ ミタナ ゴ

ス ズ メ ダイ

ベ ラ

ブ ダ イ

ツバ メ ウオ

チ ョ ウ チ ョウ ウ オ

カゴ カキ ダイ

ツ ノダ シ

ニ ザ ダ イ

アイ ゴ

ドンコ(カ ワアナゴ)

ハ ゼ

種

コート

61

62

61

62

61

60

61

62

63

64

61

62

63

64

65

66

6?

68

61

61

61

63

61

61

61

62

61

01

02

03

01

02

03

04

05

06

07

0s

O9

魚 種 名

ギ ンボ

ムス ジ カ ジ

タウエ カ ジ

ウナギカジ(ヌイメカジ)

ウ ミタナ ゴ

ス ズ メ タ

(イ ソ ロクセン,リ ボン)

ソ ラ ス ズ メ ダ イ

ス ズ メ ダ イ

シ マ ス ズ メ ダイ

オ ヤ ビ ッ チ ャ

イ ラ

コブダイ(カ ンダイ)

オハ グ ロベ ラ

サ サ ノハ ベ ラ

キ ュウセ ン

ホンベ ラ(ヤナギベラ)

カ ミナ リベ ラ

ニ シキベ ラ

ブ ダィ

ソバ メウオ

トゲチ ョウチ ョウウオ

チ ョ ウチ ョウ ウ オ

チ ョウハ ン

カ ゴ カキ ダイ

ツ ノ タ シ

シマハ ギ

ニ ザ ダイ

ア イ コ

ドンコ

カ ワアナ ゴ

チ チ ブモ ドキ

シ ロウオ

ミ ミズハ ゼ

トビハ ゼ

ビ リンコ

ウキ ゴ リ

イサザ

ア シシ ロハゼ

マハ ゼ

ハ ゼ クチ

科

コート

100

101

科 名

ウバ ウオ

カサゴ(フサカサゴ)

種

コート

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

73

74

?5

76

77

00

61

62

01

61

62

63

64

65

66

67

6$

69

70

魚 種 名

ボ ウズハ ゼ

チチ ブ

シ マハ ゼ

ヒメハゼ

ウ ロハゼ

ア ベハゼ

ゴ ク ラクハ ゼ

ヨシ ノボ リ

カ ワ ヨシ ノ ポ リ

ジ ュズ カケハ ゼ

クモハ ゼ

イ トヒキハ ゼ

チ ャガ ラ

キ ヌバ リ

ニ クハゼ

ヘ ビハゼ

ア ゴハゼ

ドロ メ

ア カハゼ

サ ビハ ゼ

シ ョウキハ ゼ

ヒモハ ゼ

ム ツ ゴロ ウ

ワラ スボ

チワ ラ'スボ

ハ ナハ ゼ

ハゼ 類

ウバ ウオ

ミサ キウバ ウオ

ク ロ ソイ

メバ ル

トコ"ッ トメ ノ寸ノレ

ウ ス メ バ ル

キ ツ 不 メバ ル

タ ケ ノ コ メ バ ル

シマソイ(ム ラソマ)

カ サ ゴ

イ ソ カサ ゴ

s

ミノ カサ コ

オ ニ オ コゼ
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科

=ト ド

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

科 名

ア イ ナ メ

コチ

クマ カエ ウ ォ

カジ カ

ホ ウ ボ ウ

セ ミホ ウボ ウ

クサ ウオ

コバ ンザ メ

チ コ ダ フ

タ ラ

ヒ ラ メ

カ レ イ

種

コート

?1

61

62

01

61

62

63

61

01

02

03

04

05

06

61

62

63

61

61

61

61

61

61

62

63

61

62

01

02

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

魚 種 名

ハ オ コゼ

クジメ

ア イナ メ

コチ(マ ゴイ)

トカゲ ゴ チ

メゴチ

イ ネゴ チ

サ ブ ロウ

ヤマ ノ カ ミ

カ マキ リ

ハ ナ カジ カ

カ ン1キョウ カジ カ

カジ カ

ウツセ ミカ ジ カ

・ア ナハ ゼ

アサ ヒア ナハ ゼ

イ ダテ ンカ ジカ

ホ ウボ ウ

セ ミホ ウボ ウ

クサ ウオ

コバ ンザ メ

エ ゾ イ ソ ア イ・ナ メ

タ ラ(マ ダ ラ)

コマ イ

ス ケ トウ ダ ラ

ヒラ メ

カ ンゾ ウビ ラメ

.ヌマガレ カワカレイ
タカノハガレイ)

イ シガ レイ

ア カ ガ レイ

ソウハ チ

ム シガ レイ

ホ シガ レイ

マツ カ ワ

メイ タガ レイ

アサ バ

スナ ガ レイ

マ ガ レイ

マ コガ レイ

ク ロガ レイ

科

コード

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

科 名

ササ ウ シ ノ シタ

ウ シ ノ シ タ

ベニ カワ ムキ

ギマ

モ ンガ ラ カ ワハ ギ

カワハ ギ

ハ コ フ グ

マ フグ

ハ リセ ン ボ ン

イザ リウオ

ア カ グツ

ノマス

種

コート

72

73

61

61

61

61

61

61

62

63

64

65

66

61

62

63

64

01

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

60

61

61

62

63

64

61

62

of

魚 種 名

ク ロガ シ ラガ レイ

ヤ ナ ギ ム シガ レイ

セ トウ シ ノ シ タ

ク ロ ウ シ ノ シ タ

ベ ニ カ ワム キ

ギ マ

ア ミモ ンガ ラ

カ ワハ ギ

ア ミメハ ギ

ウマ ズ ラハ ギ

ウ スバ ハ ギ

ソウ シハ ギ

ア オサ ハ ギ

イ トマキ フグ

コ ンゴ ウ フグ

ウ ミス ズメ

ハ コフグ

クサ フグ

キ タ マ ク ラ

サバ フグ

シマ フ グ

トラフグ

ゴマ フグ

シ ョウサ イ フグ

マフグ(ナ メラフグ)

コモ ン フグ

ヒガ ン フグ

ア カ メフ グ

オ キナ ワ フ グ

サ ザ ナ ミフ グ

モ ヨ ウフ グ

フ グ類

ハ リセ ン ボ ン

イザ リウオ

ベ ニイザ リウオ

ハ ナオ コゼ

ク ロハ ナオ コゼ

ア カグ ツ

ヒメア カ グ ツ

ブ ラ ック バ ス
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科

コード

126

科 名

カ ワ スズ メ

種

コード

02

01

02

魚 種 名

ブル ーギ ル

カ ワスズ メ

テ ィラ ピア

科

コート
科 名

種

}ト

03

04

魚 種 名

テ ィラピアニロチカ

テ ィ ラ ピア

種 の 有 無

コー ド

0

1

区 分

各調査地点でその種が生息 していない

〃 いる

フォーマ・卜表中の①～⑮はそ搾 欄 査地点番号に

対 応 して い る。

放流の有無

コード 区 分

0無

1有

天然繁殖の有無

コード 区 分

0無

1有
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1調 査 要 綱

1-1調 査 目 的 及 び 調 査 概 要

わが 国 の天然 湖 沼 につ いて は,近 年,富 栄 養 化 ・汚 水 の流入 等 に よ る水 質 の悪 化,埋 立 ・干 拓等 に

よ る消 失 ・湖岸 の開発 等 に よる生 物 の生 息環 境 の悪 化,レ ク リエ ー シ ョン資 源 と して の価 値 の低 下等

天然 湖 沼 の 自然 性 の消 失 が 問題 と され て い るが,保 全 の ため の継 続 的 ・体 系 的調 査 は ほ とん どな され

て い ない のが現 状 で あ る。

この た めぞ本 調 査 に お いて は,天 然湖 沼 の 自然性 の消失 を監 視 し,そ の保 全 を図 るた め に,全 国 の

天然 湖 沼 を対象 に,水 質 の総 合 指 標 で あ り,そ れ'自体,価 値 の高 い レク リエー シ ョン資源 で もある透

明度 を は じめ,湖 岸 の改 変状 況 等 を調 査 す る。 また,代 表 的 な61湖 沼 につ いて は,さ らに魚類 相 につ

いて も調査 す る。

1-2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 湖 沼
場注1

「調査対象湖沼一覧」に示す天然湖沼について調査する。

なお,そ の他の天然湖沼で面積1ha以 上のものは調査対象としてさしつかえない。

1-4調 査 実施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内容 及 び 調 査 方 法

1-5-1調 査 事 項

下記の事項にっいて調査する。

(1)「 調査対象湖沼一覧」に示す湖沼については次の事項を調査する。

ア 湖沼概要

既存資料により次の項目について調査 し,湖 沼の概要を把握する。

保全地域の指定状況,鳥 獣保護区の設定状況,位 置,成 因,湖 沼型,水 面標高,面 積,最 大

水深,平 均水深,容 積,湖 岸線延長,水 位変動,水 温,結 氷の有無,流 入流出河川数,埋 立干

拓面積,水 質,湖 沼の利用状況,生 物相の概要等。

イ 透明度調査

現地調査を実施 し,透 明度,水 温,PH,DO等 について測定する。

注1,「 調 査 対象 湖 沼一 覧 」 は,第2回 自然環 境 保全 基 礎調 査要 綱(環 境 庁 自然 保 護局,1979)の12
-63～76を 参 照
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ウ 湖沼の改変状況

現地を観察することにより,湖 沼の改変状況を次の項目について調査する。

σう 湖岸地先における挺水植物群落の有無

α)湖 岸の改変状況

㈲ 湖岸の土地利用状況

(エ)湖 岸の保全地域の指定状況

㈲ 湖岸の建築物等の状況

㈲ 埋立 ・干拓の状況

(2)表1-1「 特定湖沼一覧」に示す湖沼(以 下 「特定湖沼」 という。)に ついては,上 記(1)のア,イ,

ウに加え,魚 類の生息状況等について次の事項を調査する。

この調査は,各 種資料の収集 ・整理及び漁協等からの聞き取りにより実施する。

ア

イ

ウ

エ

オ

生 息 す る魚 種 名(エ ビ類,貝 類 を 含む。)

漁獲量

放流量

天然繁殖の有無

魚類相に関する調査記録

表1-1特 定 湖 ・沼 一 覧

湖 沼 名

ク ッチャ ロ湖

サ ロ マ 湖

屈 斜 路 湖

阿 寒 湖

湧 洞 沼

支 笏 湖

洞 爺 湖

大 沼

宇 曽 利 山 湖

十 三 湖

小 川 原 湖

十 和 田 湖

田 沢 湖

板 戸 沼

桧 原 湖

猪 苗 代 湖

沼 沢 沼

瀾 沼

霞 ケ 浦

北 浦

中 沼

都道府県名

北 海 道

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

青

秋

福

茨

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

森

田

島

城

湖 沼 名

湯

中

尾

菅

丸

大

榛

手

印

大

新

震

芦

加

河

柴

水

河

西

精

ノ 湖

禅 寺 湖

瀬 沼

沼

沼

沼(赤 城)

名

賀

旛

路

零

生

ノ

茂

北

山

月

方

口

進

湖

沼

沼

池

池

湖

湖

湖

潟

潟

湖

湖

湖

湖

湖

都道府県名

栃

群

千

東

〃

〃

〃

〃

〃

〃

木

馬

葉

京
〃

神 奈 川

〃

新

石

福

山

〃

〃

〃

〃

潟

川

井

梨

湖 沼 名

本

山

野

青

中

木

諏

浜

佐

余

琵

湖

東

中

宍

御

池

鰻

楢

中

尻

木

綱

崎

訪

名

鳴

呉

琶

山

郷

道

田

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

池

池

海

湖

池

湖

池

大池(南大東島)

計

都道府県名

山

長

静

滋

鳥

島

宮

鹿

沖

61湖 沼

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

梨

野

岡

賀

取

根

崎

児 島

〃

縄
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1-5-2湖 沼等 の定 義

(1)こ の調査 で 「湖 沼 の区 域」 とは,最 高 の水 位 の時 の静 水面 の広 が って い る区域 を い う。(し た

が って 流入,流 出す る河 川 の 区域 を含 まな い。)

(2)「 水 際線 」 とは,最 高 の水 位 にお け る水 面 が陸 地 と接 す る部 分 を い う。

(3)「 湖 岸」 とは,水 際 線 よ り陸 側100mの 区 域 を い う。

'囎 ・

一 朝 i一 島'一一

鴨 ← 鞠 区贈 輔→i甑 ← 吻 鷲殉

一

水

← 湖沼伽Z域 .

:騰 翻
糠 ㌶

水 水

線

v

㍉
、・零

HWL

1-5-5湖 沼概 要 調 査

注1.「調 査 対象 湖 沼
一 覧 」 に示 す 調 査対 象 湖沼 の概 要 を把 握 す るた め

,各 種 資 料等 に よ り,次 の事項

につ いて 調査 し,「 湖 沼 概要 調 査 票」(表1-2)を 作成 す る。

また,湖 沼 全体 の状 況 が把 握 で きる写真 を 撮 影す る。(写 真 は 「湖 沼概 要 調査 票 」裏 面 に貼 付 す

る。)

(1)関 係 市町 村名

当該 湖沼 が所 在 す る市 町村 名 を調 べ る。

(2)保 全 地域 の指 定

当該 湖沼 の 区域,島 及 び湖 岸 の それ ぞれ にお いて,自 然 公 園,自 然環 境 保全 地 域等(以 下 「保

全地 域 」 とい う。)が 指 定 され て い る場 合 には,そ の地域 地 区区 分 を次 の コー ド番号 で示 す。2

以上 の地 域 地 区 区分 が あ る場 合 は,そ のす べ て の コー ドを示 す 。

(3)鳥 獣保 護 区設 定 状 況

当該湖 沼 の 区域,島 及 び湖 岸 の それ ぞれ に お いて,鳥 獣 保 護 区 の設 定 状 況を 調 べ,次 に よ り区

分 し,コ ー ドで示 す。

(4)位 置

当該湖 沼 の湖 心 の緯度,経 度 を1/25万 地 形 図 よ り調べ る。 緯:度,経 度 は,四 捨 五 入 に よ り

注1.「 調査 対 象湖 沼一 覧 」 は,第2回 自然 環境 保 全基 礎調 査 要 綱(環 境 庁 自然 保 護局,1979)の12
-63～76を 参 照
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表1-2湖 沼 概 要 調 査 票 .

湖 沼1概 要 調 査 票
レ55

鰐 湘(ツ リ沼が ナ祐 因 湖 沼 型

汽

調蚕年廣/9ク9

都道庸県

;

1

肇

i

○

Q

関 係 市 町1村 治

置1
"oブ εo♪

憬 全 域

湘 沼 島 瑚 岸
鳥 ・ 区

謂 …矧 島 遡 肩L

調 登 頂 自

水 面 旅 高

面 積

最 大 水 派
平 均 水 添

遡 岸 娠 延表
水 位 愛 動

永浸
表面 液
昼

氷

漁 ・〉＼∋可 川 数

瀟 出 河 川数
選立=希 垢面頂

PH

か 〃

COD

ア00

SS

α 一

1ケ1レダー2レノゾ

〃〃ゴ 〃

ハ!6し一〃

T-p

大腸 菌

耳 .月

朗

皮

と2年8月.ノoロ

測淀値
m

.燃
'π

肺

六製

oC

oC

友

伽
ρ卿

〃 〃

伽

〃灰

伽
〃勿

蝦
伽

ノZ%

'

;卯

苗一ヌ

霧萎1
湖刹

躍 ・
の魂

フド る

熱
矯

夏

期

槌 水_物

淳業;檀物

沈水桓物
マ

のi 旗 物}幻 ・ランクトン

生

物

相

の

栃

要

酬 力暗珪:フ㌻ ンクトン

彦ま動吻

魚 類

水 鳥(久)

(滋)「 ラ'ニタの出i酌「」欄 の鶴rま.う 魏 斗リズトに示:・ナ繍 であゐ.
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「度」,「 分」 まで 表示 す る。

(5)成 因

当該 湖 沼 の成 因 を 次 に よ り区分 して示 す。

断 層 湖…… 断層によってできた凹地に水をたたえたもの

カル デ ラ湖 …… 土 地 が鍋 状 に陥 没 して,そ の落 ち こん だ凹地 に水 を た たえ た もの

火 山 湖 … … 火 口,火 口原 に水 を た たえ た もの(カ ル デ ラ湖 を の ぞ く)

堰 止 湖…… 河谷,凹 地が種々の要因でせきとめられて生 じたもの(海 跡湖をのぞく)

海 跡 湖 … … か って海 で あ っ た とこ ろが湖 に な っ た もの

そ の 他

不 明

(6)湖 沼 型

当該 湖 沼 の湖 沼 型 を次 に よ り区分 す る。 また,汽 水湖,

淡 水湖 の区 別を 行 う。

湖沼 型 で 区分 す る 「汽 水湖 」 とは,一 般 には,「 水 中

に塩 分 を500mg/4(塩 素 量(cl)で い うと約0.28%・)

以上 含 む湖 」 を い う。

(7)水 面 標 高

地 形 図等 の各 種 資料 に よ り,最 近 の最 も信頼 で きる数 値 を

富 栄 養 湖

中 栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養 湖

鉄 栄 養 湖

腐 植 栄 養 湖

採択 す る もの と し,単 位 はm(小 数 点 以下 第1位 を 四捨 五 入 す る。 以 下 同様)で 表 わす。

関連 資料 が な い場 合 は,1/2.5万 地 形 図 の陸岸付 近 の標 高 によ り推定 す る。

また,採 択 した デ ー タの 出所 を 明 らか にす る。

(8)面 積

「湖 沼 の 区域 」 の面 積 を原 則 と して 国土 数値 情報 湖 沼 名 一 覧表 に示 す数 値(昭 和50年10月 現 在

の1/2.5万 地 形 図上 で,国 土 地 理院 が測 定 機 に よ り計 測 した もの)で 示 す。 た だ し,埋 立 ・千拓

等 の ため,そ の数値 が適 当で な い場 合 に は点格 子板 に よ り図 上 で計 測 す る。 な お,こ の際,湖 沼

内 に島 が あ る場 合 は,島 の面 積 を除 いた もの を湖沼 面 積 と し,単 位 はkm2で 小 数 第2位 まで 示す。

また,採 択 した デ ー タの 出所 を明 らか にす る。 点 格 子 板 に よ り計 測 した場合 は 「デ ー タの出所」

欄 に 「点 格 子 板 」 と略 記 す る。

(9)最 大水 深 ・平 均水 深 ・容 積

地形 図 等 の各種 資 料 によ り,最 近 の最 も信頼 で き る数 値 を採 択 す る もの と し,単 位 はmで 小 数

第1位 まで 示 す。(容 積 につ いて は,単 位 はk㎡ で 小 数点 以 下 は適 宜 取 扱 う。)最 近 の資 料 が な

い場 合 は ,特 に支 障 の な い限 り 「MorpkometricFeatureandClassificatiollofallthe

:LakesinJapan(本 邦全 湖 沼 の湖 盆形 態 の特徴 及 びそ の分 類)」ShojiHorie(堀 江 正 治

(1962))に 記 載 され て い る数 値 によ る もの とす る。また,採 択 したデータの出所 を明 らかにす る。

⑩ 湖岸 線 延長

「湖 沼 の 区域 」 の外 周 線 の延 長(河 ロ部,海 へ の 開 口部 の延長 も含 む)を 計測 し,単 位 はkm
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で小 数第1位 まで示 す。 なお,湖 沼 内 に 島が あ る場合 は,島 岸 延長 も湖 岸 線 延 長 に含 め る。

ま た,こ の場 合,「 デ ー タの 出所 」 欄 に計 測 方法 を例 えば 「キ ル ビ」 とい うよ うに略 記す る。

ω 水 位 変 動

人 為 によ って 水位 の変 動 が あ る場 合 は,年 間 にお け る水 位 変動 幅 を,単 位 はmで 小 数 第1位 まで

示 す とともに,水 位変 動 の 主た る原 因 とな って いる行 為 につ い て ・次 の例 示 に よ り具体 的 に示 す。長

年 のデ ー タの蓄 積が ある場 合 は,過 去5年 間(S49～S53)の 年 平 均 値 を示 す 。

水 位 変 動 につ いて,過 去5年 間 の年平 均 値 を 求 め る場 合 は,次 の例 の よ うにす る。

(例)

年

S49

S50

S51

・S52

S53

年間における水位変動幅
(1年 間における最高水位と最低水位の差)

2.4m

2.0

1.5

3.1

2.6

2.4十2。0十1.5十3.1→ 一2.6過 去5年 間 の平均 値
=

5

ま た,採 択 したデ ー タの 出所 を 明 らか にす る。

発 電 用 取 水

農 業 用 取 水

水 産 用 取 水

工 業 用 水 用 取 水

飲 料 用 水 用 取 水

そ の他(具 体 的 に)

⑫ 水 温

各 種 資料 に よ り,表 水 面 及 び底 層 にお け るそ れ ぞれ の年 間 の最低 水 温,最 高 水 温 及 び測 定水 深

を た とえ ば 「Om5.6～25.7℃ 」「17m4～8℃ 」 とい うよ うに単 位 は ℃ で小 数 第1位 まで 示

す 。 長 年 の デ ー タの 蓄積 が あ る場 合 は,最 も湖心 に近 い測定 点 にお け る過去5年 間(S49～S53)

の平 均 最低(及 び最 高)水 温 牽示 す。 関連 資 料 が ない場 合 は表 示 す る必 要 は な い。

また,採 択 したデ ー タ の出所 を 明 らか にす る。

⑬ 結 氷

結 氷(湖 面 の全面 凍 結)の 有 無 及 び結 氷 期 間を 調 べ,次 の例 にな らい示 す。

(例)

① 例年結氷が見 られる場合

② 通常は結氷 しない場合

記 入 例

有(12月 ～2月)

無

ω 流 入河 川 数 ・流 出河川 数

1/2.5万 地形 図上 に青 色 の水線 が描 か れ て い る河 川(水 流 の幅1.5m以 上 の河 川)を1本 と数
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え る こ と。

㈲ 埋 立,干 拓 面 積

1945年 以 後,埋 立 ま たは干 拓 され た区域 を 「湖 沼調 査 図 」(図1-1)に 図示 し,そ の面 積 を点

格 子板 に よ り測 定 し,単 位 はkm2で 小 数第2位 まで 示 す。(面 積 につ いて は,「 沖 出 し幅 ×延長」

で 算 出 して も さ しつ か え ない。)

⑯ 水 質

当該 湖 沼 の水 質 に関 し,既 存 資 料 に よ り次 の項 目 につ いて 調 べ る。 多 くの測定 結 果 が ある場合

には,表 面 水 に 関す る もので あ って,最 近 の夏 期 にお け る デ ー タの うち,最 も湖 心 に近 い測 定 点

で の数値 を採 用す る もの とす る。 な お,同 一 日に同一 測定 点 で2検 体 以 上測 定 して いる場合 は,

平 均 値 を も って 当該 測定 点 の測定 値 とす る。

また,採 択 した デー タの 出所及 び測 定 年 月 を明 らか にす る。

(禦 劉 こさかのぼつて水質に関する資料が得られな囎 ま'表示されなくてもさし)

ア.PH,イ.DO,ウ.COD,エ 、TOC,オlSS,カ.Cr,キ,ケ ル ダ ールN,ク

NO2-N,ケNO3-N,ユT-P,サ 大 腸菌 群 数

湖 沼概 要 調 査 にお け る水質 及 び透 明 度 につ い ては,既 存 資 料 に よ り調 べ る もので あ り,今 回実

施 す る透 明度 調 査 の結 果 は採 用 しな い こ と。

⑰ 透 明 度

各種 資 料 に よ り当該 湖 沼 に係 る透 明 度 に 関す る デー タを調 べ,単 位 はmで 小 数 第1位 まで示す 。

な お,多 く測定 値 が あ る場 合 に は,同 一 年 に お いて は最 高 の透 明 度 を示 す測 定 値 を採 択す る等,可

能 な 限 り長期 に わ た る経 年 変化 がわ か る よ う適 宜取 捨選 択 す る。 関連 資料 がな い場 合 は,表 示 す

る必要 はな い。

また,採 択 したデ ー タの 出所及 び測 定 年 月 日(西 暦)を 明 らか にす る。

⑱ 湖 沼 の利 用状 況

当 該湖 沼 にお いて どの よ うな利 用状 況 が 見 られ るか につ いて,次 の例 示 に よ り示 す。 一 般 的 に

見 られ る利 用 を調 べ る もの と し,ま れ に しか行 われ な い利 用 は記 入 しな い こと。2以 上記 入 して

もさ しっ か えな い。

ア 水 浴,イ.魚 釣,ウ.氷 上釣,屯 スケ ー ト,オ 手 こ ぎボー ト,カ.モ ー ター ボー ト,

キ 遊覧 船,久 漁業,ケ 養 殖

⑲ 水辺環 境 にお け る不 快 要 因

「ゴ ミ等 の堆 積」 「湖 水 の悪 臭」 「ア オ コの発 生」 「湖 沼 周辺 の乱 開発 」等,当 該 湖 沼及 び そ

の 周辺 に お いて 水 辺環 境 と して 非 常 に不快 感 を生 じさせ て い る事 例 が あ れば,具 体 的 に示す 。

不快 と感 じる者 が誰 で あ るか が重 要 な点 なの で,で き る だけ 都道 府 県 の 自然保 護 課等 の職 員 が

調 査 に当 た る こ と。 調 査 時期 は夏 とす る。

⑳ 夏期 にお け る生 物相

各種 資料 に よ り,当 該 湖 沼 の夏 期 に おけ る生物 相 の概 要 を示 す た め,次 の生物 群 ご とに優 占種

数 種 を リス トす る。(た だ し水 鳥 につ いて は冬 期 の状況 を示 す。)
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夏期 以 外 の時 期 にお け る資 料 に よ る場 合 は,そ の種 が優 占す る時期 を明記 す る。 関連 資料 が な

い 場合 は記入 す る必 要 は な い。

ア 挺 水植 物,イ.浮 葉 植 物,ウ.沈 水植 物,屯 植 物性 プ ラン ク トン,オ 動 物性 プ ラ ンク

トン,ヵ 底 生 動物,キ 魚 類,ク.水 鳥(ガ ン,カ モ,ハ クチ ョウ等 の水 鳥 の渡 来 が多 いか 少

な い か をで き る だけ コ メ ン トす る。)

※ な お,湖 沼 調査 報 告書 を 作 成 す る に際 し,面 積0.01km2以 上 の天 然湖 沼 の リス トを作 成 する

こ とにな る ので,そ の湖 沼 名,位 置,水 面 標高,面 積 を調 べて お くこ と。

1-5-4透 明 度 調査
注1.

「調 査対 象湖 沼 一覧 」 に示 す 湖 沼(た だ し・印 の湖 沼 を除 く)に つ い て次 に よ り現 地調 査 を実 施

し,透 明度,気 温,水 温,PH,DOを 測 定 す る。

また,そ の他 水 質 に関 す る測 定 が 同時 に実施 され るこ とが望 ま しい。 これ ら調 査 結 果 を と りま と

め,「透 明度 調査 票 」(表1-3)を 作 成 す る。

(1)調 査 は,で き る限 り夏期 に,年1回 実 施 す る。(1回 以 上実 施 して もさ しつ か えな い。)

(2)調 査 日は,降 雨 の な い平 穏 日が 数 日続 いた後 の風 のな い晴天 の 日を選 ぶ よ う努 め る。

(3)調 査地 点 は,流 入 河 川 か らの影 響 の少 な い,湖 岸 か らで き るだけ 離 れ た湖心 付 近 の相互 に離 れ

た2地 点 を選 定 す る。(2地 点 以 上選 定 して も さ しつ か えな い。)

調 査 地 点 に は湖沼 ご とにst1,st2の よ うに通 し番 号(以 下 「調 査地 点 番号 」 とい う。)を 付

す。 調 査 地点 の位置 は 「湖 沼 調 査 図」(図1-1)に 記 入す る。

(4)透 明度 の測 定 につ いて は次 の とお り実 施 す る。

ア 調 査 には,透 明度板(直 径25～30cmの 表面 を 白色 ラ ッカーで塗 装 した もので,板 の中央 に

穴 が あ いて い る ものが よい)を 使 用す る。

イ 測 定 は,太 陽 や天 空 の反 射 の 影響 を避 け るた め,船 影 や の ぞ き眼鏡 等 を利 用 して 実施 す る も

の と し,透 明 度板 を 水 中 に沈 め て見 え な くな る深 さ と,次 に これ を ゆ っ くり引 き上 げて い って

見 え は じめ た深 さ とを,反 復 して確 めて 平均 す る。

ウ 測 定 した結 果,湖 底 まで 見 透 せ る場 合 は,そ の水 深 を記録 し,「 ○Om(全 透)」 と表示 す

る。

工 測 定 値 は ,単 位 はmで 小 数 第1位 まで 求 め る。

(5)気 温 の測 定 は,調 査 地点 に お いて 日光 の直射 お よび周 囲 の放射 を 避 けて 実施 す る。(単 位 は ℃

で 小 数第1位 まで求 め る。)

(6)水 温,PH,DOの 垂直 分 布 の 測 定間 隔 は,湖 沼 の深 さに よ って も異 な るが,深 度5～10mを

一応 の 目や す と し
,可 能 な限 り,表 層,底 層及 び 躍層 付近 の状況 が 明 らか にな るよ うに測 定 を行

うこ と。

(7)調 査地 点 にお いて,TOC,SS,Cr,ケ ル ダールN,NO2-N,NO3-N,T-P,COD,

ク ロ ロフ ィルa等 水質 に関す る測 定 が 同時 に実 施 され る ことが望 ま しい。 なお,測 定 が行 われ た

注1.「 調 査 対 象湖 沼一 覧」 は,第2回 自然 環 境保 全基 礎 調 査要 綱(環 境 庁 自然保 護 局,1979)の12
-63～76を 参照
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表1-3透 明 度 調 査 票

遜 用 度 調 昼 票

濡 沼 名

謂養年涙 ノ979

D

都蜘 県

○

刈沼看舌

1
調 ～塾地 慈
巻 号

測起耳月日

府 刻

天 候

峡 曼

気 最

.遊 朗 度

調 蚕i必 颪
番、 号

測鱗 月日

時 刻

天 候

葭:量

気 温

遜帽展

δオ ノ

乞

永派
砿)

永 演P〃
(℃)

〃0
(〃勿

老の'他 の 測定 頂 自

π
1廠 †

一
∫宅2

O
G

iフ暢
水瓢

(。ご)

P〃.iOO

Gρρ卿)

T-1

口

±土±ゴ

鷹轡1
測 完年月日

詩 刻

天 横

厳 量

気1温

透 明笈

。乙

そのイ也の測)超 頃 日

解響 飾1
、

*派 レk副P〃ipo
(初){(o乙) `ρ〃耀)

その4也 の 馴 望 項 目

…調 養
掬禍 ・ 函 タ2

(汝)異 なゐ永派で測定養爪た場創 之 それ 琳 の厭 別 に測 廷詰 果セ記〉＼すね ・
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場 合 は,測 定 された水 深,測 定 値(ppm)を 「透 明度 調 査票 」(表1-3)に 記 入 す る。

水質 に関 す る測定 を行 う場 合 は,で きれ ば以 下 に掲 げ る方 法 に よ り行 うこ とが望 ま しい。

測 定 項 目

P耳

DO

COD

TOC

SS

C1一

ケ ル ダ ー ル ーH

NO2-N

NOg-N

T-P

ク ロ ロ フ ィ'ルa

そ の 他 の 項 目

測 定 方 法

環境 基 準 に規 定 され た測 定方 法(JISK-0102の8に 掲 げ る方 法)

一 「ガ ラス電 極 法 」

環境 基 準 に規 定 され た測 定方 法(JISK-0102の24に 掲 げ る方法)ま た は

DOメ ー タを 使 用す る方 法

環境 基 準 に規 定 され た測 定方 法(JISK-OlO2の13に 掲 げ る方法)

一 「100℃ に お け る過 マ ンガ ン酸 カ リウ ムに よ る酸 素 消費 量 」

JISK-0102に 参 考 と して掲 げ る方 法等 に準 ず る。(TOCが 測 定 で き な い

場合 はCODで も さ しつ お え な い)

環境 基 準 に規 定 され た測定 方 法(JISK-0102の10,2,1に 掲 げ る方法)

一 「ろ紙 によ る ろ過法 」

原則 と して上 水試 験 方 法35に よる。

原則 と して上 水試 験 方 法 に よ る。

原則 と して上 水試 験 方 法19に よる。

原則 と して 上 水試 験 方 法18に よる。

海洋 観 測指 針8.8に よ る方 法

海洋 観 測指 針9.6に よ る方法 、

原則 と して上 水試 験 方 法 によ る。

(8)ま た,測 定項目ごとに測定方法を明らかにする。

1-5-5湖 沼改変状況調査
注1.「調査対象湖沼一覧」に示す調査対象湖沼にっいて

,現 地観察により湖沼の改変状況等による湖

岸線の区分,湖 岸の建築物等の状況,埋 立 ・干拓の状況について調査 し,「 湖沼調査図」(図1-1)

及び 「湖沼改変状況調査票」(表1-4)を 作成する。

(1)湖 岸線の区分

ア 「湖岸地先における挺水植物群落の有無」 「湖岸の改変状況」 「湖岸の土地利用状況」 「湖

岸の保全地域の指定状況」がそれぞれ変わるごとに湖沼調査図上に区分線を入れて湖岸線を区

分する。

上記のように細かく区分された湖岸線を以下 「計測区間」という。

(下図参照)

注1.「 調 査 対象 湖 沼一 覧」 は,第2回 自然 環 境 保 全基 礎調 査要 綱(環 境 庁 自然 保 護 局,1979)の

12-63～76を 参 照
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蒲 沼 調 畳 図

く瀾 沼調 査 図例)

図璽 蜀'潮
0

沼 調 登 図

0

蚕藪.9ク9
鰍OO承

海

.穎量1・

⑦ ご、綿 ●

惣野.彰
吻

.鍔o

拶:拶

霧'多/
国 河
j匝/

特刷旭 域

/讐
・ 総 吻/岬 袖

…..編 ◎喋
向

× δエノ

μ ノ轡
3/・'0懲

欝:馨鶏 榔 ・…4

ノ{乳 麟 物

②(奔 雛X6:之
.ヱ

0

ぬ .
0

択・況

0

0

/二25ユgoo

2湘 斧の繍 ⑫ 撚 働 群落、魍
② 湖岸の」眺刮剛綴 卜翻 埋立 干拒

x'耐膿'顯
05麟 物 勲

卜一→十 一←一→

＼
右.

ヒ

じ 。

醐

ハの.

23

以

・沼乃

00煽
44ド 沼

邑沼∵ 図{轟 器
之

図1-1

24.4△ 沼1

選 義
湖 沼 調 査 図
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表1-4湖 沼改変状況調査票

湘 沼 敦 変 状 泥 調 査 票、

乃

潤 沼:色

○ ○ 湖1

職 県
ノ9ケ9

○

O

測
区圃

、吻 、

0
z

3

4

タ

6

ク

9

ノ`ク

ノノ

ノZ

ノ∂

ノ4

④

螺
有 沖 助

記

D

a

a

0

O

O

O

D

0

D

/

0

0

D

レ 幅

(勿

入 倒)

0

0

0

0

0

ク

0

0

O

0

D

0

io

ク

O

0

湖 岸

嚢
況

!

.3

3

4

!

ノ

Z

Z

ノ

ノ

0

ノ

ノ

/

a

ノ

竜
奮

O

0

0

@

④
0

②
0

0
0

0

0

0

0
②
O

娠.全 ヒ旭 士或(液1岸)

・尿全旭域 る

○○目立公遇

旭 域 る

コ ー6ぐ

0

0

/

/

D

0

S

鑑
喩

/Z

ノ z

遊.

か1ラの

距

(勉) 鋼
楠 看

(注ノ)首 該計測区断が3戯 蘇41ζ め鞠 」易'合・ド岐 、:計測区齎 砺.の 辮 趣○で岡む.

(滋)「 踊 麟 落旦の了舳 レ層」欄 ドニ』転 湖岸地施 ド抵 叡檀 物醜 駅 あ惹場も ド、ぐ

のおよく沖嵐 し幅 窺 へつ る.
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計 測 区 間

r繋馨 慧.

匝
1

＼錦 '

＼犠

蟻

、

0

騰
1
(禰芹の塊 利甫)

(翻 の指是翔)

(翔岸の徽 糊 ～)

イ 湖 岸 線 の区 分 は次 の とお り表1-5～8に よ って 行 う。

表1-5挺 水 植 物群 落 の有 無

区 分

湖岸地先に挺水植物群落がある

湖岸地先に挺水植物群落がない

(注)挺 水植物群落のおよその沖出し幅の表示にあたっては,当 該計測区間にお

ける挺水植物群落の平均沖出し幅を示す こと。
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表1-6湖 岸の改変状況区分表

区 分

自然湖岸

水際線及び水際線に接する陸域が人

工によって改変されておらず,自 然

の状態を保持 している湖岸

水際線は人工構築物によって

1

1成されておらず,自 然状態でり,か つ水際線より幅20mの岸の区域に人工構築物が存在

ない。

水 際線 は崖

にな って い

な い。
一 ρ・'.'・

・ノ η

← 煮 ク ・・

水際線は崖

(高さ3m以

上の急斜面)

になってい

る
s,

覧沸

半自然湖岸

水際線は自然状態であるが,水 際線に

接する陸域が人工によって改変されてい

る湖岸

(欝羅灘

捜

、.∵;1'く"●

'例:
ar一'ノψ →1

ゴ・

._.ゴ`

く:.72i

← え」クr琴

人工湖岸

水際線がコンクリー ト護岸,矢 板等

の人工構築物でできている湖岸

..3'竃::ほ ツイ

≒「〃 一・

.・..・い'

A・

れ鉦

rψ 一♪

水 面

流入流出河川の河口部や,潟 湖の海へ

の開口部等湖岸の存在 しない部分
海

＼〆'….'

覇

…ゴギ1一

.千.

、
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表1-7湖 岸の土地利用状況区分表

湖 岸 の 土 地 利 用 状 況 区 分

自 然 地

(禦 澱 灘 縣 蹴 人工によって著しく改変されない)

樹 林 地

その他の自然地

農 業 地

(水 田,畑,放 牧地,樹 園地等の農業的な利用が行われている土地)

市 街地,工 業 地,そ の他

(難讐欝 篠 輔 離 禦 票業地響 篁灘 禦 が行われている土地)

水 面

(募 入河川の河口部灘 河川の流出部醐 の場合の海への開口部等湖岸の存在しなし邨)

湖岸の土地利用を区分するにあたり,湖 岸内に自然地,農 業地,市 街地等が混在する場合は,

最も優占する土地利用形態をもって,湖岸の土地利用を区分すること。

表1一 ・8湖 岸の保全地域指定状況区分表

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自 然 公園

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 区

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生自然環境保全地域

自然環境保全地 域

県 自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

(注)区 分 は,湖 沼(水 面)の 指 定 状 況 の如何 にか か わ らず,「 湖 岸」 の

指定 状 況 の み にっ いて行 う。

ウ.湖 岸線 を 区分 す る に あ た り,そ れ ぞれ の 区分 にお いて そ の長 さが100mに 満 たな い場合 は,

そ の部分 を折 半 し,そ の両 側 の区 間 に含 め る。

屯 区分 され た計 測区 間 の 距 離 を キル ビメー ター によ り計測 す る。 そ の計測 方 法 は,次 の とお り

とす る。

(ア)出 発 点 よ り区分 の方 向 に,キ ル ビメー ターを動 か し,湖 岸線 上 を1周 す る。 そ の途 中,そ

れ ぞれ の区分 線 の と こ ろで,出 発 点 か らの距 離 と して キル ビメ ー ター の値 をkm単 位で,小
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数第1位 まで読みとる。

α)上 記(ア)を2回繰 り返 し,そ の2回 の平均値を各計測区間の出発点からの距離の欄に記入す

る。(平 均した場合,で てくる端数はそのまま記入する。)

㈲ 出発点からの距離より各計測区間の区間長を算出し,記 入する。

G殉

ノ:892、 ρ ●..

出溌点
222《 ρ

ダツ
・。 湖/

㌻ 一
孟 ユ.1.∋1、

　

1、 ゐ2,iく2

〃レ.3

・乙畑 久6_キ 此 メ痢 助 翻 瓶

/、 恥 扇
(～騰 点からの距離)

、

'翻 凪 庸 ハ!
o.

計 測 区 間

Na

0

2

3

4

5

計 測 値(km)

1回 目

0.5

1.2

1.2

1.8

2.2

2回 目

0.6

1.2

1.3

2.0

2.4

出発点から

の距離G血)

0.55

1.2

1.25

1.9

2.3

区 間 長

(km)

0.55

0.65

0.05

0.65

0.4

(2)湖 岸 の建 築 物 等 の状 況

湖 岸 に お け る5階 建 以上(ま た は13m以 上)の 建築 物 また は建 築 物 に準 じる工 作物 は,そ の位

置 を1つ1つ 地 図上 に 赤丸 で記入 す る こ と。 また,建 築 物 に 準 じる工 作物 とは,ガ ス タン クの よ

うな ボ リュ ー ムのあ る工作 物 の こ とで,送 電鉄 塔 な どは含 まな い もの とす る。

(3)埋 立 ・干 拓 の状 況

1945年 以 後,埋 立 ・干 拓 され た区域 を 「湖 沼調 査 図」(図1-1)に 図 示す る。

(4)そ の他,湖 岸 及 び 湖岸 地 先 に強 い影 響 を及 ぼす よ うな もの等,特 記 すべ き事 項 が あれ ば,「 湖

酒 改 変状 況 調 査票 」(表1-4)の 「備 考」 欄 に記 入す る。

1-5-6魚 類 調 査(特 定 湖 沼 のみ)

.表1-1.に 示す 特 定湖 沼 において,そ こに生 息 す る魚類 等 につ いて 次 の 事項 を 調査 し,「 魚 類調 査総

'括表 」(表1一 →)を 作 成 す る
。 調査 は主 と して既存 資料,漁 獲 統 計,漁 協 か らの聞 き とり等 に よ り

実 施 し,特 に魚 類 相 の調 査 に関 して は,魚 類 に詳 しい専 門家 の協 力 を あ お ぐもの とす る。

一240一



表1-9魚 類 調 査 総 括 表

翻 蘭)召 伯
β ○ ○ 蒲

魚 種 后

ス ナ ヤ ツX

ヒXマ ス

」マ マx

ニ ジ マ ス

ス チーノレ へ・ゾ1ぐ

4r・ ウ

ア メ マ ス、

▽ カ ザ ギ

エ ゾ ウ グ イ

桜 チ ツ グ!f

ギ ン フ"ナ

ゲ'ンゴ'ロシゲ ナ

コ4

ド ジ笥 ツ 演

ハ バ ラ トミ ヨ

カ ジ 刀 嶺1θソ

カ ジカ 嫉②

ジユ;でηクノ＼セご

ウ キ ゴ ソ

r計♪

アXリ カザジか二

に閑参∂

ノ9

○

0

0

0

0

0

0

0

0

○

G

○

⑲

.!9診

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

○

0

○

O

0

0

紐 の

魚測導

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

麟 量
㈱

!、6

o.o

o,o

0,3

タタ、6

o,a

0.9

久3

.!8鰻i

放 瓜.亘

(傷 ♪

0

a6ク 、クゆ

0 0

御 桐

ノ!0

ノ9

9

4フ

、一 、○ 。久o

天戴'

瓶

0

0

○ 幽

0
4

0

0

○

0

0

0

0

○

0

G

○

備 考

・鞠 ため鱒

・962年よソ論

〃〃ψ手よリ敏漁

廼滅 レたらレ1、

ぽと乙と蜘'人 工瓢

フク ド:ジョ1ウPウしい

Oi

Oi

鷹
餅 愛,○ ○夫徽 撒 研狐叛:壱ル戯 吻!.ラ 汲量網男'

文2r・1b殖 にお・けψ湖沼 の臨本尊 葡調査 報 告吾 」兆海鐘立椎 鳳慰訪

(葺シ)願 量、放;流蓮:蔵、ノ9ク4～ノタワ82手の5ケ均F周の辱コ辛均1直やあ惹.

(遡 働 威 龍 糞降 蓮 各よく・同実で竃蔵か っ廷ことを云す。
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(1)魚 類 相 に 関す る記録

当該 湖 沼 の魚 類相 全 般 にっ いて学 術 調 査等 によ る記録 が あれば,そ の時記 録 され て い る魚 種 名

を記 入 す る。

ま た,そ の記 録 に エ ビ類,員 類 の生 息 にっ いて記 載 が あれ ばそ の種 名 も記 入 す る。

魚 類 相 に関 す る記録 に つ いて は,可 能 な 限 り過 去 に さか のぼ って 数 多 くの記 録 を 調 べ る こと 。

ま た,魚 類 相 に関 して行 われ た調 査 で あれ ば対 象 が ある程 度限 定 され て い る もので あ って も 「記

録 」 と して採 択 す る。

(2)現 在 の魚 類 相

既 存 資料 及 び漁協 か らの聞 き と りに よ り,現 在,当 該 湖 沼で 生 息 して い る と思 われ る魚種 名 を

調 べ る。

ま た,エ ビ類,貝 類 の生 息 状 況 につ いて もわか れば記 入 す る。

(3)漁 獲 量(年 平 均漁 獲 量)

過 去5年 間 の漁獲 量 の年 平 均 を,魚 種 ご とに単 位 はtで 小 数 第1位 まで 調 べ る。

(4)放 流 量(年 平 均放 流量)

放 流 されて い る魚 類 が あれ ば,過 去5年 間 の放 流 量 の年平 均 を 魚種 ご と に示 す 。 卵放 流 の場合

は,単 位 は 「千 粒」,稚 魚(な い し成 魚)放 流 の場 合 は,単 位 は 「千 尾 」 で示 す 。

(漁 獲 量,放 流 量 は,過 去5年 間 の合 計 値 を5で 除 して求 め る こ と。)

(5)天 然繁 殖 の有 無

当 該 湖沼 に現 在生 息 して い る と思 われ る魚 種 につ い て,採 卵,人 工 艀化 に よ らず 自然 の状 態 で

繁 殖 して い るか どうか にっ いて調 べ る。

1-6調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査 結果 を下 記 の図 票等 に と りま とめ る。

1-6-1湖 沼概 要 調 査票

湖 沼 概要 につ いて調 査 した結 果 は,「 湖 沼概 要調 査 票」(表1-2)に と り ま とめ る。

1-6-2透 明 度調 査票

透 明 度等 につ いて調 査 した結 果 は,「 透 明度 調査 票」(表1-3)に と りま とめ る。

1-6-5湖 沼 調 査図

湖 沼 の改 変 状 況 等 にっ いて 調 査 した結 果 は,「 湖 沼調 査 図」(図1-1)に な らい国 土地 理 院発 行

の1/2.5万 地 形 図(1/2,5地 形 図が 未 発行 の場 合 は,1/5万 地形 図,以 下 同 じ)に と りま と

め る。

1-6-4湖 沼 改 変状 況調 査票

湖 沼 の改 変 状 況 等 につ いて 調 査 した結 果 は,「 湖 沼改 変 状況 調 査 票」(表1-4)に と りま とめる。

1-6-5魚 類 調査総 括 表

魚 類 の生 息 状 況等 に つ いて 調 査 した結 果 は,「 魚 類調 査 総括 表 」(表1-9)に と りま とめ る。
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皿一2コ ー ド表 く湖 沼〉

湖沼コー ド

コ ー ド

0010

0020

0030

0040

0050

0060

0070

00so

OO91

0092

0093

0ioo

O110

0120

0130

0141

0142

0143

0144

0150

0160

070

0180

0190

0200

0210

02ao

O230

0240

0250

0260

0a70

02so

O290

0300

0310

0320

0330

湖 沼 名

久 種湖

メグ マ湖

声 問 大沼

サ ル コツ 沼

ポ ロ沼

キ モ マ沼

力ム イ ト沼

姫 沼

モ ケ ウ ニ沼

モ ケ ウ ニ小沼

モ ケ ウ ニ上 の沼

ボ ン湖

ク ッチ ャ ロ湖

ジ ュンサ イ沼

オ タ ドマ リ沼

長 沼(1)

長 沼(2)

長 沼(3)

長 沼 ④

大 西 沼

ヤ ソ シ沼
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羅 臼湖

チニ シベ ツ湖

茨 散 沼

コ ー ド

0340

0350

0"360

0370

0380

0390

0400

0410

0420

0430

0440

0450

0460

0470

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0540

0550

0560

0570

0580

0590

0600

0610

0620

0630

0640

0650

0670

0680

0690

0700

070

0720

湖 沼 名

トーサ ム ポ ロ沼

兼 金 沼

ニ シベ ツ小沼

ヒキ ウ ス沼

丹 根 沼

オ ンネ トウ

南 部 沼

風 連 湖

長 節湖

温 根 沼

屈 斜路 湖

摩 周湖

パ ンケ湖

ペ ンケ湖

阿寒 湖

ジ ュンサ イ沼

次郎 湖

太 郎湖

オ ンネ トー

ひ ょうたん沼

シ ュ ンク シタ カ ラ湖

シ ラル トロ沼

塘 路 湖

大沼(キ リタッフ牙オヌマ)

長 沼

達古 武 沼

火散 布沼

厚岸 湖

藻散 布 沼

床潭 湖

春採 湖

馬主 来沼
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湖 沼 名

然別湖

東雲湖

駒止湖

長節沼

湧洞沼

キモントウ沼

キモントウ小沼

生花苗湖

ホロカヤント沼

兜沼

ペンケ沼(テ シオ)

パンケ沼(テ シオ)

長沼

雨竜沼地塘群

宮島沼

月ケ湖(オ オヌマ)

中の沼

幌向大沼

長沼

豊似湖

ペケレット湖

モエレ沼

越後沼

万計沼

真簾沼

空沼

オコタンペ湖

プレ沼

支笏湖

丹治沼(ハクチョウコ)

ウトナイ沼

口無沼

安藤沼

朝 日沼

弁天沼

長沼

大沼

マツカ沼
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コ ー ド

1110

1120

1130

1140

1150

1160

1170

1180
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1200

1210

1212

1220

1230

1240

1250

1260

1270

1280
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1320

1330

1340

1350

1360

1370

1380

1390

1400

1410

1420

1430

1440

1450

1460

1470

1480

1490

1500

1510

湖 沼 名

樽前大沼

洞爺湖

ポ トロ湖

橘湖

倶多楽湖

大湯沼

当丸沼

イワオヌプリ大沼

長沼(イ ワオヌプリ)

コックリ湖

半月湖

神仙沼

大沼

丸沼

ジュンサイ沼

小沼

野牛沼

小沼

妹沼

長沼

大沼

宇曽利山湖

左京沼

十三湖

巫子沼

尾駁沼

鷹架沼

市柳沼

田光沼

平滝沼

田面木沼

ベンセ沼

大滝池

内沼

雁沼

仏沼

冷水沼

捻沼

長沼

小川原湖

甲田沼

姉沼

コ ー ド

1520

1530

1540

1550

1560

1570

1580

1590

1600

1610

1620

1630

1640

1650

1660

1670

1680

1690

1700

1710

1720

1730

1740

1750

1760

1770

1780

1790

1800

1810

1820

1830

1840

1850

1860

1870

1880

1890

1900

1910

1920

1930

湖 沼 名

黒ん坊沼

横沼

蔦沼

赤沼

長沼

鶏頭場ノ池

中ノ池

落ロノ池

日暮ノ池

越ロノ池

王池

八太郎池

北沼

糸畑ノ池

金山ノ池

長池

濁池

八景 ノ池

面子坂ノ池

大池

十和田湖

ツバクラノ池

八幡沼

御在所沼

墓沼

大沼

夜沼

御釜湖

御苗代湖

平ケ倉沼

三角沼

八郎沼

鞍掛沼

潟沼

伊豆沼

内沼

長沼

無栗沼

魚取沼

相野沼

半森長沼

長面浦
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コ ー ド

1940

1950

1970

1980

1990

2000

2010

2020

2040

2060

2070

2080

2090

2100

2110

2120

2130

2140

2150

2160

2170

2180

2220

2250

2260

2270

2280

2290

2300

2310

2320

2330

2340

2350

2360

2370

2380

2390

2400

2410

2420

2430

湖 沼 名

富士沼

白沼

船形長沼

桑沼

万石浦

大沼

お釜

鳥の海

浅内沼

作沢沼

八郎潟

長沼

大沼
一の目潟

二の目潟

三の目潟

垂天池

男潟

女潟

空素沼

田沢湖

乙越沼

蛭藻沼

大柳沼

貝沼

細沼

板戸沼

苔沼

田螺沼

桁倉沼

川原沼

沼沢沼

鳥の海

鶴間池

鍋越沼

若畑沼

沼山大沼

沼沢沼

大鳥池

浮島大沼

玉虫沼

荒沼



コ ー ド

24.40

2450

2460

2470

2480

2490

2500

2510

2520

2530

2540

2550

2560

2570

2580

2590

2600

2610

2620

2630

2640

2650

2660

2670

2680

2690

2700

2710

2720

2730

2740

2750

2760

2770

2780

2790

2810

2820

2830

2840

2850

2870

湖 沼 名

苔沼

曲沼

畑谷大沼

羽竜沼

三本木沼

皿沼

片貝沼

盃湖

白竜湖

玉木沼

半田沼

松川浦

五色沼

大平沼

鎌沼

女沼

無行沼

男沼

大沢沼

曽原湖

檜原湖

小野川湖

秋元湖

弁天沼

毘沙門沼

深泥沼

瑠璃沼

龍沼

柳沼

弥六沼

川上青沼

姫沼

雄国沼

猪苗代湖

沼沢沼

日沼

観音沼

鏡沼

澗沼

大沼

砂沼

霞ケ浦

コ ー ド

2880

2890

2900

2920

2930

2940

2950

2960

2970

2980

2990

3000

3010

3020

3030

3040

3050

3060

3070

3080

・3090

3100

3110

3120

3130

3140

3150

3160

3170

3180

3190

3200

3210

3220

3230

3240

3250

3260

3270

3280

3290

3300

湖 沼 名

北浦

菅生沼

牛久沼

外浪逆浦

中沼

刈込湖

切込湖

湯ノ湖

五色沼

光徳沼

西ノ湖

中禅寺湖

尾瀬沼

小沼

冶衛門池

菅沼

丸沼

大尻沼

大峰沼

湯釜

大沼

小沼

榛名湖

多々良沼

城沼

近藤沼

高須賀沼

柴山沼

伊佐沼

別所沼

五駄沼

与田浦

手賀沼

印旛沼

乾草沼

三宝寺池

井ノ頭池

洗足池

大路池

新鷹池

震生湖

芦ノ湖
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3310

3320

3330

3340

3350

3360

3370

3380

3390

3400

3410

3420

3430

3440

3460

3470

3480

3490

3500

3510

3520

3530

3540

3550

3560

3570

3580

3590

3600

3610

3620

3630

3640

3650

3660

3670

3680

3690

3700

3710

3720

3730

湖 沼 名

山居池

御池

加茂湖

福島潟

鳥屋野潟

御手洗潟

佐潟

上堰潟

雨生池

大池

鏡ケ池

長峰ノ池

坂田池

朝 日池

鵜ノ池

天ケ池

小池

大池

坊ケ池

高浪池

白池

十二町潟

ミクリガ池

泥鱒池

多枝原池

刈込池

邑知潟

河北潟

木場潟

柴山潟

北潟湖

武周ケ池

夜叉ケ池

久々子湖

日向湖

菅湖

水月湖

三方湖

四尾連湖

河口湖

西湖

精進湖



コ ー ド

3740

3750

3760

3770

3780

3790

3800

3810

3820

3830

3840

3850

3860

3870

3880

3890

3900

3910

3920

3930

3940

3950

3960

3970

3980

3990

4000

4010

4020

4030

4040

4050

4060

4070

4080

4090

4100

4110

4120

4130

4140

湖 沼 名

本栖湖

山中湖

茶屋池

桂池

中古池

北竜湖

沼池

鎌池

野尻湖

大池(カ ゼフキ)

古池

大池(シpウ マ)

稚児池

蓮池

琵琶池

丸池

大池(イ イヅナ)

大沼池

木戸池

青木湖

中綱湖

湧池

柳久保池

木崎湖

大池(ウ バ ステカミ)

大池(ウ バステシモ)

聖湖

鷲羽池

宮川池(1)(ミョウジンイケ)

大正池

田代池

雄池

雌池

雨池

長湖

猪名湖

白駒池

諏訪湖

二の池

三の池

深見池

コ ー ド

4150

4160

4170

4180

4190

4200

4210

4220

4230

4240

4250

4260

4270

4290

4300

4310

4320

4330

4340

4350

'4360

4370

4380

4390

4400

4410

4420

4430

4440

4450

4460

4470

4480

4490

4500

4510

4520

4530

4540

4550

4560

湖 沼 名
一の池

二の池

三の池

亀ケ池

不消ケ池

鶴ケ池

権現池

.一碧湖

八丁池

緒鼻湖

浜名湖

佐鳴湖

油ケ渕

白石湖

余呉湖

琵琶湖

曽根沼

小松内湖

伊庭内湖

西之湖

離湖

久美浜湾

阿蘇海

蟻ケ池

美泥ケ池

轡池

奥池

多鱒ケ池

湖山池

東郷池

男池

女池

中海

宍道湖

神西湖

蛇池

浮布池

播竜湖

青海湖

海老ケ池

大池

一24?一

コ ー ド

4570

4580

4590

4600

4610

4620

4630

4640

4650

4660

4670

4680

4690

4700

4710

4720

4730

4し740

4750

4760

4770

4780

4790

4800

5010

5020

5030

5040

5050

5060

5070

5080

5090

5100

5110

5120

5130

5140

5160

湖 沼 名

上江津湖

下江津湖

志高湖

小田の池

立石池

不動池

六観音池

螺 池

大幡池

御池

小池

新燃池

大浪池

海鼠池

須口池

貝池

鍬崎池

藺牟田池

住吉池

岬 湖

,鰻池
鏡池

内海

大池

千歳沼

大沼

商人沼

田谷地沼

阿川沼

大沼

広浦

赤井江

御浜池

今神御池

長沼

男沼

赤浦潟

四ノ池

中原池



県 コ ー ド

県 コー ド表(P349)参 照

湖 沼名(文 字 型)

カナ18ケ タ

成 因 コー ド 湖 沼型 コー ド

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

区 分

断層湖

カルデラ湖

火山湖

堰止湖

海跡湖

その他

不明

コー ド

1

2

3

淡 水 型 ・
汽水型区分

淡水型

汽水型

不明

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

湖沼型区分

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不明

北緯 ・東経(整 数型)

湖沼の中心の座標(60進 表記1分 まで〉

鳥獣保護区設定状況区分

湖沼島岸共通

コー ド

0

1

2

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

同 上

特別保護区設定ない

特別保護区設定あり

水 面標 高(整 数型)

(m)

面 積(整 数型)

(ha)

最大 水 深(整 数型)

(O.lm)

容 積(整 数型)

(1041mia)

湖 岸 線 延 長(整 数型)

(0.1㎞)

水 位 変動(整 数型 .)

(O.lm)

報告書

の実数

結 氷 コー ド

コード 区分

1有

0無

期間は,前2ケ タが開始月,後2ケ タが終止月

流入河川(整 数)

報告書記載実本数

流出河川(整 数)

報告書記載実本数

埋立干拓面積(整 数型)

実数(単 位ha)
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PH(整 数 型)

報 告 書 記 載 の測 定 年月(西 暦 年 末尾2ケ タ+月)及 び測 定 値(10響1単 位)

DO(整 数型)

報 告書 記載 の測 定年 月(西 暦 年 末尾2ケ タ+月)及 び測 定値(測 定 値単位 はppm)

透 明度(整 数 型)

も と のMTで は,測 定 年 月 及 び測 定 値 は,最 近6回 分 まで 記 録 され てい たが,代 表 値 と し

て,最 近1回 分 の みを 選 択 して収 録 した。(0.1m単 位)

水 変(水 位 変 動 原 因)コ ー ド 利 用 状 況 区分 コー ド

コー ド

1

2

3

4

5

6

z

8

0

区 分

発電用取水による

農業用取水による

水産用取水による

工業用取水による

飲料用水取水による

自然現象(融 雪,降 雨)に よる

洪水調節による

変動な し

不 明(無 記入)

最高5項 目まで

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

区 分

用 水 取 水

漁 業

養 殖

魚 釣 り(氷 上釣)

舟 遊 び

水 遊 び

ス ケ ー ト

キ ャ ン プ

狩 猟

園 地

そ の 他

不 快要 因 コー ド

最 高5項 目 まで

コー ド

11

12

13

14

15

21

22

23

24

区 分

汚

濁

悪

臭

生活排水による汚濁

生産処理施設からの排水汚濁

し尿処理場からの排水汚濁

温泉排水汚濁

土砂流入汚濁

し尿処理施設排水の悪臭

水壼処理施設排水の悪臭

硫化水素臭

農作物腐敗臭

31

32

33

34

35

36

37

38

41

51

52

53

外

観

騒

音

水
質
等

ゴミの堆積 ・打上げ

土取場 ・土捨場

整地工事

人工施設

浮草の繁茂 ・枯死 ・腐敗

アオコの発生

湿地の裸地化

減水による美観の悪化

観光客等による騒音

水質汚濁

富栄養化

赤 潮
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調査年月(整 数型)

年は西暦の下2ケ タ,月 は実数

透明度(最 大値)(整 数型)

0.1m単 位

挺水植物有の10分率(整 数型)

改変状況の10分率(整 数型)

① 自然湖岸(が け地ではない)

② 〃(が け地である)

③ 半 自然湖岸

④ 人工湖岸

⑤ 水 面

土地利用の10分率(整 数型)

① 自然地(樹 林他)

② 〃(そ の他)

③ 農業地

④ 市街地 ・工業地 ・その他

⑤ 水 面

地区の数(整 数型)

地区の総数

保全地域 コー ド

湖岸の指定のみ

の10分 率

の10分 率

公 園 コー ド(P350)お よび都道 府 県立 自然 公 園 名 コー ド(P351)参 照
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地 区 区分 コ ー ド

コー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自 然 公 園

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自然環境保全地域

県 自然環境保全

地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

保全地域名 コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立自然公園

名称はカナ表示

一251一





海 岸 調 査

目 次

巳

1.調 査要綱及び実施状況

1-1.

1-2.

1-3.

1-4.

1-5調 査 内 容

1-5-1.

1-6.調 査 方 法

1-6-1.

レ ー6-2.

1-6-3.

1-6-4.

1-7.

1-7一 一1.

1-7-2.

1-8.実 施 状 況

調査の目的

調査実施者

調査対象地域

調査実施期間

調査事項

海岸等の定義

調査対象海岸線

海岸線の区分

調査事項

調査結果のとりまとめ

海岸改変状況図

海岸調査票

255

255

255

255

255

255

255

255

255

255

255

261

264

264

264

264

H.情 報 処 理

II-1.

II-1-1.

II-1-2.

II-1-3.

II-2.

皿 一3.コ ー。ド表

入力情報処理

情報処理の内容

情 報処 理 の シ ステ ム フ ロー

測定方法の概要

フ ォ ー マ ッ ト表

267

267

267

268

268

273

274





1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査の 目的

海岸(汀 線)の 自然状態及び海岸陸域の自然状態を調査 し,わ が国における海岸の現況を把握する

ことである。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対象 地 域

全国の海岸域全域(39都 道府県)に ついて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 項 目

全国の海岸域全域において,次 の事項にっいて調査する。

(1)海 岸(汀 線)の 自然状況

(2)海 岸(汀 線)に おける利用の状況

(3)海 岸陸域の土地利用状況

(4)海 岸域の汚染状況

1-6調 査 方 法

「全 国海 岸域 現 況調 査 」(昭 和50年3月 建 設省 河 川局 ・建 設 省 国土 地 理 院)の 「海 岸 区分 計測 図」

を参 考 と しなが ら現 地 確 認 調 査を 実施 し,国 土 地理 院 発行 の1/25万 地 形 図(1/25万 地形 図が発 行

され て い な い場合 は,1/5万 地 形 図,以 下 同 じ)上 に海岸(汀 線)の 自然 状 況 等 の区分 を 行 う。

1-6-1海 岸等 の 定 義

(1)こ の 調 査で 「海 岸 域 」 とは,海 岸(汀 線)及 び海 岸陸域 ②区 域 を い う。

(2)「 海 岸(汀 線)」 とは,低 潮海 岸 線 と通 常大 波 の 限界線 との間 の 区域 を い う。

(3)「 海 岸陸 域 」 とは,通 常 大 波 の限 界線 よ り陸 側100mの 区 域 を い う。

1-6-2調 査 対象 海 岸線

調 査対 象 とす る海 岸 線 は,全 国 のす べ て の海岸 線 とす る。 「全 国 海岸 域 現 況調 査 」 の 「海 岸 区分

計 測 図」 に表示 されて い る海 岸 線 を参 照 す る こ と。

1-6-3海 岸線 の 区 分

(1)島(北 海 道,本 州,四 国,九 州 もそ れ ぞれ1つ の 島 とみ なす),市 町 村,自 然 公 園等 の指 定状
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(参 看)
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況,海 岸(汀 線)の 自然状態,海 岸陸域の土地利用が変わるごとに区分線を入れて海岸線を区分

する。

上記のように細かく区分された海岸線を,以 下 「計測区聞」という(下 図参照)。
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海岸 線 を 区分 す るに あた って は,保 全 地域 の名称,地 種 区分 が変 わる ご とに区分 線 を入 れ る こ

とに な る ので,誤 解 の ない よ う注 意 され た い。
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国立公園

曲 み普通燭 。普麟
毒=糊 幽
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融 殖唖繊
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ク

訂測涯間

次の図のように,突 堤等で囲まれた入江にっいて海岸(汀 線)区 分を行う場合は,突 堤に関係

なく,海 岸(汀 線)に おける人工構築物の有無により判断すること。

塵塩

履 ・翠 で
・く:晦 岸

1

評

鍵

一フ漁 済
,:歪 そ拶

(2)「 海 岸(汀 線)の 自然状 態 」,「 海 岸 陸域 の土 地 利 用 」の 区分 は,表1-1「 海 岸(汀 線)・ 海 岸

陸 域 区分 表 」 によ って行 う。

(3)区 分 の最 小単 位 は100mと し,計 測 区 間 が100m未 満 にな る よ うな場合 は そ の区 間を 折半 し,

その両 端 の区 間 に それ ぞれ 含 め る。

④ 「海 岸 区分 計測 図 」 に表 示 され て い る海 岸 線 の みを 調 査対 象 とす る。 た だ し,「 海岸 区分 計 測

図 」 は,昭 和49年 度 におけ る調 査 結果 で あ り,そ の後 の改変 等 も考 え られ るの で必 ず現 況 に よ り

調 査 す る こ と。

(5)「 海 岸 区 分計 測 図 」には,一応 「海 岸線 区分 」 が表 示 されて いる が,必 ず,本 調 査要 綱 に もとづ

き,現 地 を確 認 して 調査 にあ た られ た い。

(6)海 岸(汀 線)区 分 において は,次 の点 に注 意 され たい。

ア 汀 線 に直角 に設置 され た人工 構 造物 が,海 岸 線100m以 内 に2本 以 上 存 在 す る場 合 に は,当

該 海岸 線 は,半 自然 海岸 に区分 す る。

イ 常 時海 面 下 にあ る人工 構 築物 にっ いて は,区 分 に お いて無 視 す るこ と。

ウ 人工 干 潟,人 工 汀 等 は,人 工 的 に っ くられ た海 岸 で あ るが,潮 間帯 にお け る人工 構築物 の存

在 の状 況 に よ り海 岸(汀 線)区 分 を行 い,必 ず しも人 工 海岸 に しな くて もよ い。
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な お,人 工 干潟,人 工 汀 の場 合 は,備 考欄 にそ の 旨注 記 す る。

表1-1海 岸(汀 線)・ 海岸 陸域 区 分表

海

岸

　

汀

線
)

海

岸

陸

域

区 分

自然海岸

海岸(汀 線)が 人工によって改変されな

いで自然の状態を保持 している海岸(海

岸(汀 線)に 人工構築物のない海岸)

半自然海岸

道路,護 岸,テ トラポット等の人工構築
物で海岸(汀線)の 一部に人工が加え ら
れているが,潮間帯においては,自 然の状
態を保持 している海岸(海 岸(汀 線)に
人工構築物がない場合でも海域に護岸堤

等の構築物がある場合は,半自然海岸と
する)

人工海岸
港湾 ・埋立 ・俊喋 ・干拓等により人工的
にっくられた海岸等,潮 間帯に人工構築
物がある海岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 し

ている

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 していない(海 食崖等)

海岸(汀 線)に 浜が発達 し

ている

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 していない

埋立によってできた海岸

干拓によってできた海岸

上記以外の人工海岸

河口蔀
河川法の規定(河 川法適用外の河川にも準用)に よる 「河川区域」の最下流端を陸海
の境とする。

自然地
(樹 林地,砂 浜,断 崖等の自然が人工によって著 しく改変されていないで自然の状態
を保持している土地)

農業地(水 田,畑,牧 野等の農業的な利用が行われている土地)

市 街地 ・工 業地 ・そ の他(た だ し河 ロ部 を 除 く)

河口部

・海 岸 陸域 の区 分 に あた り,海 岸 陸 域 の幅100m内 に,自 然地,農 業 地,市 街地 等 が混 在 す る場合

は,最 も優 占す る土地 利 用形 態 を も って海 岸 陸域 区 分す る こと。

4_.慾 海岸

(海側 ノ

こ

薩 狽・D

半倉然魅岸

そ ∵

1}1駄 .菅

.
.r

・;

..、.
θ ・ ・ ●一.9●

●● ●9.■ ■ ●

β〃〃篭 ご90飯

倉黙海岸 一 →

蘇.二 、 φ 諦

2〃 〃 ク7も
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<参 考>

1。 自然海岸(海 岸(汀 線)に 人工構築物がない)

① 海岸(汀 線)に 浜が発達 している。

Hセ》L

``
浜'●

← 一一;願蒔 一・

ト ー 一 油 齢 τ鯛 り 伽

L轡L,

② 海岸(汀 線)に 浜が発達 していない。

.一._.・_一.・ ・_・ ・ … 一 ・・ 重 駄 勅 鵬

H馳 》19

1・ 一 一 一一 一 ・一 一 。 一。 一 一L"L

l・・ゆ 」 レ9

≒鰐㈱ 漸
ヨ繭 尋

2.半 自然海 岸

① 海 岸(汀 線)に 浜 が発 達 して い る。

ア 海岸(汀 線)の 一部 に人工構 築 物 が あ るが,潮 間 帯 には な い。

!∂ 〃7冗

一海岸鍼 ← 一

7ぢ 『 饗 ・・

}一 潮噺 帯・→

海 逢(丈r8嚢)一 一

d 〃 〃 ム

'い ●嚇℃ ●"一'…'層'"層'…".● ●"璽'.曽.… 一 よw乙＼
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イ 海岸(汀 線)に は人工構築物はないが,海 域に離岸堤等人工構築物がある。

:〉 ↑＼

・・一 ・'〉
.離 岸 堤

噛◎

1≒1＼ 、.∴'● 一 噸… 醗

;㌔ ●＼
〃"カ{← ・綱 司 蔚 甥'

嫡 鞭域躯 『噛 岸(鞠 一ト 海域

② 海岸(汀 線)に 浜が発達 していない。海岸(汀 線)の 一部に人工構築物があるが潮間帯にはな眺

一 。 一 一一 一 一 。一・聯 欠i綻 ②聞 線

即 》L

一 一Lwし

1

様
←r瀦 職 → 、

麹胸 亭

3.人 工海岸(潮 間帯に人工構築物がある)

誉r」._/煕 干塒HWL.ワ
LWL

矩≦縫 一 騨 嚥認壁二,

1

1

←却 鴫編

1

噸 〔灘)→
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1-6-4調 査 事 項

海 岸(汀 線)の 自然状 態等 の 区分 を地 形 図上 に行 い改変 図 を作 成 す るほ か,計 測 区間 ご とに次 の'、

事 項 にっ いて 調査 す る。

(1)立 入可 能性

当該 計測 区間 に立入 りがで きる か ど うか,立 入 りで き な い場 合 は そ の理 由 につ い て,次 の区分

に従 って調 査 す る 。

表1-2.立 入可 能 性 区 分 表

立 入 可 能 性 区 分

立入りできる

崖,河 口部 な どの地 形 的条 件 で立 入 りがで き な い。

工場等が海岸域にあるため立入りができない。

そ の他 の理 由 で立 入 りがで き ない。

ア 立入りできる

波打ち際まで何の障害もな く自由に行ける状態を示 し,波 打ち際が人工海岸であっても波打

ち際まで自由に到達できる場合は,「 立入 りできる」と判断する。

例)

勧 で騒 凶
Cam)

択 きろ

イ 工場等が海岸域にあるため立入りができない。

波打ち際まで行くのに,許 可を要するような場合は,立 入りができないと判断する。

ウ 海岸陸域が森林等で海岸への到達道路がな くて,波 打ち際へ行かれない場合は,「 その他の

理由で立入りができない」と判定する。

エ 浜が発達 している場合でも,無 人島などで通常の到達手段(定 期船)が ない場合は,「 その

他の理由で立入りができない」と判定する。

無人島などでも,海 岸が崖になっている場合は,「地形的条件で立入りができない」と判定す

る。

参考1.海 岸陸域,立 入可能性、汚染状況の区分を実施 しようとする時,当 該計測区間で最も

優占する区分をもって,当 該計測区間の区分とする。
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(例)
エ場

茎

夢、

か1,で ミろ

計渥,1鯛

似 磁 い、とすろ

(例)

ゴミない
ロロ 　

翻 醐]ミ 帆 と鋤 あ
ゴミな い

ゴミ少 レ

(例)

!〃077し

懇

脇

竃

戸
鱗

」裏業嵐 と判断 する

参考2.1っ の計測区間が非常に長 く続 くため,計 測区間ごとの立入可能性,汚 染状況の区分

を区間内で優占する区分を もってした場合,著 しく実情に合わないと判断 される場合は,同

一の計測区間であっても,1～2Kmご とに適宜区分して海岸改変状況図,海岸調査票を作成す

る。

6例)清 勘 麦

きれ し、
少しよご凱 ている OV象ソ♪看」肥てい:壱ト∠一

　 コロ

コ

埋立海岸(3り て"「布徽 乙(②)
コ ロ

ー 一一一 一呼一一一一一一一一ノー 一一ノ～一 一一一一〉一一 一 一ノー

1～2K臥 ごとに」鹸 二分 する
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(2)利 用 状 況

当該計測区間の海岸域及びその地先海域において,次 に掲げる利用状況が見 られるかどうかに

ついて調査する。

ア 散 策

イ 海 水 浴

ウ 潮 干 狩

工 魚 釣

オ 採 集(コ ンブ等海藻類,磯 物の採取等による海岸利用)

力 網 漁(地 引き網,網 干 し場等による海岸利用)

キ 養 殖 漁 業

(3)汚 染 状 況

当該計測区間の海岸域における汚染状況にっいて,次 の項目ごとにその概要を調査する。

ア 「清澄度」

海水のきれいさの程度(清 澄度)を 次により区分する。

表1-3清 澄 度 区 分 表

清 澄 度 区 分

き れ い

す こ し汚 れ て い る

かなり汚れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度

透視度30cm程 度以上

海 水 に 浸 か る こ とが気 に な らな い程 度

透 視 度20～30cm程 度

海水に浸かる気が しない程度

透視度20cm程 度以下

イ 「油汚染」

廃油ボール等の付着状況を次により区分する。

表1-4油 汚染度区分表

油 汚 染 度 区 分

ほとんどみられない

すぐ見っかるが多くはない

多い。 ベ ル ト状,班 点 状 に見 られ る

ウ 「ゴミ等」

ゴミ等の標着状捉を次により区分する。
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表1-5ゴ ミ等標着状況区分表

ゴミ等標着状況区分

ほとんど見られない

す ぐ見つかるが多くはない

ゴ ミが 非常 に 目立 っ

(4)鳥 獣保護区設定状況

当該計測区間内の海岸域における鳥獣保護区の設定状況を次により区分する。

表1-6鳥 獣保護区設定状況区分表

鳥獣保護区設定状況区分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護地区の指定がある

1-7.調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は調 査 結果 を下記 の 図票 に と りま とめ る。

1-7-1海 岸 改 変状 況 図

調 査 した結 果 は,図1-1「 海 岸改 変 状 況図 」(以 下 「改変 図」 とい う。)に な らい,国 土地 理 院発

行 の1/25万 地 形 図 に表 示 す る。

1-7-2海 岸 調 査票

調 査事 項 は,表1-7「 海 岸 調査 票 」(以 下 「調 査 票」 とい う。)に と りま とめ る 。

1-8.実 施 状 況

基礎調査(昭 和53年度)で 各都道府県において作成された海岸改変状況図は総数1,528枚 で内訳は

次のとおりである。

都道府県名

1.北 海道

2.青 森

3.岩 手'

4.宮 城

5.秋 田

6.山 形

7福 島

図面枚数

254

63

27

27

23

10

14

都道府県名

8.茨 城

12.千 葉

13.東 京

14.神 奈 川

15.新 潟

16.富 山

17石 川

図面枚数

17

33

28

15

48

11

38

都道府県名

18.福 井

22.静 岡

23.愛 知

24.三 重

26.京 都

27.大 阪

28.兵 庫

図面枚数

19

36

25

36

16

9

31

都道府県名

30.和 歌 山

31.鳥 取

32.島 根

33.岡 山

34.広 島

35.山 口

36.徳 島

図面枚数

26

13

33

21

35

61

16
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海 岸 改 変 状 況 図
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図1-1海 岸改変状況図
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表1-7海 岸 調 査 票
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ノ

z

0

O

0

0

褒婆

0

0

0

O

!

ノ
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都道府県名

37香 川

38.愛 媛

39.高 知

図面枚数

29

58

36

都道府県名

40.福 岡

41.佐 賀

42.長 崎

図面枚数

31

16

97

都道府県名

43.熊 本

44.大 分

45.宮 崎

図面枚数

37

34

23

都道府県名

46.鹿 児 島

47沖 縄

合 計

図面枚数

119

63

1,528

な お,海 岸 改変 状況 図 の 中で,1/25,000地 形 図が 無 い ため1/50,000地 形 図を 使 用 して い る もの

は,北 海道,東 京 の9枚 で,ほ とん どは1/25,000地 形図 で 作成 されて い る。

。1/50,000地 形 図 で作成 され た 図面

(北海道) 「湧 洞沼 」(図 面Nα226)

「忠 類 」(図 面Nα268)

「大 樹 」(図 面Nα269)

「広 尾 」(図 面Nα270)

「庶 野 」(図 面Nα271)

「幌 泉 」(図 面Nα320)

「襟裳 岬 」(図 面Nα321)

(東 京) 「八 丈 所属 諸 島 」(図 面No48)

但 し,八 丈 青 ケ 島を 除 く

「火山列 島 」(図 面Nα56)

但 し,硫 黄 島 を除 く

H情 報 処 理

皿 一1.入 力情 報 処理

皿一1-1情 報処理の内容

(1)情 報処理の対象項目

「第2回 自然環境保全基礎調査海岸調査要綱」にもとづき実施された海岸調査にっいて,海 岸

線延長の計測を行い関連情報の処理を行う。

ここで行われた計測および情報処理の内容は次のとおりである。

ア 海域区分の実施

全国の海岸改変状況図の上で区分 し,磁 気テープに収納 した。

イ

ウ

工

オ

カ

各計測区間の区間長ならびに出発点からの距離。

計測区間の区分点のXY座 標。

UTM座 標(緯 経度)で 測定 ・収納 した。

海岸調査票(昭 和53年度成果)の 内容を磁気テープに収納した。

地図Nα,計測区間Nα,コ ー ドNα……島,行 政,保 全地域区分,海 岸(汀 線)区 分,海 岸陸域

区分,立 入可能性,利 用状況,汚 染状況,鳥 獣保護区

磁気テープに収納された海岸関連情報を出力 した。

都道府県毎の海岸(汀 線)区 分別および海岸陸域区分別の海岸線延長を算出した。
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H-1-2情 報 処理 の シス テ ム フ ロー

計測 と情 報処 理 のシ ス テ ムフ ロ ーは,図H-1の とお りである。

皿 一1-3測 定 方 法 の概 要

(1)オ ーバ ー レイ作成

海 岸改 変 状況 図 に マ イ ラー ベ ース で オ ーバ ー レイ し,計 測 区間(図 割),区 間番号 な らび に出

発 点 ・終 了点 を明 示 す る。

海 岸改 変 状況 図に は,海 岸(汀 線)区 分 と海 岸陸 域 区分 の表示 が あ る ものの計 測 区 間番 号が 明

示 され て い ない こと,ま た,例 えば 区分 線 と突堤 との誤 認 な ど計 測 上 の支 障 事項 が多 い こ と もあ

り,測 定 を 円 滑 にす るた め にオ ーバ ー レイが効 果 的 に使 われ た。

(2)検 査 ・校 正

海 岸 改変 状 況 図 と海 岸調 査 票(原 票)の 照 合 を 行 い,記 入 事 項 につ いて の確認 と補正 を行 う

もの で あ る。

昭 和53年 度 調 査で の 不 明事 項 等 に関 して は,一 部,各 都道 府 県 の担 当 部局 に照合 し補 正 を 行 っ

た。

(3)測 定,X・Y入 力

海 岸 線測 定 は,タ ブ レ 閉 トデ ィ ジタ イザ ーで測 定 され た座 標 値 か ら計算 して 求 め る方 法 を採 っ

た。

これ は,曲 線 も直 線 の連続 線 にお き換 え たか た ちで,各 直線 の始 終 点 の座標 値 を求 め計算 によ

り求 め る もの で あ る。

屈 曲度 の高 い線分 ほ ど分 割 す る直線 分 の長 さが短 か くな る。

この測 定 の精 度 を圧 右 す る もの は座標 値(X,Y)の 測 定 で あ る。

膨大 な作 業量 の処 理 に対 す る作 業 時 間 の短縮 を はか り,精 度 の均 一 化 を はか るため,タ ブ レ ッ

トデ ィ ジタ イザ ー とコ ン ピュー タを 組み 合 わせ て使 用 した。

タ ブ レ ッ トデ ィジ タイザ ーは,地 図,写 真,グ ラフ等 の各 種 図面 か らデ ジ タル値 と して 座標 値

を 検 出 す る装置 であ る。

デ ィジタイザ ーにセ ッ トされ た海 岸 改変 状 況 図の海 岸 線 の い くつか の点 の座 標 を検 出 し,そ の点

間 の直 線距 離 を コ ン ピュータで計 算する。この直線距離を連 結 し,和を求 め各計測区間の区間長 とす る。

座 標 値 は ス タ イ ラスペ ンで 海 岸線 の各点 を押 さえ入 力 され る。

デ ィジタイザ ーに海岸 改変 状況図 を セ ッ トし,区 間長 を 算 出 ・出力 す る まで の オペ レー シ ョンの

流 れを 図 ∬一2に 示す。

な お,出 発 点,終 了点,始 点,終 点 につ いて図示 す る と次 の とお りで あ る。

・出発 点 とは
,あ る地 図 上 で連 続 した海 岸線 の左 端点 を 指 し,線 長 測定 を 開始 す る点 で あ る。次

図 ア のPo,qoが これ に相 当す る。

・終 了点 とは
,あ る地 図 上 で連 続 した海 岸線 の右 端点 を指 し,線 長 測定 を 終 了す る点 で あ る。次

図 ア のPN,qMが これ に相 当 す る。

・始点 とは
,各 計測 区 間 の左 端 点 を指 し,次 図 ア のPi-1は 計 測 区 間iの 始点 で あ り,qj-1は 計

測 区間jの 始 点 で あ る。
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海 岸 改 変 状 況 図

S)

a)オ ー バ ー レ イ 作 成

b)検 査 ・ 校 正

(昭 和53年 度 作成)

海 岸 調 査 表

(昭 和53年 度 作成)

ロ 　 　 コ ロ ロ 　 コ の 　 　

測C)定1図 面 の 。,ト;
X・Y入 力l

l

l計 測 区 間N
oの 入 力I

ll
`l
l海 域 区 分 記入 鄭項 の

エ ラー 処 理l

l
l

タブ レッ トデジタ イザーI

lよ りX,Yの 入 力コ ー ド 随 を カ ー ド

に パ ン チ す る

入 力操 作 の エ ラ ー処 理I

l5

1

入 力(カ ー ド リー ダ)1区 間 長 計 算l
l

ヤ ロ

か … ンチ・・ラー九 ・ク1庭 リア冨 リ務1

:
」一___一 一 一 一 一 一 一

測 定 竺 果 の 検 査

d) 区 間 長
の 再 測 定

プ ロ,ピ_デ ィ ス クf)

に 格 納

デ4ス ク に 転 送

e) 出発 点 か ら
の 距 離 計算

海 岸 調 査 表

コ ー ド1虹 を カ ー ドに
バ ン チ す る

入 力(カ ー ドリー ダ)

カードパンチエラーチ ェ7ク

図 皿一1

h)区 問 長,出 発 点 か ら
の距離,コ ー ド町の偏集

ラインプリンタ
出 力

最 終 結 果 の 検 査

i)番 号順 に編成 しな:竪す

磁気テープへ収納す る

ラインブリンタ
出 力(海 岸調査表)

STOP

計 測 と情 報 処 理 の シ ス テ ム フ ロ ー
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コ ン ソ ー ル よ り

地 図N巳 を 入 力

出 発 点 入 力

コ ン ソ ー ル よ り

計 測 区 間 厘 を入 力

始 点 入 力

モ ニ タ ー 海岸線上の座標入力

キャシセル入 力

入 力は正 しいか
?

YES

線 長 計 算

終点か
?

NO

YES

区間長計算

シ リア ル ブ リン タ

出 力

図 皿一2オ ペ レー シ ョン流れ 図

・終点 とは各 計測 区間 の右端 慮 を指 し
,次 図 ア のPiは 計 測 区間iの 終 点 で あ り,qjは 計測 区間

jの 終 点 で あ る。 ま たPi-1は 計 測 区 間(i-1)の 終点 で もあ る。

・区 間長 とは
,始 点 か ら終点 ま で の長 さ をい う。
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地図

始

点

Po

終
点

P重P』

P3

出発 点

海岸線

Pト 重

P;

計測区間i

終点

始点

計測区間j

4s

gi

4.q

j一題

qM-1

pNl90

出

発

点

図 皿一3一 ア 作業 フ ロー に関 す る用語 の説 明 図

qM

終
了
点

1.

Pト1

区間長 一

線長
玩 菟

P;

● … タ プ レッ トデ ィ ジ タ イザ ー

よ り入 力 され た座 標

図 ∬一3一 イ ー 部 の拡 大 図

・線 長 とは
,タ ブ レ ッ トデ ィジ タイザ ー か ら入 力 され た2点 間 の距 離 の こ とを指 す。 図 イ のrk-1

-r
kが これ に相 当 す る。

(4)測 定 結果 の検 査 ・区 間 長 の再測 定

出力 され た区 間長 につ いて 点 検 を し,エ ラ ーが あ った場合 と,海 岸改 変 状 況 図 の図葉 毎 の区間

長 の合 計 値が 「全 国海 岸 域現 況 調 査 」(昭 和50年3月 建 設 省)の 結 果 と2%以 上 異 な る場合 は再

測 す る こ とと した。

再測 してそ の値 が第1回 目 の測定 値 に近 ければ2回 の測 定値 の平 均 を採 用 した。

(5)出 発 点 か らの距 離 計 算

デ ィジタイザ ー測定によ って得 られ た区 間長 を もとに 出発点 か らの距離 を コ ン ピ ュー タで計 算 し

た。

(6)海 岸 調 査票 の コー ドNαを カ ー ドパ ンチ

海 岸 調 査票 に記 載 ず み(検 査 ・校 正 ず み)の 各 コー ドNαを カー ドにパ ンチ した。
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パ ンチを行 な った コ ー ドは次 の とお りで あ る。

0

0

0

0

0

0

0

a

O

O

O

O

O

第1次 メ ッシ ュコー ド(参 考 まで に含 め る)

都 道 府県 コー ド

地 図 番号

計 測 区 間Nα

島 コー ド

行 政 コー ド

保 全 地域 名 お よ び地 種 区 分 コー ド

海 岸(汀 線)区 分

海 岸 陸域 区 分

立 入 可能 性

利 用 状況(散 策,海 水 浴,潮 干 狩,魚 釣,採 集,網 魚,養 殖 漁 業)

汚 染 状況(清 澄 度,油 汚 染,ゴ ミ等)

鳥 獣 保護 区

(7)海 域 区 分

全 国 の海 岸 改 変状 況 図 に,「 海 域 区分 図(1/2,500,000)」 と海 域 区 分 コー ドー覧 に よ り海 域

区分 を 実 施 した。

海 岸 調 査票,海 岸 改変 状 況 図 の各 計 測 区間 と海 域 区分 を対応 させ て そ れ を カ ー ドにパ ンチし芯

(8)区 間 長,出 発 点か らの距 離,コ ー ドNαの編 集

区 間 長,出 発点 か らの距 離 の 計 算結 果 と新 たに入力 され た海 岸調 査 票 の各 コー ドNαな らびに海

域 区 分 コー ドNαとを 図葉 毎 に編 集 した。

(9)番 号 順 の編 成

調 査 票 の最 終 結果 を地 図Nαの順,都 道 府 県 の順 に編 成 した。
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五 一2フ オ ー マ ッ ト表

(基 礎 デ ー タ)

10 w 30 40 so so

海岸

レコー ド8豚

レコード 逗

1-1

桁救
0ジ カ轟・9イン

7イ ジカル

文 字 区 分

● ● ● ・

市町 村

コー ド

● ● ● ●

5

● ●

区

画

数
●o

3

●

島

コ

i

ド

3

● ●o

地

域名

コ
1

ド

● ●o

4

種
コ

i

ド

1

演 岸

(汀線

区 分

z

喬
岸陸

域区

分

1

立
入
可
能
性

1

利用

状

況

ア・イ・ウ・エ ・オ カ・キ

7

汚

染

状
況

3

鳥
獣

護
区

1

海
域

区
分

3

区

間

長

5

始 点.の 座 標'

経 度

度

3

分

z

秒

4

絢 度

度

3

分

z

秒

4

始 点 の 座 標

経 度

度

3

分

2

秒

4

緯 度

度

3

分

2

秒

4

1件1レ コ ー ド

(県 別集 計デ ータ)

1

ミ
の

1

10 20 30 dO 50 60 70 ao

レコード 称

レコード弩迎縫番号

2-1

桁救
Oジ カ轟・噌トイン

7イ ジカル

文 字 区 分

o

県

コ

i

ド

z

● ・

地
図
の
総
数

3

県の総延長

io

Filler

・ ・ ● ●.● ● り ・ ● ● ● ● ● ■ ●o・o● ・ ●o●

65

10 20 30 40 50 60 70 ea

レコード

レコード樋運綾8母

2-2

桁救
0ジ カ貼 ・サ イン

フィジカル

文 字 区 分

汀 線ll延 長

コ

i

ド
〉〉

2

延 長

8

コ

1

ド
12

2

延 長

8

コ

1

ド
13

2

延 長

8

コ

i
ド

14

2

延 長

8

コ

i

ド

2]

2

延 長

8

コ

i

ド

22

z

延 長

8

コ

i

ド
23

2

延 長

8

コ

i

ド
罰

2

延 長

8

10 za 30 00 SU so 70

レコード

レコoド 弩逼続8号

2-3

ロ ジ加 ・サイン

桁救7イ ジカル

玄 宰 区 分

陸 域11延 長

コ

i
ド

3]

z

延 長

8

コ

i
ド

32

2

延 長

8

コ

i

ド

33

z

延 長

8

コ

i

ド
41

2

延 長

8

コ

1

ド
pl

2

延 長

8

コ

i

ド
p2

z

延 長

8

コ

1
ド

p3

z

延 長

8

コ

i

ド

pO

2

延 長

....

8



丑一5コ ー ド表 く海 岸〉

市町村 コー ド

自治省のコー ド

区画数(整 数)

1枚 の地形図内の区画数

島 コー ド

印刷の都合から省略 した。

第2回 自然環境保全基礎調査要綱1978の 別冊 「第2回 自然環境保全基礎調査コー ド番号「覧」

(環境庁自然保護局,1978)を 参照もしくは,環 境庁 自然保護局自然環境調査室または ,日 本野生

生物研究センターまで照会ください。

地 域 名 コ ー ド 地 種 コー ド

コ ー ド

0000

01xx

O2xx

O3xx

O4× ×～09× ×

10× ×～39× ×

40× ×～89× ×

区 分

地域指定な し

国 立 公 園

国 定 公 園

原生自然環境保全地域

自然環境保全地域

都道府県立自然公園

都道府県 自然環境保全地域

1

公 園 コー ド

(p350)

参 照

一P参 照

一P参 照

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

0

区 分

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

海域のみ普通地域

原生自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

地域指定な し

海 岸(汀 線)区 分 コー ド

コ ー ド

11

12

13

14

21

22

23

24

31

32

33

41

区 分

自然海岸

海岸(汀 線)が 人工によって改変されないで自

然の状態を保持 している海岸

半自然海岸

道路,護 岸,テ トラポット等の人工構築物で海

岸(汀 線)の 一部に人工が加えられているが

潮間帯においては,自 然の状態を保持している

海岸(海 岸(汀 線)に 人工構築物がない場合で

も海域に護岸提等の構築物がある場合は,半 自
然海岸 とする。)

人工海岸

海岸(汀 線)が,港 湾 ・埋立 ・凌煤 ・干拓等の

土木工事により著 しく人工的に改変された海岸

(人為によってっ くられた海岸)

海岸(汀 線)に 浜

が発達している

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(濾)に 浜が鍵 してし蝋 鶴)

人工構築物の前面

に浜が発達 してい

る

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

人工構築物の前面には浜が発達してい
ない

埋立によってできた海岸

干拓によってできた海岸

上記以外の土木工事によってできた海岸

河 口 部 河川法の規定(河 川法適用外の河川にも準用)に よる 「河川区域」の最下流

端を陸海の境とする。
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海 岸陸 域 区 分 コー ド

コ ー ド

1

2

3

0

区 分

(樹林地,砂 浜,断 崖等の自然が人工によって著 しく改変されていないで自自 然 地

然の状態を保持している土地)

農 業 地(水 田,畑,牧 野等の農業的な利用が行われている土地)

市街地 ・工業地

河 口 部

立 入可 能 性 コー ド

コ ー ド

0

1

2

3

区 分

立 入 りで き る。

崖,河 口部 な どの地 形 的条 件で 立入 りがで き な い。

工場等が海岸にあるため立入 りができない。

その 他 の 理 由で 立入 りがで きな い。

利 用 状 況 コ ド

当該計測区間の海岸域及びその地先海域において,次 に掲げる利用状況が見られるかどうかにつ

・いて調査する。

il李1ζ:糊 聯 魏
採 集オ

「採 集 」 とは,コ ンブ等 海藻 類,磯 物 の採取 等 の海 岸 利 用 の こ とで あ る。

「網 漁」 とは,地 引 き網,網 干 し場 等の 海岸 利 用 の ことで あ る。

ア～ キ は,フ ォ ー マ ッ ト表 の ア ～ キ の カ ラム位 置 に対 応 して い る。

汚 染状 況 コ ー ド

3カ ラム の うち始 あ か ら清 澄 度,油 汚染 度,ゴ ミ等 漂 着 状 況 の順 。

清 澄 度 区 分

コ ー ド

0

1

2

区 分

き れ い

すこし汚れている

かなり汚れている

備 考

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝ 程度以上

海水に浸かることが気にならない程度 透 明度20侃 ～30㎝ 程度

海水に浸かる気がしない程度 透視度20㎝程度以下
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油 汚 染 度 区 分 ゴミ等漂着状況区分

コ ー ド

0

1

2

区 分

ほとんど見られない

す ぐ見っかるが多くはない

多 い,ベ ル ト状,班 点 状 に 見 られ る

コ ー ド

0

1

2

区 分

ほとんど見られない

す ぐ見つ か るが 多 くは な い

ゴ ミが非 常 に 目立っ

鳥 獣保 護 区 コー ド

コ ー ド

0

1

2

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護区の指定がある

海域 区分 コー ド

海 域 区分 コ ー ド(P372)参 照

区 間長(実 数型)

0.01㎞ まで 表 示

(1区 間 は原 則 と して は100祝 以上)

始 点 の座標 およ び 終 点の 座標(整 数 型 お よび 実 数型)

調 査 区 間 の始 点 お よび終 点の経 度,緯 度 を 度 ,分,秒 に分 けて 表示,秒 に っ い ては,0.1秒 まで

表示

県 コー ド

県 コ ー ド(P349)参 照

地 図 の総 数(整 数型)

県 ご との 地 図の 総枚 数

県の 総 延 長(実 数 型)

汀線 別延 長(文 字 型 お よび 実 数型)

海 岸(汀 線)区 分 コー ド(前 出)に 続 い て,延 長 距 離 を0.01㎞ まで表 示

陸 域 別 延 長(文 字型 およ び実 数 型)

海 岸 陸 域 区分 コ ー ド(前 出)に 続 いて 延長 距 離 を0.01㎞ まで表 示,た だし,海 岸 陸 域区 分 コ ー ドが

頭 に プ ランクを 付 け2バ イ トにな って い る。
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1調 査 要 綱

1-1調 査 の 目 的

干 潟,藻 場,サ ンゴ礁 のわ が国 に おけ る分 布 状況 を 調 査 す る こ とで あ る。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対象 地 域

日本沿岸域全域 とする。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 事 項

(1)位 置 ・面 積

(2)タ イプ

(3)環 境 の現 況 等

1-6.調 査 方 法

地 形 図,空 中写真 の読 取 り,既 存 資料,そ の他 知 見 の 収集 等 に よ り行 う。

また,必 要 に応 じて,現 地 確認 調 査,聞 き と り調 査 等 を実 施 す る。

1-6-1調 査 対 象

調査 対 象 で,「 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と」 とは,1/5万 地形 図で,当 該 分布 域(消 滅 域)が,

2mm×2mmま たは1mm×4mm以 上 の広 が り と して 表示 され る ものを い う。 そ れ以 下 の幅 で,細

長 く連 続 す る干 潟,藻 場 は,調 査対象 と しな い。

(1)当 調 査で対 象 とす る干潟 は,現 存 す るか,あ る い は1945年 以後 に人 為 的 に消滅 した もの で,次 の

要件 の すべ て に該 当す る もの とす る。

ア 前 浜 干潟,河 ロ干 潟(河 川 区域 を 除 く),潟 湖 干潟 で あ る こ と。

イ 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。

ウ 干潟 の調 査対 象 には人 工 的 に造 成 され た干 潟 も含 め る。 な お,人 工 干潟 の場 合 は,そ の旨備

考欄 に注 記す る。

(2)藻 場

当 調査 で 対象 とす る藻場 は,現 存 す る か,あ る いは1973年 以 瑛 に消滅 した もので,次 の要 件 の す

べ て に該 当す る もの とす る。
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ア 海 域(潟 湖を 含む)内 に存 す る,ア マ モ場,ガ ラモ場 ,コ ンブ場 等 で あ って,水 深 が おお む

ね20m以 内の もので あ るこ と。

イ 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。

(3)サ ンゴ礁

当 調 査 で 対象 とす るサ ンゴ礁 は,現 存 す るか,あ るい は1973年 以 後 に消滅 した石 サ ンゴ類 の群

落 とす る。

た だ し,ト ラカ列 島 以南 で は,群 落面 積 が1ha以 上 の もの とす る。

1-6-2調 査 区

(1)調 査 は 調 査 区 ごと に行 う。

(2)干 潟 の調 査 区 は,次 の よ うに定 め る。

ア 現存 す る干潟 にっ いて は,原 則 と して 同 タ イプ の干 潟 の1分 布 域 を1調 査 区 とす る。

た だ し,分 布域 が長 大 な場 合 は,河 口,濡(み お) ,岬 角 等 の 自然地 形 で適 宜 区分 して1調

査 とす る こ とがで き る。

また,小 分布 域 が近 接 して いる場 合 は,ま とめて1調 査区 とす る ことが で き る。

イ 消滅 した干潟 に っ いて は,埋 立 等 の工 区 ご とに区 分 して ,1調 査 区 とす る。

(3)藻 場 の調 査 区 は,次 の よ うに定 め る。

ア 現 存 す る藻 場 に っ いて は,原 則 と して ,1分 布 域 を1調 査 区 とす る。

た だ し,分 布域 が 長大 な場合 は,河 口,潔,岬 角 等 の 自然地 形 で適 宜 区分 して1調 査 区 とす

る こ とが で きる。

ま た,小 分 布域 が 近接 して い る場 合 は,ま とめ て1調 査 区 とす る こ とが で きる。

イ 消滅 した藻 場 にっ いて は,1消 滅域 を1調 査 区 とす る。

(4)サ ンゴ礁 の調 査 区 は,次 の よ うに定 め る。

岬 角,河 口等 の 自然地 形 に よ り分 割 され た比 較 的 大 規模 な地 形 的 ま と ま りを1調 査 区 とす る。

1-6-3調 査 事 項

本 調 査 は,主 と して 既存 資 料 に もとつ いて 行 うが,既 存 資 料 その他 知 見 が ほ とん どな い場 合 は,

経 費 の許 す か ぎり現地 確認 調 査,聞 き と り調 査等 を 実 施す る よ う努 め る こ と。

調 査 す る事 項 は次 の とお り とす るが,ア につ いて は,必 ず 調査 す る こ と と し,イ 以下 につ いては,

既存 の 資料,知 見 を収集 す る。

(1)干 潟

ア 位 置,面 積,タ イ プ

イ 底 質 の状 況

ウ 主 な生 物 の生息 状 況

エ レク リエ ーシ ョ ン的 な干 潟 の利 用 状 況

オ 干 潟 部 分 の海水 の清澄 度,ゴ ミの漂 着等 の汚 染 状 況

力 開 発 計 画 の有無

(2)藻 場

ア 位 置,面 積,タ イプ
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(参 考1)調 査区の設定(干 潟)
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(参 考2)

調 ・査 区 の 設 定(藻 場)
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(参 考2-2)
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(参 考3)調 査区の設定(サ ンゴ礁)と 分布域の表示
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(参 考3-2)
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(参 考3-3)

② 屋久島以北の場合
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イ 藻類優占種,最 も繁茂する時期の疎密度,繁 茂状況の経年変化

ウ 藻場の海水の清澄度

工 開発計画の有無

(3)サ ンゴ礁

ア .位 置,面 積

イ 優占するサンゴの形態

ウ オニヒトデ被害

エ サンゴ礁の海水の清澄度

オ 開発計画の有無

1-6-4調 査 方 法

干潟については,1/5万 地形図に表示されていないものもあると考えられるため,地 元に照会す

る等,も れのないよう努めること。

調査方法は,次 のとおりとする。

(1)干 潟

ア 分布域,消 滅域の決定

切 分布域については1/5万 地形図に表示されている干潟を基本とし,空 中写真の読みとり,

既存資料,そ の他の知見を参考として調査を行う。

ω 消滅域にっいては,消 滅前の1/5万 地形図,埋 立免許関係書類等の既存資料,そ の他の知

見を参考として調査を行 う。

イ 面積の測定

面積の測定方法は,日 林協式点格子板を使用することを原則とする。

ただし,こ の方法が不適当な場合は,「 沖出し幅×延長」等で算出してもさしつかえない。

数値は1ha単 位(1ha未 満4捨5入)と する。

ウ 消滅時期

消滅時期は,埋 立免許関係書類等の既存資料,そ の他の知見を参考として調査を行 う。

消滅 した時点は,工 事着手時 とする。

工 消滅理由

消滅 した干潟について,消 滅の理由を次の区分に従って調査する。

表1-1消 滅理由区分表

消滅理由区分

埋 立 て

干 拓

凌 喋

そ の 他

オ 消滅域現況
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消滅 した干潟が,現 在主にどのように利用されているか,次 の区分に従って調査する。

表i-2消 滅域現況区分表

現 況 区 分

緑 地 ・未 利 用 地

農 業 地

市 街 地

工 業 地

水 面

その他(飛 行場など)

カ タ イ プ

各調査区内の干潟の主たるタイプについて,次 の区分のいずれに該当するか調査する。

σり 前浜干潟

ω 河口干潟

◎ 潟湖干潟

キ 底 質

各調査区の底質の状況にっいて,次 の区分のいずれに該当するか,既 存の資料,知 見の得ら

れた調査区に限り判断する。

σり 岩 石

ω 礫

㈲ 砂

国 泥

ク 植 生

既存する干潟を対象とし,各 調査区内の主な植生について,次の区分に従 って,既存の資料,

知見の得られた調査区に限り判断する。

表1-3干 潟植生区分表

植 生 区 分

干潟内には植生はない

冠水草原(草 本 アシ,オ ギ等)

塩 沼植 生(草 本:ア ッケ シ ソ ウ,シ チ メ ン ソウ等)

塩 沼植 生(木 本 マ ング ロ ーブ)

その他の植生

ケ 鳥 類

㈲ 現存 す る干潟 を 対象 と し,当 該 干潟 に渡来 す る シギ,チ ドリ類 の状 況 にっ いて,次 の区 分
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に従 って,既 存 の資料,知 見 の得 られ た調査 区 に限 り判 断 す る。

表1-4シ ギgチ ドリ類渡 来 状 況 区 分表

シギ,チ ドリ類 の渡 来状 況

シギ,チ ドリ類 の 渡来 はほ とん どな い。

シギ,チ ドリ類 の 渡来 地 で は あ るが,大 型 シギ類 は,ほ

とん ど見 られ な い。

大型 シギ類を含む渡来地である。

囲 大型 シギ類 とは,ダ イシャクシギ,ホ ウロクシギをいう。

ω 現存する干潟を対象とし,当 該干潟における鳥獣保護区の設定状況について,次 の区分に

従って調査する。

表1-5鳥 獣保護区設定状況区分表

鳥 獣 保護 区 設 定 状 況

鳥獣保護区の設定がない。

鳥獣保護区の設定がある。

鳥獣保護区特別保護地区の指定がある。

コ 利用状況

現存する干潟を対象とし,当 該干潟において,次 に掲げる利用状況が見られるかどうかにっ

いて,既 存の資料,知 見の得 られた調査区に限り判断する。

切 散 策

ω 海 水 浴

㈲ 潮 干 狩

ω 釣

㈲ 探 鳥

サ 清 澄 度

現存する干潟を対象 とし,当 該干潟の海岸汀線における海水の清澄度にっいて,次 の区分に

従って,既 存資料,知 見の得られた調査区に限り判断する。

表1-6清 澄 度 区 分 表

清 澄 度 区 分

き れ い

少 し汚 れて いる

海 の底 が よ く見 え,快 適 な気 分で 泳 げ る程 度 。

透 視度30cm程 度 以 上 。

海 水 に浸 る こ とが 気 に な らない程 度。
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清 澄 度 区 分

少 し汚 れている

かなり汚れている

透 視度20～30cm程 度。

海 水 に浸 か る気が しな い程度 。

透 視度20cm程 度 以 下。

シ 汚染状況

σ)臭 気

現存する干潟を対象とし,当 該干潟の底質が,有 機物汚染の堆積等により臭気を発生させ

ているかどうかについて,次 の区分に従って,既 存の資料,知 見の得 られた調査区に限り判

断する。

表1-7臭 気の発生状況区分表

臭気の発生状況区分

臭 気 は,ほ とん どな い。

や や臭 気 が あ る。

強 い臭 気 が あ る。

ω ゴ ミ等 の漂 着

既存 す る干 潟 を対 象 と し,当 該干 潟 の干 潮 時 に おけ る,ゴ ミ,廃 油,そ の他 漂 流物 の状 況

につ いて,次 の区分 に従 って,既 存 の 資料,知 見 の得 られ た調査 区 に限 り判断 す る。

表1-8ゴ ミ等 の漂 着状 況 区 分表

ゴミ等の漂着状況区分

ほ とん ど見 られな い。

す ぐ見 つか るが 多 くは な い。

ゴ ミが非 常 に 目立 っ。

ス 形質変更

現存する干潟を対象とし,形 質の変更(宅 地造成等の人為による土砂流入,土 砂の採取,工

事用車輌の往来等)の 有無にっいて,既 存の資料,知 見の収集を行う。

(2)藻 場

藻場については,水 産庁の水産研究所等にも資料があるものと考えられるので,広 く各方面か

ら資料収集に努めること。

ア 分布域,消 滅域の決定

分布域,消 滅域とも,第1回 自然環境保全基礎調査の藻場分布図を参考とし,その後の資料,

その他の知見を収集 し調査を行 う。
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イ 面積の測定

干潟の場合と同様に行 う。

ウ 消滅理由

消滅 した藻場にっいて,干 潟の場合 と同様に調査する。

工 消滅域現況

消滅 した藻場の現況にっいて,干 潟の場合と同様に調査する。

オ タ イ プ

各調査区内の藻場の主たるタイプにっいて,次 の区分のいずれに該当するか調査する。

藻場のタイプ

ア マ モ 場

ガ ラ モ 場

コ ン ブ 場

そ の 他

主 要 構 成 種

ア マモ,コ アマ モ等 被子植 物 によ る藻 場

ホ ンダワ ラ類

主 と して コ ンブ属 督に よる藻 場(海 中林 を 形成 す る よ うな もの)

ア ラ メ カ ジ メ ワ カ メ
,,, アオ サ,テ ン グサ 等,上 記 以 外 の種

囲 「主 と して コ ンブ属 」 とは,コ ンプ科 の うち,ア ラメ属,カ ジ メ属,ワ カメ属,

ア イ ヌ ワ カメ属 以外 の属 を さす もの とす る。

力 藻 類優 占種

調 査 区 内 に優 占 す る藻類 の種 類 につ いて,既 存 の 資料,知 見 の収 集 を行 う。

キ 経年 変 化

現 存 す る藻 場 を対 象 と し,当 該 藻 場 の繁 茂 の状 況(繁 茂 の 密度)が1973年 以 後 どの よ うに変

化 した か につ い て,次 の区 分 に従 って,既 存 の資 料,知 見 の得 られ た調 査区 に限 り判 断す る。

表1-9経 年 変化 区分 表

経 年 変 化

減少 した よ うに思 われ る。

変化 が ほ とん どな い よ うに思 わ れ る。

増 加 した よ うに思 われ る。

ク 疎 密 度

現 存 す る藻場 を 対象 と し,当 該藻 場 の最 も繁 茂 す る時期 に おけ る疎密 度 にっ いて,次 の区分

に従 って,既 存 の資料,知 見 の得 られ た調査 区 に限 り判 断 す る。

表1-10藻 場 疎密 度 区分 表

疎 密 度 区 分

濃生……海底面がほとんど植生で覆われている。

密生 … …海 底 面 よ りも植生 の方 が 多 い。

疎生 ……植 生 よ りも海 底 面 の方 が 多 い。
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ケ 清 澄 度

藻 場 の分 布 域 にお け る海 水 の 清澄 度 にっ いて,既 存 の資料,知 見 の得 られ た調 査 区 に限 り,

干 潟 の場合 と同様 に判 断す る。

コ 形質 変 更

現存 す る藻 場 を対 象 と し,形 質 の変 更(人 為 に よ る土 砂 の流 入,濡 の小 規 模 な拡幅 等)の 有

無 につ いて,既 存 の 資料,知 見 の収集 を行 う。

(3)サ ンゴ 礁

サ ンゴ礁 につ いて は,カ ラ ー空 中写真 の利用 が有効 で あ ると思 わ れ るの で,で きれば それ を利

用 す るこ とが望 ま しい。

ア 分 布 域,消 滅 域 の 決定

の 分 布域(生 存,死 滅 して い る もの を問 わず,サ ンゴの形 が 残 って い る地 域 を い う。 以下 同

じ)に っ いて は,1/5万 地 形 図 に表 示 され て い るサ ンゴ礁 を基 本 と し,空 中 写真 の読みとり,

海 図,既 存 資料,そ の他 の知 見 を参 考 と して 調査 を行 う。

α)消 滅 域(埋 立,凌 漢 等 に よ り,サ ンゴが残 って い な い地域 を い う。 以下 同 じ)に っいては,

消滅 前 の1/5万 地 形 図,埋 立 免 許 関係 書類 等 の既 存 資料,そ の他 の知見 を参 考 と して 調 査を

行 う。

イ 面 積 の測 定

干 潟 の場 合 と同 様 に行 う。

ウ 消滅 時期

消滅 時期 は,埋 立 免許 関 係書 類等 の既 存 資料,そ の他 の知 見 を 参 考 と して 調査 を 行 う。

消滅 した時点 は,工 事着 手 時 とす る。

工 消滅 理 由

消滅 したサ ンゴ礁 の 消滅 理 由 にっ いて,干 潟 の場 合 と同様 に調 査 す る。

オ 消滅 域 現況

消滅 した サ ンゴ礁 の現況 にっ いて,干 潟 の場 合 と同様 に調 査す る。

カ サ ンゴ の形 態

調 査 区 内で主 に 見 られ るサ ンゴ の形態 につ いて,次 の区分 の い ずれ に該 当 す るか,既 存 の資

料,知 見 の収 集 を行 う。

函 テ ーブル状

ω 枝 状

㈲ 塊 状

(勾 そ の 他

キ オ ニ ヒ トデ

の 被 害状 況

1973年 以 後 の当 該 調 査 区 の オ ニ ヒ トデ に よる石 サ ンゴ被 害 状 況 にっ いて,次 の区分 に従 っ

て,既 存 の資料,知 見 の 得 られ た調 査 区 に限 り判 断 す る。
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表1-11オ ニ ヒ トデ被 害状 況 区 分表

オ ニ ヒ トデ 被 害 状 況

ほ とん どの サ ンゴが被 害 を受 けて い る。

被害が進行中である。

被害を受けてはいない。

ω 時 期

既存の資料,知 見の収集によりオニヒトデ被害の最 も激 しかった時期(年)に っいて調べ

る。

ク 清 澄 度

サンゴ礁の分布域における海水の清澄度にっいて,既 存の資料,知 見の得られた調査区に限

り,干 潟の場合と同様に判断する。

ケ 形質変更

当該調査区内のサンゴ礁分布域における形質の変更(人 為による土砂の流入等)の 有無につ

いて,既 存の資料,知 見の収集を行 う。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査 結 果を 下記 の図 票 に とり ま とめ る。

1-7-1干 潟 分布 図g藻 場 分布 図gサ ン ゴ礁分 布 図

干 潟,藻 場,サ ンゴ礁 の分 布 域 等 を,図1-1「 干 潟 分布 図 」,.図1-2「 藻 場分 布 図 」,図1-3「 サ

ンゴ礁 分 布図 」 にな らい,国 土 地理 院 発行 の1/5万 地 形図 に表 示 す る。

1-7-2干 潟 調査票,藻 場 調 査票gサ ン ゴ礁調 査票

調 査 した事 項 は;表1-12「 干 潟 調 査票 」,表1-13「 藻場 調 査 票 」,表1-14「 サ ン ゴ礁 調 査票 」 に とりま

とめ る。
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＼ も 至/,/lil
'

＼!','6
..・・'5

ノ ゆrシ
'セ

'℃ 覧ンe
'♂.
の る

Gも`・

ぐ き

も ㍑.
π つL、 《・

・・}セ

/飛

ノ リ
つ'

!や く㌧
.う つ

(屋 久 島以、♪ヒの場 合)
z∠

/

ノコ メ
メ委 ・髭

● む

/9: .ラ

ニン

/'・ 、

μ::
ρ9'

汐/
,!

さ'＼_ノ

○ ○ 痔 く/02)

!ヲ ノ/・ ・蕩 ノ)、

口

灘 欝 融=騰'酬 創 ㈱ 一ド 醐 爾 海懲 誓

n

却
図
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(調 査 票 様、式) 衰1-12干 潟 調 査 票

1

8
ゆ

1

響.ド

'調査K

魯 号

海 域 名 樋

地.図

替 号

.._L_

地 名

干 漏 調 畳 票

市 町 村
行 政

コ ード

面1徴(血)

轍

→
泊載域

消 滅}

時:期

消滅

埋宙

、'夕 月7。

現L況
珂 測

沢 口 粗

底 賃

1厭砂 泥

桓 鶏嶺
喪

簑

剰 鴇択況
唐
本獣

寿
釣

振

鳥

膚

趣

汚妖状況

換 気
ゴミ寿

の;論凶

調査戦

嗜幽 媒

9'78

蟄震
奪
面

薦

粛 三赴 眉
氏 乃 所 馬

8-39・4〃



醐 蘇 様式)
表1-13藻 場 調 査 票

1

諺
り

1

鞠'

三 一ド

鞭 区

番 号

塩 域'殆 液魯

地図

巻呂
地1佑

藻 場 調 餐 象

栴町討
肴 政

づ 一 ド

面 頑 で加

分蒲威 蛸戯域

蛸裁

理由

灘

現況

タ イ ア

妥
嘉

び尋ヲ
フ魅あ

}

顛 類 優 占 痩
五

化

萄

戻

渚

度
婁

開

謬ヤ

調套年笈

都直厨県

/9ク8

楯 考

一
,一 磁塗・(酵



(姻登 票様 式)
表1-14サ ン ゴ 礁 調 査 票

1

8
む

1

海 威
コード

調査区

番 号

春 域 治 枝春

地 「図

芯 考

地 乃

サ ン ゴ 庶 調 査・票 調査五裟

都道府県

/9ク8

而町村
行 政

コード

ll
i

ll

面 旗(似)

分布威 消…滅域

蛸嶽

時期

蛸戴

理由

綴

現郭

サンゴの形態

鴫ヱ

オタぐ

枝

状 状
器
他

オ`ヒ トヂ

波巻
状光

請期
澄
戻

髪

釜

開

.発ト 考

網査着
氏 危 属

2一`!・ ∫2
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8
　

1

皿 一1-1 フ オ ー マ ッ ト表 干潟

10

レコード呂豚

レコード弩連

1-1

桁敦
0ジ 倉轟・・燈イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

●

県

コ

i

ド

z

海域

コ

i

ド

20

3

30 40 50
'
行逼=ト

0

3

0

3

分

布

域(h幻

消

滅

域(㎏)

消 滅

0

時 期

(年)

理

由

現

況

0

時 期

(年)

理

由

現

タ

イ

底'質

岩

石

礫砂泥

植
鳥●類

渡

来

保

護

区

莉用城

散

箴
杢

潮

干

狩

釣

探

鳥

清

澄

度

汚染

臭 ゴ

気

形

質

変
化

発

計
画

撃

妻
数

●

分メ
ツ

布シ
ユ

域数

消メ
ツ

滅シ
ユ

域数

so

4 4

0

6 6 1 4 i 2 5 1 z 1 1 3 3 3

..

Filler

..

22

10 20 30 40 50 60 70 eo

レコー ド 称

レコー ド6連 短書骨

1-2

桁救
ロジ カ昂飼・燈 イン

フィジカル

文 字 区 分

●'.●'"努 希'

域3嵌 ∵ 。 ウ'.',.一.ド 　 '

..

0

8

OO

8

③

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

⑩

8

10 zo 30 40 50 60 TO 80
レコード

レコー ド鉦…連続番母

1-3

桁救
ロジ加 ・燈イン

フィジカル

文 字 区 分

'.'.　 　 　 　 　 　 　 　 ●　 'ド
消職'域3嫉 ン ㌧ ジ 」'コ●一 ド

n

8

0

8

O

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

⑩

8



皿 一1-2コ ー ド表 く 干 潟 〉

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海 域 コー ド

海 域 区分 コ ー ド(P372)参 照

行 政 コ ー ド

該 当 す る 市町村 コー ドか ら,県 を 表 わす2ケ タを 除 い た もの。 市 町村 コ ー ドは 自治 省の コ ー ド

分布 域(整 数 型)

図面 計 測 値 の 実数(1る α単 位)

消滅 域(整 数 型)

図面 計 測 値 の 実 数(1加 単位)

消滅(整 数 型 お よび 文字 型)

時 期 は 西 暦 年号

理 由 コー ド 現 況 コー ド

コ ー ド 区 分 コ ー ド 区 分

1埋 立 て1緑 地 ・未利 用地

2干 拓2農 業地

3凌 深3市 街 地

4そ の他4工 業地

5不 明5水 面

9現 存 して い る6そ の他(飛 行 場 な ど)

9現 存 して い る

タ イプ コ ー ド 底 質 コー ド

慧麟 勤轍 島

一302一



植 生 コー ド

コ ー ド

0

1

2

3

4

9

区 分

干潟内には植生はない

冠水 草原(草 本:ア シ,オ ギ 等)

塩沼 植生(草 本 ア ッケ シ ソ ウ,シ チ メ ンソ ウ等)

塩沼 植生(木 本:マ ング ロー ブ)

その他の植生

消滅している

鳥 類 コ ー ド

渡 来(シ ギ,チ ドリ類の 渡来 状況)

保 護 区 コー ド

コ ー ド

0

1

2

区 分

シギ,』チ ドリ類 の渡 来 は ほ とん ど ない

シギ,チ ドリ類 の 渡来地 で は あ るが,

大型 シギ類 は,ほ とん ど見 られ な い

大型シギ類を含む渡来地である。

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護区の指定がある

消滅 して いる と き

囲 大 型 シギ類 とは,ダ イ シャ クシギ,ホ ウ ロ

ク シギを い う。

利用状況コー ド

散 策

1判灘i
探 鳥

清 澄 度 コ ド

コ ー ド

0

1

a

9

き れ い

す こ し汚 れ て い る

かなり汚れている

存 在 し な い

区 分

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝程度以上

海水に浸かることが気にならない程度 透 視 度20㎝ ～30㎝ 程 度

海水に浸かる気が しない程度 透視度20侃程度以下

汚染コー ド

臭気(奥 気の発生状況) ゴ ミ(ゴ ミ等 漂着 状 況)

形 質 変化 コー ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

臭 気 は,ほ とん どな い

やや臭気がある

強い臭気がある

存在 しない

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

ほとんど見られない

すぐ見っかるが多くはない

ゴ ミが非 常 に 目立 っ

存在 しない

コ ー ド

1

0

9

区 分

有

無

存在しない

一303一



開発 計 画 コー ド

コ ー ド

1

0

9

区 分

有

無

存在 しない

総 メ ッシ ュ数(整 数型)

当 該 レ コー ド内 の3次 メ ッシ ュデ ー タの数

5次 メ ッシ ュ コー ド

「メ ッシ ュ コ ー ドの付 け 方」(P348)参 照

一304一



i
WO

Gn

i

皿 一2-1フ オ ー マ ッ ト表 藻場

レコード呂椿

レコード 逗

1-1

桁数
oジ カ島・燈 イン

フィジカル

文 宇 区 分

県

コ

i

ド

●

2

● ■

'海

域

コ

i

ド

● ●

10

3

　 コ 　 ロ

行 政 コー ド

0

3

②

3

分

布

域(融)

消

滅

域(4α

20

4 4

10

消
滅

理
由

1

現

況

1

藻
場
タ
イ

1

30 40 sa
　 　 ロ ロ ロ コ サ 　 コ ロ 　 　 　 サ

優 占 種

0 0 O 0 0 ⑥ ⑦ ⑧ 0 ⑩
経

年

変
化

藻

密

度

清

澄

度

砂

質

変
化

発

計

総
メ

ジ

薮

so

3 3 3 3

20

3 3 3

30

3 3 3 1 】

dO

1 1 1 3

80'

分メ
ツ

布シ
ニ

域数

3

消メ
ツ

滅シ
ム

域数

3

Tiller

14

レコード 称

レコー ド弩遵続書母

1-2

桁救
ロジカ島・◎ イ7

フィジカル

文 字 区 分

SO 60 70 so
IIIII ● 努 希

域'嶽 ●メ リ レ∵ 二'ド'".　 ''"　 　 ●'● ● 　 "
・ ● ● ●

0

8

0

8

0

8

10

0

8

0

8

⑥

8

sa

0

8

30 40

0

e

0

8

50

⑩

..

8

レコー ド

レ戸一 ド鯵連縦8母

1-3

桁救
ロジカ島・サ{ン

7イ ジカル

文 字 区 分

60 70 ao'庸 裁 底 歌 ●
メ 抽 ∵ 二'ド'

O

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

⑦

8

⑧

8

0

8

⑩

B



皿 一2-2コ ー ド表 く 藻 場 〉

県 コ ー ド

県 コ ー ド(P349)参 照

海 域 コー ド

海 域 区分 コ ー ド(P372)参 照

行 政 コー ド

該 当 す る市 町村 コー ドか ら県 コ ー ドに相 当 す る上2ケ タを除 い た もの

欝 叢劉1騨 位

消 滅 理 由 コー ド 現 況 コ ー ド

コ ー ド 区 分 コ ー ド 区 分

1埋 立 て1緑 地 ・未 利 用 地

2干 拓2農 業 地

3凌 喋3市 街 地

4そ の 他4工 業 地

9消 滅 して いな い5水 面

6そ の他(飛 行場 な ど)

9消 滅 して い ない

藻 場 タ イ プ コ ー ド

コ ー ド

1

:2

3

4

5

6

7

8

タ イ プ 区 分

コ ン ブ 場

ア ラ メ 場

ガ ラ モ 場

ワ カ メ 場

小 型 多 年 藻 場

ア マ モ 場

小 型1年 藻 場

(ア オサ,ア オ ノ リ場)

そ の 他

区 分 種

○ ○ ○ コ ンブ,チ ガ イ ソ,ア ナ メ

カ ジ メ,ア ラ メ,ス ジ メ,ア ジ メ,ク ロ メ,ツ ル ア ラ メ

○ ○ ○ モ ク,ア メダ ワラ,ウ ミ トラノ オ,ホ ンダ ワラ

(類 科,属)

ワ カ メ,ヒ ロ メ,ア ン トク メ

テ ン グ サ,マ クサ,オ オ ブ サ,オ バ ク サ,ハ イ テ ン グ サ

ア マ モ コア マ モ ス ガモ エ ビア マモ スゲ ア マモ ウ ミヒル モ,,,,,

ア オサ ア ナアオ サ ア オ ノ リ ナガ ア オサ
,,,,

ヒ ラア オ ノ リ

ヒ トエグサ
,

その他の藻場

優 占 種 コ ー ド

1～3ケ タ(例,ア オサ は]〕2と な って い る)

コ ー ド

1

2

3

4

種 名

ア ン ト ク メ

ア オ サ

ア ナ ア オ サ

ア マ モ

コ ー ド

5

6

7

8

種 名

ア

ア

ア

ア ミ

カ モ

ラ

ジ

ジ

ク

メ

メ

グ サ

コ ー ド

9

10

11

12

種 名

ア ヤ ニ シ キ

ア オ ノ リ

ア ナ メ

ア イ ヌ ワ カ メ
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コ ー ド

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

種 名
"

ア ツ バ コ ン フ

ァ カバ ギ ン ナ ン ソ ウ

ア サ ク サ ノ リ

イ ソ モ ク

イ ギ ス

イ バ ラ ノ リ

イ シ ゲ

イ ボ ツ ノ マ タ

イ ソ マ ツ

イ シ モ ヅ ク

イ ソ キ リ

イ タ ニ グ サ

イ ソ ハ ゲ

ウ ミ ト ラ ノ オ

ウ ミ ウ チ ワ

ウ ミ ヒ ル モ

ウ ミ ゾ ー メ ン

ウ ツ プ ル イ ノ リ

ウ ミ シ グ サ

ウ ミ シ ョ ウ ブ

エ ゾ イ シ ゲ

エ ゾ ツ ノ マ タ

エ ゾ ヤ ハ ズ

ェ ビ ア マ モ

エ チ ゴ カ ニ ノ テ

ェ ゴ ノ リ

オ オ プ サ

オ バ ク サ

オ オ バ モ ク

オ ゴ ノ リ

オ ニ ク サ

オ オ ハ ネ モ

オ ニ コ ン ブ

オ オ バ ツ ノ マ タ

カ ジ メ

カ ラフ ト トロ ロ コ ンブ

カ レ キ グ サ

カ ヤ ノ モ リ

カ ニ ノ テ

ガ ラ モ

ギ ン ナ ン ソ ウ

コ ー ド

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

種 名

キ シ ュ ウ モ ク

キ ン ト キ

キ ヌ イ ト グ サ

キ ジ ノ オ

ク ロ モ

ク ロ メ

ク ロ ガ シ ラ

ク ロバ ギ ン ナ ン ソ ウ

ク ロ キ ヅ タ

ク シ ベ ニ ヒ バ

ケ ウ ル シ グ サ

コ ト ジ ツ ノ マ タ

コ ン ブ

コ ノ ハ ノ リ

コ ブ ク ロ モ ク

コ ア マ ・モ

サ ナ ダ グ サ

サ ン ゴ モ

ジ ョ ロ モ ク

シ マ オ オ ギ

シ ラ モ

シ ワ ヤ ハ ズ

ス ガ モ

ス ギ ノ リ

ス ジ メ

ス ゲ ア マ モ

ス ジ ア オ ノ リ

ス リ コ ギ ツ ダ

石 灰 藻

ソ ゾ

タ マ ハ キ モ ク

タ マ ナ シ モ ク

ダ ル ス

タ ン バ ノ リ

タ マ イ タ ダ キ

チ ヂ ミ コ ン ブ

チ ャ シ オ グ サ

チ ガ イ ソ

ツ カ サ ア ミ

ツ ノ マ タ

ツ ヤ ナ シ シ オ グ サ

コ ー ド

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

種 名

ツ ル ア ラ メ

ツ ノ ム カ デ ノ リ

ツ ノ マ タ 類

テ ン グ サ

ト ロ ロ コ ン ブ

ト ゲ イ ギ ス

ト ゲ モ ク

ト サ カ ノ リ

ナ ミ ノ ハ ナ

ナ ガ コ ン ブ

ナ ラ サ モ

ナ ガ ア オ サ

ナ ガ ミ ル
う ゆ

不 コ ア シ コ ン フ
う ゆ

不 フ ト モ ク

ネ ジ モ ク

ネ ジ シ ミ ル

ノ コ ギ リ モ ク

ノ コ ギ リ ヒ バ

ノ リ

バ フ ラ ユ ン グ

ハ イ テ ン グ サ

ハ ハ キ モ ク

ハ ネ モ

ハ バ ノ リ

ハ リ ガ ネ

ヒ ラ イ ボ

ヒ ラ タ オ ヤ ギ

ヒ ト ツ マ ツ

ヒ ラ キ ン ト キ

ヒ ラ ア オ ノ リ

ヒ ロ メ

ヒ ジ キ

ヒ ラ ム カ デ

ビ リ ヒ バ

ヒ.ト エ グ サ

ヒ エ モ ク

フ タ エ オ オ ギ

フ シ キ ン ト キ

フ シ マ ツ モ

フ シ ツ ナ ギ
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コ ー ド

136

13?

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

種 名

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

ヘ

ホ

ホ

ダ ラ

ク ロ フ

ノ

シ ス ジ

ク ロ

サ シ オ

タ エ

ラ ヤ

ン ダ

ン ダ ワ

ノ

モ

ノ

グ

モ

ノ、

ワ

ラ

ク

リ

リ

ク

リ

サ

ク

ズ

ラ

科

ホ リバ ノ トサ カモ ドキ

マ

マ

マ ツ

マ メ

マ タ

ミ

ツ

ク

ノ

ダ ワ

ボ

モ

サ

リ

ラ

ウ

ノレ

コ ー ド

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

種 名

ミ

ミ

無

モ

モ

ヤ

ヤ

有

ユ

ユ

ユ

ヨ

リ

ワ

そ

不

ス

ツ イ シ コ

リ

節 石

ズ

ク

ハ ズ

ツ マ タ

節 石

ナ

カ

レ

シ リ コ

カ

の

モ

ギ モ

ン ブ

ン

灰 藻

ク

類

グ サ

モ ク

灰 藻

ナ

ガ

リ

ク

ン ブ

メ

他

明

ク

コ ー ド

170

171

172

173

174

175

176

17?

178

179

180

181

182

183

184

種 名

オ オ バ ノ コ ギ リモ ク

コ ナ ミ ウ チ ワ

ヒ ラ ク サ

ホ

ア

ベ

ツ

ア

ア

ベ

ム

ヘ

ジ

オ

イ

ソ メ コ ン フ

カ バ

ン ス ナ ゴ

ル モ

ォ ワ カ メ

ジ モ

ニ ヒ ノぐ

カ デ ノ リ

ラ リ ュ ウ モ ン

ガ ミ グ サ

オ オ ゴ ノ リ

ワ ヒ ゲ

経 年 変 化 コ ー ド 藻 密 度 コ ー ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

減少 したように思われる

変化がほとんどないように思われる

増加 したように思われる

調査票に記載なし

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

濃生……海底面がほとんど植生で覆わ

れている

密生……海底面よりも植生の方が多い

疎生……植生よりも海底面の方が多い

調査票に記載なし

清 澄 度 コ ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

き れ い

少 し汚れて い る

かなり汚れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝程度以上

海水に浸ることが気にならない程度 透視 度20㎝ ～30㎝ 程度

海水に浸かる気がしない程度 透視度2(勲程度以下

調査票に記載なし

亀

砂 質 変 化 コ ー ド 開 発計 画 コー ド

コ ー ド

0

1

9

区 分

人為による土砂の流入等の形質の変更が見られない

"〃 見られる

無 記 載

コ ー ド

0

1

9

区 分

無 し

有 り

無 記 名
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メ ッシ ュ数(整 数型)

当該 調査 区 で の 分布 域(も しくは 消滅 域)を 構成 す るメ ッシ ュの 数

5次 メ ッシ ュ コー ド(整 数 型)

「メ ッシ ュ コ ー ドの付 け方 」(P348)参 照
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留
O

i

皿 一5-1フ ォ ー マ ッ ト表
サ ンゴ礁

10

レコー ド客豚

レコー ド毎運

1一1

桁救
ロジカ距 サイン

7イ ジカル

文 字 区 分

●

県

コ

i

ド

z

● ●

海

域
コ

i
ド

● ●

3

20
　 　 の 　

行 政 コー ト

0

3

0

3

■o・

分

布

域

..(脚

4

消

滅

域
(ha)

4

30 40 50

消 滅

時 期

(年)

理

由

現

況

時 期

(年)

理

由

現

況

6 6

10

ンゴの形.

テ

iブ

ル

状

枝

状

塊

状

そ

の

他

4

so

オ ニ ヒ トデ

状

況

時 期

(年)

5

清

澄

度

1

形
質変

化

1

開発

計画

1

総
る

と

数

3

分メ
ツ

布シ
ユ

域数

3

消メ
ツ

滅 シ
ユ

域数

3

0 80

Filler

レコー ド名称

レコー ド鰹連続番号

1-2

桁救
ロジカル・サ イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

za 30 as 50 60 70 so
'益 希

域'3'次 ン ツ●ジ ヨ ●コ ごF"

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

10

⑩

..

8

20 30 40
レコード

レ.コード毎運続8号

1-3

桁救
ロジカ轟 ・燈イ ン

フィジカル

文 字 区 分

50 60 70 so
.. ●屑 巌

域'3恢yツ ㌧ ∵,ご ド
..

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

O

8

⑩

S



皿一5-2コ ー ド表 く サ ン ゴ 礁 〉

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海域 コー ド

海 域 区 分 コ ー ド(P372)参 照

行政 コー ド

該 当す る 市 町村 コ ー ドか ら県 コー ドに相 当す る上2ケ タ を除 い た もの

綴:箋 鋤 面積 ・囎(芝 議 男鷺 携 騨 伽 のものは分布域も7肖滅域)
消滅(整 数型および文字型)

時期は西暦の年号

理由

分

現況

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区

埋 立 て

干 拓

俊 漢

そ の 他

不 明

サンゴ礁が現存する

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

9

区 分

緑 地 ・ 未 利 用 地

農 業 地

市 街 地

工 業 地

水 面

その他(飛 行場など)

サ ンゴ礁が現存す る

サンゴの形態コー ド

蜜ll騰
オニヒ トデ(文 字型および整数)

被害状況

1

0

9 または ブ ラン ク

清 澄 度 コ

コ ー ド

0

1

2

9

ド

区 分

ほとんどのサンゴが被

害を受けている

被害が進行中である

被害を受けてはいない

記載なし

時期は西暦の年号

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

き れ い

すこし汚

れている

かなり汚

れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度

透視度300π程度

海水に浸かることが気にならない程度

透視度20㎝～30侃程度

海水に浸かる気がしない程度

透視度20(肌程度以下

記 載 な し
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形 質 変化 コ ー ド 開 発計 画 コー ド

コ ー ド

0

1

9

区 分
な し

あ り

記 載 な し

コ ー ド

0

1

9

区 分

な し

あ り

記 載 な し

メ ッシ ュ 数(整 数型)

当該 レ コー ド内の3次 メ ッシ ュデ ータ の数

5次 メ ッシ ュ コー ド(整 数 型)

「メ ッシ ュ コ ー ドの付 け 方」(P348)参 照

「
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海 域 環 境 調 査

目 次

1.調 査 要 綱

1-1.

1-2.

13.

豆 一4,

1-4-1.

1-5.

1-5-1.

1-5-2.

1-53.

1-s.

1-6-i

I-6一 一2一

夏 一6-3.

1-6-4.

1-6-5.

1-6・ 一6.

IL情 報 処 理

皿 一1.

II-2.

調査の目的

調査実施者

調査実施期間

調査内容

調査事項

調査方法

収集資料の範囲

データの取扱い

データの整理

調査結果のとりまとめ

315

315

315

315

315

315

315

315

316

316

326

採集地点位置図,海 域特定生物分布図,大 腸菌測定点図,赤 潮発生海域図 ……326

プ ラ ンク トンデ ータ表

底生生物データ表

付着生物データ表

大腸菌データ表

赤潮発生状況表

フ ォ ー マ ッ ト表

コ ー ド表

328

328

328

329

329

331

331





1調 査 票 綱

1-1調 査 の 目 的

生 物 の生 息 状況 か らみ た,わ が 国 の 沿岸 域 の現 状 を把 握 す るた め,プ ラ ン ク トン,底 生 生物,付 着

生 物等 に っ いて調 査 す る ことで あ る。 当調 査 は,純 然 た る資 料調 査 で あ って 既 存 データ を 巾広 く収集

す れば よい。 現地 確 認調 査 は全 く必要 と しな い6

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 実 施期 間

昭和53年 度

1-4調.査 内 容

1-4-1調 査 事 項

(1)プ ラ ンク トン

(2)底 生 生 物

(3)付 着 生 物

(4)大 腸 菌

⑤ 赤 潮

1-5調 査 方 法

既 存 のデ ー タ を収 集 し, 「海 域 区分 コー ドー 覧 」 に よ り区 分 され た海 域 ご とに整 理す る。

1-5-1収 集資 料 の範 囲

当調 査 に お いて,収 集,整 理 すべ き既存 の資 料 は,わ が 国 の海岸 線 か らお おむ ね5kmの 範囲の海

域 の もの に限 る こ ととす る。 た だ し,内 海,内 湾 に関す る もの はそ のす べ て を収集 の対 象 とす る。

(1)プ ラ ンク トン

48年 度 か ら52年 度 まで の5ケ 年 間 の デ ー タを収 集整 理す る。

(2)底 生 生 物

砂 泥 底等 に生息 す る生物 に 関す る もので あ って,48年 度 か ら52年 度 まで の5ケ 年 間 に,採 泥器

ま たは 方形 枠 法 に よ り採 集 され た もの のデ ー タを収 集,整 理 す る。

(3)付 着 生 物

ブ イ,護 岸 等人 工物 に付 着 してい る生 物 に関 す る もので,48年 度か ら52年 度 まで の5ケ 年間 に

方 形 枠 法,観 察 等 に よ り記 録 され たデ ー タ を収 集,整 理す る。
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(4)大 腸 菌

「公 共 用 水域 水質 測 定結 果 」,「主要 水 浴 場 水質調 査 結果 」,そ の他 資料 よ り,52年 度1年 間 の

デ ー タ を収 柴 整 理す る。

(5)赤 潮

48年 度か ら52年 度 ま での5ケ 年 間 に発 生 した赤潮 にっ い て,そ のデ ー タを 収集,整 理 す る。 赤

潮 に関 して の デ ー タ収 集 は,48-52年 の5ケ 年 分 に つ いて実 施 す るが,赤 潮 発 生海 域 図 は52年 の

デ ー タ のみ を 使 って作 成 す る。

1-5-2デ ー タの 取 扱 い

(1)原 則 と して,同 一 日の 同一 測 定 点(又 は採 集 地点,以 下同 じ)に お け る測 定結 果 は,1デ ー タと し

て取 扱 う。

(2)同 一 日に同一 測定 点 で2検 体以 上 測定 して い る場 合は,そ れ らを ま とめて1デ ー タ と して取扱

って さ しっか え な い。 この場 合,平 均値 を もって 当該 測定 点 の測 定 値 とす る。

(3)厳 密 に 言 えば,同 一 測定 点 で な い場合 で も,デ ー タの性 格 に よ って 同一 測 定点 とみ な し得 る範

囲 内 の2以 上 の測 定 点 で,同 一 日に 測定 して い る場 合 は,そ れ らを ま とあて,1デ ー タ と して 取扱

って さ しつ か え な い。

この場 合,平 均値 を も って 当該 測 定点 の測定 値 とす る。

1-5-5デ ー タ の整理

(1)プ ラ ン ク トン

収 集 され たデー タ は 表1-1,「 ブ ラ シク トンデー タ票 」 に次 の とお り整 理す る とと もに,採 集 地

点 の位 置 を図1-1「 採 集地 点位 置 図 」 にな らい表示 す る。

ア 採 集 地 点 の位 置

各 採 集 地点 ご とに 採 集地 点 の概 鴫 の位 置が わか.るよ うに,採 集 地点 名 を付 す。

(例 ○ ○ 湾,湾 口部,○ ○ 川河 ロ,OO海 岸)

イ 採 集 年 月 日

当 該 デ ー タが 得 られ た年 月 日

ウ 優 占 種

当 該 デ ー タ に記 載 され て い るプ ラ ンク トンの うち 動物,植 物 そ れぞ れ優 占す る もの1～3種

の学 名。

工 以 下 に掲 げ る事項 にっ い て は,当 該 デ ー タか ら判 明す る場 合 に のみ デー タ表 に 整理 す るる

σr)沈 澱 量(ml/1)

(イ)個 体 数(/ml)

(ウ)採 集 方 法

当 該 デ ー タが,プ ランク トンネ ッ トに よ って い る ものか,採 水 によ って い る ものか の別。

プ ラ ン ク トンネ ッ トに よ って い る場 合 はネ ッ トの型 式。

(エ}ネ ッ トの網 目

プ ラ ン ク トンネ ッ トを使 用 して い る場 合 は,ネ ッ トの 網 目の大 き さ。網目の大 きさは,表1

-2の 号数に区分す る。
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採.菓 地 颪 位 置 図
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0

0

0
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湾2
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A3

クノ6ノ

β己

乃4
B3

フ㎜'

.〆 乃z 「
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＼
fPas82

ρ ○ 湾 く紐)

○ ○腱(40〃

凡側 ρ… 一プヲン外 ソ 頭 一…一甘差 生 吻

8一… 遂 生 生.物

脇

漁わ→3

遊域
朗《

図1-1採 集 地 点 位 置 図

け)当 該デ ー タ の 出典

当 該 デー タが 公 表 され て いる記 録 の場 合 は文 献 番号。 公 表 され て いな い記 録 の場 合 はデ ー

タ保有 者 名(又 は 保有 機 関 名)。

プ ラン ク トン,底 生 生 物,付 着 生物 の各 デ ー タ表 作 成 の場 合,記 載事 項 の一 部が欠除 しているデー

タで あ って も,て 採 集 地点 の位 置,イ,採 集 年 月 日,ウ,優 占種 の記 載 が あれ ば,エ,以 下 のデ ー タが

欠 除 して いて も,必 ず デ ー タ表 を作 成 す るこ と。

(2)底 生 生 物

収 集 され た デー タは,表1-3「 底 生 生物 デ ー タ表」 に次 の とお り整 理 す る とと もに,採 集 地点

の位 置 を 図1-1「 採 集 地点 位 置 図」 にな らい表示 す る。

また,シ ズク ガ イ,チ ヨノ ハ ナ ガイ,ヨ ッバ ネス ピオ,Capitellacapitata4種 の 分布域 及

び 「無生 物 域」 を 図1-2「 海 域特 定 生物 分 布 図」 に な らい表 示 す る。

ア 採 集 地点 の位置

プ ラ ンク トンの場 合 に準 じる。
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表1-2プ ラン ク トンネ ッ トの 網 目

国 際 規 格(Standard)

号 数(Nα)

0000

000

00

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

25

1イ ン チ

あ た り網 目数

18

23

29

38

48

54

58

62

66

74

82

86

97

109

116

125

129

139

150

157

163

166

169

173

178

200

網 目の大 き さ

(mm)

1.364

1.024

0.752

0.569

0.417

0.366

0.333

0.318

0.asa

0.239

0.224

0.203

0.iss

O.158

0.145

0.119

0.112

0.099

0.094

o.oss

o.osi

O.079

0.077

0.07s

0.069

0.064

日 本 規 格

号 数

GG16

GG18

GG20

GG22

GG24

GG26

GG28

GG30

GG32

GG34

GG36

GG38

GG40

GG42

GG44

GG46

GG48

GG50

GG52

GG54

GG56

GG58

GG60

GG62

GG64

GG66

GG68

GG70

GG72

XX

XX

XX

XX

XX

6

7

8

9

10

XXll

xx12

xx13

xx14

xx15

xx16

XX17

1イ ン チ

あた り網 目数

15.5

17.5

19

21

23

25

27

29

31

33

35

37

39

40.5

42.5

44.5

46.5

48.5

50.5

52.5

54.5

56.5

58

60

62

64

66

68

72

74

82

86

97

109

116

125

129

139

150

157

163

網目の大きさ

Cam)

1.345

1.170

1.040

0.930

o.sso

O.790

0.740

0.sso

O.624

0.575

0.532

0.494

0.473

0.443

0.418

0.392

0.379

0.357

0.347

0.328

0.311

0.294

0.279

0.270

0.25?

0.244

0.237

0.231

0.aao

0.230

0.195

0.i80

0.150

0.125

0.115

0.105

0.095

0.085i

O.075

o.070

0.067
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図1-2海 域 特 定 生 物 分 布 図

イ 採 集年 月 日

プ ラ ンク トンの 場合 に準 じる。

ウ 優 占 種

プ ラン ク トンの 場合 に準 じる。ただ し,和 名が あ る もの にっ い て は,学 名及 び 和 名。

工 以下 に掲 げ る事 項 にっ い て は,当 該 デー タか ら判 明 す る場 合 にの み デー タ表 に 整理 す る。

(ア)採 集 地 点 の水 深又 は潮位

当 該 デ ー タが 得 られ た 場所 の水深 又 は 潮位。

α)底 質 の概 観

採 取 され た底 質 は,表1-4,に 従 って区分 す る。

(ウ)採 集 機 器 の種 類

当該 デー タが採 泥 器 に よ って い る ものか,方 形 枠 に よ って い る ものか の別。 採 泥器 に よ っ

て い る場 合 には,エ クマ ンバ ー ジ型,ス ミスマ ツキ ンタイ ヤ型 等,採 泥 器 の型 式。
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に)採 集 機 器 の大 き さ

採 集 機 器(採 泥 器及 び 方形 枠)の 大 き さ(ヨ

コ × タテcm)

㈲ 当 該採 集 地点 におけ るシ ズ クガイ,チ ヨ ノハ

ナガ イ,ヨ ツバ ネス ピオ,Capitellacapitata

の生 息 の有 無。

(カ)動 物 群別 湿 重量,個 体 数及 び検 体数

二枚 貝 類 ,腹 足類,甲 殻 類,多 毛類 等,動 物

表1-4底 質 の 概観

礫

砂

砂

砂

泥

礫

泥

群 別 の湿重 量(g/in2),個 体数(/n2)及 びそ の 比率。

当該 デ ー タ が2以 上 のサ ンプル の平 均値 で あ る場合 に は検 体数。

オ 当 該 デ ー タ の出典

プ ラ ンク トンの場 合に準 じる。

(3)付 着 生 物

収集 され た デ ー タは,表1-5「 付 着 生物 デ ー タ表 」 に次 の とお り整 理す ると と もに,採 集 地点

の位 置 を図1-1「 採 集 地点 位 置 図」 に な らい表 示 す る。

ま た,ム ラサ キイ ガ イの分 布 にっ い て,図1-2「 海 域 特 定 生物 分布 図 」 にな らい表 示す る。
,

ア 採 集 地点 の位 置

プ ラ ンク トン の場 合 に準 じる。

イ 採 集 年 月 日

プ ラ ンク トンの場 合 に準 じる。

ウ 優 占 種

プ ラ ンク トンの場 合 に準 じる。 た だ し,和 名 が あ る もの にっ いて は学名 及 び和 名。

工 以 下 に掲げ る事項については,当 該 デ ー タか ら判 明す る場合 にの みデ ー タ表 に整 理す る。

伊)付 着 場 所

生 物 が付 着 して い る場 所(例 ブ イ,コ ン ク リー ト護 岸,テ トラポ ッ ト等)

α}採 集 方法

当 該 デ ー タが 方形 枠 に よ って い る もの か,付 着 板 に よ って い る ものか,そ の他 の観 察 に よ

って い る ものか の別。

(ウ)方 形枠 の大 き さ

方 形 枠,付 着板 を 使 用 して い る場合 は,そ の大 き さ(ヨ コ× タテcm)

¢⇒ 当 該採 集 地点 にお け るム ラサキ イガイ の 付着 の有 無

け)生 物 群 別種 類 数,被 覆 度,湿 重 量,個 体 数

フ ジ ツ ボ類,貝 類,カ ンザ シゴカイ類,海 藻 類 等 生物 群 別 の種類 数,被 覆度,湿 重量(g/ln2),

個 体数(/m2)

当 該 デ ー タが2以 上 のサ ンプル の平 均値 で あ る場合 に は検 体 数6

なお,被 覆 度 は 表1-6.に よ り区 分す る。
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表1-6被 覆度 区 分表

記 号

5…

4…

3

2

1・ ・

十 …

被 履 度 区 分

・・80～100%を お お う
。

・・60～80%を お お う。

40～60%を お お う。

・・20～40%を お お う
。

・・20%以 下 を お お う
。

・・ き わ め て わ ず か を お お う
。

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数はす くない。

オ 当 該 デ ー タの出典

プ ラ ン ク トンの場合 に準 じる。

(4)大 腸 菌

収 集 され たデ ー タは,表1-7「 大 腸菌 デ ー タ表」に次 の とお り整 理す ると と もに,測 定 点 の位置

を 図1-3「 大腸 菌 測定 点 図 」 に な らい表 示 す る。

匠 末 賜 菌 測.宍 煮 図

00

ノ9〃

0

0

0

0

03・

△6

△'ク0
4 .

oぷ

OO澹i(4勿

Gz

.9

'8

ノみ2腐2000幽

Oo誰(切

凡例o.o_勿 ∂:脇 磁

△ 卿0詞伽 汐ノ鵬物 厩

●ぷ2〃〃o〃筋o冠 ～

コ壕

嵐嬉
畷

図1-5大 腸 菌 測 定点 図
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ア 測 定 点 の位 置

プ ラ ンク トンの 場 合 に準 じる。

イ 測 定年 月 日

プ ラ ンク トンの 場 合 に準 じる。

ウ 大 腸 菌 群数

当 該 測定 点 にお け る大 腸 菌群 数(MPN/100m1)。

な お,当 該 測定 点 に おい て 同一 日に2検 体以上 測 定 を して い る場 合 は ,平 均 値,最 大 値,最

小 値,検 体数。

工 当'該デ ー タの出典

プ ラ ン ク トンの場 合 に準 じる。

(5)赤 潮

収 集 され たデ ー タ は,表1-8「 赤 潮 発 生状 況 表」に次 の とお り整 理す る とと もに,赤 潮 発生 場 所

を 図1-4「 赤 潮 発生 海 域 図」 に な らい表示 す る。

ア 発 生 場 所

赤 潮 が 発 生 した場 所 の概 略 の位 置 が わか る よ うに,発 生場 所 に名 称を付 す。(例00湾 湾

奥 部,00川 河 口等)

イ 発 生 年 月 日

赤 潮 の発 生 を確 認 した年 月 日及 び赤 潮 が認 め られ な くな っ た年 月 日。

ウ 継 続 日 数

赤 潮 が 継続 してい た 日数。

工 赤 潮 の種 類

赤 潮 をお こ したプ ランク トンの種 類 。

赤 潮 の種 類 は表1-9に よ り区分 す る

一 表1-9赤 潮 の種 類1
-6調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査 結 果 を下 記 の図 表 に と りま とめ る。

1-6-1採 集 地点 位置 図,海 域特 定 生物 分布 図,大 腸 菌測定

点 図,赤 潮 発生 海域 図(以 下 「調 査 図 」 と総 称す る。)

(1)採 集 地点 位置 図

プ ラン ク トン,底 生生 物,付 着 生物 に関 す るデー タの得 ら

れ た地点 位 置 を,図1-1「 採集 地 点位 置 図」 にな ら い国土 地 理

院 発 行 の1/20万 地勢 図 に表 示 す る。

(2)海 域 特 定 生物 分布 図

シ ズ ク ガイ,チ ヨノハ ナ ガ イ,ヨ ツバ ネ ス ピオ,Capitella

渦鞭毛藻類

その他の鞭毛藻類

珪 藻 類

原 虫 類

ラ ン藻 類

ノクチルカ

そ の 他

不 明

capitata,ム ラサ キ イ ガ イ の分布 が確 認 され た地域 及 び底 生 生 物 の全 く生 存 しない時 期 が存す る

こ とが確 認 され た地 域(以 下 「無生 物域 」 とい う。)を 図1-2「 海 域 特 定 生物 分布 図 」に な らい

国 土地 理 院 発 行 の1/20万 地勢 図 に表 示 す る。
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(赤 潮 楽 生海::域邸 列)

と

し"

薩{ 正
爪 潮:発 ・生 潅 域 図

00

麺 破!9囎

纏

0

0

0

0

ノ'2《フビ》000
一

ノ

3

z
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脇

差廊
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凪 渕 ⊂こ⊃ 一一一一一赤1朔 賂生場 桁

図1-4赤 潮 発 生 海 域 図

(3)大 腸菌 測 定 点 図

大 腸菌 群 数 の測 定 点 の位 置及 び測 定結 果 を 図1-3「 大 腸菌 測 定 点 図 」 にな らい国土 地 理 院発 行

の1/20万 地 勢 図に 表 示す る。

(4)赤 潮 発生 海 域図

赤 潮 の発 生 した海域 を,図1-4・ 「赤 潮 発 生海 域 図」 に な らい,国 土 地 理 院発 行 の1/20万 地 勢

図に表 示 す る。

lI-6-2プ ランク トンデ ー タ表

プ ラン ク トンに関す る デー タ を,表1-1「 プ ラン ク トンデ ー タ表 」 に 整 理 す る。

1-6-5底 生 生物 デ ー タ表

底 生生物 に関 す るデ ー タを,表1-3「 底 生 生 物デ ー タ表 」 に 整 理 す る。

1-6-4付 着 生物 デ ー タ表

付 着 生物 に関 す るデ ー タを,表1-5,「 付着 生 物 デ ータ表 」に整 理 す る 。,
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1-6-5大 腸 菌 デ ー タ表

大 腸菌 に関す るデ ー タ を,表1-7「 大 腸 菌 デ ー タ表 」 に整 理 す る。

1-6-6赤 潮 発 生状 況 表

赤 潮 の発 生状 況 に関す るデ ー タを,表1-8「 赤 潮発 生状 況 表 」 に整 理 す る。
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皿 一1フ ォ ー マ ッ ト表 赤潮発生

レコード呂豚

レコード経迎続

1-1

桁数
ロ ジカ彫・9イン

7イ ジカル

文 字 区 分

●

県

コ

i

ド

2

10
● ■

海
域
コ

i
ド

3

　 ロ ロ 　

発 生

年 月 日

6

zo
●o●

消

年 月
'日

s

o●

継

続

日

数

3

種

類

2

● ●

総

も

ζ
数

分 メ
ツ

布 シ
ユ

域数

30

3

10

3

40
●

消 メ
ツ

滅 シ
ユ

域 数

3

so so 80
・ ・ ● ● ● ・.●o● ● ●.■ ● ● ● ● ●.■ ● ・ ● ●o・.・ ● ・Oo● ● ● ・o●

Filler

・ ● ・ ●.・o● ■o●o●.
● ・o・ ● ・ ● ● ・go・ ○ ・ ● ●o・..

49

レコード客称

レコード箪迎続8号

1-2

桁敦
ロ ジカ彫・燈イン

7イ ジカル

交 字 区 分

20 30 40 50 60 70 ao
● ● ・ ●.● ・ ・ …,・ ・ 。.・ 。 ●.・.。 ●

分 布 域3次 メ ッ シ ュ コ ー ド

0
、

8

0

8

0

8

0

8

10

0

8

⑥

8

0

8

za

⑧

e

0

8

⑩

8

レコード名称

レ.コー ド毎連続8号

1-3

桁救
oジ カ島・幣{ン

フィジカル

文 字 区 分

30 as 50 60 70 ao
.1....1...1....1...1

0

8

0

8

消 滅 域3次 メ ッ シ ュ コ ー ド

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

⑩

8



皿一2レ コ ー ド表 く 赤 潮 発 生 〉

県 コ ー ド

県 コ ー ド(P349)参 照

海域 コ ー ド

海 域 区分 コー ド(P372)参 照

発生 年 月 日(整 数 型)

西 暦 の下2ケ タと月 日

月,日 と もに1ケ タの時 は十 位 に0あ り

消滅 年 月 日(整 数 型)

発 生 年 月 日 に準ず る

継 続 日数(整 数 型)

発 生 か ら消滅 の 日数

種 類 コ ー ド

コ ー ド

of

02

03

04

05

os

07

00

区 分

珪 藻 類

ラ ン 藻 類

ノ ク チ ル カ

渦 鞭 毛 藻 類

その他の鞭毛藻類

原 虫 類

そ の 他

不 明

メ ッシ ュ数

当 該 レコー ド内 で の赤 潮 発生 の 分布 域(も し くは 消 滅 域)を 構 成 す る メ ッ シ ュの数

3次 メ ッシュ コー ド

「メ ッシ ュ コー ドの 付 け方」(P348)参 照
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1調 査 要 綱

1-1調 査の 目的

わが国の海岸域における生物の生息状況及び生息環境を把握するため,潮 上帯(飛 沫帯)及 び潮間

帯に生息する生物を調査することである。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 地 区

わが国の海岸域において,都 道府県ごζに調査地区を選定する。

1-4調 査 実 施 期間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象生物

調査対象 とする生物は,潮 上帯及び潮間帯における肉眼で見える大きさの動植物 とする。

1-5-2調 査 事 項

(1)調 査地区周辺の概要

(2)植 物の被覆度及び湿重量

(3)動 物の個体数及び湿重量

1-6調 査 方 法

各 都 道府 県 にお いて選 定 され た調 査地 区 にお い て,春(主 と して4月),夏(主 と して9月)の 年2

回 現地 調 査を 実施 す る。

1-6-1

調 査地 区 は,各 都道 府県 ご と に次 の諸 点 を考 慮 して2ケ 所 選 定 す る。

北 海道 につ い ては,10ケ 所 選 定 す る。

(1)今 後 引 き続 き調査 が で き るよ うな場 所 で あ るこ と。

今 後 引 き続 き調査 が で き る場 所 とは,調 査 に便 利 な場 所,埋 立,干 拓等 が予想 され ない場所等 の

こ とで あ る。

(2)2つ の調 査地 区は 地理 的 に離 れ て い る こと。

(3)2つ の調 査 地 区は海 岸 域 の 形態 や 生物 相 の違 い等 を勘 案 して,タ イ プの異 な る もので あ るこ と。

(磯 浜 と砂浜 等 の組 み合 わ せ とす る こ とを 意味 す る。)
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1-6-2調 査時期 及び 調 査 回数

調 査 は,各 調 査地 区にお い て春(主 と して4月),夏(主 と して9月)の 年2回 実 施す る。

ま た,調 査 は,大 潮 の干潮 時 に行 う もの とす る。

1-6-3調 査 方 法

調 査 は調 査 地区 ご と に次 の手 順 に よ り行 う。

(1)岩 盤 の様 子,砂 の粒 子 の大 き さ等 調 査地 区全 般 の地 形 的特 徴 等 を観察 し,記 録 す る。

(2)海 岸 を歩 き,で き るか ぎり広 い範 囲 を観察 し,眼 にふ れ た 生物 を記録 す る。

記 録 は次 の例1の よ うに潮位 帯 別 に 主 たる生 息場 所 ご とに 整理 して記 載す る。 ま た生息 す る生

物 は 優 占す る順 に記 録 す る。

(例1)

潮 位 帯

潮 上 帯

高 潮 帯

中 潮 帯

低 潮 帯

生 息 場 所

岩 表 面

岩 表 面

小 転 石 区

大 転 石 区

岩 表 面

潮 だ ま り

溝 の 砂

岩 表 面

生 息 生 物

ア ラ レ タマ キ ビ,カ モ ガ イ

イ ワフ ジツボ

タ マ キ ビ,ク ロ タ マ キ ビ

タマ キ ビ,ク ロ タ マ キ ビ,イ シ ダ タ ミ,コ ウ ダ カ ア オ ガ イ ,

ホ ソ ウ ミニ ナ,ヘ ツ ア キ ク ボ ガ イ,ヒ ラ イ ソ ガ ニ

イ ワ フ ジ ツ ボ コ ガ モ ガ イ,

ム ラサ キ イ ンコ,イ ボ ニ シ

レ イ シ,ベ ッ コ ウ ガ サ
,

キ タ ム ラサ キ ウ ニ パ フ ン ウ ニ ミ ドリイ ソ ギ ン チ ャ ク,,,

ヨ ロイ イ ソギ ンチ ャ ク,コ モ チ イ ソ ギ ンチ ャク

ア サ リ,ヌ ノ メ ア サ リ,イ ワ ム シ

ク ロ フ ジツボ オ オ ア カフ ジ ツ ボ

(3)潮 上 帯最 上 部 に調 査 基 点を 設 け,そ の点 か ら海側 に向 って汀 線 に直角 に横 断 線 を設 定す ると と

も に,横 断 面 略図 を作成 す る。

この際,後 で潮 汐 表 によ りそ の地 方 で の基 準 面(standardsealevel)か らの 高 さ を 求 め る

必 要 が あ る ため,そ の 日の低 潮位 を調査 基点 か らの落 差 と して必 ず測 定 し記 録す る。

(4)横 断線 の周 辺 に おい て,潮 上 帯,高 潮 帯,中 潮 帯,低 潮 帯 の潮 位 帯別 に,で きる限 り同一 条 件,

の典型 的 な場 所を 選 び,下 図 の よ うに それ ぞれ の潮 位帯 に3つ の 方形 枠 を置 く。(計12ケ6方 形枠)

潮 位差 が小 さい 等の理 由で,1調 査 地 区 あた り12ケ の方形 枠 が とれ な い場合 は,事前 に次の事 項 を

記 載 して文 書 で環 境 庁 自然 保 護局 企画 調 整課 あ て通 知 され た い。

た だ し,夏 の調 査 に お いて,春 の調 査 時 の方 形 枠 の位置 が海 面 下 にな った場合 等 の理 由で12ケ

の 方形 枠が とれな い場 合 は,こ の通知 は要 しない。 この よ うな場 合 で も,採 泥 器 等 で 水面 下 の生

.物 を採 集 して もさ しつか え な い こ とに変 わり はな い。

〈 通 知 に記 載 す るべ き事 項>

1.調 査 地 区の 海岸 の通 称
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2,方 形枠 の 数 春 ○ ケ

夏 ○ ケ

3.方 形枠 を規 定 数置 けな い理 由

日本海 沿岸 の よ うに 潮位 差 の小 さい ところ で は,潮 間帯 の 巾 が小 さ く,1調 査 地 区あ た り12ケ

の方 形 枠が と りに くい の で,採 泥 器 等 で水 面下 の生 物 を 採集 して もよ い。

方 形枠 の設 置 にあ た って は,春 と夏 とで,ほ ぼ 同 じ場 所 に置 くよ うに努 め る こ と。

な お,夏 の調 査 にお い て,方 形 枠 の位 置 が海 面 下 にな った場 合 には,採 泥器 等 で,水 面 下 の生

物 を採 集 して もよ い。

髄 菱点
メ 冒一

メ

一
朗 上蒋

ソ

x

メ

一
嵩鞠 箒

メ

.凹.メ

メ

ー

沖鋼 ・篤

メ

x

.コ《,

一
低艶 鞘一

潮 問 箒

(x… 一,・.方形 絆 φ肛 置)

嶺断線

(5)そ れぞ れ の方 形 枠 の位 置 を,調 査 基点 か らの落差 と して記録 す る。(後 で潮 汐表 によ り,基 準

面 か らの高 さに 換算 す る 。)

(6)各 方形 枠 に おい て,生 物 の観 察,採 集 を行 うが,そ の仕 方 は海 岸 域 の形 態(磯 浜,転 石 浜,砂

泥 浜 な ど)に よ り若干 異 な るので,以 下 によ って行 う。

ア 磯 浜 ・転 石浜 の場 合

げ)方 形枠 の大 き さ は,原 則 と して50cm×50cmと す る。

α》 方 形枠 内 の 肉眼 で 見 え るす べ ての 生物 の種 名 を植 物 と動 物 に わけ て記 録す る。 種 の同定 が

困 難 な も の が あ る(特 に動物)と 思 われ るが,そ の場 合 は,属 あ るいは生 物 群 の判 定 どま

りで やむ を え な い。 ただ し,優 占す る もの に っい ては,必 ず種 名 を調 べ るこ ととす る。

(ウ)記 録 され たす べ て の植 物 につ いて,表1-1「 被覆 度 区 分表 」 の 区 分 に よ り被 履 度 を記録 した

後,肉 眼で 見 え る生物 を全 部採 集 す る。

表1-1被 履 度 区 分 表

被 覆 度 区 分

5

4

3

2

1

十

80～100%を お お う。 個体数は任意

60～80%を お お う。 個体数は任意

40～60%を お お う。 個体数は任意

20～40%を お お う。 個体数は任意

20以 下 を お お う。 個体数は任意

き わめ て わず か をお お う。 個 体数 はす くな い。
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国 植物については,相 観的に優占するもの上位5種 以上について ドそれぞれの湿重量を測定

する。

また,植 物群別(緑 藻類,褐 藻類,紅 藻類,そ の他)に 湿重量を測定する。湿重量の測定
　 　

に あ た って は,死 貝 の殻 は 測定 しな い こ と。

け)動 物 につ いて は,相 観的 に優 占す る もの上 位5種 以 上 について,そ れぞ れの個 体数 及 び湿 重

量 を 測定 す る。 カイ メ ン等1個 体 の識別 が 困難 な種 の場 合は,表1-1の 区分 に よ り被 覆 度及 び

湿 重 量 を記録 した。

ま た,動 物群 別(軟 体類,甲 殻 類,多 毛 類,棘 皮動 物,そ の他)に 湿 重 量 を 測定 す る。

湿重 量 を測定 す る場 合,生 きてい る貝 類 の殻 も含 めて測 定 す る。

イ.砂 泥浜 の場 合

ぐア)方 形 枠 の大 き さは,30cm×30cmと す る。

α)方 形 枠 内の肉 眼 で見 える すべ ての植 物 につ いて種 名 及 び被 覆度 を記録 す る。被環度 は表1-1

「被 覆度 区 分表」 の 区会 によ る。

け)ス コ ップ によ り方形 枠 の砂泥 を深 さ15cmを 目やす と して堀 りと り,1㎜ 目 のふ るい にか

け,肉 眼 で見 え る生 物 を全 部採 集 す る。 ス コ ップ に よ り方形 枠 内 の砂泥 を堀 りと る場 合は,

深 さ15cmま で堀 るこ とを 標 準 とす るが,主 要 な生 物 の生 息 場 所が15cm以 深 で あ る場 合等

は,そ の場 所 の状 況 に応 じて 堀 り とる深 さを 変え て もさ しつか え な い。

そ の場 合,海 域 生 物 調査 票 の 「方 形 枠 の大 き さ」欄 に 「深 さ○Ocm」 と注記 す る。

(エ)植 物 にっ いて は,相 観的 に優 占す る もの上位5種 以 上 につ いて それ ぞ れ の湿 重量 を測 定す

る。

また,植 物群 別(緑 藻 類,褐 藻 類,紅 藻類,そ の他)に 湿重 量 を測定 す る。

㈹ 動 物 につ いて は,肉 眼 で 見 え るす べ て の種 名を記 録 し,相 観 的 に優 占 す る もの上 位5種 以

上 にっ い て それ ぞ れ の 個 体数 及 び湿 重 量を測 定 す る。 カ イ メ ン等1個 体 の識 別 が 困難 な種 の

場 合 は,表1-1「 被 覆度 区分 表」 の 区分 によ り被 覆度 及 び湿 重 量 を 記録 す る。

ま た,動 物群 別(軟 体類,甲 殻 類,多 毛 類,棘 皮動 物,そ の他)に 湿重 量 を測定 す る。

湿 重 量 を測定 す る場 合,生 きて い る貝類の 殻 も含 めて測 定 す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま と め

受 託 者 は,調 査結 果 を下 記 の 図票 に と りま とめ る。

1-7-7調 査地 区位 置 図

調 査地 区 の位 置 を明 らか にす るた め,図1-1「 調 査地 区位 置 図」 に な らい調 査地 区位置 図を 作成 す

る。

1-7-2環 境 調 査票

調 査地 区 周辺 の概況 を,表1-2「 環 境調 査 票」 に とりま とめ る。

1-7-5海 域生 物調 査 票

生 物 につ いて調 査 した事 項 は,表1-3「 海 域 生物調 査 票 」 に と りま と め る。
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(一)

癖 ,
調 査 地 区.肛這 図 、幽 月日
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表1-2環 境調査票

環境調養索鎌式)

謂査地区鷹

厳 頂 調 査 票 諏 餌 目目 、ノ9惨 、.

○

○

:都遺 疏r県'
1

位

置

饗

舅

篶
籍
ヨ

窯・

護

調

査

地

区

i=

あ'

げ

る

物

相

の

概
要

地形晒名(窃 海 域 名・ 漁駆 分 コード' 布 町 尉 る

市

郡 奔寺

調勲 区のヲ鰭 〃唾秣

海

岸

矯

煮 潔

,転 石 浜

砂 泥}矢

蘭繭 声

4泉i簑瀕岸

乞面1鋤キ

調 査老 舌 属 氏 名τ
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表1-5海 域生物調査票

(傭 翅囲麟 苑 説 蜘_働 の場含)
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表1-5海 域生物調査票

(海 域 生物 調麟'と 記〉翻}2一 …勅:物の易含)

購 ・灘

1

オ形糊

8

槍 ⑳

海域生物調査1累 1調癬 舶'砂 £.

1都道が郭 県

翻婦

ヤ朗 垢

蓼 面か5の 基 準面からの

.,ざ(拗 レ)オく鞭 醗 ぐ侃)

/8∂ タ8

さ彩彬 欠きさ

`伽」)

ぷ〃.× よク 右

肖幅

医る

名一

μ敏縣' 厩 仙 賄 とカ∬ ン)

〃.`ク κ4ん に;く クUイ ソ ノ】イ メ ン)

鼠 ・∫ρ(カ イメン 卵)

ん ごんψ ノ叫 μ 覗(イ ソヤソ4・ ク`ρ)

〃 ●し乙4r8,〃4.伽 ℃4乙(フ ラ」ジぐ イソ ギ ン4・♪く～ク)

被醸

十

寸

∠沸 鋤池 伽 α4(9マ キビ)

ア秘 (イボヒ シ)

β顯
し磁 一

(シ値 ス.ジフレツ ボ')

/!幽45. (ナ マコ ご戸)

軟 体 頬 00殖 顛

甲 殻 類 00

'… 乏 顛
OOウ

棘:褒勤物 OO4

そ の 他 00

動 物(計)00`

個:.梯 数

」雌z

ノ!

z.S'3

/38'

z/

ダ4

/∂ノ2

`」ナ2

界

・∵葱 壷 董

3

/ムク

s,o

験

46ψ

20.0

・・ミ0

? .o

/ク:2

○ ○

00

OO

00

lOO

!On

ノ乏ρ

8ク

68.8

00

OO

00

OOl

00

00

一343一
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フ ァイル仕様一覧表

付

目

表

次

メ ッシ ュ コ ー ドの 付 け 方

県 コ ー ド

公園 コー ド

都道府県立自然公園コー ド

都道府県立 自然環境保全地域名 コー ド

海域区分 コー ド

もとのMTデ ータか ら,今 回 の整備作業 によ って削除 され た項 目の リス ト

347

348

349

350

35玉

360

372

373





フ ァ イ ル 仕 様 一 覧 表

フ

ア

イ

ル

名
称

第2回 植生調査

第2回 特定植物
群 落 調 査

第2回
哺 乳 類 調 査

第2回 鳥類調査

第2回 両生 ・
は 虫 類 調 査

第2回
淡水魚 類 調 査

第2回 昆虫調査

第2回 湖沼調査

第2回 河川調査

第2回 海岸調査

第2回 干潟調査

第2回 藻場調査

第2回
サ ンゴ礁調 査

第2回
赤潮発 生調 査

プ

ア

イ

ノレ

1

1

2

1

1

1

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

形

式

FB

//

//

//

//

//

ii

n

//

//

//

ii

//

//

//

//

//

u

ii

//

(ブ

Kロ
ノマ

イ ツ

トク
)長

食ζ

話1

護
40

18

80

61

80

80

49

80

4?

80

28

80

80

80

75

80

80

80

80

80

レ
コ

1

(ド

件 件
)数

w

モ

.一.

h

ラ1

〃ド
)

9

//

//

//

ii

//

ii

//

//

//

//

//

//

n

//

//

ii

//

//

a

記

(録

B密

P

I度
)

1600

u

//

//

//

n

n

//

//

n

//

//

//

//

//

//

ii

//

//

//

文

字
コ

1

ド

EBCDIC

//

ii

//

//

//

//

n

//

ii

//

//

a

//

//

//

//

//

ii

n

ラ

ベ

ノレ

NL

n

//

//

//

ii

//

n

ii

//

//

//

//

//

//

//

ii

//

//

//

Vol.Ser・

N8301A

N8302A

//

N8303A

N8304A

N8305A

//

N8306A

ii

N8307A

1/

N8308A

//

N8309A

N8310A

//

N8311A

N8312A

N8313A

N8314A

備

考

分 布デ ー タ

基礎 デ ー タ

掲フ

鰯

↓裏

33

70

102

124

分 布デ ータ142

基 礎 デ ー タ ,

分布 デ ー タ159

基 礎 デ ー タ

分 布 デ ー タ183

基 礎 デ ータ

分布 ・基 礎243

デ ー タ

保全 デ ー タ

基 礎 デ ータ

県 別

集 計 デ ー タ

213

273

301

305

310

330
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メ ッ シ ュ コ ー ドの 付 け 方

128ｰ130"

第一次地域区画

132" 134ｰ

138'140ｰ142ｰ144' 146ｰ

68

b7

66

65

b4

63

tit

611

60i

59

58

136ｰ"

56

55

54

53

52

51

SO

49

48

47

46

45

44

43

42

41

40

4928

`62邑

5229

5129
a
SOt9

弓9

4829

SI70

50

0

5271

1

5ω2

A77

5271

5亀2

50]

a911/ao

483

饗
SID] 5]

5233523■

073

9]3

SO

ias

5235

s

oas

56]6

SS

'

56

5736

S7

si

oas

5637

5]'

577

5737

52]7

5置37

ST78

1B

78

S438

53ユ8

s

5118

6179

673

6279

6重39

6039

SO]G

SB]

59

5639

5539

579

saa

27

519

650

6

62

し

6010

SOHO

580

570

56t

SSA

St

S7

40

684量

65

66

61

44重

621

1"
60

594富

534

6842

.:

66a2

6517

6網2

342

5942

5842

塾

■7293 6η1

5645

SS11

663

653

6網3

6713

u

6411

6網4

6615

545Lρ
●

3334353637383940

9

44ｰ

42ｰ

43444546

40ｰ

uze

4

G629ド

「

6珍

胴29

43291

4翌

463題

.7VO

36ｰ

sa'

38。

4142
コー・ド番 号

'5438
ね お

L± 鶏 響 畠総L5倍,

32ｰ

`5'll

3げ3プ

2829303132

36ｰ

36'
28'

i

35》
!36。13デ

間

z多 ・

!

138ｰ139ｰ

隔 氏約80㎞)

tto'
a

第一次地域区画のコー ド番号の付け方

i30ｰ1ｰ

7

6

5

4

3

z

l

a

01245・3一 声 〃5

i

1

～

匂0'

'

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

z

Oi2345ti789

第2次 地域 区 画

第二 次地域 区 画 は,第 一 次 地域 区画 を8分 割 した

もの で・ 国土 地 理院1!吃5万 地形 図 の1枚 に 当る。
ノクノ ノ

大 き さは5x730で 約10x10㎞ で あ る。

コー ド番号 は,例 えばBは

5438-23　 　
1し 第二次地域区画の コー 幡 号
　

」第一 次 地域 区 画の コー ド番 号

第三次地域区函

(基 準 メ ッシ ュ,1㎞ メ ッ シ ュ)

,第 二 次 地 域 区 画 を10分 割 し た も の で、 大 き さは

30"x45"で,約lxl㎞ で あ る 。

コー ド番 号 は,例 え ばCは

5438一?3-14
∩聰ρ陶●隔■画●9一 鞠9}」 陶口り

30"一 次 二次 三 次

一348一



県 コ ー ド

コ ー ド

of

oa

O3

04

05

06

07

0s

O9

10

11

12

13

14

15

16

県 名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群'馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

コ ー ド

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

県 名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

コ ー ド

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

・ 県 名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄.

レ

一349一



公 園 コ ー ド

国 立 公 国

コ ー ド

oioi

O102

0103

0104

0105

0106

0io7

0108

0109

01io

O111

0ii2

0113

0114

0115

0116

0117

0118

0119

0i20

0121

0122

0123

0124

0125

0126

0127

公 園 名

利 尻 礼 文
サ ロ ベ ツ

知 床

阿 寒

大 雪 山

支 笏 洞 爺

十和田八幡平

陸 中 海 岸

磐 梯 朝 日

日 光

上 信 越 高原

秩 父 多 摩

小 笠 原

富士箱根伊豆

中 部 山 岳

南 アル プ ス

白 山

伊 勢 志 摩

吉 野 熊 野

山 陰 海 岸

大 山 隠 岐

瀬 戸 内 海

足摺 宇 和海

阿 蘇

雲 仙 天 草

西 海

霧 島 屋 久

西 表

国 定 公 園

コ ー ド

ozoi

O202

0203

0204

0205

0206

0207

0208

0209

0210

0211

02iz

O213

0214

0215

0216

021?

0218

0219

0220

0221

0a22

0223

0224

0225

0226

公 園 名

網 走

ニ セ コ積 丹

小 樽 海 岸

大 沼

下 北 半 島

津 軽

男 鹿

栗 駒

鳥 海

蔵 王

佐 渡 弥 彦

越後三山只見

水 郷 筑 波

南 房 総

明治の森高尾

丹 沢 大 山

能 登 半 島

越前加賀海岸

妙 義 荒 船
佐 久 高 原
八 ケ 岳
中 信 高 原

天 竜奥 三 河

揖 斐 関 ケ 原
養 老

飛 騨 木 曽 川

三 河 湾

愛 知 高 原

若 狭 湾

鈴 鹿

コ ー ド

oa27

0228

0229

0230

0231

0232

0233

0234

0235

0236

0237

0238

0239

0240

0241

0242

0243

0244

0245

0246

024?

0248

0249

0250

0251

公 園 名

室生赤目青山

琵 琶 湖

明治の森箕面

大 和 青 垣

金 剛 生 駒

高 野 竜 神

氷 ノ 山 後
山 那 岐 山

比婆道後帝釈

西 中 国 山地

北 長 門 海岸

秋 吉 台

剣 山

室戸阿南海岸

石 鎚

北 九 州

玄 海

壱 岐 対 馬

耶 馬 日田英
彦 山

日 豊 海 岸

祖 母 傾

日 南 海 岸

奄 美 群 島

沖 縄 海 岸

沖 縄 戦 跡

南三隆金華山

原 生 自然 環 境
保 全 地 域

コ ー ド

0301

0302

0303

0304

0305

地 域 名

南 硫 黄 島

屋 久 島

大井川源流部

十勝川源流部

遠 音 別 岳

自 然 環 境
保 全 地 域

コ ー ド

0401

0402

0403

0404

0406

地 域 名

早 池 峰

稲 尾 岳

大 平 山

利根川源流部

白 髪

一350一



膨

都道府県立 自然公園 コー ド

コ ー ド

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1051

1052

1053

1054

1055

1056

1057

1ioi

1102

1ios

1104

1105

1106

1107

1108

1151

1152

1153

1155

1156

115?

1159

都道府県立自然公園名

襟 裳

富 良 野 芦 別

厚 岸

桧 山

恵 山

暑 寒 別

野 付 風 蓮

天 売 焼 .・一尻

北 オ ホ ー ツ ク

松 前 矢 越

野 幌 森 林 公 園

狩 場 茂 津 多

朱 鞠 内

天 塩 岳

種 差 海 岸 階 上 岳

浅 虫 夏 泊

大 鰐 碇 ケ関 温泉 郷

名 久 井 岳

芦 野 池 沼 群

黒 石 温 泉 郷

岩 木 高 原

折 爪 馬 仙 峡

久 慈 平 庭

外 山 早 坂 高 原

早 池 峰

花 巻 温 泉 郷

湯 田 温 泉 郷

五 葉 山

室 根 高 原

松 島

旭 山

蔵 王 連 峰

二 口 峡 谷

気 仙 沼 湾

船 形 連 峰

硯 上 山 ・万 石 浦

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

エ リモ

フ ラノ ア シベ ツ

ア ッケ シ

ヒヤ マ

エサ'ン

シ ョカ ンベ ツ

ノ ツ ケ フ ウ レン

テ ウ リヤ キ シ リ

キ タオ ホー ツ ク

マ ツ マエ ヤ ゴ シ

ノ ッポ ロ シ ン リンコ ウエ ン

カ リバ モツ タ

シ ュマ リナイ

テ シオ タ ケ

タ ネサ シカ イ ガ ンハ シガ ミダケ

アサ ム シナ ツ ドマ リ

オ オ ワニ イ カ リガセ キオ ン セ ンキ ョウ

ナ クイ ダ ケ

ア シ ノチ シ ョウグ ン

クロイ シオ ンセ ンキ ョウ

イ ワキ コ ウゲ ン

オ リツ メバ セ ンキ ョウ

ク ジ ヒラニ ワ

ソ トヤマハ ヤサ カ コ ウゲ ン

ハ ヤチ ネ

ハ ナ マキ オ ンセ ンキ ョウ

ユ タオ ンセ ンキ ョウ

ゴ ヨウザ ン

ム ロネ コ ウゲ ン

マ ツ シ マ

ア サ ヒヤマ

ザ オ ウ レンポ ウ

フ タク チ キ ョ ウコク

ケ セ ン ヌマ ワ ン

フ ナ ガ タ レ ンポ ウ

ケ ン ジ ョウザ ン ・マ ン ゴ クウラ
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都道府県名

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県



コ ー ド

1201

1202

1203

1204

1205

1206

120?

1251

1252

1253

1254

1255

1256

1301

1302

1303

1304

1305

1306

1307

1308

1309

1310

1311

1351

1352

1353

1354

1355

1356

135?

1358

1401

1402

1403

1404

都道府県立自然公園名

八 森 岩 館

き み ま ち坂 藤 里 峡

田 代 岳

森 吉 山

太 平 山

田 沢 湖 抱 返 り

真 木 真 昼

庄 内 海 浜

御 所 山

県 ・ 南

加 無 山

天 童 高 原

最 上 川

霊 山

霞 ケ 城

南 湖

奥 久 悪

磐 城 海 岸

松 川 浦

勿 来

只 見 柳 津

大 川 羽 鳥

阿 武 隈 高 原 中 部

夏 井 川 漢 谷

奥 久 慈

花 園 花 貫

太 田

御 前 山

大 洗

笠 間

水 戸

吾 国 愛 宕

益 子

太 平 山

唐 沢 山

前 日 光

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ハ チモ リイ ワダ テ

キ ミマチザ カフ ジ サ トキ ョウ

タシ ロ ダケ

モ リヨ シヤマ

タイ ヘイザ ン

タザ ワ コ ダキ カエ リ

マギ マ ヒル

シ ョウナ イカ イ ヒン

ゴ シ ョザ ン

ケ ン ナ ン

カ ブサ ン

テ ン ドウコ ウエ ン

モ ガ ミガ ワ

リ ョウゼ ン

カス ミガ ジ ョ ウ

ナ ン コ

オ クク ジ

イ ワキ カイ ガ ン

マ ツ カワ ウラ

ナ コ ソ

タ ダ ミヤナ イ ズ

オ オ カ ワハ トリ

アブ ク マ コ ウゲ ンチ ュ ウブ

ナ ツイ ガ ワケ イ コク

オ クク ジ

ハ ナ ゾ ノハ ナ ヌキ

オ オ タ

ゴゼ ンヤ マ

オ オ ア ライ

カ サ マ

ミ ト

ワ ガ クニア タ ゴ

マ シ コ

オ オ ヒラサ ン

カ ラサ ワサ ン

マエ ニ ツコ ウ
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都 道府 県名 『

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県



コ ー ド

1405

1406

1407

1408

1501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1508

1509

1551

1552

1553

1554

1555

1556

155?

1558

1601

1602

1603

1604

1605

1606

1.60?

1651

1652

1653

1701

1702

都道府県立自然公園名

足 利

宇 都 宮

那 珂 川

八 溝

な し

狭 山

奥 武 蔵

黒 山

長 瀞 玉 淀

比 企 丘 陵

上 武

武 甲

安 行 武 南

両 神

養 老 漢 谷 奥 清 澄

九 十 九 里

印 旛 手 賀

高

嶺

富

大

笠

宕

岡 山

利

森 鶴

山

系

山

根

舞

高 尾 陣 馬

多 摩 丘 陵

羽 村 草 花 丘 陵

秋 川

滝 山

狭 山

武 蔵 野

真 鶴 半 島

丹 沢 大 山

奥 湯 河 原

瀬 波 笹 川 流 れ 粟 島

米 山 福 浦 八 景

都道府県立 自然公国名(カ タカナ)

ア シカガ

ウツ ノ ミヤ

ナ カ ガ ワ

ヤ ミゾ

サ ヤ マ

オ ク ム サ シ

ク ロ ヤ マ

ナ ガ トロ タ マ ヨ ド

ヒキ キ ュ ウ リ ョ ウ

ジ ョ ウ ブ

ブ コ ウ

ア ン ギ ョ ウ ブ ナ ン

リ ョ ウガ ミ

ヨ ウ ロ ウ ケ イ コ ク オ ク キ ヨ ス ミ

ク ジ ュ ウ ク リ

イ ンバ テ ガ

タ カ ゴ ヤ マ.

ミ ネ オ カ サ ン ケ イ

ト ミサ ン

オ オ トネ

・カ サ モ リ ツ ル マ イ

タ カオ ジ ンバ

タマ キ ュ ウ リ ョウ

ハ ム ラ クサバ ナキ ュウ リ ョウ

アキ カ ワ

タキ ヤマ

サ ヤ マ

ムサ シノ

マ ナヅ ルハ ン トウ

タ ンザ ワ オオ ヤ マ

オ クユ ガ ワ ラ

セ ナ ミサ サ ガ ワナガ レア ワシ マ

ヨネ ヤ マフ ク ウラバ ッケイ

一353一

都道府県名

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県



コ ー ド

1703

1704

1705

1706

1707

1708

1709

1710

1711

1712

1713

1751

1752

1753

1754

1755

1801

1so2

1803

1804

1851

1901

1902

1951

1952

1953

1954

1955

1956

2001

2002

2003

2004

2005

都道府県立自然公園名

久 比 岐

親 不 知 子 不 知

小 佐 渡

胎 内 二 王 子

五 頭 連 峰

阿 賀 野 川 ラ イ ン

奥 早 出 粟 守 門

長 岡 東 山 山 本 山

魚 沼 連 峰

直 峰 松 之 山 大 池

白 馬 山 麓

朝 日

有 峰

五 箇 山

白 木 水 無

医 王 山

山 中 大 日 中

獅 子 吼 ・ 手 取

碁 石 ケ 峰

白 山 一 里 野

奥 越 高 原

四 尾 連 湖

南 ア ル プ ス 巨 摩

中 央 ア ル プ ス

御 岳

三 峰 川 水 系

塩 嶺 王 城

聖 山 高 原

天 竜 小 渋 水 系

千 本 松 原

揖 斐

奥 飛 騨 数 河 流 葉

宇 津 江 四 十 八 滝

恵 那 峡

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ク ヒ キ

オ ヤ シ ラズ コシ ラ ズ

コ サ ド

タイナ イ ニノ オ ジ

コズ レ ンポ ウ

ア ガ ノ ガ ワライ ン

オ クハ ヤ デ ア ワス モ ン

ナガ オ カ ヒガ シヤ マ ヤマ モ トヤ マ

ウオ ヌ マ レ ンポウ

ノオ ミネマ ツ ノヤ マ オオ イ ケ

バ クバサ ン ロク

ア サ ヒ

ア リミネ

ゴ カヤ マ

シ ラキ ミズナ シ

イ オ ウザ ン

ヤ マナ カ ダイ ニチ ザ ン

シシク ・テ ドリ

ゴイ シガ ミネ

バ クサ ンイチ リノ

オ クエ ツ コウゲ ン

シ ビレ コ

ミナ ミア ルプ ス コ マ

　

チ ュ ウオ ウア ル フ ス

オ ン タケ

ミ ブ ガ ワ ス イ ケ イ

エ ン レ イ オ ウ ジ ョ ウ

ピ ジ リヤ マ コ ウ ゲ ン

テ ン リ ュ ウ コ シ ブ ス イ ケ イ

セ ン ボ ン マ ツ バ ラ

イ ビ

オ ク ヒ'ダ ス ゴ ウ ナ ガ レハ

ウ ツエ シ ジ ュ ウハ ッ タ キ

エ ナ キ ョ ウ

一354一

都道府県名

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県



膨

コ ー ド

2006

2007

2008

2009

2010

3011

2012

2051

2052

2053

2054

2101

2102

2103

2104

2105

2106

210?

2151

2152

2153

2154

2155

2201

2202

2251

2252

2253

2351

2352

2353

2354

都道府県立 自然公園名

胞 山

裏 木 層

伊 吹

土 岐 三 国 山

位 山 舟 山

奥 長 良 川

野 麦

浜 名 湖

日 本 平

奥 ・ 大 井

御 前 崎 遠 州 灘

南 知 多

渥 美 半 島

段 戸 高 原

振 草 漢 谷

本 宮 山

桜 剖

石 巻 山 多 米

水 郷

伊 勢 の 海

赤 目 一 志 峡

香 肌 峡

奥 伊 勢 宮 川 峡

三 上 田 上 信 楽

朽 木 葛 川

る り 漢

保 津 峡

笠 置 山

な し

多 紀 連 山

猪 名 川 漢 谷

清 水 東 条 湖

朝 来 群 山

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

エナ サ ン

ウラキ ソ

イ ブ キ

トキ ミクニ ヤ マ

ク ライ ヤ マフ ナヤ マ

オ クナ ガ ラガ ワ

ノ ム ギ

ハ マナ コ

ニホ ン ダイ ラ

オ クオ オ イ

オ マ エザ キ エ ン シュ ウナ ダ

ミナ ミチ タ

ア ツ ミハ ン トウ

ダ ン トコ ウゲ ン

プ リクサ ケイ コク

ホ ング ウサ ン

サ クラ ブチ

イ シマキ ヤマ タメ

ス イ ゴ ウ

イ セ ノ ウ ミ・

ア カ メ イ チ シ キ ョ ウ

カ ハ ダ キ ョ ウ

オ ク イ セ ミヤ ガ ワ キ ョウ

ミカ ミタ ガ ミシガ ラキ

クツキ カ ツ ラ カワ

ル リケ イ

ホ ヅキ ョウ

カサ ギ ヤ マ

タキ レンザ ン

イナ ガ ワ ケイ コ ク

シ ミズ トウ ジ ョゥ コ

アサ コグ ンザ ン

都道府県名

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

一355一



コ ー ド

2355

2356

2357

2358

2359

2360

2361

2401

2402

2403

2451

2452

2453

2454

2455

2456

2457

2458

2459

2460

2501

2502

2551

2552

2553

2554

2555

2556

2557

2558

2559

2601

2602

2603

2604

都道府県立自然公園名

音 水 深 林

但 馬 山 岳

西 播 丘 陵

出 石 糸 井

播 磨 中 部 丘 陵

雪 彦 峰 山

笠 形 山 千 ケ 峰

矢 田

吉 野 川 津 風 呂

月 ケ 瀬 神 的 山

か っ ら ぎ高野 山 系

紀 仙 峡

大 池 貴 志 川

生 石 高 原

西 有 田

白 崎 海 岸

煙 樹 海 岸

田 辺 南 部 海 岸

熊 野 枯 木 灘 海 岸

大 塔 日 置 川

三 朝 東 郷 湖

奥 日 野

清 水 月 山

宍 道 湖 北 山

鬼 の 舌 震

立 久 恵 峡

竜 頭 八 重 滝

江 川 水 系

浜 田 海 岸

幡 竜 湖

青 野 山

高 梁 川 上 流

吉 備 史 跡

湯 原 奥 津

吉 備 路 風 土 記 の 丘

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

オ ンス イ シ ン リン

タ ジマ サ ンガ ク

セイバ ンキ ュウ リ ョウ

イズ シイ トイ

ハ リマチ ュウブキ ュ ウ リ ョウ

セ ッピ コ ミネヤ マ

カサ ガ タヤマ セ ンガ ミネ

ヤ タ

ヨシ ノガ ワツ ブ ロ

ツ キガセ コウノ サ ン,

カ ツ ラギ コ ウヤサ ンケイ

キ セ ンキ ョウ

オ オ イ ケキ シ ガ ワ

オイ シコ ウゲ ン

ニ シア リタ

シ ラサキ カイ ガ ン

ェ ンジ ュカイ ガ ン

タナベ ミナベ カイ ガン

クマ ノ カ レキ ナ ダ カイ ガ ン

オオ トウ ヒキ ガ ワ

ミサ サ トウ ゴ ウ コ

オ ク ヒノ

キ ョ ミズガ ッサ ン

シ ンジ コキ タ ヤマ

オ ニ ノ シ タフル イ

タチ クエ キ ョ ウ

リュ ウズ ヤエ ダキ

ェ ガ ワスイ ケイ

ハ マダ カ イガ ン

バ ン リュ ウコ

ア オ ノヤ マ

タカハ シ ガ ワジ ョウ リュ ウ

キ ビシセ キ

ユバ ラオ ク ツ

キ ビジフ ドキ ノオ カ

一356一

都道府県名

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

1



コ ー ド

2651

2652

2653

2654

2655

2701

2702

2703

2704

2705

2751

2752

2753

2754

2755

2756

2851

2852

2853

2854

2855

2856

285?

2901

2902

2903

2904

2905

2906

2907

2908

2909

2910

2911

都道府県立自然公園名

南 原 峡

山 野 峡

三 倉 岳

竹 林 寺 用 倉 山

仏 通 寺 御 調 八幡 宮

羅 漢 山

石 城 山

長 門 峡

豊 田

西 長 門 海 岸

箸 蔵

土 柱 高 越

奥 宮 川 内 谷

大 麻 山

東 山 峡

中 部 山 峡

な し

肱 川

金 砂 湖

奥 道 後 玉 川

四 国 カ ル ス ト

篠 山

佐 田 岬 半 島宇 和 海

皿 ケ 峰 連 峰

手

奥

白

横

横

入

宿

竜

中

須

興

結 住

物

髪

倉

河

津 漢

崎

吉

部

山

山

浪

野

毛

洞

谷

湾

津

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ナバ ラ キ ョウ:

ヤ マ ノキ ョウ

ミク ラダ ケ

チ ク リン ジ ヨウ ク ラヤ マ

ブ ッツ ウジ ミツギ ハ チ マ ング ウ

ラ カ ンザ ン

イ ワ キ サ ン

チ ョウ モ ンキ ョ ウ

ト ヨ タ

ニ シ ナ ガ トカ イ ガ ン

ハ シク ラ

ドチ ュ ウ コウエ ツ

オ ク ミヤ ゴ ウチ ダ ニ

オ オ アサ ヤ マ

ヒガ シサ ンケ イ

チ ュ ウブサ ンケ イ

ヒジカ ワ

キ ン シャ コ

オ ク ドウ ゴタ マ ガ ワ

シ コク カル ス ト

サ サ ヤマ

サ ダ ミサ キハ ン トウウ ワカ イ

サ ラ ガ ミネ レ ンポ ウ

テ イ ス ミ ヨ シ

オ ク モ ノ ベ

シ ラ ガ ヤ マ

ヨ コ ク ラ ヤ マ

ヨ コ ナ ミ

イ リ ノ

ス ク モ

リ ュ ウ ガ ドウ

ナ カ ツ ケ イ コ ク

ス サ キ ワ ン

オ キ ツ

一357一

都道府県名

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県



コ ー ド

2912

2913

2914

2915

2916

2917

2918

2951

2952

2953

2954

2955

cool

3002

3003

3004

3005

3006

3051

3052

3053

3054

3055

3056

3101

3102

3103

3104

3105

3106

3107

3151

3152

3153

3154

都道府県立自然公園名

安 居 漢 谷

四 国 カ ル ス ト

北 山

魚 梁 瀬

梶 ケ 森

鷲 尾 山

工 石 山 陣 ケ 森

筑 豊

筑 後 川

矢 ・ 部 川

背 振 雷 山

太 宰 府

黒 髪 山

多 良 岳

天 山

八 幡 岳

背 振 北 中

川 上 金 立

北 松

西 彼 杵 半 島

野 母 半 島

大 村 湾

多 良 岳

島 原 半 島

金 峰 山

三 角 大 矢 野 海 辺

芦 北 海 岸

小 岱 山

矢 部 周 辺

市 房 山

五 木 五 家 荘

国 東 半 島

豊 後 水 道

津 江 山 系

神 角 寺 芹 川

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ヤ スイ ケ イ コ ク

シ コ ク カル ス ト

キ タヤ マ

ヤ ナ セ

カ ジガ モ リ

ワシオ ヤ マ

クイ シ ヤ マ ジ ンガモ リ

チク ホ ウ

チ ク ゴガ ワ

ヤベ ガ ワ

セ ブ リライザ ン

ダザ イ フ

ク ロ カ ミヤ マ

タ ラ ダケ

テ ンザ ン

ハ チ マ ン ダ ケ

セブ リホ ク サ ン

カ ワ カ ミキ ン リュ ウ

ホ ク シ ョウ

ニ シ ソ ノキ ハ ン トウ

ノモハ ン トウ

オ オ ム ラ ワ ン

タ ラダ ケ

シ マバ ラハ ン トウ

キ ンポ ウ ザ ン

ミス ミオ オヤ ノ カイ ヘ ン

ア シキ タ カィ ガ ン

シ ョウ ダ イザ ン

ヤ ベ シ ュ ウヘ ン

イチ フ サ ヤ マ

イ ツキ ゴ カノシ ョウ

クニサ キハ ン トウ

フ ン コス イ ドウ

ッエ サ ンケイ

ジ ンカ クジ セ リカ ワ
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都道府県名

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県



コ ー ド

3155

3201

3202

3203

3204

3205

3206

3207

3251

3252

3253

3254

3255

3256

3257

都道府県立自然公園名

祖 母 傾

祖 母'傾

市 房

尾 鈴

西 都 原 ・杉 安 峡

矢 岳 高 原

わ に っ か

母 智 丘 ・ 関 之 尾

阿 久 根

川 内 川 流 域

吹 上 浜

坊 野 間

大 隅 南 部

藺 牟 田 池

高 隅 山

な し

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ソボ カ タムキ

ソボ カ タムキ

イ チフ サ

オ ス ズ

サ イ トバ ラ ・スギ ヤ スキ ョウ

ヤ タ ケコ ウゲ ン

ワニツ カ

モ チオ ・セ キ ノオ

ア ク ネ

セ ンダ イガ ワ リュ ウイキ

フキ アゲ ハ マ

ボ ウノマ

オ オ ス ミナ ンブ

イ ムタ イケ

タ カク マヤ マ

都道府県名

大 分 県

宮 崎 県

鹿児 島 県

沖 縄 県

一359一



都 道府 県立 自然環境保全地域名 コー ド

コ ー ド

4001

4002

4003

4004

4005

4006

4007

4101

4102

4103

4104

4105

4106

4201

4202

4203

4204

4205

4206

4207

4208

4209

4301

4302

4303

4304

4305

4306

4307

4308

4309

4310

4311

4312

4313

都道府県自然環境保全地域名

大 千 軒 岳

静 狩 礼 文 華

松 山 ピ ア シ リ

以 久 科 海 岸

尾 幌

落 石 岬

エ ル リ 島

然 ケ 岳

丸 ・屋 形 岳

屏 風 岩

座 頭 石

戸 来 岳

猿 ケ 森

沼 袋 ・ 田 野 畑

宇 霊 羅 山

松 森 山

区 界 高 原

荒 川'高 原

琴 畑 湿 原

大 洞 カ ル ス ト

滝 観 洞

蓬 来 山

伊 豆 沼 ・ 内 沼

加 護 坊 ・箆 岳 山

仙 台 湾 海 浜

太 白 山

高 館 ・ 千 貫 山

釜 房 湖

谷 山

御 嶽 山
一 桧 山 田 代

鱒 渕 観 音 堂

魚 取 沼

翁 倉 山

斗 蔵 山

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ダイ セ ンゲ ンダケ

シズ カ リレブ ンゲ

マ ツヤ マ ピア シ リ

イ ク シナ カイ ガ ン

オ ボ ロ

オチ イ シ ミサ キ

エル リ トウ

シカ リガ タケ

マ ル ヤ ガ タ ダケ

ビョ ウブ イ ワ

ザ トウイ シ

ヘ ライ ダ ケ

サル ガモ リ

ヌ マ フ ク ロ ・タ ノ ハ タ

ウ レ ラサ ン

マ ツ モ リ ヤ マ

ク ザ カ イ コ ウ ゲ ン

ア ラ カ ワ コ ウ ゲ ン

コ トハ タ シ ツ ゲ ン

オ オ ホ ラ カ ル ス ト

ロ ウ カ ン ドウ

ホ ウ ラ イ サ ン

イ ズ ヌ マ ・ウ チ ヌ マ

カ ゴ ボ ウ ・ノ ノ タケ サ ン

セ ン タ イ ワ ン カ イ ヒ ン

タ イ ハ ク サ ン

タカ タ テ ・セ ンガ ンヤ マ

カ マ フ サ コ

タ ニ ヤ マ

ミ タ ケ サ ン

イ ッ ピ ツ ヤ マ タ シ ロ

マ ス ブ チ カ ン ノ ン ドウ

ユ ト リヌ マ

オ キ ナ ク ラ ヤ マ

トク ラサ ン

都道府県名

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

一360一



コ ー ド

4401

4402

4403

4404

4405

4406

440?

4408

4409

4410

4501

4502

4503

4601

4602

4603

4604

4605

4606

4607

4608

4609

4610

4611

4612

4613

4614

4615

4616

4617

4618

4619

4620

4621

4622

4623

4624

4625

都道府県自然環境保全地域名

羽 ,黒 山
露 熊 山 峡

番 鳥 森

湯 の台 ・小方 角沢

保 呂 羽 山

外 山

南 由 利 原

刈 女 木

冬 師

丁 岳

今 神 山

気 比 神 社 社 叢

ヌ ル マ タ沢 ・野 川

信 夫 文 知 摺

黒 岩 虚 空 蔵

高 松 山

岩 角 山

石 田 ブ ヨ メ キ

石 錘

五 本 松

恩 賜 林

茶 臼 山

熊 川 海 岸

法 正 尻 湿 原

大 悲 山

小 高 薬 師 堂

浄 土 松

奥 州 街 道 松 並 木

宇 津 峯 山

強 滝

江 竜 田

西 郷 瀞

宮 床 湿 原

牛 越 館 山

高 倉 山

茂 庭

黒 岩 山

新 田 川 漢 谷

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

バ グ ロサ ン

ツユ ク マサ ンキ ョウ

バ ン ド リモ リ

ユ ノ タイ ・コホ ウガ クザ ワ

ホ ロワサ ン

ソデ ヤ マ

ミナ ミユ リハ ラ

カ リメ ギ

ト ウ シ

ヒノ トダ ケ

ィ マ カ ミヤマ

キ ビ ジ ンジャ シ ャ ソウ

ヌル マ タザ ワ ・ノガ ワ

シノ ブ モ ジズ リ

ク ロイ ワ コ ク ウゾ ウ

タ カマ ツヤ マ

イ ワツ ノ ヤマ

イ シ タ フ ヨメ キ

イ シム シ ロ

ゴホ ンマ ツ

オ ン シ リン

チャ ウス ヤマ

ク マ カワ カ イ ガ ン

ホ ウシ ョ ウシ リシツゲ ン

ダ イ ピサ ン

ォ ダ カヤ クシ ドウ

ジ ヨウ ドマ ツ

オ ウ シュ ウ カイ ドウマ ツナ ミキ

ウヅ ミネヤ マ

コ ワ タキ

エ リ ュウ ダ

ニ シゴ ウ トロ

ミヤ トコシ ツゲ ン

ウ シゴ エ タテ ヤ マ

タ カク ラ ヤマ

モ ニ ワ

ク ロイ ワヤ マ

ニ ッタ ガ ワケ イ コ ク

都道府県名

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

一361一



コ ー ド

4626

4627

4628

4629

4630

4631

4632

4633

4634

4635

4636

463?

4638

4639

4640

4641

4642

4643

4644

4645

4701

4703

4704

4705

4706

4707

4708

4709

4710

4?11

4712

4713

4714

4715

4716

4717

4718

4719

4720

都道府県自然環境保全地域名

棺

平

関

安

新

黒

矢

伏

道

岩 湿

ノ 原 湿

原

沼

山

座

条

沢

原

原

本 名 御 神 楽 岳

大

七

木

鹿

明

つ

御

木

金

好

栂

中

花

鍋

西

鷲

菅

西

清

小

豊

村

上

自

大

竜

石

宍

菖

高

戸

ケ

地 夜 鷹

狼

神 ケ

む じ

斉 所

戸

間 川 漢

瓶

足

金

子

生

明

音

松

野

性

神

蒲

田 権

岳

岳

山

山

岳

倉

山

川

山

谷

峰

沼

山

山

砂

山

沼

寺

寺

寺

岡

松

沼

寺

生

山

川

倉

沢

現

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ジサバ ラ

ヘ ブ セ ヌ マ

セキ ヤ マ

ア ザ

サ ン ジ ョウ

シ ン ミチ ザ ワ

ク ロイ ワ シツゲ ン

ヤノハ ラ シツゲ ン

ホ ンナ ミカグ ラダケ

オオ トダ ケ

ナナ ツ ガ タケ

キ ジ ヨタ カヤ マ

カ ロウサ ン

ミョ ウジ ンガ タケ

ツム ジク ラ

ゴ サ イ シ ョヤ マ

キ ドガ ワ

カナ ヤ マ

ヨシ マガ ワケイ コク

ツガ ミネ

ナ カヌ マ

ハ ナ カ メサ ン

ナベ アシ サ ン

ニ シカナ サ

トリノ コサ ン

ス ゴ ウヌ マ

サ イ ミョウ ジ

セイ オ ンジ

コマ ツ ジ

トヨオ カ

ム ラ マ ツ

ウエ ノヌ マ

ジ シ ョ ウ ジ

オ オ ウ

リュ ウ ジ ンサ ン

イ シ カワ

シシ ク ラ

シ ョウブザ ワ

タ カ ダゴ ンゲ ン

一362一

都道府県名

福 島 県

茨 城 県

r



コ ー ド

4721

4722

4723

4801

4802

4803

4804

4805

4806

4807

4808

4809

4810

4811

4812

4813

4814

4815

4816

4817

4818

4819

4820

4821

4901

4902

4903

4904

4905

4906

4907

4908

4909

4910

4911

4912

4913

4914

都道府県自然環境保全地域名

八

横

蓬

鷲

氷

箒

親

多 田

佐 貫

七

作

栃

長

出

鮎

東

松

焼

小

石

与

岩

尾

南

鈴

荒

鍋

北

相

黒

鍋

荒

あ

袈

小

鳴

木

須

子

千

久

谷

流

高

倉

森

尊

舟

出

高

ケ

割

馬

蒔

賀

田

山

室

根

園

羅 沼

観 音

山

原

保

場

山

田

原

山

山

塙

山

洲

山

山

原

割 山 南

山 高

ず さ

裟 丸

中 大

神

岳

山

山

沢

山

岩

面

原

沢

山

滝

已

朝日岳 ・白毛門山東面

至仏山 ・笠 ケ岳西 面

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ヤギ マ キ

ョ コス カ

ヨモギ ダ

トリノ コサ ン

ヒ ム ロ

ホ ウキ ネ

チ カソ ノ

タ タ ラヌマ

サ ヌキ カ ンノ ン

ナ ナ セ ンヤ マ

サ クハ ラ

トチ クボ

ハ セ バ

ィ ズ ルサ ン

ア ユ タ

ヒガ シ タカハ ラ

マツ ク ラヤ マ

ヤ キ モ リヤ マ

コ バ ナ

セ キ ソ ンサ ン

ヨ シュ ウ

イ ワフ ネヤ マ

オ デ ヤ マ

ミナ ミタ カハ ラ

ス ズ ガ ダケ

ア ラヤマ

ナ ベ ワ リサ ン

キ タサ ワ

ソ ウマ サ ン

ク ロイ ワ

ナベ ワ リサ ンナ ンメ ン

ア ラヤ マ コ ウゲ ン

ア ズサザ ワ

ケサ マル ヤ マ

コ ナ カオ オ タキ

ナル カ ミヤ マ

ア サ ヒダケ ・シ ラガモ ンサ ン トウメ ン

シ プツサ ン ・カサ ガ タケセ イ メ ン

一363一

都道府県名

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県



コ ー ド

4915

4916

4917

4918

4919

4920

4921

4922

4923

4924

5001

5002

5003

5004

5005

5006

500?

5008

5009

5010

5011

5012

5013

5014

5015

5016

5101

5102

5103

5104

5105

5106

5301

5302

5303

5304

5305

都道府県自然環境保全地域名

皇 海 王

天 丸 山

大 峰 沼

角 落 山

王 領 地 の 森

赤 城 神 社 と松並 木

平ケ岳 ・白沢山西面

行 人 沼

根 本 沢

巻 機 山 東 面

両 神 村 滝 前

三 芳 ・町 多 福 寺

加 須 市 志 多 見 東

加 須 市 志 多見 中央

加 須 市 志 多 見 西

小 鹿 野 町 般 若

小 鹿 野 町 よ うば け

吉 田 町 白 砂

小 鹿 野 町 尾 の 内

玉 川 村 道 元 平

江 南 村 大 沼

嵐 山 町 杉 山

蓮 田 市 上 沼

蓮 田 市 下 沼

吉 田 町 田 中 山

吉 田 町 女 形

白 浜

梅 ケ 瀬 漢 谷

高 塚 山

地 蔵 堂 ・薮 化石 帯

兀 清

崖 地

な

披 露 山

長

油

田 浦

澄 山

植 生

し

・ 大 崎

浜

戸

壷

大 作

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ス カイサ ン

テ ンマル ヤ マ

オ オ ミネ ヌマ

ツ ノオ チ ヤマ

オ オ リョウ ジのモ リ

ア カギ ジ ンジャ トマ ツ ナ ミキ

ヒラガ タケ ・シラサ ワヤ マセ イ メ ン

ギ ョウニ ンヌマ

ネ モ トザ ワ

マ キ ハ タ ヤ マ トウ メ ン

ギ ョウ ガ ミム ラ タキ マエ

ミヨ シマ チ タフ ク ジ

カ ゾシ シ ダ ミ ヒガ シ

カ ゾシ シ ダ ミチ ュ ウオ ウ

カゾ シ シダ ミニ シ

オ ガ ノマ チハ ンニ ャ

オガ ノマチ ヨウバ ケ

ヨ シダ マチ シ ラ スナ

オ ガノ マチ オ ノ ウチ

タ マガ ワム ラ ドウゲ ン ビ ラ

コウナ ンム ラオオ ヌマ

ラ ンザ ンマチ スギ ヤ マ

ハ スダ シ ウワ ヌ マ

ハ ス ダ シシ タヌ マ

ヨシダ マチ タ ナ カヤ マ

ヨシ ダマ チオ ナ ガ タ

シ フハ マ

ウ メガ セ ケイ コク

タ カ ツカ ヤマ

ジ ゾ ウ ドウ ・ヤブ カセキ タイ

モ トキ ヨ ス ミヤマ

ガ ケチ シ ョク セ イ

ヒ ロウヤ マ ・オ オ サ キ

ナ ハ マ

ミ ト

ア ブ ラツ ボ

タ ウラオオ サ ク

一364一

都道府県名

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈 川県



コ ー ド

5306

530?

5308

5309

5310

5311

5312

5313

5314

5315

5316

531?

5318

5319

5320

5321

5322

5323

5324

5325

5326

5327

5328

5329

5330

5331

5332

5333

5334

5335

5336

533?

5338

5339

5340

5341

5342

5343

5344

5345

者随府県自然環境保全地域名

今 泉 北

栗 原 第 二 水 源

皇 子 太 神

寒 川 社

宇 都 母 知 神 社

越 山

寒 川 神 社

上 赤 羽 根

甘 沼

中 赤 羽 根

城 ・ 山 湖

城 山'

小 倉 山

志 田 山

三 増 峠

向 山

仏 果 山

八 菅 山

経 ケ 岳

西 山

飯 山

大 山 日 向

鷹 取 山

平 塚 高 麗 山

大 磯 高 麗 山

神 揃 山

山 王 山

沢 井

吉 野

佐 野 川

小 渕

藤 野 上

日 連

谷 山

名 倉

仙 洞 寺 山

茨 菰 山

牧 馬

奥 牧 野

田 原 蓑 毛

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

イ マイ ズ ミキ タ

ク リハ ラダイ ニ スイ ゲ ン

オ オ ジ タイ ジ ン

サ ム カワ シ ャ

ウツモ チ ジ ン ジャ

コシ ノヤ マ

サ ム カワ ジ ン ジャ

カ ミア カバ ネ

ァ マ ヌマ

ナ カア カバ ネ

シ ロヤマ コ

シ ロヤ マ

オ グ ラヤマ

シ ダサ ン

ミマセ トウゲ

ム コ ウヤ マ

ブ ッカサ ン

ハ ス ゲ サ ン

キ ョウガ タケ

ニ シヤマ

イ イ ヤマ

オ オ ヤマ ヒナ タ

タ カ トリヤ マ

ヒラツ カ コマ ヤ マ

オ オ イ ソ コマヤ マ

カ ミソ ロヤ マ

サ ンノ ウヤ マ

サ ワ イ

ヨ シ ノ

サ ノガ ワ

オ ブ チ

フ ジノ ガ ミ

ヒ ズ レ

タニ ヤマ

ナ ク ラ

セ ン ドウ ジサ ン

ホ ウズキ ヤマ

マ キ メ

オ クマギ ノ

タバ ラ ミノゲ

都道府県名

神 奈 川 県

一365一



コ ー ド

5346

534?

5348

5349

5350

5351

5352

5353

5354

5355

5356

5357

5358

5359

5360

5361

5362

5363

5364

5365

5366

5367

5368

5401

5402

5403

5404

5405

5406

540?

5408

5409

5410

5411

5412

5413

5414

5415

都道府県自然環境保全地域名

菩 提 向 山

三 廻 部 浅 間 山

松 本 上

篠 窪

厳 島 神 社

松 本 下

三 島 神 社

比 奈 窪

五 所 ノ宮 八 幡 神 社

久 所 木 舟

川 ・匂 神 社

鴨 沢

了 義 寺

綱 子

寄

山 北 共 和

塩 沢

谷 ケ 平 山

矢 倉 岳 ・明 神 ケ岳

久 野

片 浦 ・ 早 川

真 鶴

吉 浜

鳴 海 山

鈴 ケ 滝

宮 久

狙 倉 山

宝 珠 山

月 山

御 神 楽 山

権 現堂 山 ・唐 松 山

と ど の 森

郡 殿 の 池

男 池

裏 巻 機 漢 谷

竜 ケ 窪

小 松 原

鉾 ケ 岳 ・ 権 現 岳

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ボ ダイ ム コ ウヤ マ

ミクル ベ セ ンゲ ンヤ マ

マ ツモ トカ ミ

シ ノ クボ

イ ツ ク シマ ジ ンジャ

マ ツモ トシモ

ミシマ ジン ジャ

ヒナ クポ

ゴ シ ョノ ミヤ ヤ ワ タ ジン ジャ

ク ゾキ ブ ネ

カ ワ ワ ジ ンジャ

カ モサ ワ

リ ョウギ ジ

ツ ナ ゴ

ヤ ドロギ

ヤ マキ タキ ョウ ワ

シホザ ワ

ヤ ガ ヒラヤ マ

ヤ グ ラ ダケ ・ミョウ ジン ガダ ケ

ク ノ

カ タ ウラ ・ハ ヤ カワ

マ ナ ヅル

ヨ シハ マ

ナル ミサ ン

スズ ガ タキ

ミヤ ピサ

マナ イ タ グ ラヤ マ

ホ ゥジュサ ン

ガ ッサ ン

ミカ グ ラダ ケ

ゴ ンゲ ン ドウサ ン ・カ ラマツ ヤ マ

ト ドノモ リ

コオ リ ドンノイ ケ

オ イ ケ

ウ ラマキ ハ タ ケイ コ ク

リュ ウガク ボ

コマ ツバ ラ

ホ コガ タケ ・ゴ ンゲ ンダケ
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都道府県名

神 奈 川県

新 潟 県



レ

}

コ ー ド

5501

5502

5503

5504

5505

5506

5507

5601

5602

5603

5604

5605

5606

5701

5702

5801

5802

5803

5804

5805

5806

5807

5808

5809

5810

5811

5812

5813

6001

6002

6003

6004

6005

6006

都道府県自然環境保全地域名

沢 杉

縄 ケ 池 ・ 若 杉

愛 本

東 福 寺

神 通 峡

深 谷

山 の 神

唐 島

杉 ノ 水

打 ・ 呂

菊 水

犀 川 原 流

観 音 下

池 河 内

楢 俣

小 金 沢 山

三 ツ 峠 山

御 正 体 山

七 里 ケ 岩

旅 ケ 岳

大 岩 山

小 金 沢 土 室

七 面 山

篠 井 山

大 平

黒 岳

清 水 谷

滝 子 山

な し

能 郷 白 山

山 中 山

秋 神

萩 『 町

北 の 俣 ・水 の 平
`
朝 日 添 川

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

サ ワ スギ

ナワガ イ ケ ・ワ カスギ

ア イモ ト

トウ フ ク ジ

ジ ンツ ウキ ョウ

フカ ダニ

ヤ マノ カ ミ

カラシ マ

スギ ノ ミズ

ウ ツ ロ

キ クス イ

サ イ カ ワゲ ン リ ュ ウ

カナ ガ ソ

イ ケノ コ ウチ

ナ ラマ タ

コガ ネザ ワ ヤ マ

ミツ トウゲ ヤ マ

ミシ ョウ タ イヤ マ

シチ リガ イ ワ

ザ ル ガ タ ケ

オ オ イ ワヤ マ

コガ ネザ ワ ツチ ム ロ

シチ メ ンサ ン

シノイ ヤ マ

オオ ヒ ラ

ク ロダ ケ

シ ミズ ダ ニ

タキ コヤ マ

ノ ウゴ ウ ハ クサ ン

ヤマ ナ カヤ マ

ア キ ガ ミ

オギ マチ

キ タノ マ タ ・ミズ ノ タイ ラ

アサ ヒ ソエ カ ワ

都道府県名

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県
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コ ー ド

600?

6008

6009

6010

6011

6012

6013

6014

6015

6101

6102

6103

6104

6105

6201

6202

6203

6204

6205

6206

620?

6208

6209

6301

6302

6303

6304

6601

6701

6702

6703

都道府県自然環境保全地域名

時 山

関 ホ タ ル の 川

椛 の 湖 畔

岩 の 子

御 前 岳

内 嘲 洞

祖 師 野

万 波

鳥 帽 子 岳

明 ・ 神 峠

愛 鷹 山

京 丸 ・ 岩 岳 山

気 田 川

渋 川

蓮 華 寺 寺 叢

田 之 士 里 湿 原

小 牧 大 山

青 取 山

吉.祥 山

伊 熊 神 社 社 叢

小 堤 西 池

大 沼

白 鳥 山

錦

島 勝 浦

藤 原 河 内 谷

員 弁 大 池

な し

な し

本 山 寺

林 田 川

米 地 川

普 光 寺

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

トキ ヤ マ

セ キ ホ タル ノ カ ワ

ハ ナノ コ ハ ン

イ ワノ コ

ゴゼ ンダ ケ

ゥチバ ミボ ラ

ソ シ ノ

マ ン ナ ミ

ェ ポ シ ダケ

ミョウ ジ ン トウゲ

ア シ タ カヤマ

キ ョウマ ル ・イ ワタ ケサ ン

ケ タ ガ ワ

シブ カ ワ

レンゲ ジ ジ ソ ウ

タノ シ:リシツ ゲ ン

コマ キオ オ ヤ マ

ア オ トリヤマ

キ ッシ ョ ウザ ン

イ クマ ジ ンジ ャシ ャ ソ ウ

コヅ ツ ミニ シイ ケ

オ オ ヌマ

シ ラ トリヤ マ

ニ シ キ

シマ カツ ウ ラ

フ ジ ワ ラコ ウチ ダニ

イ ナベ オオ イ ケ

ホ ンザ ン ジ

ハ ヤ シダ ガ ワ

メ ジガ ワ

フ コ ウジ

都道府県名

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県
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コ ー ド

6704

6605

6706

6707

6708

6709

6710

6711

6712

6713

6714

6715

6716

6801

6901

6902

6903

6904

6905

7001

7002

7003

7004

7005

100s

7101

7io2

7201

7202

7301

7302

7303

7304

7305

都道府県自然環境保全地域名

荘

与

八

置

沼

白

伊

成

林

徳

塩 城

島 神

山 神

弊 諾 神

相

寺

戸

山

跡

社

社

宮

寺

駒 宇 佐 八 幡 神 社

水 生 山 補 陀 落 寺

験.行 寺

高 嶺 山

長 谷

玉 置 山

箕六弁財天 社社寺林

立 神 社 社 寺 林

川 又 観 音 社 寺 林

西 ノ 河 原 生 林

亀 谷 原 生 林

唐

菅

香

松

笏

馬

川

野

取

上

賀

場

赤名湿地性植物群落

六日市コウヤマキ自生林

塩 滝

大 平 山 ・権 現 山

龍 頭 峡

万 古 漢

当 木 島 ・ 釜 戸 岬

魚 切 漢 谷

石 ケ 谷 峡

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ソ ウ リンザ ン

ヨ ト

ハ ッ トクサ ン

オ キ ジオ ジ ョ ウシ

ヌ マ シ マ ジ ンジ ャ

バ クサ ン ジ ンジ ャ

イ ザ ナギ ジン グ ウ

ナ リア イ ジ

コ マ ウサハ チ マ ンジ ン ジャ

ミズ オ ウサ ンフ ダ ラ ク ジ

ケ ンギ ョ ウジ

タ カ ミネサ ン

バ セ

タマ オキ ヤ マ

ミ ロ ク ベ ンザ イ テ ン シ ャ シ ャ ジ リ ン

タ テ ジ ン ジ ャ シ ャ ジ リ ン

カ ワ マ タ カ ン ノ ン シ ャ ジ リ ン

ニ シ ノ コ ウゲ ン セ イ リン

カ メ タ ニ ゲ ンセ イ リン

カ ラ カ ワ

ス ガ ノ

カ ト リ

マ ツ ガ ミ

ツ ガ

ノぐ ノマ

ア カ ナ シ ッチ セ イ シ ョク ブツ グ ンラ ク

ム イ カイ チ コ ウヤ マキ ジセ イ リン

シオ タキ

オ オ ヒラヤ マ ・ゴ ンゲ ンヤ マ

リ ュ ウヅ キ ョ ウ

バ ン コ ケ イ

ア テ キ シ マ ・カ マ ト ミサ キ

ウ オ キ リケ イ コ ク

イ シ ガ タ ニ キ ョ ゥ
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都道府県名

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県



コ ー ド

7306

?307

7308

7309

7310

7311

7312

7313

7314

7315

7316

7317

7318

7501

7601

7602

7603

7604

7701

?702

7901

7902

7903

8001

8101

8102

8103

8104

8105

8106

都道府県自然環境保全地域名

津 田 の 明 神 山

常

八

柏

小

指

大

福

男

湯

滝

大

清

国 見

掛

谷

峯

王 寺

鹿

の

山

沢 湿

黒 川 の 明 神 山

な し

滝

山

島

峡

山

山

山

山

山

峡

原

高 丸 山

弥

藤

水

女

谷

尾

体

山

山

主

山

赤 石 山 系

小 屋 山

大,

猪

鳥

樫

な し

島

野

屋 山

原

虚:空 .蔵 山

鐙 瀬 海 岸

田 の 浦 海 岸

末 津 島 ・ 前 島

舅 ケ島 ・奈木崎海岸

矢 堅 崎 西 海 岸

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ツ ダノ ミ ョウ ジンヤ マ

ジ ョウセ イダ キ

ヤ クニ ミヤマ

カ シ ワ ジマ

コガケ キ ョウ

ユ ビタ ニ ヤマ

オオ ミネサ ン

フ クオ ウジヤ マ

オ ジカ ヤ マ

ユ ノヤ マ

タキ ヤ マキ ョウ

オ オサ ワ シツゲ ン

ク ロ カワノ ミョウ ジ ンヤ マ

タ カ マ ル ヤ マ

イヤ ダニ ヤマ

フ ジオサ ン

ミ ズ シ

ニ ョ タイザ ン

ア カイ シサ ンケ イ

コ ヤヤ マ

オオ シマ

イ ノ

トヤサ ン

カシハ ル

コク ゾ ウサ ン

ア フ ンゼ カイガ ン

タノ ウラ カイガ ン

ス エ ス シマ ・マ エ シ マ

シュ ウ トガ シマ ・ナ キザ キ カ イガ ン

ヤ ガ タ メザ キ ニ シ カ イガ ン

都道府県名

広 島 県

山 口 県

循 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県
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コ ー ド

8107

8108

8109

8110

8111

8112

8113

8114

8201

8202

8203

8204

8301

8302

8303

8304

8401

8402

8501

8502

者随府県自然環境保全地域名

大 瀬 良 東 海 岸

高 峰 西 海 岸

津 和 崎

子 ソ 崎

妙 見

青 海

合 歓 ノ 木

茂 木 海 岸

波野村スズラン群生地

大 野 漢 谷 周 辺

大

染

小

武

霊

湯

樫

城

多

川

岳

山

都

山

山

葉

掃 部 岳 北 側

木 場 岳

万 九 郎

な し

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

オ オセ ラ ヒガ シ カイ ガ ン

タ カボ ウニ シカイ ガ ン

ツ ワザキ

ソ ネザ キ

ミョ ウケ ン

オ オ ミ

ネ ム ノ キ

モギ カイ ガ ン

ナ ミノ ム ラスズ ラ ング ンセ イ チ

オオ ノ ケ イコ ク シ ュ ウヘ ン

オ オ カワ

ソメ ダケ

オギ ヤ マ

タケ タヅ

リ ョウゼ ン

ユ ヤ マ

カ シ バ

カモ ンダ ケ ホ クブ

コバ ダ ケ

マ ン ク ロ ウ

都道府県名

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児 島県

沖 縄 県
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海域 区分 コ ー ド

コ ー ド

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

201

202

203

204

205

206

20?

301

302

303

304

305

306

30?

308

401

402

403

404

405

406

407

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

北 海 道 区

日本海北区

太平洋北区

日本西西区

太平洋中区

海 域 名

宗

網

根

釧

十

日

胆

渡

檜

後

石

留

谷
走

室
路

勝

高
振

島
山
志

狩
萌

国 後 ・捉 捉 ・

歯 舞 ・色 丹

青

秋

山

新

佐

富 山

能 登 半 島

陸 奥 湾

津 軽 海 峡

下 北 半 島 東

三 陸 海 岸

宮 城三陸 海 岸

仙 台 湾

福 島

鹿 島 灘

若 狭 湾

兵 庫

鳥 取

島 根

北 長 門

隠 岐

竹 島

房 総

東 京 湾

相 模 湾

伊 豆

駿 河 湾

遠 州 灘

伊 勢 湾

三 河 湾

熊 野 灘

伊 豆七 島 北

森

田

形

潟

渡

湾

コ ー ド

511

530

550

601

602

603

604

701

702

703

704

705

706

?0?

708

709

710

711

712

713

714

715

716

71?

718

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

814

820

830

850

870

880

890

895

太平洋南区

瀬戸内海区

東シナ海区

海 域 名

伊 豆 七 島 南

小 笠 原 群 島

火 山 列 島

和 歌 山

徳 島

土 佐 湾

日 向 灘

周 防 灘 西

周 防 灘 東

伊 予 灘 西

別 府 湾

豊 後 水 道

伊 予 灘 東

広 島 湾

安 芸 湾

備 後 灘

燧 灘

備 讃 瀬戸 西

備 讃 瀬 戸 東

播 磨 灘 北

播 磨 灘 南

大 阪 湾 北

大 阪 湾 南

紀 伊 水 道 西

紀 伊 水 道 東

響 灘

博 多 湾

唐 津 伊 万 里

大 村 湾

長 崎

天 草 灘

有 明 海

八 代 海

薩 摩

鹿 児 島 湾

大 隈

対 馬

五 島

大 隈 諸 島
ト カ ラ 列 島

奄 美 諸 島

沖 縄 島

宮 古 列 島

八 重 山 列 島

尖 閣 諸 島

大 東 諸 島
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もとのMTデ ータか ら今 回の整備作業 によって削除 された項 目の リス ト

項目名は,そ れぞれの調査報告書にある名称である。県 コー ドは市町村 コー ド(6桁)を 入れた

めに省いた。その他の項 目についても,複 数ファイルの統合によって重複する項 目,調 査原票およ

び分布図(す でにたどることが不可能に近い)に 関する情報,お よび項目はあるが,実 際にはほとん

ど情報がなく,あ まり利用価値の高 くないと思われるものなどを省いた。

〈 植 生調 査〉

。県 コー ド

〈 特定 植 物群 落 〉

。県 コー ド

。対象 番号

。地 図番号

く 哺 乳 類 〉

。種 コ ー ド

。頭 数

・年 代

。本調 査 ・追 加調 査 の別 フ ラ ッグ

〈鳥 類 〉

。都市 コー ド(も と も と ブ ラ ンク)

〈 両生 ・は虫類 〉

。県 コー ド

・地 図番 号

。通 し番号

。経度 ・緯度

く淡 水 魚 〉

・県 コー ド

。地 図 番号

◎通 し番号

。経 度 ・緯 度

〈 昆 虫 〉

。地図 番号

。指 標 ・特定

。メ ッシ ュ数

・統一 種 番 号

。種 名(カ タ カナ)

〈湖 沼〉

。区 分

。保 全 地域 地 区 区分(湖 沼 ,島,湖 岸 に分 けて は

記 載 しな い。)

。水 温

。そ の 他 記録 の有 無

。対 象 魚 類 コー ド

。生 物 相 ・記録 の 有無

・区 間番号

。挺水 植物 の 沖 出幅

。出発 点 か らの距 離

。区 間 長

。通 し番 号

。天 気

。雲 量

。気 温

。全 透

・そ の他 の項 目

。水 深

KPH

ADO

。魚種 コー ド

・記 録

。天 然 繁 殖

。備 考

。合算 区分

◎漁 獲 量

。卵 放 流 量

。稚 ・成 魚 放 流 量

く 河 川 〉

。区 分

◎水系 コー ド

。河 川 コー ド
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。調 査 年 月

。天

。気

。水

。底

。塩

。比

。水

。流

。概

気

温

温

質

分

重

温

量

要

・魚 種 数

。調 査 区 間番 号

'
。保 全地 域

。鳥獣 保 護

。水 際 線

。河 原 の土地 利 用

。河畔 の利 用

。河 川工 作物

。取 水施 設

・河 川 の利 用

。不 快 要 因

。河 辺 林

。流入 河 川

。地 点 別魚 類 相

。記 録

・魚 獲 量

。卵 放 流

}放 流の有無にまとめた
。稚 ・成 魚放流

。合 算

。合 算 魚種 コー ド

<海 岸 調 査>

Oレ コー ドタイプ

。地 図 番号

。順 序 番 号

。計測 区 画 ナ ンバ ー

。県 集 計 レコー ドナ ンバ ー

〈干 潟 お よ び藻 場お よ びサ ンゴ 礁 〉

。調 査 区 番号

。地 図 番 号

。2次 メ ッシ ュコー ド

。継続 番号

。分布 域 ・消 滅域 区 分(カ ラム の位 置 でわ か る仕

掛 け にな った ので 不必 要)

〈赤 潮 〉

。整理 番 号

。地図 番 号

。2次 メ ッシ ュコー ド

。調査 地 区 番号

。継続 番 号

1
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第2回 自然環境保全基礎調査
情報公開について

1。 第2回 自然 環 境保 全基 礎 調 査に 関す る報 告 書 及び地 図類 で,刊 行 物 と して市 販 され て い る ものは 次

の とお リ。

(1)全 国 版

・日本 の 重要 な植 物 群 落 の分 布 環 境 庁編(定 価3,800円)

・日本 産 鳥 類 の繁 殖 分 布 〃(定 価4,500円)

・日本 の 重要 な昆 虫 類 の分 布 〃(定 価2,000円)

・日本 の 重要 な 両生 類 ・は虫類 の分 布 〃(定 価2 ,900円)

(2)地 方 版

・日本 の 重要 な植 物 群 落

一 特定植物群落調査報告書一

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

12分 冊

(定 価2,700円)

(定 価2,900円)

(定 価3,400円)

(定 価5,000円)

(定 価5,000円)

(定 価4,500円)

・日本 の 重要 な両 生類 ・は虫 類

環境庁編

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

一 動物分布調査(両 生類 ・は虫類)報 告書一

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

・日本の重要な淡水魚類

(定 価1,000円)

(定 価1,200円)

(定 価1,600円)

(定 価1,900円)

(定 価2,200円)

(定 価1,200円)

12分冊

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四.国 版

南九州 ・沖縄版

一 動物分布調査(淡 水魚類)報 告書 一12分 冊

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

・日本の重要な昆虫類

(定 価1,500円)

(定 価1,100円)

(定 価1,100円)

(定 価1,300円)

(定 価1,600円)

(定 価1,700円)

(定 価7,500円)

(定 価5,000円)

(定 価4,200円)

(定 価5,400円)

(定 価3,400円)

(定 価5,800円)

環境庁編

環境庁編

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

(定 価2,200円)

(定 価1,800円)

(定 価1,500円)

(定 価2,400円)

(定 価1,200円)

(定 価1,800円)

(定 価2,000円)

(定 価1,200円)

(定 価1,200円)

(定 価2,200円)

(定 価1,400円)

(定 価1,700円)

一 動物分布調査(昆 虫類)報 告書一12分 冊 環境庁編
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北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

(定 価700円)

(定 価2,100円)

(定 価1,800円)

(定 価2,400円)

(定 価2,400円)

(定 価1,500円)

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

・なお,そ の他 の調査 報告 書 の刊 行 に っ いて も予定 され て い る
。

(3)地 図 類

・5万 分 の1現 存 植生 図(608図 面)

・植 生調 査 報 告書(都 道 府 県別)

・20万分 の1動 植 物分 布 図(都 道 府 県別)

・日本 の自然 環 境(ア トラス)

(定 価3,000円)

(定 価2,300円)

(定 価1,700円)

(定 価3,700円)

(定 価1,700円)

(定 価3,100円)

(単 価750円)

(定 価1,500～4,750円)

(定 価800～1,000円)

(定 価15,000円)

2.第2回 自然環境保全基礎調査に関する報告書で,閲 覧及びコピーサーピスを実施しているものは次

のとおリ。

植 生

特定植物群落

動物分布(哺 乳類)

(鳥 類)

(両 生類・は虫類)

(淡水魚類)

(昆 虫類)

表土改変状況

湖 沼

河 川

海 岸

干潟,藻 場,サ ンゴ礁分布

海域環境

海域生物

植 生

特定植物群落

動物分布(哺 乳類)

(両生類 ・は虫類)

(淡水魚類)

(昆 虫類)

湖 沼

河 川

海 域

調査報告書(都 道府県別45冊)

//

//

//

//

//

//

//

a

ii

ii

n

//

//

//

a

//

a

//

n

//

//

n

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

n

//

47冊)

47冊)(全 国版(そ の1)1冊)

な し)(〃1冊)

47冊)(〃(そ の1)1冊)

47冊)

47冊)

な し)(関 東版1冊)

37冊)

47冊)

な し)(全 国版1冊)

39冊)

39冊)

39冊)

(全 国版1冊)

n

//

//

//

//

//

u

a

1冊)

(そ の2)1冊)

(そ の2)1冊)

1冊)

1冊)

1冊)

1冊)

1冊)
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海域 生物 調 査 報告 書(全 国版1冊)

第2回 自然 環境 保全 基礎 調査 報 告書(緑 の 国勢調 査)(総 括 版1冊)

第2回 自然環 境 保全 基礎 調査 報 告書 資 科編(緑 の国 勢調 査)(総 括版1冊)

5第2回 自然環 境 保全 基礎 調 査 に関す る報 告 書 及 び地 図類 は,次 の 団体 等 で 入手 で き る。

(11(助 日本 野 生生 物研 究 セ ンタ ー

(東 京都 文京 区本 郷3-39-12TEL・03-813-8806)

・刊 行 物 市 販 及 び閲 覧並 びに コ ピ ーサ ー ビス

・5万 分 の1現 存植 生 図

・植 生調 査 報告 書(都 道府 県別)

・20万 分 の1動 植物 分 布 図

② 政 府 刊 行 物サ ー ビスセ ン ター

・刊行 物 市 販 及 び閲覧 並 び に コピ ーサ ー ビス

{3)助 日本 自然保 護協 会

(東 京都 港 区虎 ノ門2-8-1虎 ノ門電 気 ビル4FTEL・03-503-4896)

・閲 覧 及 び コ ピーサ ー ビ ス

一377一





卜

第2回 自然環境保全基礎調査

自然 環境保全情報利用の 手引
(磁 気テ ープ編)

昭和58年3月19日

作 成 環 境庁 自然保 護 局

東 京都 千代 田 区霞 ケ 関3-1-1

TELO3-581-3351ex2482

事 業実 施 財 団法 人 日本 野生生 物 研究 セ ンタ ー

東 京 都文 京区 本 郷3-39-12

TEL813-8806

内容についてのお問い合せは環境庁自然保護局企

画調整課自然環境調査室あるいは㈲日本野生生物

研究センターへご連絡下さい。




